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変更内容

変更内容 (3000-9-131-40) HAモニタ 01-20

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

変更内容 (3000-9-131-30) HAモニタ 01-13

追加・変更内容 変更個所

サーバの切り替え順序制御をする場合の処理を変更した。 4.1.3，4.1.5

サーバモードの待機サーバの停止について，処理方法を追加した。 4.7.2(1)，4.7.5(1)(a)

マシンの機種が HA8500の場合について，リセット手順ファイルのサン
プルの種類（MP3.rsp）を追加した。

6.5.4(1)

サーバの停止コマンドの起動条件を追加した。
また，これに伴い，HAモニタの環境設定のファイルに次のオペランド
を追加した。
• termcmd_at_abort

6.9.2(1)，8.3.1，8.3.1(2)

次の場合にユーザコマンドに渡されるパラメタの説明を変更した。
• 実行サーバ障害（系切り替えができない場合）
• 実行サーバ障害（系切り替えに失敗した場合）
• 待機サーバ障害

6.11.1(1)

定義チェックの項目に，共有リソースのオペランドの値に関するチェッ
クを追加した。

6.12

コマンドヘルプ，およびメッセージヘルプを廃止した。 7.4，9章

追加・変更内容

LANの状態設定ファイルのサンプルファイルを英文化した。

次の条件でサーバを起動した場合の起動種別を変更した。
• 他系に待機サーバがあり，停止処理中である

また，次の条件でサーバを起動した場合の起動種別について説明を追加した。
• 他系に待機サーバがあり，連動系切り替え待ち状態である

使用しているマシンが nPartitionsによる系切り替え構成をサポートしている場合は，リセットの発行待
ちに掛かる時間が 15秒になるという説明を追加した。

次の条件でサーバを起動した場合の起動種別を変更した。
• 他系に実行サーバがない
• 他系に待機サーバがあり，そのすべてが停止処理中である

リセット専用 LANを相互に直接接続できるのはマシンの機種が H9000Vまたは HA8500の場合だけで
あるという説明を追加した。

監視履歴機能を追加した。
また，これに伴い，環境設定ファイルに次のオペランドを追加した。
HAモニタの環境設定：ph_log_sizeオペランド，ph_thresholdオペランド
サーバ対応の環境設定：ph_thresholdオペランド

HAモニタのリセット手順ファイルのサンプルファイルを英文化した。

HAモニタの接続構成設定ファイルの定義方法で，監視パスを複線化している場合の説明を変更した。



第 2版では，第 1版の「付録 B　リセットパスの構成パターン」を「5.5.4　リセットパスの構成」
に統合しました。

変更内容 (3000-9-131) HAモニタ 01-11

01-10

01-09

HAモニタのユーザコマンドのサンプルファイルを英文化した。

HAモニタの障害情報のうち，smsファイルの出力方式を変更した。

patrolオペランドに指定する系障害監視時間およびサーバ障害監視時間の上限を，60秒から 600秒に拡
大した。

HAモニタの環境設定の pathpatrol_retryオペランドに記載された見積もり式を変更した。

サーバ対応の環境設定の resource定義文に，portオペランドを追加した。

次のコマンドのチェック時間についての説明を，"最大（ホスト数× 35）秒 "に訂正した。
• mongsp
• monmp

追加・変更内容

適用 OSが HP-UX（IPF）の場合に，前提機種として統合サービスプラットフォーム BladeSymphony
をサポートした。
また，これに伴い，次のコマンドを新規に追加，および機能を追加した。
新規追加：monrp
機能追加：monsetup

追加・変更内容

適用 OSが HP-UX（IPF）の場合に，前提機種日立アドバンストサーバ HA8500シリーズのモデルとし
て次に示すモデルをサポートした。
210A3，310A3，420A3，630A3，740A3

JP1のイベント通知機能（JP1/IM形式）をサポートした。

追加・変更内容

適用 OSが HP-UX（PA-RISC）の場合に，前提機種 HITACHI 9000Vシリーズサーバのモデルとして次
に示すモデルをサポートした。
rp3410，rp3440，rp4440，rp7420，rp8420

追加・変更内容



I

はじめに

このマニュアルは，HAモニタの機能，設定，および運用方法について説明したものです。この
マニュアルを読むことで，ユーザが，HAモニタを使用して系切り替え構成を設計・構築できる
こと，および適切に運用できることを目的としています。
このマニュアルでは，次のプログラムプロダクトについて説明しています。HAモニタは，シス
テムの可用性を高めるために，系切り替えを実現する製品です。
• P-1B2C-E111　HAモニタ
• P-1J2C-E111　HAモニタ

■対象読者
システム管理者およびオペレータの方を対象としています。システム管理者は，システムの導
入，設計，構築をすることを想定しています。オペレータは，構築されたシステムで日々の運
用をすることを想定しています。
また，次の知識をお持ちの方を前提としています。
• ハードウェアの知識
• OSの知識
• 系切り替え構成にするプログラムの知識

系切り替え構成にするプログラムとして，OpenTP1またはHiRDBを使用する場合は，あらか
じめ OpenTP1または HiRDBのマニュアルをお読みいただくことをお勧めします。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編，章と付録から構成されています。

第 1編　概要

第 1章　HAモニタの概要
HAモニタの目的，系切り替え機能の概要，HAモニタを適用したシステム形態，および HAモニ
タの動作環境について説明しています。

第 2章　HAモニタを使用した系切り替え
HAモニタを使用して実現できる系切り替え構成，系切り替えの流れなど，HAモニタの基本的な
機能について説明しています。

第 2編　解説

第 3章　HAモニタで使用できる機能
系切り替えのために使用できる機能を，サーバ，系，および共有リソースの分類に分けて説明し
ています。

第 4章　システムの管理
HAモニタがサーバや系をどのように管理しているかについて説明しています。系切り替え時の
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HAモニタの動作などを説明しています。

第 3編　導入・運用

第 5章　HAモニタの導入とシステムの設計
HAモニタを導入するに当たり，検討する内容について説明しています。

第 6章　システムの構築
HAモニタに必要な設定方法を，HAモニタのインストール後からシステムの動作確認までの流れ
で説明しています。

第 7章　システムの運用
システムを構築したあと，業務を運用するときのオペレータの操作について説明しています。

第 4編　リファレンス

第 8章　環境設定で定義するファイル
HAモニタの環境設定で定義するファイルについて説明しています。

第 9章　コマンド
HAモニタのコマンドについて説明しています。

付録 A　HAモニタのイベント ID
HAモニタが発行するイベント IDについて説明しています。JP1を使用してシステムを運用する
場合に，参照してください。

付録 B　監視履歴として出力されるメッセージ
HAモニタが監視履歴を取得することで出力されるメッセージの内容，およびメッセージの出力タ
イミングについて説明しています。

付録 C　用語解説
このマニュアルで使用している用語について説明しています。

■関連マニュアル
HAモニタのマニュアル体系を次に示します。
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HAモニタのマニュアル以外で，このマニュアルと関連するマニュアルを次に示します。必要に
応じてお読みください。
プログラムに OpenTP1を使用する場合
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 解説（3000-3-360）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 システム定義（3000-3-362）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 運用と操作（3000-3-363）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 クライアント使用の手引
（3000-3-364）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 メッセージ（3000-3-368）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 解説（3000-3-941）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 システム定義（3000-3-943）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 運用と操作（3000-3-944）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 メッセージ（3000-3-947）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/

Client/W，TP1/Client/P編（3000-3-949）
• OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 解説（3000-3-D50）
• OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 システム定義（3000-3-D52）
• OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 運用と操作（3000-3-D53）
• OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 メッセージ（3000-3-D56）
• OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/

Client/W，TP1/Client/P編（3000-3-D58）
• OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/

Client/J編（3000-3-D59）

プログラムに HiRDBを使用する場合
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 解説（UNIX(R)用）（3000-6-231）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-232）
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• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-233）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-234）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-235）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 メッセージ（UNIX(R)/Windows(R)用）
（3000-6-238）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 解説（UNIX(R)用）（3000-6-271）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-272）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-273）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-274）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-275）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 メッセージ（UNIX(R)/Windows(R)用）
（3000-6-278）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 解説（UNIX(R)用）（3000-6-351）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-352）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-353）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-354）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-355）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 メッセージ（3020-6-358）

イベント管理によってシステムの運用を自動化する場合
• JP1 Version 7i JP1/Base（3020-3-F04）
• JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）
• JP1 Version 8 JP1/Base メッセージ（3020-3-K07）

ディスクパスを冗長化する場合
• JP1/HiCommand Dynamic Link Manager ユーザーズガイド（HP-UX用）（3000-3-928）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルを省略して表記しています。マニュアルの正式名
称とこのマニュアルでの表記を次の表に示します。
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■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読めます。使用目的別に，次の流れに
従ってお読みいただくことをお勧めします。

マニュアルの正式名称 このマニュアルでの表記

JP1 Version 7i JP1/Base JP1/Base 運用ガイド

JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド

OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能 
OpenTP1 運用と操作

分散トランザクション処理機能 OpenTP1 運用と
操作

OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能 
OpenTP1 運用と操作

OpenTP1 Version 7 分散トランザクション処理機能 
OpenTP1 運用と操作

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6 
システム運用ガイド（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB システ
ム運用ガイド

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 
システム運用ガイド（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 
システム運用ガイド（UNIX(R)用）
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用する英略語を，次に示します。
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英略語 英字での表記

ARP Address Resolution Protocol 

BMC Baseboard Management Controller

C/S Client/Server

CPU Central Processing Unit

DB Database

DNS Domain Name System

FD Floppy Disc

FEP Front-End Processor

FS File System

GSP Guardian Service Processor

HA High Availability

I/O Input/Output

IPF Itanium(R) Processor Family

IS8 Interface Switch 8

LAN Local Area Network

LS Line Switch

LVM Logical Volume Manager

MAC Media Access Control

MO Magneto-Optical disk

MP Management Processor

NLS National Language Support

OS Operating System

OSI Open Systems Interconnection

PA-RISC Precision Architecture - Reduced Instruction Set Computer

PC Personal Computer

PV Physical Volume

RAID Redundant Arrays of Inexpensive Disks

RS-232C Recommended Standard 232 versionC

SVP Service Processor

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

UAP User Application Program

WAN Wide Area Network

WS Workstation
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このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。製品の
正式名称と，このマニュアルでの表記を次の表に示します。

XNF Extended Hitachi Network Architecture Based Communication 
Networking Facility

製品の正式名称 このマニュアルでの表記

AIX 5L Version5.1 AIX

AIX 5L Version5.2

AIX 5L Version5.3

HI-UX/workstation Extended Version 2 HI-UX/WE2

HiRDB Advanced High Availability Version 7 HiRDB Advanced High 
Availability

HiRDB

HiRDB Advanced High Availability Version 8

HiRDB/High Availability HiRDB High Availability

HiRDB High Availability Version 7

HiRDB/Parallel Server Version 6 HiRDB/Parallel Server

HiRDB/Parallel Server Version 6(32)

HiRDB/Parallel Server Version 6(64)

HiRDB/Parallel Server Version 7

HiRDB/Parallel Server Version 7(64)

HiRDB/Parallel Server Version 8

HiRDB/Parallel Server Version 8(64)

HiRDB/Single Server Version 6 HiRDB/Single Server

HiRDB/Single Server Version 6(32)

HiRDB/Single Server Version 6(64)

HiRDB/Single Server Version 7

HiRDB/Single Server Version 7(64)

HiRDB/Single Server Version 8

HiRDB/Single Server Version 8(64)

HP-UX 11 HP-UX
（PA-RISC）

HP-UX

HP-UX 11i

HP-UX 11i V2(PA-RISC)

HP-UX 11i V2(IPF) HP-UX
（IPF）

Job Management Partner 1 JP1

英略語 英字での表記
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■前提機種の違いによる相違点の表記
HAモニタは前提機種が複数あります。前提機種によって，ハードウェアの構成や名称が異なり
ます。このマニュアルでは，次に示す表記を使用して，機種によって説明の異なる部分を示し
ています。また，説明が同じ場合は，ハードウェア名称に総称を使用しています。使用してい
る機種のハードウェア名称に読み替えてください。

JP1/Integrated Manager JP1/IM

JP1/System Event Service JP1/SES

JP1/HiCommand Dynamic Link Manager HDLM

TP1/High Availability TP1/High Availability OpenTP1

uCosminexus TP1/High Availability

TP1/Message Control TP1/Message Control

uCosminexus TP1/Message Control

TP1/NET/High Availability TP1/NET/High 
Availability

uCosminexus TP1/NET/High Availability

TP1/NET/Library TP1/NET/Library

uCosminexus TP1/NET/Library

TP1/NET/TCP/IP TP1/NET/TCP/IP

uCosminexus TP1/NET/TCP/IP

TP1/Server Base TP1/Server Base

uCosminexus TP1/Server Base

UNIX(R) UNIX

VERITAS File System VxFS

XNF/for HP-UX XNF/H

表記 意味 ハードウェア名称

BladeSymphonyの場合，ま
たは（BladeSymphony）

マシンの機種が統合サービスプ
ラットフォーム BladeSymphony
の場合に該当します。

SVP 障害管理プ
ロセサ（総
称）

H9000Vの場合，または
（H9000V）

マシンの機種が HITACHI 9000V
シリーズサーバの場合に該当しま
す。

GSPまたは
MP
まとめて GSP
と呼びます。

HA8500の場合，または
（HA8500）

マシンの機種が日立アドバンスト
サーバ HA8500シリーズの場合に
該当します。

MPまたは
BMC
まとめてMPと
呼びます。

製品の正式名称 このマニュアルでの表記
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■このマニュアルの図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

■このマニュアルで使用している記号

！！！！ 注意事項
 

HAモニタを使用する際，システム構成時や操作時などに注意する必要がある事項，および
考慮してほしい事項について説明します。
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参考
 

記載内容に関連する機能，およびその参照先について説明します。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）　筐体（きょうたい）　桁（けた）　同梱（どうこん）　必須（ひっす）　閉塞（へ
いそく）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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第 1編　概要

1　 HAモニタの概要
この章では，HAモニタの目的，主な機能である系切り替えの
概要と種類，HAモニタを適用したシステム形態，および動作
環境について説明します。

1.1　HAモニタの目的

1.2　系切り替え

1.3　系切り替えの種類

1.4　HAモニタを適用したシステム形態

1.5　HAモニタの動作環境
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1.1　HAモニタの目的

HAモニタは，システムの信頼性向上，稼働率向上を目的として，プログラムを含めたシ
ステムの切り替えを実現します。

UNIXシステムを基幹業務に適用する場合，システムの信頼性や稼働率が重要になりま
す。従来のシステムでは，ディスク装置や LANなどの個々の資源（リソース）を二重化
して，信頼性を確保しています。HAモニタを使用することで，リソースの二重化に加え
て，サーバシステムの二重化も実現できます。

HAモニタを使用すると，業務処理を実行中のサーバシステムに障害が発生した場合，事
前に待機しているサーバシステムに，直ちに自動で切り替えることができます。そのた
め，オペレータが特に意識することなく，システムの信頼性や稼働率を高められます。

HAモニタの概要を次の図に示します。

図 1-1　HAモニタの概要

この図では，サーバシステム 1とサーバシステム 2を系切り替え構成にしています。
サーバシステム 1で稼働するプログラムに障害が発生した場合，HAモニタがサーバシ
ステム 2のプログラムに系切り替えをします。その結果，障害のために業務を中断して
いた時間を短縮できます。

HAモニタを使用するシステムには，監視パスおよびリセットパスというハードウェアが
必要です。HAモニタに必要なハードウェアやソフトウェアについては，「1.5　HAモニ
タの動作環境」を参照してください。
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1.2　系切り替え
HAモニタでは，システムの障害に備えて二つのシステムを用意し，一つで業務処理を実
行させ，もう一つを待機させておきます。用意したこれらのシステムを系といいます。
また，システム（系）で業務を実行するプログラムのことをサーバといいます。系切り
替えとは，業務を実行している系やサーバに障害が発生した場合に，待機している系や
サーバに業務を引き継ぐ機能のことです。

1.2.1　系
系とは，業務処理に必要なハードウェアのほか，実行するプログラムや通信機器も含め
たシステム全体の総称です。

系には，実行系と待機系という組み合わせ，または現用系と予備系という組み合わせが
あります。

（1） 実行系と待機系

サーバに業務処理を実行させる系（実行中のサーバがある系）をそのサーバの実行系，
障害に備えて待機させる系（待機中のサーバがある系）をそのサーバの待機系と呼びま
す。

また，現在業務処理を実行しているサーバを実行サーバ，障害に備えて待機している
サーバを待機サーバと呼びます。

（2） 現用系と予備系

システム構築時や環境設定時に二つの系を区別するため，最初に実行系としてサーバを
起動する系を，そのサーバの現用系，待機系として起動する系をそのサーバの予備系と
呼びます。システム起動後に実行系と待機系の交代を繰り返しても，現用系と予備系の
関係は変わりません。

1.2.2　系切り替えの流れ
HAモニタが障害を検出してから，系切り替えをして業務を再開するまでの流れについて
説明します。

障害発生時に系切り替えをすると，待機系は業務処理を引き継いで実行系になります。
障害が発生した実行系は，さらに障害が発生した場合に備えて待機系になります。以降，
障害発生のたびに系切り替えで業務処理の実行と待機とを交代して，どちらかの系で常
に業務処理を実行します。

系切り替えの流れを次の図に示します。
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図 1-2　系切り替えの流れ

1.2.3　サーバ
HAモニタは，サーバというまとまりで系切り替えをします。サーバとは，プログラムの
ことです。
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（1） サーバの分類

サーバは，プログラムの種類によって次のどちらかに分けられます。

• HAモニタとのインタフェースを持つプログラム
HiRDB，および OpenTP1があります。
HAモニタとのインタフェースを持つプログラムは，HAモニタのすべての機能を使
用できます。

• HAモニタとのインタフェースを持たないプログラム
インタフェースを持つプログラム以外すべてを指します。例えば，JP1，
Cosminexus，ORACLEなどがあります。
HAモニタとのインタフェースを持たないプログラムは，HAモニタの一部の機能を
使用できません。

（2） サーバの運用方法

サーバの運用方法には，サーバモードとモニタモードがあります。

サーバモードとモニタモードの比較を次の表に示します。

表 1-1　サーバモードとモニタモードの比較

注※　ユーザがあらかじめサーバの監視コマンドを作成することで，モニタモードのサーバを監視
し，サーバ障害を検出できます。

HAモニタとのインタフェースを持つプログラムの場合
サーバの運用方法として，サーバモードまたはモニタモードを選択できます。
サーバモードで運用する場合，HAモニタのすべての機能を使用できるため，サー

比較項目 サーバモード モニタモード

HAモニタが検出す
る障害

• サーバ障害
• 系障害

• サーバ障害※
• 系障害

サーバの監視 HAモニタがする ユーザがする※

使用できないHAモ
ニタの機能

なし • 系のペアダウン
• 連動系切り替え時の切り替え種別の指定
• サーバのスローダウン検知

など

必要なソフトウェア HAモニタ以外に，プログラム
が必要

HAモニタだけ

必要な設定項目 サーバ対応の環境設定 • サーバ対応の環境設定
• サーバの起動コマンドの作成
•（必要に応じて）サーバの停止コマンドの
作成

•（必要に応じて）サーバの監視コマンドの
作成

1サーバの単位 1プログラム 1プログラムまたは複数プログラム
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バモードでの運用を推奨します。
サーバモードで運用するサーバのことを，HAモニタとのインタフェースを持つサー
バと呼ぶこともありますが，このマニュアルでは，サーバモードのサーバと呼びま
す。

HAモニタとのインタフェースを持たないプログラムの場合
モニタモードで運用します。HAモニタとのインタフェースを持たないプログラム
は，HAモニタの一部の機能を使用できないため，サーバの運用方法は選択できま
せん。
モニタモードで運用するサーバのことを，HAモニタとのインタフェースを持たない
サーバと呼ぶこともありますが，このマニュアルでは，モニタモードのサーバと呼
びます。

1.2.4　HAモニタが検出する障害
ここでは，HAモニタが検出する障害について説明します。

HAモニタは，サーバに発生するサーバ障害と，系に発生する系障害を検出して，系切り
替えをします。

（1） サーバ障害

サーバ障害は，サーバ自身が検知できる障害と，サーバ自身が検知できない障害に分け
られます。

（a）サーバ自身が検知できる障害

サーバ自身が検知できる障害を次に示します。

• サーバの論理エラー
• リソース（ディスク装置など）の障害が原因で，サーバの運転が続行できない状態

サーバ自身が検知できる障害が発生すると，サーバは HAモニタに障害の発生を連絡し
て異常終了します。障害連絡を受けた HAモニタは系切り替えを実行します。系切り替
え時には，待機していたサーバは引き継ぎ情報からサーバ自身が持つ回復機能で再開始
し，業務処理を引き継ぎます。

（b）サーバ自身が検知できない障害

サーバ自身が検知できない障害には，サーバのスローダウンがあります。

サーバ自身が検知できない障害は，HAモニタが検出します。障害を検出すると，HAモ
ニタは障害が発生したサーバを停止させて系切り替えをします。

（2） 系障害

系障害とは，サーバを除いた系に発生する障害です。系障害を次に示します。

• 系のハードウェア障害，または電源断



1.　HAモニタの概要

7

OSなどの機能を使用してハードウェア（プロセサやディスクなど）を冗長化してい
る場合，一つのハードウェアが縮退稼働している間は系障害とは判断しません。

• カーネルの障害
• HAモニタの障害
• すべての監視パスの障害
• 系のスローダウン

系障害が発生すると，HAモニタは障害が発生した系を停止させて，系切り替えをしま
す。

（3） サーバの運用方法による，検出できる障害の違い

サーバをサーバモードで運用するか，モニタモードで運用するかによって，検出できる
障害が異なります。障害の分類，検出方法，およびサーバの運用方法での検出可否を次
の表に示します。

表 1-2　障害の分類，検出方法，およびサーバの運用方法での検出可否

（凡例）○：検出できる　×：検出できない

モニタモードの場合，サーバ自身が検知できる障害が発生したときに，HAモニタで自動
的に系切り替えをするには，サーバの監視コマンドを作成する必要があります。詳細に
ついては，「3.1.1　モニタモードのサーバの監視」を参照してください。

（4） HAモニタが監視する範囲

HAモニタは，サーバ障害および系障害を検出するために，サーバや系を監視していま
す。

システム構成のうち，HAモニタが監視する範囲を次の図に示します。

障害の分類 検出方法 サーバモード モニタモード

サーバ障害 サーバが検知して HAモニタに
連絡する

○ ○
（サーバの監視コマンドの

作成が必要）

HAモニタがサーバを監視して
検出する

○ ×

系障害 HAモニタが系を監視して検出
する

○ ○
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図 1-3　HAモニタが監視する範囲

HAモニタは，共有ディスクなどのリソースに発生した障害は検出しません。ただし，リ
ソースに発生した障害が原因で，サーバ障害が発生した場合は，サーバ障害を検出しま
す。
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1.3　系切り替えの種類
HAモニタで使用できる系切り替えの種類には，HAモニタが自動的に系切り替えをする
自動系切り替えと，オペレータが意図的に系切り替えをする計画系切り替えがあります。

1.3.1　自動系切り替え
実行系に障害が発生した場合，HAモニタが自動的に系を切り替える機能を自動系切り替
えといいます。

ユーザは，自動系切り替えに必要な，サーバの名称や共有リソースの名称などの動作環
境を，事前に系ごとに設定しておきます。HAモニタはこの環境設定の情報を基に，障害
発生時にサーバや共有リソースを制御して，自動的に系切り替えをします。

自動系切り替えの概要を，次の図に示します。

図 1-4　自動系切り替えの概要

1.3.2　計画系切り替え
オペレータが，系のメンテナンスなどをする際に計画的に系を切り替える機能を計画系
切り替えといいます。計画系切り替えは，実行系から計画系切り替えコマンド
（monswapコマンド）を実行します。

計画系切り替えをする場合も，HAモニタは自動系切り替えと同じ環境設定の情報を基
に，系切り替えをします。

計画系切り替えの概要を，次の図に示します。
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図 1-5　計画系切り替えの概要
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1.4　HAモニタを適用したシステム形態

HAモニタを適用したシステム形態について説明します。HAモニタを使用することで，
信頼性の向上や稼働率の向上を実現できます。

1.4.1　C/Sシステム形態
ホストコンピュータを使用しないで，クライアント /サーバシステムだけで構成するシス
テム形態です。複数のシステムを LANで接続することで，各システムが互いに連動し
合って，全体で一つの業務処理システムとして動作します。

サーバシステムにHAモニタを導入すると，サーバ障害による不稼働時間を短縮でき，
クライアントの業務処理への影響を減らせます。

C/Sシステム形態の例を次の図に示します。

図 1-6　C/Sシステム形態例

1.4.2　FEP形態
ホストコンピュータと，分散機および端末との間に，FEPと呼ばれるサーバシステムを
置いたシステム形態です。通常，ホストコンピュータと FEPとは高速 LANで接続しま
す。FEPは，ホストコンピュータで処理していた通信プロトコル処理や業務処理の一部
を，ホストコンピュータに代わって実行します。

FEPに HAモニタを導入すると，障害による FEPの不稼働時間を短縮でき，ホストコ
ンピュータの高信頼化とあわせて，センタの業務処理の中断を最小限に抑えられます。

FEP形態の例を次の図に示します。



1.　HAモニタの概要

12

図 1-7　FEP形態例

1.4.3　分散処理システム形態
営業店や支店などの拠点に設置した，分散システムと呼ばれるサーバシステムをホスト
コンピュータに接続する形態です。分散システムは，ホストコンピュータの業務の分散
処理や，分散されたデータの管理などをします。

分散システムに HAモニタを導入すると，障害による分散システムの不稼働時間を短縮
でき，拠点の業務処理の中断を最小限に抑えられます。

分散処理システム形態の例を次の図に示します。
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図 1-8　分散処理システム形態例
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1.5　HAモニタの動作環境

HAモニタを動作させるために必要なハードウェア，およびソフトウェアについて説明し
ます。

1.5.1　必要なハードウェア
HAモニタを動作させるために必要なハードウェアについて説明します。ハードウェアの
構成については，「5.5　ハードウェア構成の検討」を参照してください。

ハードウェア構成例を次の図に示します。

図 1-9　ハードウェア構成例

（1） プロセサ

実際に業務を処理するサーバマシンを，実行系と待機系とで 1台ずつ使用します。

HAモニタを使用する前提機種を次に示します。
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• 統合サービスプラットフォーム BladeSymphony（OSが HP-UX（IPF）の場合）
BladeSymphonyを使用する場合，一つの筐体（シャーシ）に複数のプロセサを搭載
できます。HAモニタでは，一つのシャーシ内にあるプロセサ同士を系切り替え構成
にできます。

• HITACHI 9000Vシリーズサーバ（OSがHP-UX（PA-RISC）の場合）
• 日立アドバンストサーバHA8500シリーズ（OSが HP-UX（IPF）の場合）

（2） 監視パス

実行系と待機系のプロセサ間を接続して，実行系と待機系との間で，互いの系を監視し
たり，系切り替えのための情報を交換したりするために使用します。

監視パスには，監視パス専用の LAN（監視専用 LAN）として，TCP/IP LANを使用でき
ます。HAモニタは，TCP/IP LANでブロードキャスト通信をするため，ブロードキャ
スト通信ができる LANを使用してください。TCP/IP LANは，どの系切り替え構成でも
使用できますが，専用の IPアドレスとポート番号が必要です。

（3） リセットパス

実行系と待機系の障害管理プロセサ間を接続して，実行系で障害が発生した場合に，系
の入出力のリセットを指示するために使用します。障害管理プロセサとは，システム構
成の設定や CPUの制御などができるハードウェアです。CPUとは独立したハードウェ
アとして，マシンに搭載されています。使用するマシンの機種によって，SVP，GSP，
MP，または BMCのように名称が異なりますが，機能は同じであるため，このマニュア
ルでは総称して障害管理プロセサと呼びます。

リセットパスには，リセット専用の LAN（リセット専用 LAN）として，TCP/IP LANを
使用します。

リセット専用 LANは，トラフィック増加による系リセットの遅延や失敗を防止するた
め，ほかの業務で使用する LANとは分け，専用の LANにしてください。これによっ
て，障害管理プロセサへの不当なアクセスも防止できます。

！！！！ 注意事項
 

監視パスとリセットパスを共用しないでください。単一点障害で両機能が使用できなくなる
おそれがあります。

（4） 共有ディスク

共有ディスクは，サーバが実行系と待機系とで共有するデータを格納するために使用し
ます。必須ではありません。系切り替え時には，共有ディスク上の情報が引き継がれま
す。共有ディスクには格納したデータを使用するすべての系を接続し，LVMを使用して
制御します。

使用できる共有ディスクには，SANRISEシリーズなどがあります。
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HAモニタは，ディスク障害や I/Oパス障害に対応していません。これらの障害に対して
は，HAモニタ以外の方法を使用して共有ディスクの単一点障害を防止する構成にしてく
ださい。単一点障害の防止については，「5.5.1　共有ディスクの構成」を参照してくださ
い。

（5） ローカルディスク

系間で共有しない，系固有のディスク装置として使用します。OSのファイルや，HAモ
ニタの各種ファイルをインストールしておきます。HAモニタは，共有ディスクではな
く，ローカルディスクから起動します。

また，ローカルディスクについても共有ディスクと同様に単一点障害を防止する構成に
することを推奨します。

（6） コンソール

HAモニタのコマンドを実行したり，出力されるメッセージを確認したりするために使用
します。

（7） LAN

LANは，実行系と待機系を接続したり，クライアントとなるWSや PCと接続したりす
るために使用します。必須ではありません。TCP/IP通信ができる LANのうち，OSが
サポートする Ethernet LANを使用できます。

HAモニタは，HUBや LANアダプタなどの LAN障害を直接処理するものではありませ
ん。これらの障害に対しては，HAモニタ以外の方法を使用して，LANの単一点障害を
防止する構成にしてください。単一点障害の防止については，「5.5.2　LANの構成」を
参照してください。

（8） 通信回線

通信回線は，サーバが共有リソースとして通信回線を使用する場合に使用します。必須
ではありません。なお，回線切替装置は，マシンの機種が H9000Vの場合だけ使用でき
ます。マシンの機種が BladeSymphonyまたは HA8500の場合，回線切替装置を使用で
きません。

HAモニタでは，回線切替装置を使用して，系切り替え時に通信回線を切り替えられま
す。ただし，切り替えの際には 8回線単位でまとめて切り替えるので，1回線ごとの自
動切り替えはできません。

使用できる回線切替装置の種類を次に示します。

• HN-7601-8V
• HN-7601-8X
• HT-4990-KIRIKV
• HT-4990-KIRIKX
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HAモニタは，回線切替装置の障害を直接処理するものではありません。回線切替装置の
障害に対しては，予備回線を用意する構成とし，障害時はアプリケーションによって予
備回線に切り替えるなど，通信回線の単一点障害を防止する構成にしてください。

1.5.2　必要なソフトウェア
HAモニタを動作させるために必要なソフトウェアについて説明します。

プログラムに OpenTP1を使用する場合のソフトウェア構成例を，次の図に示します。

図 1-10　プログラムに OpenTP1を使用する場合のソフトウェア構成例

プログラムに HiRDBを使用する場合のソフトウェア構成例を，次の図に示します。
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図 1-11　プログラムに HiRDBを使用する場合のソフトウェア構成例

（1） カーネル

HP-UX（PA-RISC）または HP-UX（IPF）
システムの基盤となるオペレーティングシステムです。

（2） 系切り替え制御

HAモニタ
系切り替えを制御します。

（3） 通信管理

マシンの機種が H9000Vの場合だけ使用できます。マシンの機種が BladeSymphonyお
よび HA8500の場合は通信回線を使用できないため，通信管理のためのソフトウェアは
使用しません。

XNF/H
通信回線と接続する際に，通信を管理します。回線切替装置は，HAモニタ内部の
ドライバを介して制御します。

（4） 運用管理

JP1/Base
システム内で発生したイベントを管理します。
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（5） プログラム

HAモニタを使用した系切り替え構成では，HAモニタとのインタフェースを持つか，持
たないかによって，HAモニタで使用できる機能の範囲が異なります。HAモニタで使用
できるプログラムを次に示します。

HAモニタとのインタフェースを持つプログラム
HAモニタとの専用のインタフェースを持っているプログラムです。HAモニタのす
べての機能が使用できます。

OpenTP1
分散トランザクション処理を実現する，トランザクション処理モニタです。
OpenTP1には，次のようなプログラムがあります。
• TP1/Server Base
• TP1/Message Control
• TP1/High Availability
• TP1/NET/High Availability
• TP1/NET/Library
• TP1/NET/TCP/IP

HiRDB
スケーラブルなシステム構築を実現する，リレーショナルデータベース管理シ
ステムです。
HiRDBには，次のようなプログラムがあります。
• HiRDB/Single Serverまたは HiRDB/Parallel Server
• HiRDB High Availabilityまたは HiRDB Advanced High Availability

HAモニタとのインタフェースを持たないプログラム
HAモニタとの専用のインタフェースを持っていないプログラムは，HAモニタの一
部の機能が使用できない場合があります。

Cosminexus
ビジネスを具現化する，アプリケーション基盤です。アプリケーションサーバ，
SOA基盤製品，OLTP製品，帳票関連製品などがあります。

JP1
ITシステムの安定した運用を支える，統合システム運用管理製品です。統合管
理製品，ジョブ管理製品，資産・配布管理製品，ネットワーク管理製品などが
あります。

その他のサーバ
前述以外のサーバを示します。
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2　 HAモニタを使用した系切り
替え
この章では，障害が発生したあとに HAモニタが行う系切り替
えについて説明します。系切り替えという概念を理解している
方に向けて，HAモニタではどのように系を切り替えるのか，
を中心に説明します。
HAモニタで実現できる系切り替え構成，障害検出から系切り
替えまでのおおまかな流れ，HAモニタがサーバや系をどのよ
うに監視しているか，およびサーバが使用している共有リソー
スをどのように待機系に引き継ぐのか，について説明します。

2.1　系切り替え構成

2.2　障害検出から系切り替えまでの流れ

2.3　HAモニタによる障害検出

2.4　共有リソースの引き継ぎ
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2.1　系切り替え構成
HAモニタでは，次の系切り替え構成を実現できます。ここでは，構成例について説明し
ます。各構成の特徴については，「5.2　系切り替え構成の検討」を参照してください。

2.1.1　1:1系切り替え構成
現用系と予備系が 1:1に対応している構成です。現用系に障害が発生すると，予備系に
切り替えます。

1:1系切り替え構成の例を次の図に示します。

図 2-1　1:1系切り替え構成例

2.1.2　相互系切り替え構成
各サーバシステムが現用系として動作しながら互いの予備系になる構成です。どちらか
一方の系に障害が発生すると，他方の系に切り替えます。

相互系切り替え構成の例を次の図に示します。
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図 2-2　相互系切り替え構成例

2.1.3　2:1系切り替え構成
二つの現用系に一つの予備系を準備する構成です。予備系には二つのサーバを待機させ
ておきます。どちらか一方の現用系に障害が発生すると，障害が発生した方を予備系に
切り替えます。

2:1系切り替え構成の例を次の図に示します。
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図 2-3　2:1系切り替え構成例

2.1.4　複数スタンバイ構成
一つの現用系に複数の予備系を準備して，ある業務処理を実行するサーバに対して，複
数のサーバを待機させる構成です。複数のサーバを待機させておくため，現用系の障害
が復旧するまでに，予備系で障害が発生しても，別の予備系に系切り替えができます。
システムの障害に備えることができるため，システムの稼働率を高められます。

複数スタンバイ構成の例を次の図に示します。
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図 2-4　複数スタンバイ構成例

この構成にする場合には，マルチスタンバイ機能を使用します。マルチスタンバイ機能
の詳細については，「4.5　マルチスタンバイ機能を使用する場合のサーバと系の管理」
を参照してください。

2.1.5　クラスタ型系切り替え構成
1:1系切り替え構成などの複数の系切り替え構成を組み合わせた，クラスタ型系切り替え
構成について説明します。

クラスタ型系切り替え構成は，クラスタ型に接続した複数のサーバシステムが，現用系
として動作しながら互いの予備系になる構成です。クラスタ型系切り替え構成でのサー
バシステムは，最大で 32台接続できます。

クラスタ型系切り替え構成は，一つのサーバシステムで，業務処理を実行するサーバや
待機するサーバなど，複数のサーバを起動させることで実現できます。また，ある業務
処理を実行するサーバに対して，複数のサーバを待機させることもできます。

（1） 業務処理を実行するサーバと待機するサーバが 1:1に対応する例

クラスタ型系切り替え構成のうち，業務処理を実行するサーバと待機するサーバが 1:1
に対応する例を次の図に示します。
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図 2-5　クラスタ型系切り替え構成例（実行するサーバと待機するサーバが 1:1の場合）

（2） 業務処理を実行するサーバに対して，複数のサーバが待機する例

クラスタ型系切り替え構成のうち，業務処理を実行するサーバに対して，複数のサーバ
が待機する例を次の図に示します。この例では，ある業務処理を実行するサーバに対し
て，複数のサーバをすべての系で待機させておくため，現用系の障害が復旧するまでの
間も，システムの障害に備えることができます。
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図 2-6　クラスタ型系切り替え構成例（実行するサーバに対して複数のサーバが待機する
場合）

この構成にする場合には，マルチスタンバイ機能を使用します。マルチスタンバイ機能
の詳細については，「4.5　マルチスタンバイ機能を使用する場合のサーバと系の管理」
を参照してください。
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2.2　障害検出から系切り替えまでの流れ
HAモニタが検出する障害には，大きく分けてサーバ障害と，系障害があります。障害の
種類によって，系切り替えの処理や流れが異なります。

サーバ障害発生時には，障害が発生したサーバを共有リソースから切り離し，待機系の
サーバに切り替えます。系障害発生時には，系のリセットをして，待機系のサーバに切
り替えます。ここでは，障害検出から系切り替えまでの流れの概要について説明します。
詳細な処理の流れについては，「4.7　処理の流れ」を参照してください。

2.2.1　サーバ障害時の系切り替え
サーバ障害時には，障害が発生した実行系の HAモニタは，系切り替え準備処理として，
実行系の共有リソースの切り離しをします。共有ディスクのアクセス禁止や，LANの切
り離しなどの系切り替え準備処理が完了すると，待機系にその旨を連絡します。待機系
では，連絡を受けたあと，系切り替え処理を開始します。

サーバ障害時の，HAモニタの系切り替えの概要を，次の図に示します。
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図 2-7　サーバ障害時の系切り替えの概要
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2.2.2　系障害時の系切り替え
系障害時には，待機系の HAモニタがリセットパスを介して障害が発生した系の障害管
理プロセサに実行系のリセットを要求します。障害が発生した系の障害管理プロセサは，
入出力の停止などのリセット処理をします。障害が発生した系は，リセット処理が完了
すると，待機系にその旨を連絡します。待機系では，連絡を受けたあと，系切り替え処
理を開始します。

系障害時の，HAモニタの系切り替えの概要を，次の図に示します。
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図 2-8　系障害時の系切り替えの概要



2.　HAモニタを使用した系切り替え

32

2.3　HAモニタによる障害検出

HAモニタを使用したシステムに障害が発生したら，HAモニタが障害を検出します。
HAモニタが障害を検出した時点で系切り替えができる状態だった場合は，HAモニタが
系切り替えをします。系切り替えができる状態ではなかった場合，系切り替えはされま
せん。

システムに発生する障害にはサーバ障害と系障害があり，障害の種類によって検出方法
が異なります。ここでは，障害の検出方法を障害の種類別に説明します。また，HAモニ
タが系切り替えをする条件，および系切り替えを実現する方法である系のリセットの仕
組みについても説明します。

2.3.1　HAモニタが系切り替えをする条件
HAモニタが系切り替えをするには，幾つかの条件が前提になります。前提となる条件が
そろった状態を，系切り替えができる状態と呼びます。

（1） サーバ障害発生時に系切り替えをする条件

サーバ障害発生時に系切り替えをする条件を次に示します。

• 待機系の HAモニタと，監視パスで通信できる状態であること。
• 実行サーバに対応する待機サーバが待機中であること。

（2） 系障害発生時に系切り替えをする条件

系障害発生時に系切り替えをする条件を次に示します。

• 待機系の HAモニタと，監視パスで通信できる状態であること。
• 実行サーバに対応する待機サーバが待機中であること。
• リセットパスが使用できる状態であること。

2.3.2　サーバ障害の検出（サーバモードの場合）
サーバがサーバモードの場合，HAモニタがサーバを監視し，サーバ障害が発生したら，
系切り替えをします。ここでは，HAモニタが行うサーバ障害の検出方法と，障害を検出
したあとの HAモニタの動作について説明します。

（1） サーバ障害の検出方法

サーバ障害は，サーバ自身が検知できる障害と，検知できない障害とに分けられます。

サーバ自身が検知できる障害が発生した場合
HAモニタはサーバから障害連絡を受けて，サーバ障害を検出します。

サーバ自身が検知できない障害が発生した場合
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実行サーバでは，サーバの稼働報告をHAモニタが監視する方法を用いて，HAモ
ニタで障害を検出します。このため，サーバ対応の環境設定でサーバ障害監視時間
を指定しておきます。指定したサーバ障害監視時間を超えてもサーバからの稼働報
告がなかった場合，HAモニタはサーバ障害が発生したと判断します。
待機サーバでは，HAモニタは障害を検出しません。ユーザが必要に応じて待機
サーバを再起動したり，停止したりします。

（2） サーバ障害を検出したあとの HAモニタの動作

HAモニタが実行サーバに発生したサーバ障害を検出すると，系切り替えができる状態の
場合，次のどれかの動作をします。この動作は，サーバ対応の環境設定の switchtypeオ
ペランドでユーザがあらかじめ指定します。

• 系切り替えをする。
障害が発生した実行サーバを強制停止したあとに，系切り替えをして，待機系の待機
サーバに業務を切り替えます。

• 実行サーバの再起動を待ち，再起動できなければ系切り替えをする。
障害が発生した実行サーバをいったん停止させ，再起動するのを待ちます。実行サー
バの再起動に失敗したままの場合，HAモニタが待機系に系切り替えをします。

• 実行サーバの再起動を待ち，再起動できなければオペレータの操作を待つ。
障害が発生した実行サーバをいったん停止させ，再起動するのを待ちます。実行サー
バの再起動に失敗したままの場合，HAモニタは実行サーバを停止させて，オペレー
タの操作を待ちます。
ただし，この設定にした場合，HAモニタは実行サーバのスローダウンをサーバ障害
と認識しません。実行サーバのスローダウンを検出したときは，HAモニタはメッ
セージを出力してサーバの監視を続けます。

それぞれの動作について，詳細を説明します。

（a）系切り替えをする場合

サーバ障害を検出すると，実行系のHAモニタが実行サーバを強制停止して，待機系に
系切り替えをします。稼働報告がなかったケースを例にして，サーバ障害検出時のHA
モニタの動作を，次の図に示します。
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図 2-9　サーバ障害検出時の HAモニタの動作（系切り替えをする場合）

（b）実行サーバの再起動を待ち，再起動できなければ系切り替えをする場合

サーバ障害を検出すると，HAモニタは，サーバ障害が発生した実行サーバの再起動を待
ちます。この実行サーバが再起動するまでの実行サーバの状態を，再起動待ち状態と呼
びます。

実行サーバが再起動できた場合は，HAモニタは系切り替えをしないため，障害発生後も
業務を実行する系は変わりません。実行サーバが再起動に失敗した場合，サーバに対応
するプログラムは，プログラムのリトライ回数だけ，再起動を試みます。実行サーバが
再起動に失敗し，HAモニタが実行サーバの再起動限界を検出した場合は，HAモニタが
待機系に系切り替えをします。系切り替え時の HAモニタの動作は「(a)　系切り替えを
する場合」と同様です。

実行サーバの再起動限界とは，実行サーバを再起動させる上限のことです。実行サーバ
の再起動限界として HAモニタが検出するのは，次のとおりです。

• プログラムのリトライ回数の限界
再起動をリトライする回数の上限のことです。プログラムに指定します。

• 実行サーバの再起動監視時間の限界
実行サーバに発生したサーバ障害を検出してから，実行サーバが再起動するまでの監
視時間のことです。サーバ対応の環境設定に指定します。

（c）実行サーバの再起動を待ち，再起動できなければオペレータの操作を待つ場合

サーバ障害を検出したあと，実行サーバの再起動を待ち，再起動できなければオペレー
タの操作を待つ場合について説明します。

実行サーバの再起動を実施する動作は，「(b)　実行サーバの再起動を待ち，再起動できな
ければ系切り替えをする場合」と同様です。しかし，オペレータの操作を待つ場合は，
実行サーバの再起動限界として，プログラムのリトライ回数だけを指定できます。

実行サーバが再起動に失敗し，HAモニタが実行サーバの再起動限界を検出すると，HA
モニタは，実行系の実行サーバを停止させます。また，待機系では，障害が発生した実
行サーバに対応する待機サーバを，いったん停止させたあとに再起動して，実行サーバ
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の起動待ち状態にします。このとき，ユーザは，実行サーバの起動待ち状態になってい
る待機サーバを，実行サーバとして起動するか，または停止する必要があります。待ち
状態のサーバを操作する方法については，「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再
開する」を参照してください。

2.3.3　サーバ障害の検出（モニタモードの場合）
サーバがモニタモードの場合，HAモニタはサーバを監視しないため，サーバ障害を検出
しません。系障害だけを検出します。

モニタモードのサーバにサーバ障害が発生した場合，ユーザは次のように対処します。

• 待機系への系切り替えが必要な場合
実行サーバを停止させ，実行系から計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）
を実行して，系切り替えをします。

• 待機系への系切り替えが不要な場合
実行系でサーバを再起動します。

ユーザがあらかじめサーバの監視コマンドで，サーバ障害を監視する処理を作成してお
くと，サーバ障害が発生した場合にHAモニタが系切り替えを実行できます。サーバの
監視コマンドの詳細については，「3.1.1　モニタモードのサーバの監視」を参照してくだ
さい。

2.3.4　系障害の検出
系間の監視，リセットパスや監視パスの監視などについて説明します。

（1） 系間の監視

実行系と待機系のHAモニタは，互いに一定時間ごとに報告する aliveメッセージを確認
し合う方法で，系を監視します。HAモニタは，aliveメッセージの途絶によって系障害
を検出します。そのため，aliveメッセージを最後に受信してから系障害と判断するまで
の時間（系障害監視時間）を，HAモニタの環境設定の patrolオペランドに指定してお
きます。

aliveメッセージの送信は，他系の HAモニタと連絡が取れ，系切り替えができる状態に
なった時点で開始されます。指定した系障害監視時間を超えても他系から aliveメッセー
ジが送信されなかった場合，HAモニタは他系に系障害が発生したと判断します。

（2） リセットパスのヘルスチェック

系障害時に系リセットができるかどうかを判断するために，HAモニタでは接続するすべ
ての他系の障害管理プロセサの状態をヘルスチェックしています。

ヘルスチェックは，自系と接続した他系が実行サーバと待機サーバの起動完了によって
系切り替えができる状態になった時点で開始します。それ以降は，2分ごとにチェックし
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ます。この間隔は HAモニタの環境設定の resetpatrolオペランドで設定できます。

ヘルスチェックは待機系から実行しますが，次のどれかの場合は実行系からも実行しま
す。

• HAモニタの環境設定の standbyresetオペランドに useを指定している場合
• マルチスタンバイ機能を使用している場合※

• HAモニタの環境設定の reset_typeオペランドで hostを指定している場合※

注※
これらの場合は，系間が接続された時点でヘルスチェックを開始します。系間が接
続されている間は，ヘルスチェックを続けます。

障害管理プロセサの障害を検出すると，HAモニタは障害管理プロセサの障害のメッセー
ジを出力します。メッセージが出力された場合の処置は，マニュアル「高信頼化システ
ム監視機能 HAモニタ メッセージ」を参照してください。また，ユーザは HAモニタの
コマンドを使用して，障害管理プロセサの状態を表示できます。障害管理プロセサの状
態を表示するコマンドは，使用するマシンの機種によって異なります。それぞれ機種に
合ったコマンドを使用してください。コマンドの詳細については，「9.　コマンド」を参
照してください。

• BladeSymphonyの場合，リセットパス状態表示コマンド（monrpコマンド）を使用
します。

• H9000Vの場合，GSP状態表示コマンド（mongspコマンド）を使用します。
• HA8500の場合，MP状態表示コマンド（monmpコマンド）を使用します。

（3） 監視パスのヘルスチェック

HAモニタでは，監視パスの状態を一定間隔でヘルスチェックできます。ヘルスチェック
の間隔は，HAモニタの環境設定の pathpatrolオペランドで指定します。監視パスに障
害が発生すると，HAモニタは通信障害のメッセージを出力します。

監視パスの状態は，HAモニタを起動してから，環境設定でヘルスチェック間隔に指定し
た時間が経過した時点でチェックします。それ以降は，指定したヘルスチェック間隔で
チェックします。ヘルスチェックは，系に接続しているすべての監視パスについて実行
し，HAモニタの停止時に終了します。また，自系と他系に監視パスが接続されていて，
HAモニタが稼働している場合にだけチェックします。

監視パスの障害を検出した場合，HAモニタの環境設定の pathpatrol_retryオペランド
を指定していれば，監視パスの状態を再チェックできます。再チェックしても障害を検
出した場合，HAモニタは次に示すメッセージのどれかを出力します。

• KAMN609-W
• KAMN635-E
• KAMN640-E
• KAMN641-W
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メッセージ KAMN641-Wは，一度出力するか，または監視パス状態表示コマンド
（monpathコマンド）で障害を検出すると，以降は障害が回復するまで出力しません。

メッセージが出力された場合の処置は，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモ
ニタ メッセージ」で示す説明に従ってください。また，ユーザは監視パス状態表示コマ
ンド（monpathコマンド）で監視パスの状態を表示できます。

（4） 問い合わせ応答メッセージのリトライ

HAモニタでは，aliveメッセージ以外にも，監視パスを使用して他系とメッセージをや
り取りしています。例えば，サーバの起動時に，同じサーバが他系ですでに起動してい
ないかどうかを確認するための問い合わせ応答メッセージなども，監視パスを使用して
送受信しています。

これらの問い合わせ応答メッセージの送信に失敗した場合は，HAモニタが 3秒間隔で
メッセージ送信をリトライし，送信が成功するまでリトライを続けます。HAモニタの環
境設定のmessage_retryオペランドを指定しておくと，ユーザがメッセージ送信のリト
ライ間隔を指定できます。

aliveメッセージの送信が開始される前など，系間の監視中でない場合，問い合わせ応答
メッセージの送信が 60秒※を超えても成功しないと，HAモニタは系障害が発生したと
判断します。

注※
HAモニタの環境設定のmessage_retryオペランドの指定が 60秒以上の場合は，そ
の時間を超えても送信が成功しないときにHAモニタは系障害が発生したと判断し
ます。

（5） 自系のスローダウン認識

システムの高負荷などの理由から，HAモニタの環境設定の patrolオペランドに指定し
た系障害監視時間以上動作できなかった場合（系のスローダウン）のHAモニタの動作
について説明します。

実行系にスローダウンが発生した場合，HAモニタは，待機系に系切り替えをします。

一方，待機系にスローダウンが発生した場合は，実行系のHAモニタは待機系の系障害
が発生したと判断します。この場合，待機系がスローダウンから回復すると，待機系の
HAモニタは待機系に系障害が発生したとは判断していないため，系間で状態が不一致と
なります。

このため，待機系のHAモニタは，待機系がスローダウンから回復した時点で系間を再
接続し，待機サーバを再起動します。これによって，自動的に系間の状態を一致させ，
実行系と待機系の両方の系の監視を再開させます。
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2.3.5　系のリセット
系のリセットとは，障害が発生した系の入出力を閉塞させるため，システムを強制停止
させることです。系のリセットによって，同じ実行サーバが複数の系で稼働することを
防ぎます。

系のリセットは，HAモニタと障害管理プロセサが連携することで実現しています。

HAモニタは系障害を監視し，系障害を検出した時点で系切り替えができる状態だった場
合は，系のリセットを要求します。通常は，待機系が，障害が発生した実行系をリセッ
トします（実行系のリセット）。系切り替え構成の種類によっては，実行系が待機系をリ
セットすることもできます（待機系のリセット）。

（1） 実行系のリセット

実行系の系障害を待機系で検出すると，HAモニタはリセットパスを介してリセットコマ
ンドを発行し，実行系の障害管理プロセサに実行系のリセットを要求します。リセット
時には，システムダンプが取得できる状態であれば，OSの機能によって，リセットされ
た系のシステムダンプが取得されます。リセットが完了すると，HAモニタが系切り替え
を開始します。リセットが失敗した場合は，ユーザが手動でリセットして，システムダ
ンプを取得する必要があります。

HAモニタが行う系の状態監視と系のリセットを，次の図に示します。
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図 2-10　系の状態監視と系のリセット

HAモニタは，aliveメッセージを送信しあって，他系の状態監視をします。実行系で系
障害が発生すると，待機系のHAモニタは実行系からの aliveメッセージを受信できない
ため，待機系の HAモニタは障害管理プロセサにリセットを要求します。要求を受けた
障害管理プロセサは，系のリセットを指示します。

マシンの機種が BladeSymphonyの場合，系障害が発生した実行系と，リセット指示を
出す待機系が同じシャーシ内にあるときもありますが，HAモニタおよび障害管理プロセ
サの動作は変わりません。

系のリセットはハードウェアとの連携で実現しているので，系ごとに固有のホストアド
レスを HAモニタの環境設定の addressオペランドで指定しておきます。指定するホス
トアドレスは，TCP/IPの IPアドレスや OSIのMACアドレスではなく，HAモニタの
管理者が任意に指定するアドレスです。また，マシンの機種がH9000VまたはHA8500



2.　HAモニタを使用した系切り替え

40

の場合，系ごとに設定した障害管理プロセサの IPアドレスに対応するホスト名を，HA
モニタの環境設定で指定しておきます。

（2） 待機系のリセット

系切り替え構成の種類によっては，実行系やほかの待機系が，待機系をリセットするこ
とがあります。

（a）1:1系切り替え構成の場合

HAモニタの環境設定の patrolオペランドに指定した系障害監視時間を超えても待機系
から aliveメッセージが送信されなかった場合，実行系の HAモニタは，待機系に系障害
が発生したと判断します。この場合，実行サーバでは業務を継続できるため，実行系の
HAモニタは何もしません。

ただし，待機系に系障害が発生した状態では，実行系に障害が発生した場合に待機系に
系切り替えができません。そのため，待機系の系障害を検出した時点で，実行系の HA
モニタに待機系をリセットさせることもできます。系障害時に待機系をリセットするか
どうかは，HAモニタの環境設定の standbyresetオペランドで指定します。なお，待機
系のリセットは，1:1系切り替え構成以外では使用しないでください。

待機系の系障害時に待機系がリセットされた場合，オペレータは系障害が発生した原因
を調査し，対策を取る必要があります。

（b）複数スタンバイ構成の場合

複数スタンバイ構成では，一つの実行系に対して複数の待機系があります。待機系に系
障害が発生した場合，別の待機系が，障害が発生した待機系をリセットすることがあり
ます。複数スタンバイ構成での系のリセットについては，「4.2.3　複数の待機系がある場
合の系のリセット」を参照してください。
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2.4　共有リソースの引き継ぎ
ここでは，HAモニタを使用した系切り替えでの，共有リソースの引き継ぎについて説明
します。

共有リソースとは，実行系と待機系で共有するリソース（資源）のことです。系切り替
え時には，共有リソースを障害が発生した系から切り離し，待機系に接続します。この
切り離しと接続をまとめて引き継ぎと呼びます。共有リソースの接続時や切り離し時に
HAモニタが行う処理の詳細については，「4.3　共有リソースの管理」を参照してくださ
い。

2.4.1　引き継げるリソースと単位
HAモニタでは，次のリソースを引き継げます。

• 共有ディスク
• ファイルシステム
• LAN
• 通信回線
通信回線を使用できるのは，マシンの機種がH9000Vの場合だけです。マシンの機種
が BladeSymphonyまたは HA8500の場合は，通信回線を使用できません。

また，上記以外のリソースも，あらかじめユーザコマンドを作成しておけば，HAモニタ
で引き継げます。

引き継ぐ単位
共有リソースは，サーバ単位に引き継がれます。複数のサーバで一つの共有リソー
スを共用するには，リソースサーバというリソース専用のサーバを用意します。

共有リソースの競合防止
系切り替えの途中で，実行系で共有リソースの切り離しが失敗した場合，両系で共
有リソースに対するアクセスが競合し，共有リソースが破壊されたり，システムが
ダウンしたりするおそれがあります。両系で共有リソースの競合を防止するため，
系切り替えの途中で共有リソースの切り離しが失敗した場合，HAモニタは系をリ
セットする方法で系切り替えをします。
サーバ障害の場合，サーバ障害発生という現象は同じでも，共有リソースの切り離
しに成功したかどうかでHAモニタの動作が変わります。サーバ障害が原因で系切
り替えをする場合，共有リソースの切り離しに成功したときは，HAモニタは系の
リセットをしないでサーバだけを切り替えます。しかし，上記の理由から，系切り
替えの途中で共有リソースの切り離しに失敗したときは，系のリセットをします。

2.4.2　共有ディスクの引き継ぎ
HAモニタは，ボリュームグループ単位に共有ディスクを引き継ぎます。
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HAモニタと共有ディスクとの接続は，カーネルが制御します。HAモニタは，実行サー
バが共有ディスクを使用しているときに待機サーバからアクセスできないように，論理
的に排他制御をします。

2.4.3　ファイルシステムの引き継ぎ
HAモニタは，共有ディスク上のファイルシステムをマウント・アンマウントすることに
よって引き継ぎます。マウント・アンマウントは，HAモニタが制御します。

ファイルシステムとの接続
HAモニタは，共有ディスクと接続したあと，ファイルシステムに接続します。実
行サーバがファイルシステムを使用できるよう，実行サーバ起動時にマウントしま
す。マウント時には，OSの fsckコマンドによってファイルシステムの一貫性を
チェックします。

ファイルシステムとの切り離し
障害が発生した場合，共有ディスクを切り離す前に，障害が発生した系からアンマ
ウントし，業務処理を引き継ぐ系からマウントすることで，ファイルシステムを引
き継ぎます。アンマウント時には，OSの fuserコマンドによってファイルシステム
を使用しているすべてのプロセスを強制停止します。

2.4.4　LANの引き継ぎ
HAモニタは，エイリアス IPアドレスを引き継ぎます。

エイリアス IPアドレスとは，あるインタフェースに，すでにある IPアドレスとは別に
付けた IPアドレスのことです。エイリアス IPアドレスを使用すると，一つのインタ
フェースに複数の IPアドレスを設定できます。HAモニタは，系切り替え時にこのエイ
リアス IPアドレスを実行系から待機系に引き継ぐことで LANを切り替えます。

ステーショナリ IPアドレスとエイリアス IPアドレス
各系には，LANインタフェースごとにそれぞれ固有の IPアドレスをあらかじめ設
定する必要があります。この IPアドレスをステーショナリ IPアドレスといいます。
ステーショナリ IPアドレスは系切り替えによって他系に移動しません。そのため，
IPアドレスを引き継がないサーバ，系切り替えをしないプログラムの通信，および
監視パスにステーショナリ IPアドレスを使用します。
ステーショナリ IPアドレスとは別に，一つまたは複数の IPアドレスをサーバに割
り当てます。この IPアドレスをエイリアス IPアドレスといいます。HAモニタで
はエイリアス IPアドレスを引き継ぐため，IPアドレスを引き継ぐサーバや系切り
替えをするプログラムの通信にエイリアス IPアドレスを使用します。エイリアス
IPアドレスを使用することによって，系切り替えが発生してもクライアントからは
同一の IPアドレスで通信できます。ただし，TCPベースのアプリケーションの場
合にはコネクションが一度切断されるため，再接続などのリカバリー処理は必要に
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なります。
エイリアス IPアドレスは，ステーショナリ IPアドレスがすでに設定されているイ
ンタフェースにだけ登録できます。

エイリアス IPアドレスの引き継ぎ
サーバに割り当てたエイリアス IPアドレスは，実行サーバの起動時に LANインタ
フェースに追加され，実行サーバの停止時に LANインタフェースから削除されま
す。系切り替え時は，実行系でエイリアス IPアドレスを削除し，待機系でエイリア
ス IPアドレスを追加することで，エイリアス IPアドレスを引き継ぎます。
HAモニタでは，MACアドレスは引き継ぎませんが，エイリアス IPアドレスを引
き継ぐときに，ARPリクエストがブロードキャストされ，IPアドレスとMACアド
レスの新しいマッピングが通知されます。
エイリアス IPアドレスの引き継ぎ例を，次の図に示します。
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図 2-11　エイリアス IPアドレスの引き継ぎ例

この例では，LANアダプタ（en1）に割り当てた IPアドレス（a.b.c.dおよび
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e.f.g.h）はステーショナリ IPアドレスです。サーバに割り当てた IPアドレス
（s.t.u.vおよび w.x.y.z）はエイリアス IPアドレスです。系 1から系 2に系切り替え
がされた場合，エイリアス IPアドレスも系 2に引き継がれます。

2.4.5　通信回線の引き継ぎ
マシンの機種が H9000Vの場合，通信回線を使用できます。HAモニタを使用して通信
回線を引き継ぐには，回線切替装置を切り替える方法があります。
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第 2編　解説

3　 HAモニタで使用できる機能
この章では，HAモニタで使用できる系切り替えの機能につい
て説明します。機能の概要と必要な環境設定を，サーバ，系，
共有リソースの分類で説明します。

3.1　サーバの制御のための機能

3.2　系の制御のための機能

3.3　共有リソースの制御のための機能
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3.1　サーバの制御のための機能
系切り替え構成にするサーバに対して使用できる機能について説明します。

3.1.1　モニタモードのサーバの監視
モニタモードのサーバを監視する機能について説明します。この機能を使用すると，モ
ニタモードのサーバにサーバ障害が発生した場合に，自動的に系切り替えができます。

（1） 必要な環境設定

モニタモードのサーバでは，プログラムの障害を検出する方法は，それぞれのプログラ
ムの仕様によって異なります。そのため，プログラムが障害になったことを HAモニタ
に通知するためには，サーバの監視コマンドをユーザが作成する必要があります。また，
作成したサーバの監視コマンドを，サーバ対応の環境設定の patrolcommandオペランド
に指定します。

プログラムによっては，あらかじめプログラムを監視するためのコマンドを製品に同梱
して提供しているものもあります。サーバの監視コマンドの作成方法については，「6.9.3
　サーバの監視コマンドの作成」を参照してください。

（2） サーバの監視方法

HAモニタはサーバの監視コマンドを自動起動し，サーバの監視コマンド自身のプロセス
を監視します。HAモニタはサーバの監視コマンドの終了を検知することによって，モニ
タモードのサーバにサーバ障害が発生したと判断します。モニタモードのサーバの障害
監視を，次の図に示します。
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図 3-1　モニタモードのサーバの障害監視

HAモニタによるサーバの監視コマンドの制御についての詳細は，「4.1.4　サーバの監視
コマンドの制御」を参照してください。

（3） サーバ障害を検出したあとの HAモニタの動作

HAモニタは，サーバ障害を検出すると，次のどちらかを実行します。

• 実行サーバを再起動する。
サーバ障害が発生した系で実行サーバを再起動します。実行サーバの再起動が失敗し
た場合は，指定した回数だけリトライします。ただし，サーバ対応の環境設定の
servexec_retryオペランドに 0を指定した場合は，再起動しないで系切り替えをしま
す。

• 系切り替えをする。
サーバ対応の環境設定の servexec_retryオペランドに 0を指定した場合，または，指
定した回数だけリトライしても再起動できなかった場合は，実行サーバを停止させ，
待機サーバへの系切り替えを開始します。

また，サーバ対応の環境設定の retry_stableオペランドで，実行サーバの起動完了監視
時間を指定しておくと，実行サーバの再起動が完了するまでの時間を監視できます。時
間内にサーバが起動完了しない場合，再起動をリトライします。この場合も，再起動回
数がサーバ対応の環境設定の servexec_retryオペランドに指定した回数を超えたときは，
実行サーバを停止させ，待機サーバへの系切り替えを開始します。

サーバの監視コマンドの起動，停止方法，および監視処理の流れについては，「4.1.4　
サーバの監視コマンドの制御」を参照してください。
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3.1.2　サーバのグループ化による連動系切り替え
実行系で複数のサーバが稼働している場合，障害発生時に複数サーバを一括して切り替
える機能を連動系切り替えといいます。連動系切り替えは，複数サーバをグループ化す
ることで実現します。サーバをグループ化したものをサーバグループといいます。複数
のサーバを使用する業務で，すべてのサーバをグループ化しておくと，あるサーバに障
害が発生した場合に，サーバグループ内のすべてのサーバを一度に系切り替えできます。

（1） 連動系切り替えの概要

グループ化したサーバは，実行系でそのうちの一つに障害が発生すると，サーバグルー
プ単位で待機系に切り替えられます。

連動系切り替えでは，障害時に自動で系切り替えをする自動系切り替えのほか，計画系
切り替えコマンド（monswap -gコマンド）を実行して切り替える計画系切り替えもでき
ます。

連動系切り替えの概要を次の図に示します。
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図 3-2　連動系切り替えの概要

実行系に系障害が発生したり，サーバグループ内のあるサーバにサーバ障害が発生した
り，またはオペレータが計画系切り替えを実行したりすると，HAモニタはサーバグルー
プ内のすべてのサーバを待機系に切り替えます。また，サーバモードのサーバでは，
サーバグループ内のサーバごとに「そのサーバに障害が発生したら連動系切り替えをす
る」か「そのサーバに障害が発生しても系切り替えはしないでサーバグループの業務を
継続する」かを指定できます。サーバの重要度によってサーバグループ単位で切り替え
るかどうかを決定できるため，不要な系切り替えを避けられます。この機能を使用する
ための設定については，「4.4.1　連動系切り替え時のサーバの切り替え種別」を参照して
ください。

グループ化された複数のサーバは，通常，それぞれ独立して系切り替えをします。グ
ループ内の各サーバの系切り替え順序を制御する方法については，「3.1.3　サーバの切り
替え順序制御」を参照してください。複数のサーバで共有リソースを共用したい場合は，
サーバグループ内でリソースサーバを使用します。リソースサーバについては，「3.3.1　
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リソースサーバを使用した共有リソースの共用」を参照してください。

（2） 必要な環境設定

サーバをグループ化するには，サーバ対応の環境設定の groupオペランドを指定します。
同じグループ内で稼働するすべてのサーバに必要です。

サーバグループ内のサーバをモニタモードで運用する場合，groupオペランドの指定に
加えて，サーバの停止コマンドを作成し，サーバ対応の環境設定の termcommandオペ
ランドに指定しておく必要があります。また，サーバの監視コマンドを作成し，サーバ
対応の環境設定の patrolcommandオペランドに指定しておくと，モニタモードのサーバ
にサーバ障害が発生した場合に連動系切り替えができます。

HAモニタが連動系切り替えを実行するには，次に示す条件があります。システム構築時
および環境設定時にはこれらの条件を満たすように設定してください。

• 実行サーバとそれに対応する待機サーバに，同じグループ名が設定されていること。
• サーバグループにあるすべてのサーバの，系切り替え先のサーバがすべて同じ系にあ
ること。

• サーバグループにあるすべてのサーバに同じ起動種別が設定されていること。
• サーバグループにあるすべてのサーバで，ペアが成り立っている（実行サーバに対応
する待機サーバが起動完了している）こと。

なお，サーバのグループ化は，サーバ起動時に決定されます。一つの系に実行サーバと
待機サーバの両方がある場合，グループ化の対象となるのは実行サーバだけです。また，
すでにサーバをグループ化した系で，新たに条件に合わないサーバが起動されても，グ
ループ化の対象にはなりません。

3.1.3　サーバの切り替え順序制御
系切り替えの際に，サーバグループ内のサーバの停止順序，および切り替え先の系での
サーバの起動順序を制御できます。順序制御をするには，複数のサーバをグループ化し，
起動したい順序に合わせてサーバの親子関係を定義しておきます。

サーバの切り替え順序制御は，サーバ障害発生時，系障害発生時，および計画系切り替
え時の連動系切り替え時だけ制御できます。通常の，サーバの起動・停止時にはサーバ
の切り替え順序を制御できません。サーバの起動・停止時には，指定した順序とは関係
なく，起動・停止されます。

（1） サーバの起動順序と親子関係の対応

サーバの起動順序に合わせて，親子関係を定義する方法について説明します。

あるサーバを起動するための前提となるサーバを，親サーバといいます。親サーバのあ
とに起動するサーバを子サーバといいます。

サーバの起動時には，親サーバから順番に起動されます。親サーバの起動が完了したら，
子サーバを起動します。停止順序は起動順序の逆となります。すべての子サーバの停止
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が完了してから，親サーバの停止処理が開始されます。

サーバグループの親子関係と起動順序の関係について，図に示します。例えば，「サーバ
1，サーバ 2，サーバ 3およびサーバ 4」の順序で起動したい場合，親子関係は次の図の
とおりになります。

図 3-3　サーバグループの親子関係と起動順序

この例では，サーバ 2の親サーバはサーバ 1，サーバ 3およびサーバ 4の親サーバは
サーバ 2となります。

サーバの親子関係は，次の点を考慮してください。

• 子サーバは，親サーバを一つだけ持ちます。そのため，子サーバには，親サーバを一
つだけ定義できます。複数の親サーバを定義できません。一方，親サーバは，複数の
子サーバを持てます。そのため，親サーバには，複数の子サーバを定義できます。

• グループ内に順序関係を持たないサーバも定義できます。
• サーバグループ内にリソースサーバが含まれる場合，リソースサーバが最も上位の親
サーバとなります。

• 起動・停止順序は，同一グループ内のサーバ間で制御できます。複数グループにわた
る順序制御はできません。

サーバの切り替え順序制御をする場合の処理の流れについては，「4.1.5　サーバの切り替
え順序制御をする場合の処理の流れ」を参照してください。

（2） 必要な環境設定

前提として，サーバのグループ化の設定を，サーバ対応の環境設定の groupオペランド
に定義しておく必要があります。

さらに，サーバの起動順序を考慮して，グループ内の複数のサーバに親子関係を定義す
る必要があります。親子関係の定義は，サーバ対応の環境設定の parentオペランドに指



3.　HAモニタで使用できる機能

54

定します。parentオペランドは，すべてのサーバに対して指定する必要はありません。

定義済みの起動順序を確認するには，サーバ順序制御状態表示コマンド（monodrshwコ
マンド）を使用します。グループ内の親子関係が確認できます。

3.1.4　複数の待機系を配置するマルチスタンバイ
マルチスタンバイ機能とは，一つの実行サーバに対して，複数の待機サーバを準備する
ための機能です。複数の待機サーバを準備することで，実行系の障害が復旧するまでの
間も，システムの障害に備えることができます。例えば，系切り替え中に待機系で障害
が発生した場合にも別の待機系に系切り替えができます。

系切り替え構成のうち，複数スタンバイ構成にする場合は，マルチスタンバイ機能を必
ず使用します。ここでは，マルチスタンバイ機能を使用した場合の系切り替えについて
説明します。

（1） 系切り替え先の決定方法

マルチスタンバイ機能を使用する場合，複数の待機系があるため，どの系に切り替える
かを示す優先度を，あらかじめ決定しておく必要があります。障害発生時には，指定さ
れた優先度に従って HAモニタが系切り替え先を決定します。

（2） 実行系で障害が発生した場合

マルチスタンバイ機能を使用する場合，実行サーバに障害が発生すると，指定された優
先度に従って，HAモニタが自動的に系切り替えをします。実行系で障害が発生した場合
の系切り替えを次の図に示します。
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図 3-4　マルチスタンバイ機能を使用した場合の系切り替え

実行サーバで障害が発生したら，待機系のうち，いちばん高い優先度を持つ待機サーバ
に系切り替えされます。待機サーバが持つ優先度は，サーバ対応の環境設定にあらかじ
め指定しておきます。

（3） 系切り替え中に，切り替え先の待機系で障害が発生した場合

系切り替え中に切り替え先の待機系で障害が発生した場合，ほかの待機系で起動完了し
ている待機サーバがあれば，その待機系に系切り替えをします。

系切り替え中に，切り替え先の待機系で障害が発生した場合の動作を次の図に示します。
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図 3-5　系切り替え中に切り替え先の待機系で障害が発生した場合の動作

待機系 1に系切り替えをしている最中に待機系 1に障害が発生した場合も，HAモニタ
が，次に高い優先度を持つ待機系 2に系切り替えをします。その結果，待機系での障害
時にも，業務を継続できます。

（4） 計画系切り替えをした場合

オペレータが HAモニタのコマンドを実行して系切り替えをすると，複数の待機系の中
でいちばん優先度が高い系に系切り替えされます。

任意の系の待機サーバを実行サーバとして起動するには，いったん実行サーバを停止し
て別の系で待機サーバを起動するか，切り替え先の待機サーバより優先度の高い待機
サーバをいったん停止させたあとで計画系切り替えをしてください。

（5） 連動系切り替えをした場合

マルチスタンバイ機能を使用する場合も，複数サーバを一括して切り替える連動系切り
替えができます。サーバごとに，複数の待機系の中でいちばん優先度が高い系に対して
系切り替えをします。
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マルチスタンバイ機能を使用する場合は，系切り替え先が複数あるため，次の点に注意
してください。

• サーバの起動種別および待機サーバの優先度は，系内で一致させておく必要がありま
す。

• すべての待機サーバを起動し，起動完了させておく必要があります。起動していない
待機サーバがあると，連動系切り替え時に，サーバグループ内のサーバの切り替え先
が統一されません。

• 切り替え種別に no_exchangeを指定した場合は，複数の待機系の中でいちばん優先度
が高い待機サーバだけが連動系切り替え待ち状態になります。

連動系切り替えをする場合のサーバの起動種別や連動系切り替え待ち状態については，
「4.4.1　連動系切り替え時のサーバの切り替え種別」を参照してください。

（6） 必要な環境設定

マルチスタンバイ機能を使用するには，HAモニタの環境設定のmultistandbyオペラン
ドを指定します。また，優先度は，サーバ対応の環境設定の standbypriオペランドで指
定します。待機サーバの優先度には，各系で異なる値を指定してください。実行サーバ
の優先度は，いちばん高い優先度 0が自動的に設定されます。

（7） ハードウェア構成

マルチスタンバイ機能を使用する系切り替え構成では，次の条件を満たすハードウェア
構成にしてください。

• 監視パスは，すべての系が接続する構成にする必要があります。
• リセットパスは，すべての系が接続する構成にする必要があります。
• 共有ディスクおよび LANは，使用するすべての系からアクセスできる構成にする必
要があります。

3.1.5　系切り替え後の負荷集中を避けるサーバの排他制御
HAモニタには，ある系に配置した複数の待機サーバのうち，どれか一つが実行サーバに
なった場合，ほかの待機サーバを停止させる機能があります。この停止するサーバを排
他サーバと呼びます。この機能は，1:1系切り替え構成でも使用できますが，n:1系切り
替え構成での使用をお勧めします（nは 2以上）。

2:1系切り替え構成のように，一つの予備系に複数の待機サーバを配置する構成では，系
切り替え後には，一つの系で複数の業務を実行します。メモリ量やサーバのパフォーマ
ンスなど，系切り替え後の処理性能を考慮する場合に，このサーバの排他制御機能を使
用すれば，一つの系で複数の実行サーバが稼働するのを抑止できます。

なお，同じグループ内のサーバ同士には，排他サーバを指定できません。連動系切り替
えと排他制御は同時にできないため，排他サーバの指定が無効になります。
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（1） サーバの排他制御の概要

サーバの排他制御機能を使用するには，あらかじめ，排他サーバを環境設定に指定して
おきます。HAモニタは，系で実行サーバが起動した場合，同じ系で稼働しているほかの
待機サーバを停止します。ただし，実行サーバとして起動したサーバと同じグループに
属する待機サーバは停止しません。同じグループに指定されているため，連動系切り替
えをします。

ユーザによって停止されている排他サーバを起動するには，同じ系で稼働している実行
サーバを停止させるか，または他系に系切り替えをする必要があります。

サーバの排他制御をする場合の系切り替えの流れを，次の図に示します。この図では，
2:1系切り替え構成で，待機サーバ 2を排他サーバとして定義しています。
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図 3-6　サーバの排他制御をする場合の系切り替えの流れ

（2） 必要な環境設定

サーバの排他制御機能を使用するには，排他サーバの環境設定が必要です。排他サーバ
の環境設定については，「8.4.2　排他サーバの環境設定（servers_opt）」を参照してくだ
さい。

3.1.6　JP1と連携したシステム運用
HAモニタは JP1と連携して，系切り替え構成にしたシステムの運用を一元管理できま
す。HAモニタが稼働する系切り替え構成にしたシステムに何らかの変化が発生した場合
に，HAモニタは JP1のイベントを発行します。発行されたイベントは，JP1統合管理
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画面などから参照できます。

系切り替え構成にしたシステム以外の業務システムも同様に JP1と連携させると，お使
いのシステム全体の運用を，JP1から一元管理できるようになります。

（1） ユーザコマンドと JP1イベントとの使い分け

HAモニタが稼働するシステムでの運用方法には，JP1のイベントと HAモニタのユー
ザコマンドがあります。用途に応じて次のように使い分けてください。

メッセージ出力のタイミングで，何らかの処理・操作を自動運用したい場合
JP1のイベントを使用します。JP1のイベントは，エラー発生時にパトロールラン
プを鳴動させるなど，サーバの状態変化と同期を取る必要がない処理の場合に有効
です。
JP1のイベントを使用すると，次のメリットがあります。
• メッセージと同じタイミングで発行するので，ユーザコマンドと比べて発行タイ
ミングが豊富である

• あらかじめ用意されたイベントを使用するため，ユーザが新規で作成する必要が
ない

• 発生した障害の情報を，メッセージよりも詳細に知ることができる

HAモニタが発行する JP1のイベント IDの詳細については，「付録 A　HAモニタ
のイベント ID」を参照してください。

サーバや HAモニタの状態変化のタイミングで，何らかの処理・操作を自動運用したい
場合

ユーザコマンドを作成します。サーバや HAモニタに状態変化が発生すると，HA
モニタはユーザが作成したユーザコマンドを発行します。ユーザコマンドは共有リ
ソースの起動・終了，および引き継ぎ処理時に発行されます。このため，HAモニ
タがサポートしていないリソースの処理などを自動運用したい場合に有効です。
ユーザコマンドの詳細については，「3.3.2　サーバやHAモニタの状態変化時のコマ
ンド発行」を参照してください。

（2） 必要な環境設定

JP1と連携してシステムの運用をするには，JP1のインストールおよび環境設定が必要
です。HAモニタと JP1が連携するには，HAモニタが稼働する系で，JP1/Baseの物理
ホストが稼働している必要があります。

また，HAモニタの環境設定の jp1_eventオペランドを指定します。
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3.2　系の制御のための機能
HAモニタは，系障害が発生すると，系切り替えをして待機系に業務を引き継ぎます。こ
こでは，系切り替えを問題なく完了させるための機能について説明します。系のリセッ
トに関係する機能は，特に環境設定をしなくてもデフォルトのままで系切り替えができ
ます。デフォルトの動作を変更したい場合に，お読みください。

3.2.1　系の同時リセットの防止
系の同時リセットとは，実行系と待機系の両方が同時に系のリセットをすることです。
系の同時リセットが発生すると，両方の系が停止してしまい業務を継続できなくなるた
め，HAモニタは系の同時リセットを防止します。ここでは，系の同時リセットを防止す
る方法について説明します。

（1） 系の同時リセットが起こるおそれがある構成

系切り替え構成や使用する機能によっては，実行系と待機系が同時にリセットをし合い，
業務が停止してしまうおそれがあります。

このため，どちらの系のリセットを優先させるか（リセット優先系）を決めておく必要
があります。特に，次の系切り替え構成では，実行系と待機系が同時にリセットされる
おそれがあります。

• 相互系切り替え構成
両方の系が実行系であると同時に，お互いの待機系であるため，リセット優先系を決
めておく必要があります。

• 1:1系切り替え構成で，待機系のリセットをする場合
待機系の障害時に，待機系のリセットをする場合は，両方の系が同時にリセットを発
行するおそれがあります。そのため，リセット優先系を決めておく必要があります。
待機系のリセットについては，「2.3.5(2)　待機系のリセット」を参照してください。

系の同時リセットが起こるおそれがある構成を，次の図に示します。
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図 3-7　系の同時リセットが起こるおそれがある構成

図で示す構成では，二つの系が同時に系障害を検出した場合，両方の系から同時にリ
セット要求を発行し，系を同時にリセットするおそれがあります。

（2） 必要な環境設定

系の同時リセットを防ぐためには，二つの系で同時に系障害が発生したとき優先的にリ
セット要求を発行する系を，事前に決定しておきます。これを，リセット優先系といい
ます。

リセット優先系は，HAモニタの環境設定の cpudownオペランドに指定された内容に
従って，自動的に HAモニタが決定します。デフォルトでは，実行系からのリセットを
優先する設定になっています。

リセット優先系の動作の詳細については，「4.2.2　両系が障害を同時に検出した場合の系
切り替え」を参照してください。

3.2.2　複数系間の同時リセットの防止
複数スタンバイ構成またはクラスタ型系切り替え構成の場合に，系の同時リセットを防
止する方法について説明します。

マルチスタンバイ機能を使用して，一つの実行サーバに対して複数の待機サーバを配置
する構成では，複数系間の同時リセットを防止する必要があります。

（1） 複数系間で，系の同時リセットが起こるおそれがある構成

3台以上の系がある構成では，監視パスのネットワーク構成機器の障害などで系が分断さ
れると，分断された個々のネットワーク間で別々に系障害を検出し，結果としてすべて
の系がリセットされてしまうおそれがあります。

この問題を回避するために，系切り替え構成全体に属するすべての系でリセット発行順
序を一意に定める必要があります。このリセット発行順序をリセット優先度といいます。
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リセット優先度は，HAモニタの環境設定で指定します。

複数系間で系の同時リセットが起こるおそれがある構成には，次があります。

• すべての系がリセットし合う構成
監視パスの障害によってすべての系が同時に系障害を検出した場合，すべての系から
同時にリセット要求を発行し，系を同時にリセットするおそれがあります。

• マルチスタンバイ機能を使用する構成
マルチスタンバイ機能を使用して，一つの実行サーバに対して複数の待機サーバを配
置する構成では，複数の系で稼働するすべての待機サーバが，実行系の系障害を検出
するため，複数系間でリセットし合うおそれがあります。

すべての系がリセットし合う構成を次の図に示します。

図 3-8　すべての系がリセットし合う構成

この図では，監視パスのすべてに障害が発生した場合，すべての系がリセットされる構
成になっています。この場合，リセット優先度を指定しておくと，リセット優先度に
従って，HAモニタがリセットする系とその順番を決定します。

（2） 必要な環境設定

HAモニタの環境設定の reset_typeオペランドで「host」を指定します。なお，マルチ
スタンバイ機能を使用する場合は，このオペランドの指定に関係なく，リセット優先度
を基に系の同時リセットを防止します。

リセット優先度の詳細については，「4.2.3　複数の待機系がある場合の系のリセット」を
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参照してください。

3.2.3　系の二重リセットの防止
系の二重リセットとは，ある系に対して，2度以上系のリセットをすることです。ここで
は，系の二重リセットを防止する方法について説明します。

（1） 系の二重リセットが起こるおそれがある構成

系障害が発生して系切り替えをする場合，系切り替え構成によっては，複数の待機系が
系のリセットを発行するため，実行系の回復が遅くなるおそれがあります。

系の二重リセットが起こるおそれがある構成を，次の図に示します。

図 3-9　系の二重リセットが起こるおそれがある構成

上記の図で示す構成では，実行系の系障害時に待機系 1および待機系 2の両方がそれぞ
れリセット要求を発行し，実行系の回復を遅らせるおそれがあります。

（2） 必要な環境設定

必要な環境設定はありません。

系の二重リセットを防ぐためには，実行系をリセットする待機系を，事前に一つに決め
ておく必要があります。この待機系を，リセット発行系といいます。リセット発行系は，
HAモニタによってサーバの起動時に自動的に決定されます。

リセット発行系の動作の詳細については，「4.2.1　系のリセットをする系の決定方法」を
参照してください。
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3.2.4　サーバ障害時に系ごと切り替える系のペアダウン
HAモニタでは，実行サーバの障害を実行系の障害として扱うことで，サーバ障害時に，
系をリセットする方法で系切り替えができます。これを，系のペアダウンといいます。

通常 HAモニタは，サーバ障害が発生した場合に，障害が発生した系をリセットしない
で待機系に切り替えますが，系のペアダウン機能を使用すると，障害が発生した系をリ
セットして待機系に切り替えられます。この機能は，サーバモードのサーバだけが使用
できます。

（1） ペアダウン時の動作

ペアダウン機能は，実行サーバの障害時，実行サーバを停止させると同時に，HAモニタ
も停止させることで実現します。実行系のHAモニタの停止は系障害として扱われ，待
機系からリセットされたあとに系切り替えが開始されます。

ペアダウンの契機となる実行サーバの障害には，サーバ自身が検出した障害およびサー
バのスローダウンがあります。また，サーバのスローダウンを検出した場合だけペアダ
ウンをするオプションも指定できます。

実行系のリセットは，停止するHAモニタからの連絡を，待機系のHAモニタが受けて
実行します。このとき，リセット優先系の判断や，リセット発行系の決定には従わない
で，即時リセットを実行します。

（2） 必要な環境設定

ペアダウン機能を使用するかどうかは，サーバ対応の環境設定の pairdownオペランド
で指定します。
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3.3　共有リソースの制御のための機能
サーバが使用する共有リソースを切り離したり，接続したりするときに使用できる機能
について説明します。

HAモニタでは，共有リソースとして，共有ディスク，LAN，および通信回線の自動系
切り替えができます。これ以外の共有リソースを切り替えるためには，ユーザがコマン
ドを作成する必要があります。詳細については，「3.3.2　サーバや HAモニタの状態変化
時のコマンド発行」を参照してください。

3.3.1　リソースサーバを使用した共有リソースの共用
通常，共有リソースは，サーバごとに準備する必要があります。リソースサーバを使用
すると，共有リソースを複数のサーバで共用できます。準備できる共有リソースが限ら
れている場合などにリソースサーバを使用してください。

（1） リソースサーバを使用した構成

リソースサーバとは，共有リソースを制御するサーバです。リソースサーバではプログ
ラムを実行しません。リソースサーバは，常にサーバとグループ化して使用します。リ
ソースサーバを使用すると，サーバグループ単位で共有リソースを制御できます。

リソースサーバを使用した構成例を次の図に示します。この構成例の場合，サーバ 1お
よびサーバ 2が，同じ共有ディスク，およびエイリアス IPアドレスを共用しています。

図 3-10　リソースサーバを使用した構成例

なお，リソースサーバを使用しないと，サーバをグループ化して連動系切り替えをする
場合も，共有リソースの制御はサーバ単位に行うため，複数のサーバで同一の共有リ
ソースを共用することはできません。
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（2） 必要な環境設定

リソースサーバを使用するには，次の環境設定が必要です。

• リソースサーバの設定を，サーバ対応の環境設定の resource定義文で定義する。
リソースサーバを系に追加するため，リソースサーバの環境設定が必要です。

• サーバのグループ化の設定を，サーバ対応の環境設定の groupオペランドに指定す
る。
同じグループで稼働する，すべてのサーバで指定が必要です。

• サーバの順序制御の設定を，サーバ対応の環境設定の parentオペランドに指定する。
同じグループ内で稼働するリソースサーバ以外のサーバで，リソースサーバを親サー
バとして指定します。

3.3.2　サーバや HAモニタの状態変化時のコマンド発行
HAモニタでは，サーバの状態変化や HAモニタの状態変化時に，ユーザが作成したコ
マンドを自動発行できます。このコマンドをユーザコマンドと呼びます。ユーザコマン
ドの作成は任意です。

（1） ユーザコマンドを使用するメリット

ユーザコマンドを作成しておくと，サーバの起動や系切り替え，サーバ障害発生時など
の HAモニタの処理を契機に，HAモニタにユーザ任意の処理を自動で実行させること
ができます。

ユーザコマンド内に，HAモニタが対応していない共有リソースの処理を記載しておくこ
とで，任意のリソースを系間で共有することもできます。

ユーザコマンドが発行されるタイミングの詳細や，HAモニタからユーザコマンドに渡さ
れるパラメタについては，「6.11　ユーザコマンドの作成」を参照してください。

（2） 必要な環境設定

ユーザコマンドを作成し，HAモニタの環境設定の usrcommandオペランドに，作成し
たユーザコマンドを指定します。ユーザコマンドの作成方法，およびコーディング例に
ついては，「6.11　ユーザコマンドの作成」を参照してください。

3.3.3　共有リソース接続失敗時のサーバの起動中止
共有リソースの接続失敗時やユーザコマンドの失敗時に，実行サーバの起動や系切り替
えを中止できます。リソースごとに，サーバの起動を中止するかどうかを指定できます。

共有リソースの接続に失敗した場合は，残りの共有リソースに関する接続処理を続行し
たあと，実行サーバの起動を中止し，最終的にすべての共有リソースの切り離しをしま
す。系切り替えを中止する場合は，待機サーバを強制停止します。
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（1） 対象となる共有リソース

対象となる共有リソースは次のとおりです。

• 共有ディスク
• ファイルシステム
• LAN（サーバ識別名 .upファイルによる IPアドレス設定）
二重化された LANアダプタも含まれます。

• ユーザコマンド

（2） 必要な環境設定

設定方法を次に示します。

（a）共有ディスクの設定方法

サーバ対応の環境設定の vg_neckオペランドに useを指定します。なお，HAモニタの
サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）によって，vg_neckオ
ペランドの指定の変更もできます。

（b）ファイルシステムの設定方法

サーバ対応の環境設定の fs_neckオペランドに useを指定します。

（c） LANの設定方法

サーバ対応の環境設定の ip_neckオペランドに useを指定します。

また，HAモニタでの LANの状態設定ファイルである，サーバ識別名 .upファイルにつ
いて，LAN接続失敗時に，サーバ識別名 .upファイルの実行結果（終了コード）が 0以
外になるように作成してください。

なお，サーバ識別名 .downファイルの実行結果については，HAモニタの動作に影響を
与えません。

実行サーバの起動や系切り替えを中止する場合の，サーバ識別名 .upファイルの例を次
に示します。これらのファイルのサンプルは，HAモニタサンプルファイル用ディレクト
リの下に，server_on_neckIP.upのファイル名で格納されています。
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（d）二重化された LANアダプタの設定方法

サーバ識別名 .upファイルによる LANの設定とは別に，二重化された LANアダプタを
監視できます。

二重化された LANアダプタを監視するには，サーバ対応の環境設定の lan_neckオペラ
ンドを指定します。HAモニタは，実行サーバの起動開始時または系切り替え時に，
lan_neckオペランドに指定された LANアダプタの，現用 LANアダプタおよび予備
LANアダプタの状態を参照します。参照した結果，現用 LANアダプタと予備 LANア
ダプタの両方とも障害状態だった場合は，実行サーバの起動または系切り替えを中止し
ます。

LANアダプタの二重化については，「3.3.7　LANアダプタの二重化」を参照してくださ
い。

（e）ユーザコマンドの設定方法

サーバ対応の環境設定の uoc_neckオペランドに useを指定することによって，ユーザコ
マンドの実行結果が 0以外の場合に，サーバの起動を中止できます。

なお，HAモニタがエラーの確認をするのは，「サーバの起動開始」および「サーバの系
切り替え開始」時に実行するユーザコマンドだけです。このほかのタイミングでのユー
ザコマンド実行結果は無視されます。

ユーザコマンドの詳細については，「6.11　ユーザコマンドの作成」を参照してくださ
い。

3.3.4　共有リソース引き継ぎのタイムアウト
系切り替え時に，共有リソースの引き継ぎ（切り離しおよび接続）が制限時間内に終了

#!/bin/sh
set -x
 
INTERFACE=lanX:Y
IPADDR=a.b.c.d
NETMASK=e.f.g.h
BROADCAST=i.j.k.l
 
PATH=$PATH:/usr/sbin:/usr/bin
export PATH
 
# The alias IP address is added to the LAN interface.
ifconfig $INTERFACE inet $IPADDR netmask $NETMASK broadcast $BROADCAST
 
# Was the alias IP address registered to the system ?
RCD=`netstat -in | grep $IPADDR`
if [ "$RCD" = "" ]
then
    # When it is not registered, "1" is returned as the termination code.
    exit 1
fi
 
# When it is registered, "0" is returned as the termination code.
exit 0
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するかを監視する機能について説明します。タイムアウトは，系切り替え時だけ監視し
ます。サーバの起動・停止時は監視しません。

（1） タイムアウト検出時の動作

共有リソースの切り離し処理全体，または接続処理全体に制限時間を設け，制限時間以
内に処理が完了しなかった場合に，共有リソースに対する処理を中止します。

共有リソース接続失敗時にサーバの起動を中止する機能を使用している場合，共有リ
ソースの接続処理がタイムアウトすると，サーバの起動を中止します。

（2） 監視できる範囲

制限時間を監視できる範囲は，次のどちらかです。指定した制限時間内にそれぞれの処
理が完了するかを，別々に監視します。

• 切り替え元の系で，共有リソースの切り離し開始から「サーバ障害処理開始」のユー
ザコマンド実行完了までの間。

• 切り替え先の系で，共有リソースの接続開始から「サーバ系切り替え開始」のユーザ
コマンド実行完了までの間。

（3） 必要な環境設定

制限時間を，サーバ対応の環境設定の dev_timelimitオペランドに指定します。

3.3.5　共有リソースの切り離し順序指定
ここでは，共有リソースの切り離し時の処理順序の指定について説明します。共有リ
ソースの切り離しは，サーバの停止時や系切り替え時などに自動的に実行されます。

共有リソースの切り離しには，次のどちらかを指定できます。

• 接続時と同じ順序で共有リソースの切り離しをする
• 接続時とは逆の順序で共有リソースの切り離しをする

接続時とは逆の順序で切り離しをする場合，ユーザコマンドを発行したあとに共有リ
ソースの切り離しが行われるため，ユーザコマンドのユーザ独自の停止処理の中に，共
有リソースに依存した処理を実装できます。共有リソースとの接続時には，共有リソー
スを接続したあとに，ユーザコマンドが発行されます。

逆順に切り離しをする場合の詳細な処理の流れについては，「4.7.5　共有リソースの切り
離しを接続時と逆順にする場合の処理の流れ」を参照してください。

（1） 必要な環境設定

deviceoff_orderオペランドに指定します。デフォルトでは，接続時と同じ順で HAモニ
タが共有リソースの切り離しをします。

逆順での切り離しを適用したい範囲によって，定義する環境設定が異なります。HAモニ
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タの環境設定およびサーバ対応の環境設定の両方に定義した場合は，HAモニタの環境設
定が優先されます。

• HAモニタに登録されているすべてのサーバに適用する場合
HAモニタの環境設定に指定します。

• ある特定のサーバだけに適用する場合
サーバ対応の環境設定に指定します。

3.3.6　共有リソースの動的変更
系切り替えの対象となる共有リソースは，24時間連続稼働などで実行サーバを停止でき
ない場合でも，動的に変更できます。

（1） 動的に変更できる共有リソース

変更できる共有リソースを次に示します。

• 共有ディスク
• 通信回線
通信回線を使用できるのは，マシンの機種がH9000Vの場合だけです。マシンの機種
が BladeSymphonyまたは HA8500の場合は，通信回線を使用できません。

• LAN

（2） 動的変更の方法

リソースの種類によって動的変更の方法が異なります。

（a）共有ディスクおよび通信回線

サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を使用します。サーバ
の共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）では，共有リソースを，サー
バ対応の環境設定で指定した単位で追加・削除できます。

サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を使用した共有リソー
スの動的変更の概要を，次の図に示します。この図では，共有ディスクの追加を実行し
ています。
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図 3-11　HAモニタの mondeviceコマンドを使用した共有リソースの動的変更の概要

ユーザがサーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）で共有リソー
スの追加・削除をすると，HAモニタは次の処理を実行します。

• 共有リソースの状態を制御し，サーバへの接続や切り離しを実行します。
• 共有リソースの変更結果に合わせて，そのリソースを共有している実行サーバと待機
サーバのサーバ対応の環境設定を自動で書き換えます。

（b）LAN

ユーザが LANの状態設定ファイルに，追加・削除する LANの情報を追加・削除するこ
とで行います。
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3.3.7　LANアダプタの二重化
HAモニタでは，系内にある LANアダプタを二重化し，障害発生時に系内で LANアダ
プタの切り替えができます。ここでは，LANアダプタを二重化した場合の構成，および
障害発生時の HAモニタの動作について説明します。

（1） LANアダプタを二重化した構成

LANアダプタを二重化した場合の構成を次の図に示します。

図 3-12　LANアダプタを二重化した場合の構成

LANアダプタとして，現用 LANアダプタと予備 LANアダプタの両方を定義すること
で，HAモニタは一定間隔で LANアダプタの状態を調査します。現用 LANアダプタが
障害になった場合は，自動的に予備 LANアダプタに切り替えられます。系で稼働する
サーバからは，一つの LANインタフェースがあるように認識されます。

LANアダプタの二重化は同一系内で有効な機能です。LANアダプタの二重化をするか
どうか，また，二重化する LANアダプタの構成は系ごとに定義できます。例えばここで
説明する構成では，待機系の LANアダプタも二重化されていますが，待機系の LANア
ダプタを二重化しない構成や，系間で LANアダプタ名が異なる構成にもできます。ただ
し，LANアダプタの二重化をするかどうか，また，二重化する LANアダプタの構成を，
サーバごとに定義できません。LANアダプタを二重化する場合，同じ系で稼働するサー
バは同じ LANアダプタの組み合わせを使用します。

（2） 障害が発生した場合の動作と LANアダプタの状態

HAモニタは一定間隔で LANアダプタの状態を調査します。LANアダプタの障害を検
出すると，HAモニタは LANアダプタの接続障害を示すメッセージ KAMN481-Eを出
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力します。LANアダプタの状態調査は，現用 LANアダプタおよび予備 LANアダプタ
の両方に対して行われます。

障害が発生した場合の動作および LANアダプタの状態を，検出した障害ごとに説明しま
す。

（a）現用 LANアダプタの障害を検出した場合

現用 LANアダプタの障害を検出した場合，HAモニタは，現用 LANアダプタの IPアド
レスを予備 LANアダプタに引き継ぎます。LANアダプタの切り替え後は，障害が発生
した現用 LANアダプタが，障害から回復したあとに予備 LANアダプタとなり，現用
LANアダプタの障害に備えます。

LANアダプタを二重化した構成で，現用 LANアダプタに障害が発生した場合の LAN
アダプタの状態を次の図に示します。この図では，実行系の現用 LANアダプタに障害が
発生したことを想定しています。

図 3-13　実行系の現用 LANアダプタ障害発生時の LANアダプタの状態

現用 LANアダプタの障害を検出すると，HAモニタは現用 LANアダプタの IPアドレス
を予備 LANアダプタに引き継ぎます。系 1の現用 LANアダプタから系 1の予備 LAN
アダプタに切り替えるだけであり，系 1から系 2への系切り替えはしません。

（b）予備 LANアダプタの障害を検出した場合

予備 LANアダプタの障害を検出した場合，HAモニタは，障害メッセージを出力するだ
けで，LANアダプタの切り替えはしません。また，障害メッセージは一度出力される
と，以降は障害が回復するまで出力されません。

予備 LANアダプタの障害回復を検出すると，HAモニタは LANアダプタの接続回復を
示すメッセージ KAMN492-Iを出力します。障害回復メッセージは一度出力されると，
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以降は障害となるまで出力されません。

（c）系障害を検出した場合

系障害を検出した場合，HAモニタは実行系から待機系に系切り替えをして，待機系の現
用 LANアダプタに，IPアドレスの情報を引き継ぎます。

系切り替えをしたあとで，待機系の現用 LANアダプタが障害のため通信できない場合
は，待機系の現用 LANアダプタから待機系の予備 LANアダプタに自動的に切り替えら
れます。

LANアダプタを二重化した構成で，系障害を検出して系切り替えをしたあとの LANア
ダプタの状態を次の図に示します。

図 3-14　系障害による系切り替え発生後の LANアダプタの状態

系 1の系障害を検出すると，HAモニタは系 1から系 2に系切り替えをします。また，
LANアダプタを系 2の現用 LANアダプタに切り替えます。系 1の現用 LANアダプタ
と予備 LANアダプタは両方とも使用されません。

（d）二重化された LANアダプタが両方とも障害になった場合

二重化された LANアダプタが両方とも障害になり，LANアダプタの切り替えができな
い場合は，HAモニタはメッセージ KAMN488-Eを出力して，LANアダプタの切り替え
をしません。この場合，オペレータが計画系切り替えをする必要があります。オペレー
タの操作の詳細については，「7.4.6　LANアダプタの障害に対処する」を参照してくだ
さい。

二重化された LANアダプタが両方とも障害になった場合に，自動的に系切り替えをする
こともできます。この方法を使用すると，オペレータの操作が不要になります。自動的
に系切り替えをする方法については，「3.3.8　LANアダプタ二重障害時の系切り替え」
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を参照してください。

（3） 必要な環境設定

二重化する LANアダプタの定義，および LANアダプタの状態調査の間隔を定義しま
す。

二重化する LANアダプタの定義
現用 LANアダプタおよび予備 LANアダプタの組み合わせをHAモニタの環境設定
の lan_pairオペランドに定義します。このオペランドに指定する LANアダプタは，
次の点に注意して決定してください。
• 同じネットワークに接続されている LANアダプタの組み合わせを指定します。
ネットワークアドレスが異なる LANアダプタは指定できません。

• 同じボード上の LANポートを組み合わせて定義しないでください。
1枚のボード上に二つまたは四つの LANポートを持つ LANアダプタを使用する
場合，共通回路部分に障害が発生するとすべての LANポートが使用できなくなり
ます。

• 予備 LANアダプタをほかの通信用途には使用できません。
HAモニタは，HAモニタの起動時に予備 LANアダプタに付けられているすべて
の IPアドレスを強制的に削除するため，予備 LANアダプタをほかの目的で使用
できません。

• 予備 LANアダプタには，ステーショナリ IPアドレスを指定しないでください。
HAモニタは，HAモニタの起動時に予備 LANアダプタに IPアドレスを割り当
てます。そのため，予備 LANアダプタは，IPアドレスが定義されていない状態
にする必要があります。

LANアダプタの状態調査の間隔
HAモニタが LANアダプタの状態を調査する間隔を，HAモニタの環境設定の
lanpatrolオペランドで指定します。

（4） 注意事項

一つの LANアダプタに複数の IPアドレスが設定されている場合，LANアダプタの二重
化による LANアダプタの切り替え時には，設定されている複数の IPアドレスを予備
LANアダプタに切り替えます。複数の IPアドレスが設定されている場合の LANアダプ
タの切り替えを，次の図に示します。
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図 3-15　複数の IPアドレスが設定されている場合の LANアダプタの切り替え

3.3.8　LANアダプタ二重障害時の系切り替え
LANアダプタを二重化にしている構成では，両方の LANアダプタに障害が発生した場
合に自動的に系切り替えができます。この機能を使用しない場合は，オペレータの操作
が必要です。

ここでは，LANアダプタに障害が発生したときに自動的に系切り替えをする方法につい
て説明します。オペレータの操作については，「7.4.6　LANアダプタの障害に対処する」
を参照してください。

（1） LANアダプタ二重障害時の系切り替えの流れ

二重化された LANアダプタの両方に障害を検出した場合に，LANアダプタを使用する
サーバが系切り替えをできる状態であれば，HAモニタがそのサーバを計画停止して系切
り替えをします。サーバがグループ化されていれば，HAモニタは，サーバグループ内の
サーバのうち，系切り替えができる状態のサーバを計画停止して，系切り替えをします。

なお，LANアダプタの障害を検出したタイミングでサーバが系切り替えをできる状態に
なっていない場合は，サーバが系切り替えをできる状態になった時点で，系切り替えが
実施されます。

LANアダプタ二重障害時の系切り替えの流れを次の図に示します。
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図 3-16　LANアダプタ二重障害時の系切り替えの流れ

系 1の現用 LANアダプタと予備 LANアダプタの両方に障害が発生したことを HAモニ
タが検出すると，HAモニタは系 1の実行サーバを計画停止して，系 1から系 2に系切
り替えをします。系 2では，現用 LANアダプタが使用されます。

（2） 必要な環境設定

LANアダプタ二重障害発生時に系切り替えをするための設定と，系切り替えをする
LANアダプタ名を指定します。

LANアダプタ二重障害時に系切り替えをするための設定
LANアダプタ二重障害時に系切り替えをするかどうかを，HAモニタの環境設定の
lanfailswitchオペランドに指定します。

系切り替えをする LANアダプタ名
障害発生時に系切り替えをする LANアダプタ名を，サーバ対応の環境設定の
switchbyfailオペランドに指定します。

（3） 連動系切り替えに関する注意事項

サーバをグループ化し，連動系切り替えをする構成の場合，LANアダプタ二重障害時に
は，グループ化したすべてのサーバを連動系切り替えさせるために，次の点に注意して
ください。

●サーバの切り替え順序制御機能を使用していない場合
サーバ対応の環境設定の switchbyfailオペランドには，グループ化したすべてのサー
バで同じ LANアダプタ名を指定してください。

●サーバの切り替え順序制御機能を使用している場合
サーバの切り替え順序制御をするサーバのうち，最下位の子サーバにだけ，障害発生
時に系切り替えをする LANアダプタ名を指定することを推奨します。これは，最下
位の子サーバが系切り替えをできる状態になったタイミングで，一括して連動系切り
替えを実施させるためです。なお，最下位の子サーバが複数ある構成にはしないでく
ださい。また，最下位の子サーバを必ずしも起動しない構成の場合は，その上位の子
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サーバや親サーバに，障害発生時に系切り替えをする LANアダプタ名を指定するな
どの考慮が必要です。

サーバの切り替え順序制御機能については，「3.1.3　サーバの切り替え順序制御」を参照
してください。
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4　 システムの管理
この章では，HAモニタがサーバ，系，および共有リソースを
どのように管理しているかについて説明します。HAモニタの
動作を詳細に知りたい場合にお読みください。

4.1　サーバの管理

4.2　系の管理

4.3　共有リソースの管理

4.4　サーバをグループ化する場合のサーバの管理

4.5　マルチスタンバイ機能を使用する場合のサーバと系の管理

4.6　リソースサーバの管理

4.7　処理の流れ
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4.1　サーバの管理
HAモニタは，実行系と待機系で稼働し，実行サーバや待機サーバの起動・停止状態につ
いて連絡を取り合って，サーバの状態を制御しています。ここでは，HAモニタがどのよ
うにサーバを制御しているかについて説明します。

4.1.1　HAモニタによるサーバの起動制御
ユーザは，サーバモードのサーバを，プログラムが提供する起動コマンドを実行するこ
とで起動します。また，モニタモードのサーバを，モニタモードのサーバ起動コマンド
（monbeginコマンド）を実行することで起動します。

サーバ起動時には，HAモニタはサーバ対応の環境設定および他系のサーバの状態を確認
した上で，サーバを実行サーバとして起動するか，待機サーバとして起動するかを決定
します。ここでは，実行サーバと待機サーバの決定方法，および監視パスの障害などの
理由で他系のサーバの状態が確認できない場合の HAモニタの動作について説明します。

（1） 通常時の実行サーバと待機サーバの決定方法

通常，実行サーバと待機サーバの決定は，サーバ対応の環境設定の initialオペランドで
指定した起動種別および他系の状態を基にして HAモニタが行います。実行サーバと待
機サーバの決定方法を次の表に示します。

表 4-1　実行サーバと待機サーバの決定方法

他系の状態 サーバ対応の環境設定

実行サーバとして定義 待機サーバとして定義

実行サーバあり 起動処理中 起動不可※ 1 待機サーバとして起動

実行処理中 待機サーバとして起動 待機サーバとして起動

停止処理中 起動不可※ 1 起動不可※ 1

待機サーバあり 起動処理中 実行サーバとして起動 起動不可※ 1

実行処理中 実行サーバとして起動 起動不可※ 1

停止処理中 実行サーバとして起動 実行サーバの起動待ち※ 3

連動系切り
替え待ち状
態※ 2

実行サーバとして起動 実行サーバとして起動

待機サーバから実行サーバへ系切り替え処
理中

待機サーバとして起動 待機サーバとして起動

サーバなし（または HAモニタ停止中） 実行サーバとして起動 実行サーバの起動待ち※ 3

サーバの状態確認不可 リトライ処理※ 4 実行サーバの起動待ち※ 3
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注※ 1　サーバの起動を中止します。
注※ 2　連動系切り替え待ち状態の詳細は，「4.4.1　連動系切り替え時のサーバの切り替え種別」を
参照してください。
注※ 3　他系の実行サーバの起動が確認できるまで待機サーバの起動を待たせます（実行サーバの起
動待ち状態）。実行サーバの起動開始を確認できたら，待機サーバとして起動させます。
注※ 4　他系や監視パスの障害によって，他系で起動しているサーバの状態を確認できない場合は，
1分間だけリトライします。リトライしてもさらに確認できない場合は，他系の障害でサーバがない
ものと判断し，実行サーバの起動待ち状態にします。

なお，障害発生によって，実行サーバとして定義されたサーバが再起動した場合は，実
行サーバと待機サーバの決定方法が異なります。この場合については，「4.1.1(2)　 サー
バの再起動時の起動種別」を参照してください。

待ち状態のサーバを実行サーバとして起動したり，停止したりする方法については，
「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する」を参照してください。

（2） サーバの再起動時の起動種別

障害が発生した場合などにオペレータがコマンドを実行してサーバを再起動すると，HA
モニタは，そのサーバが実行サーバとして定義されていても，他系のサーバの状態が確
認できるまでは自動的に待機サーバとして待機させます。これは，他系のサーバの状態
が確認できない間は，他系ですでに実行サーバが稼働しているおそれがあるためです。
実行サーバが複数起動しないようHAモニタが制御します。

他系のサーバの状態が確認できたら，HAモニタがサーバを実行サーバとして起動する
か，待機サーバとして起動するかを決定します。

実行サーバとして定義されたサーバを再起動する際の起動種別の決定方法を，次の表に
示します。

表 4-2　サーバ再起動時の起動種別の決定方法

他系の状態 サーバの起動種別※ 1

実行サーバあり 起動処理中 待機サーバとして起動

実行処理中 待機サーバとして起動

停止処理中 起動不可※ 2

待機サーバあり 起動処理中 実行サーバとして起動

実行処理中 起動不可※ 2

停止処理中 実行サーバの起動待ち※ 3

連動系切り替え待ち状
態

実行サーバとして起動

待機サーバから実行サーバへ系切り替え処理中 待機サーバとして起動

サーバなし（またはHAモニタ停止中） 実行サーバの起動待ち※ 3

サーバの状態確認不可 実行サーバの起動待ち※ 3
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注※ 1　サーバ対応の環境設定の initialオペランドで指定した起動種別は，無視されます。
注※ 2　サーバの起動を中止します。
注※ 3　他系の実行サーバの起動が確認できるまで待機サーバの起動を待たせます（実行サーバの起
動待ち状態）。実行サーバの起動開始を確認できたら，待機サーバとして起動させます。

待ち状態のサーバを実行サーバとして起動したり，停止したりする方法については，
「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する」を参照してください。

4.1.2　HAモニタによるサーバの停止制御
HAモニタは，障害が発生した場合，およびオペレータがコマンドを実行した場合に，
サーバを停止します。HAモニタがサーバを停止させる条件は，サーバがサーバモードか
モニタモードかによって異なります。

（1） サーバモードのサーバの場合

HAモニタがサーバを停止させる条件は，大きく分けて，次の場合があります。

オペレータがコマンドを実行した場合
プログラムが提供するコマンドなどで，オペレータが実行サーバを正常終了したり，
サーバを計画停止または強制停止したりした場合は，HAモニタは実行サーバに対
応している待機系の待機サーバを停止させます。
オペレータが，実行サーバに対してプログラムが提供する強制停止コマンドを実行
した場合，HAモニタは計画停止と同様に処理します。オペレータが，待機サーバ
に対してプログラムが提供する強制停止コマンドを実行した場合，異常終了と同様
に処理します。
オペレータが計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行した場合，HA
モニタは系切り替えの前に実行サーバを停止させます。
オペレータが待機サーバ停止コマンド（monsbystpコマンド）を実行した場合，HA
モニタは指定された待機サーバを停止させます。

障害が発生した場合
HAモニタがサーバ障害を検出した場合は，サーバ対応の環境設定に指定された内
容に従って，次のどちらかの動作をします。
• 系切り替えをするように指定していれば，HAモニタは系切り替えの前に実行サー
バを停止させます。

• 実行サーバを再起動するように指定していれば，実行サーバの状態を実行サーバ
の再起動待ち状態に変更して，実行サーバが再起動するのを待ちます。

HAモニタがサーバを停止させる事象と停止後の処理を，次の表に示します。



4.　システムの管理

85

表 4-3　サーバを停止させる事象と停止後の処理（サーバモード）

（凡例）－：何もしません。
注※ 1　サーバの計画停止，強制停止を含みます。
注※ 2　サーバ自身が障害を検知した場合です。
注※ 3　サーバの強制停止，およびサーバ自身が障害を検知した場合です。
注※ 4　系切り替えをする待機サーバがない場合は，HAモニタは何もしません。また，サーバ対応
の環境設定の switchtypeオペランドに restartまたは manualを指定した場合は，実行サーバを停
止させないで実行サーバを再起動待ち状態にします。HAモニタは，系切り替えをしないで実行サー
バの再起動を待ちます。
注※ 5　系切り替えをする待機サーバがない場合は，HAモニタは何もしません。

（2） モニタモードのサーバの場合

サーバがモニタモードの場合，サーバの切り替えおよび停止は，ユーザがHAモニタの
コマンドで指示します。

サーバを停止させる事象と停止後の処理を，次の表に示します。

表 4-4　サーバを停止させる事象と停止後の処理（モニタモード）

事象 HAモニタが停止させ
るサーバ

停止後の HAモニタの
処理

サーバでの事象 実行サーバ正常終了※ 1 待機サーバ －

実行サーバ異常終了※ 2 － 自動系切り替え※ 4

待機サーバ正常終了 － －

待機サーバ異常終了※ 3 － －

HAモニタでの事象 実行サーバ障害検出 実行サーバ※ 4 自動系切り替え※ 4

待機サーバ停止コマンド
（monsbystpコマンド）

待機サーバ －

計画系切り替えコマンド※
5（monswapコマンド）

実行サーバ 計画系切り替え

事象 HAモニタが停止させ
るサーバ

停止後の HAモニタの
処理

サーバでの事象 実行サーバ正常終了 － －

実行サーバ異常終了 － 計画系切り替えまたは
自動系切り替え※ 1，※
2

待機サーバ正常終了 － －

待機サーバ異常終了 － －
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（凡例）－：何もしません。
注※ 1　サーバ対応の環境設定で，termcommandオペランドにサーバの停止コマンドを指定してい
る場合は，HAモニタがサーバの停止コマンドを実行し，サーバの停止コマンド内に記述されている
実行サーバも停止させます。
注※ 2　オペレータが実行系から計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行して指示し
ます。サーバ対応の環境設定で，patrolcommandオペランドにサーバの監視コマンドを指定してい
る場合は，HAモニタが再起動，または自動系切り替えをします。系切り替えをする待機サーバがな
い場合は，HAモニタは何もしません。
注※ 3　オペレータが，実行サーバを計画停止したあとに，実行系から計画系切り替えコマンド
（monswapコマンド）を実行します。ただし，サーバ対応の環境設定の termcommandオペランド
にサーバの停止コマンドを指定している場合は，monswapコマンドで実行サーバを停止できます。
なお，系切り替えをする待機サーバがない場合は，HAモニタは何もしません。

4.1.3　サーバの状態遷移
HAモニタは，サーバの状態を制御しています。ここでは，サーバモードのサーバの状態
遷移について説明します。

サーバは，実行サーバとして起動した場合と，待機サーバとして起動した場合とで状態
遷移が異なります。

（1） 実行サーバとして起動した場合のサーバの状態遷移

サーバモードで運用するサーバを，実行サーバとして起動した場合のサーバの状態遷移
を，次の図に示します。

HAモニタでの事象 モニタモードのサーバ停止
コマンド（monendコマン
ド）

実行サーバ※ 1および
待機サーバ

－

待機サーバ停止コマンド
（monsbystpコマンド）

待機サーバ －

計画系切り替えコマンド
（monswapコマンド）

実行サーバ※ 3 計画系切り替え※ 3

事象 HAモニタが停止させ
るサーバ

停止後の HAモニタの
処理
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図 4-1　実行サーバの状態遷移（サーバモード）
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注※ 1　サーバの切り替え順序制御を適用したサーバグループに所属している場合だけ，
状態が遷移します。

注※ 2　ボリュームグループや LAN，ファイルシステムなど，サーバが使用する共有リ
ソースへの接続失敗を表します。サーバ対応の環境設定で，vg_neckオペランド，
ip_neckオペランドなどを指定した場合だけ，状態が遷移します。

注※ 3　サーバの起動開始時，または系切り替え開始時に発行されるユーザコマンドが失
敗した場合を表します。サーバ対応の環境設定で，uoc_neckオペランドを指定した場合
だけ，状態が遷移します。

注※ 4　二重化された LANアダプタの二重障害の場合を表します。サーバ対応の環境設
定で，switchbyfailオペランドを指定した場合だけ，状態が遷移します。

（2） 待機サーバとして起動した場合のサーバの状態遷移

サーバモードで運用するサーバを，待機サーバとして起動した場合のサーバの状態遷移
を，次の図に示します。
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図 4-2　待機サーバの状態遷移（サーバモード）
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注※ 1　サーバの起動開始時または系切り替え開始時に発行されるユーザコマンドの失敗
を表します。サーバ対応の環境設定の uoc_neckオペランドを指定した場合だけ，状態が
遷移します。

注※ 2　サーバの切り替え順序制御を適用したサーバグループに所属している場合だけ，
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状態が遷移します。

4.1.4　サーバの監視コマンドの制御
サーバの監視コマンドはモニタモードのサーバを監視するためのコマンドで，ユーザが
作成します。ここでは，サーバの監視コマンドの起動，停止，および監視処理の流れに
ついて説明します。

（1） サーバの監視コマンドの起動

サーバの監視コマンドの起動は HAモニタがします。ユーザが手動で起動する必要はあ
りません。サーバの監視コマンドが起動されるタイミングは，実行系でサーバを起動し，
実行サーバが起動完了したあとです。サーバの監視コマンド起動後，HAモニタはサーバ
の監視コマンドのプロセスの監視を開始します。HAモニタがサーバの監視コマンドの起
動に失敗した場合，監視処理は実行されませんがサーバ処理は正常に続行されます。

（2） サーバの監視コマンドの停止

サーバの監視コマンドは，サーバ障害を検出して自身が終了する以外に，HAモニタが停
止させることもあります。HAモニタがサーバの監視コマンドを停止させるタイミング
は，実行サーバを正常終了させた場合，または計画系切り替えをさせた場合です。これ
らの場合，HAモニタはサーバの監視コマンドを停止させます。

（3） 処理の流れ

サーバの監視コマンドを使用してモニタモードのサーバを監視した場合の，処理の流れ
を次の図に示します。
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図 4-3　モニタモードのサーバの監視の流れ
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4.1.5　サーバの切り替え順序制御をする場合の処理の流れ
複数のサーバをグループ化する場合に，グループ内のサーバの切り替え順序を制御でき
ます。ここでは，計画系切り替え，サーバ障害発生時，および系障害発生時のサーバの
切り替え順序制御処理の流れと，系切り替えが失敗した場合の動作について説明します。

（1） 計画系切り替え，およびモニタモードのサーバ障害時の順序制御の
流れ

計画系切り替え時の，サーバの停止順序，および切り替え先の系でのサーバの起動順序
の流れを次の図に示します。この図で示すサーバの親子関係については，「3.1.3(1)　
サーバの起動順序と親子関係の対応」を参照してください。
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図 4-4　計画系切り替え時の順序制御の流れ
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次に，図に示した流れの詳細について説明します。番号は，図中の番号と対応していま
す。

1. 実行系に実行サーバ 1～ 4，待機系に待機サーバ 1～ 4が起動完了していて，連動系
切り替えができる状態です。

2. 計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行して，計画系切り替えを開始
します。

3. 親子関係上，最も下位のサーバであるサーバ 3とサーバ 4の停止処理を開始します。
サーバ 1とサーバ 2は停止待ちになります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
1およびサーバ 2の状態は「ONL」と表示されます。「ONL」は実行サーバの起動完
了という意味ですが，実際サーバは停止待ち状態であり，コマンドの表示と実際の
サーバの状態が異なります。

4. サーバ 3とサーバ 4は，それぞれ並行して停止処理を実施します。停止処理は「サー
バの停止」，「共有リソースの切り離し」の順に処理されます。共有リソースの切り離
しが完了すると，待機系に系切り替えのための連絡をします。その後，サーバ 3およ
びサーバ 4は親サーバであるサーバ 2の系切り替え完了を待つため，サーバ 3および
サーバ 4が前提サーバの起動待ち状態になります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
3およびサーバ 4の状態は「(ONL)」と表示されます。「(ONL)」は実行サーバの起動
中という意味ですが，実際，サーバは前提サーバの起動待ち状態であり，コマンドの
表示と実際のサーバの状態が異なります。

5. サーバ 3とサーバ 4の両方の停止処理が完了すると，続けてそれらの親サーバである
サーバ 2の停止処理を開始します。

6. サーバ 2の停止処理が完了すると，その親サーバであるサーバ 1の停止処理を開始し
ます。

7. 最も上位のサーバであるサーバ 1の停止処理が完了すると，待機系へ連絡し，まず，
サーバ 1の系切り替えを開始します。

8. サーバ 1が系切り替えによって実行サーバとして起動完了すると，続けて，その子
サーバであるサーバ 2の系切り替えを開始します。

9. サーバ 2の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 3，およびサーバ 4
の系切り替えを並行して開始します。サーバ 3およびサーバ 4の系切り替えが完了す
ると，連動系切り替えが完了します。

（2） サーバモードのサーバ障害時の順序制御の流れ

サーバ障害が発生した場合の，サーバの停止順序，および切り替え先の系でのサーバの
起動順序の流れを次の二つに分けて説明します。

• 親サーバと子サーバの両方を持つサーバに障害が発生した場合
• サーバの親子関係で最下位のサーバに障害が発生した場合

これらの図で示すサーバの親子関係については，「3.1.3(1)　サーバの起動順序と親子関
係の対応」を参照してください。
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（a）親サーバと子サーバの両方を持つサーバに障害が発生した場合

ここでは，親サーバと子サーバの両方を持つサーバに障害が発生した場合の順序制御の
流れを図で示します。
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図 4-5　サーバ障害時の順序制御の流れ（親サーバと子サーバの両方を持つサーバに障害
が発生した場合）
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次に，図に示した流れの詳細について説明します。番号は，図中の番号と対応していま
す。

1. 実行系に実行サーバ 1～ 4，待機系に待機サーバ 1～ 4が起動完了していて，連動系
切り替えができる状態です。

2. 実行サーバ 2に障害が発生すると，連動系切り替えを開始します。
3. 障害が発生した実行サーバ 2と，親子関係上，最も下位のサーバであるサーバ 3と
サーバ 4の停止処理を開始します。サーバ 1は停止待ちになります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
1の状態は「ONL」と表示されます。「ONL」は実行サーバの起動完了という意味で
すが，実際サーバは停止待ち状態であり，コマンドの表示と実際のサーバの状態が異
なります。

4. サーバ 2～ 4は，それぞれ並行して停止処理を実施します。停止処理は「サーバの停
止」，「共有リソースの切り離し」の順に処理されます。共有リソースの切り離しが完
了すると，待機系に系切り替えのための連絡をします。その後，サーバ 2～ 4は前提
サーバの起動待ち状態になります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
2～ 4の状態は「(ONL)」と表示されます。「(ONL)」は実行サーバの起動中という意
味ですが，実際，サーバは前提サーバの起動待ち状態であり，コマンドの表示と実際
のサーバの状態が異なります。

5. サーバ 2～ 4のすべての停止処理が完了すると，最も上位のサーバであるサーバ 1の
停止処理を開始します。

6. サーバ 1の停止処理が完了すると，待機系へ連絡し，まず，サーバ 1の系切り替えを
開始します。

7. サーバ 1の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 2の系切り替えを開
始します。

8. サーバ 2の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 3，およびサーバ 4
の系切り替えを並行して開始します。サーバ 3およびサーバ 4の系切り替えが完了す
ると，連動系切り替えが完了します。

（b）サーバの親子関係で最下位のサーバに障害が発生した場合

ここでは，サーバの親子関係で最下位のサーバに障害が発生した場合の起動順序制御の
流れを図で示します。
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図 4-6　サーバ障害時の順序制御の流れ（サーバの親子関係で最下位のサーバに障害が発
生した場合）
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次に，図に示した流れの詳細について説明します。番号は，図中の番号と対応していま
す。

1. 実行系に実行サーバ 1～ 4，待機系に待機サーバ 1～ 4が起動完了していて，連動系
切り替えができる状態です。

2. 実行サーバ 3に障害が発生すると，連動系切り替えを開始します。
3. 親子関係上，最も下位のサーバであるサーバ 3とサーバ 4の停止処理を開始します。
サーバ 1とサーバ 2は停止待ちになります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
1およびサーバ 2の状態は「ONL」と表示されます。「ONL」は実行サーバの起動完
了という意味ですが，実際サーバは停止待ち状態であり，コマンドの表示と実際の
サーバの状態が異なります。

4. サーバ 3とサーバ 4は，それぞれ並行して停止処理を実施します。停止処理は「サー
バの停止」，「共有リソースの切り離し」の順に処理されます。共有リソースの切り離
しが完了すると，待機系に系切り替えのための連絡をします。その後，サーバ 3およ
びサーバ 4は親サーバであるサーバ 2の系切り替え完了を待つため，サーバ 3および
サーバ 4が前提サーバの起動待ち状態になります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
3およびサーバ 4の状態は「(ONL)」と表示されます。「(ONL)」は実行サーバの起動
中という意味ですが，実際，サーバは前提サーバの起動待ち状態であり，コマンドの
表示と実際のサーバの状態が異なります。

5. サーバ 3およびサーバ 4両方の停止処理が完了すると，続けて，それらの親サーバで
あるサーバ 2の停止処理を開始します。

6. サーバ 2の停止処理が完了すると，その親サーバであるサーバ 1の停止処理を開始し
ます。

7. 最も上位のサーバであるサーバ 1の停止処理が完了すると，待機系へ連絡し，まず，
サーバ 1の系切り替えを開始します。

8. サーバ 1の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 2の系切り替えを開
始します。

9. サーバ 2の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 3，およびサーバ 4
の系切り替えを並行して開始します。サーバ 3およびサーバ 4の系切り替えが完了す
ると，連動系切り替えが完了します。

（3） 系障害時の順序制御の流れ

系障害が発生した場合の，サーバの停止順序，および切り替え先の系でのサーバの起動
順序の流れを次の図に示します。この図で示すサーバの親子関係については，「3.1.3(1)
　サーバの起動順序と親子関係の対応」を参照してください。
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図 4-7　系障害発生時の順序制御の流れ

次に，図に示した流れの詳細について説明します。番号は，図中の番号と対応していま
す。

1. 実行系に実行サーバ 1～ 4，待機系に待機サーバ 1～ 4が起動完了していて，連動系
切り替えができる状態です。

2. 実行系に系障害が発生すると，実行系をリセットし，系切り替えを開始します。
3. 親子関係上，最も上位のサーバであるサーバ 1の系切り替えを開始します。
4. サーバ 1の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 2の系切り替えを開
始します。

5. サーバ 2の系切り替えが完了すると，その子サーバであるサーバ 3，およびサーバ 4
の系切り替えを並行して開始します。サーバ 3およびサーバ 4の系切り替えが完了す
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ると，連動系切り替えが完了となります。

（4） 系切り替えが失敗した場合の動作

親サーバの系切り替え失敗時には，それ以降の子サーバも系切り替え失敗となり，対応
する子サーバの待機サーバも強制停止されます。また，親サーバが切り替え先に存在し
ない場合は，無視して系切り替えを続行します。

（5） 切り替え元の系のサーバについて
• 順序制御機能を使用しているサーバグループで連動系切り替えをする場合，起動途中
などで連動系切り替えができない状態のサーバは強制停止します。

• 切り替え元の系では，連動系切り替えで停止するサーバがすべて停止するまで，連動
系切り替え中のサーバグループに所属するサーバは起動できません。
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4.2　系の管理
HAモニタは，系障害が発生すると，系のリセットをしたあとに系切り替えをします。

ここでは，系のリセットに関する HAモニタの動作について説明します。オペレータの
操作については，「7.　システムの運用」を参照してください。

4.2.1　系のリセットをする系の決定方法
HAモニタでは，実行系に系障害が発生すると，待機系が実行系に対して系のリセットを
したあとに，系切り替えをします。系切り替え構成によっては，複数の待機系が系のリ
セットを発行するため，実行系の回復が遅くなる場合があります。そのため，あらかじ
め系のリセットをする待機系を決めておきます。この系のリセットをする待機系をリ
セット発行系と呼びます。複数の待機系が系のリセットを発行するおそれがある構成に
ついては，「3.2.3　系の二重リセットの防止」を参照してください。

ここでは，リセット発行系の決定方法，および系障害時のリセット発行系の動作につい
て説明します。

（1） リセット発行系の決定方法

システム起動時に，オペレータは実行系で実行サーバを起動し，待機系では，実行サー
バに対応する待機サーバを起動します。最初に実行系と待機系の組み合わせ（ペア）が
成り立つと，その待機系が，実行系に対するリセット発行系になります。実行系で系障
害が発生すると，最初にその実行系とペアになった待機系（リセット発行系）が実行系
をリセットします。そのあとにほかの系との間でペアが成り立っても，実行系をリセッ
トする系は，最初にペアになったリセット発行系だけです。

サーバが停止して，実行系と，最初にリセット発行系になった待機系とのペアが成り立
たなくなった場合，リセット発行系はあとからペアになった待機系に変更されます。あ
とからペアになった待機系が複数ある場合は，その中でホストアドレスの最も小さい待
機系が，以降のリセット発行系になります。

HAモニタがリセット発行系を決定する方法を，次の図に示します。
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図 4-8　HAモニタがリセット発行系を決定する方法

この図では，実行サーバ 1が停止して実行系と待機系 1とのペアが成り立たなくなった
ため，リセット発行系は，あとからペアになった待機系 2または待機系 3に変更されま
す。待機系 2と待機系 3とでは，待機系 2のホストアドレスが小さいので，待機系 2が
リセット発行系になります。
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（2） 系障害発生時のリセット発行系の動作

リセット発行系は，実行系をリセットすると，ほかの待機系に対してリセットの完了を
連絡します。リセット発行系でない待機系は，リセット完了連絡を受けると，リセット
された実行系の実行サーバを，自系にある待機サーバに切り替えます。

リセット発行系でない待機系が実行系の系障害を検出した場合は，リセット発行系のリ
セット完了連絡があるまで，何もしないで待ちます。監視専用 LANの障害などで，20
秒待ってもリセット完了連絡がない場合は，リセット発行系からのリセットが失敗した
とみなし，実行系の系障害を検出した待機系が実行系をリセットします。

系障害発生時のリセット発行系の動作を，次の図に示します。

図 4-9　系障害発生時のリセット発行系の動作

次に，系障害発生時のリセット発行系の動作の詳細を説明します。番号は，上記の図と
対応しています。

1. リセット指示
待機系（リセット発行系）は，実行系の系障害を検出すると，実行系をリセットしま
す。

2. リセット完了連絡
リセット完了後，ほかの待機系にリセット完了を連絡します。

3. 系切り替え
リセット完了の連絡を受け取ると，実行系の実行サーバをそれぞれの待機サーバに系
切り替えをします。

リセット発行系でない待機系が実行系の系障害を検出した場合の動作を，次の図に示し
ます。
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図 4-10　リセット発行系でない待機系が実行系の系障害を検出した場合の動作

次に，リセット発行系でない待機系が実行系の系障害を検出した場合の動作の詳細を説
明します。番号は，上記の図と対応しています。

1. リセット完了連絡未受信
リセット発行系以外の系が実行系の系障害を検出した場合は，リセット発行系のリ
セット完了の連絡を 20秒間待ちます。

2. リセット指示
監視専用 LANの障害などで 20秒待ってもリセット完了の連絡がない場合，障害を検
出した系が実行系をリセットします。

なお，リセットの完了連絡を待つ時間（20秒）は，機種によって異なります。

4.2.2　両系が障害を同時に検出した場合の系切り替え
実行系と待機系の両方が障害を同時に検出した場合，同時に系のリセットを発行し，実
行系と待機系の両方が停止してしまうおそれがあります。そのため，HAモニタでは，優
先して系のリセットをする系（リセット優先系）を決定しておく機能があります。実行
系と待機系の両方が停止してしまうおそれがある構成については，「3.2.1　系の同時リ
セットの防止」を参照してください。

ここでは，実行系と待機系の両方が障害を同時に検出した場合に，HAモニタがどのよう
に系切り替えをするか，について説明します。

ユーザは，あらかじめ優先して系のリセットをする系を，HAモニタの環境設定で指定し
ておきます。両方の系が同時に障害を検出した場合は，リセット優先系が優先的に他系
をリセットします。リセット優先系ではない系は，リセット優先系がリセット要求を発

行したあとに 10秒間※待ってから，リセット要求を発行します。ただし，リセット優先
系に指定されていても，起動中のサーバが他系より多いか少ないかによって，リセット
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優先系が変わる場合があります。

HAモニタがリセット優先系を決定する方法を，次の図に示します。
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図 4-11　HAモニタがリセット優先系を決定する方法
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注※
リセット要求を発行したあとに待つ時間（10秒）は，機種によって異なります。

4.2.3　複数の待機系がある場合の系のリセット
ここでは，複数スタンバイ構成のように，複数の待機系がある場合の系のリセットにつ
いて説明します。

（1） リセット優先度の決定方法

複数の待機系がある場合，系切り替え構成全体に属するすべての系でリセット発行順序
を一意に定めるため，リセット優先度を指定します。

HAモニタは，起動時に他系と接続した際，自系のリセット優先度を決定します。リセッ
ト優先度は，接続された系の中で，ホストアドレスの小さい系から順に優先度が高くな
ります。リセット優先度には 0から 31まであり，0がいちばん高い優先度とみなされま
す。

ホストアドレスとリセット優先度の関係を次の図に示します。この例では，系 3に障害
が発生した場合，ホストアドレスのいちばん小さい系 1がリセットを発行します。

図 4-12　ホストアドレスとリセット優先度の関係

系障害を検出した場合，リセット優先度が最も高い系がリセットを発行します。他系は，
リセット優先度に従ってリセットの発行を一定時間待ちます。このリセット発行の待ち
時間は，「各系のリセット優先度× 10（秒）」で計算できます。

なお，計算式で示す 10秒は，機種によって異なります。

（2） リセット優先度を指定した場合の系のリセット

リセット優先度を指定した場合，系のリセット時に，各系がどう動作するかについて説
明します。

系障害を検出した系は，自系のリセット優先度に従って，障害が発生した系にリセット
を発行します。さらに接続しているすべての系にリセット発行を依頼します。リセット
発行の依頼を受けた系は，自系のリセット優先度に従って，障害系のリセットを発行し
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ます。

リセットが成功した場合
リセットが成功した場合，リセットを発行した系は，すべての系に対してリセット
の成功を通知します（リセット成功通知）。系切り替えをする待機サーバがあれば，
系切り替えをします。
リセット成功通知を受信した系は，障害が発生した系に対してリセット発行待ちの
状態であればリセット発行待ちを中断します。系切り替えをする待機サーバがあれ
ば，系切り替えをします。

リセットが失敗した場合
リセットが失敗した場合，リセットを発行した系は他系からのリセット成功通知を
待ちます。

（3） ある待機系からの系のリセットが失敗した場合の動作

待機系からの系のリセットが失敗した場合，複数の待機系があるため，自動的に系切り
替えができます。ここでは，ある待機系からの系のリセットが失敗した場合のリセット
について，例を用いて説明します。この例では，系 2で障害が発生した場合で，系 1か
らのリセットが失敗し，リセット発行待ち時間が過ぎたら系 3がリセットを発行する流
れを説明します。複数の待機系がある系切り替え構成で，系のリセットが失敗した場合
の系のリセットを次の図に示します。



4.　システムの管理

112

図 4-13　複数の待機系がある系切り替え構成で，系のリセットが失敗した場合の系のリ
セット

次に，リセット優先度を指定した場合のリセットの発行の流れの詳細を説明します。番
号は，上記の図と対応しています。

1. リセット指示とリセット依頼
いちばん高いリセット優先度を持つ系 1は，系 2の系障害を検出すると，系 2にリ
セットを指示します。また，他系に対してリセットを依頼します。
系 3は，系 2の系障害を検出すると，系 2のリセット発行を待ちます。

2. リセット失敗
系 1からのリセット指示が失敗した場合，系 1は他系からのリセット成功通知を待ち
ます。

3. リセット指示
系 1からのリセット成功通知がなく，リセット優先度に応じたリセット待ち時間が過
ぎると，系 3は系 2にリセットを指示します。

4. リセット成功通知と系切り替え
リセットが成功した場合，系 3は，他系にリセット成功を通知し，系切り替えできる
待機サーバがあれば，系切り替えをします。
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4.2.4　系のリセットに失敗した場合の動作
系のリセットが失敗すると，実行系がリセットされていなくても，HAモニタは待機系の
待機サーバを実行サーバとして起動させます。その際に，実行系と待機系とで同じ実行
サーバが複数稼働するおそれがあります。実行サーバの複数起動を防ぐために待機系の
待機サーバを異常終了させると，障害時に直ちに系切り替えができなくなります。この
ため，HAモニタは，待機系の待機サーバを実行サーバに切り替えたあと，実際に実行
サーバとして起動する前に，いったん系切り替え待ち状態にします。

系のリセットに失敗した場合の動作を，次の図に示します。
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図 4-14　系のリセットに失敗した場合の動作

系切り替え待ち状態のサーバを実行サーバとして起動したり，停止したりする方法につ
いては，「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する」を参照してください。
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4.3　共有リソースの管理
ここでは，サーバが使用するリソースをHAモニタがどう管理するかについて説明しま
す。

ここで説明する共有リソース以外のリソースを，サーバで使用できます。その場合は，
共有リソースを制御するためのユーザコマンドを作成しておく必要があります。ユーザ
コマンドの作成方法については，「6.11　ユーザコマンドの作成」を参照してください。

4.3.1　共有ディスクの管理
サーバが共有ディスクを使用する場合，HAモニタは OSのコマンドを使用して，共有
ディスクとの接続および切り替えを制御します。HAモニタは，ボリュームグループ単位
で切り替えを制御します。

共有ディスクの制御方法とHAモニタが実行するコマンド形式を次の表に示します。

表 4-5　共有ディスクの制御方法と HAモニタが実行するコマンドの形式

参照＋更新接続時に，vgchangeコマンドにオプションを付けて実行するには，サーバ対
応の環境設定の vg_on_optオペランドに指定します。

（1） 接続

共有ディスクとの接続は，カーネルがします。

HAモニタと共有ディスクとの接続時には，実行サーバが共有ディスクを使用していると
きに待機サーバから共有ディスクにアクセスできないように，ボリュームグループ単位
に，論理的に排他制御をします。

共有ディスクとの接続の流れを，次に示します。

制御方法 実行するコマンドの形式

参照＋更新接続 vgchange -a y ボリュームグループのパス名称

切り離し vgchange -a n ボリュームグループのパス名称
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図 4-15　共有ディスクとの接続の流れ

（2） 切り替え

共有ディスクの切り替え時には，障害が発生した系のサーバからは共有ディスクにアク
セスできないようにし，業務処理を引き継ぐ系のサーバからは共有ディスクにアクセス
できるように排他制御をします。また，ボリュームグループの切り離し時には，OSの
fuserコマンドによって，共有ディスクを使用しているすべてのプロセスを強制停止しま
す。

共有ディスクの切り替えの流れは，サーバ障害時と系障害時とで異なります。サーバ障
害時の共有ディスクの切り替えの流れを，次の図に示します。
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図 4-16　サーバ障害時の共有ディスクの切り替えの流れ

系障害時の共有ディスクの切り替えの流れを，次の図に示します。
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図 4-17　系障害時の共有ディスクの切り替えの流れ

（3） ログファイル

ボリュームグループ接続時，その実行結果が /opt/hitachi/HAmon/spool/の下に「ボ
リュームグループ名称 .vglog」というファイル名で，ボリュームグループごとに出力さ
れます。接続エラーが発生した場合，このログファイルを参照し，エラー要因を調査し
てください。

ログ取得時にログファイルが 65,535バイトを超える場合，HAモニタは，「ボリューム
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グループ名称 .vglog_old」というファイル名でバックアップファイルを作成しクリアして
から，再度ログを取得します。

4.3.2　ファイルシステムの管理
HAモニタは，共有ディスク上のファイルシステムをマウントおよびアンマウントによっ
て切り替えます。ファイルシステムの切り替えの制御方法と，HAモニタの処理内容を，
次の表に示します。

表 4-6　ファイルシステムの切り替えの制御方法と HAモニタの処理内容

ファイルシステムのマウントは，サーバ対応の環境設定の fs_nameオペランドに指定し
た順で実行されます。また，アンマウントは逆順に実行されます。

（1） 接続

HAモニタは，実行サーバがファイルシステムを使用できるよう，実行サーバ起動時に，
待機系からアンマウントしたあと，実行系からマウントします。アンマウントする際は，
OSの fuserコマンドによって，ファイルシステムを使用しているすべてのプロセスを強
制停止します。また，マウントする際は，OSの fsckコマンドによってファイルシステ
ムの一貫性をチェックします。

ファイルシステムとの接続の流れを，次の図に示します。

制御方法 HAモニタの処理内容

マウント 共有ディスクの接続後，次の処理によって接続します。
• OSの fsckコマンドでファイルシステムをチェックしたあと，マウントしま
す。

• 接続に失敗した場合は，エラーメッセージを出力し処理を続行します。

マウントは，サーバ対応の環境設定の fs_nameオペランドに指定された順番で実
行されます。

アンマウント 共有ディスクの切り離し前に，次の処理によって切り離します。なお，実行サー
バが停止した場合は，停止の原因に関係なく，必ずアンマウントします。
• OSの fuserコマンドでファイルシステムにアクセスしているすべてのプロセ
スを強制停止したあと，アンマウントします。

• アンマウントに失敗した場合は，サーバ対応の環境設定に指定したリトライ回
数分，1秒おきにリトライします。リトライ回数の限界に達した場合，エラー
メッセージを出力し，処理を続行します。

アンマウントは，サーバ対応の環境設定の fs_nameオペランドの指定と逆の順番
で実行されます。
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図 4-18　ファイルシステムとの接続の流れ

（2） 切り替え

HAモニタは，障害が発生した系からアンマウントし，業務処理を引き継ぐ系からはマウ
ントすることで，ファイルシステムを切り替えます。アンマウントする際は，OSの
fuserコマンドによって，ファイルシステムを使用しているすべてのプロセスを強制停止
します。ファイルシステムの切り替えの流れは，サーバ障害時と系障害時とで異なりま
す。

サーバ障害時のファイルシステムの切り替えの流れを，次の図に示します。
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図 4-19　サーバ障害時のファイルシステムの切り替えの流れ
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系障害時のファイルシステムの切り替えの流れを，次の図に示します。

図 4-20　系障害時のファイルシステムの切り替えの流れ

（3） ログファイル

ファイルシステムの切り替え実施時，サーバごとに /opt/hitachi/HAmon/spool/サーバ識
別名称 .fslogというファイルに実行結果を出力します。切り替えエラーが発生した場合
などに，このログファイルを参照することによって，エラー要因を調査できます。

ログファイルの最大サイズは HAモニタの環境設定の fs_log_sizeオペランドで設定でき
ます。ログ取得時にログファイルのサイズが最大を超えている場合，ファイルを「サー
バ識別名称 .fslog_old」という名称でバックアップし，クリアしてからログを再取得しま
す。
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4.3.3　LANの管理
HAモニタは，サーバにエイリアス IPアドレスを割り当て，そのエイリアス IPアドレ
スを LANアダプタに追加したり削除したりすることで，LANの切り替えをします。

（1） 接続

HAモニタは，ネットワークインタフェースの状態を設定する際に，LANアダプタにエ
イリアス IPアドレスを追加します。LANとの接続の流れを，次に示します。

図 4-21　LANとの接続の流れ

（2） 切り替え

HAモニタは，ネットワークインタフェースの状態設定の際に，エイリアス IPアドレス
を削除します。

サーバ障害時の LANの切り替えの流れを次の図に示します。
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図 4-22　サーバ障害時の LANの切り替えの流れ

系障害時に LANを切り替える流れを次の図に示します。

図 4-23　系障害時の LANの切り替えの流れ
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4.3.4　通信回線の管理
HAモニタは，回線切替装置を制御して，通信回線を切り替えます。

通信回線を使用できるのは，マシンの機種がH9000Vの場合だけです。マシンの機種が
BladeSymphonyまたはHA8500の場合は，通信回線を使用できません。

（1） 接続

HAモニタは，回線切替装置に対して，自系に接続するよう要求します。通信回線との接
続の流れを，次の図に示します。

図 4-24　通信回線との接続の流れ（H9000V）

（2） 切り替え

HAモニタは，通信回線を切り替える場合，回線切替装置に対して自系に接続するよう要
求します。サーバ障害時の回線切替装置を使用した通信回線の切り替えの流れを，次の
図に示します。
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図 4-25　サーバ障害時の，回線切替装置を使用した通信回線の切り替えの流れ
（H9000V）

系障害時の回線切替装置を使用した通信回線の切り替えの流れを，次の図に示します。

図 4-26　系障害時の，回線切替装置を使用した通信回線の切り替えの流れ（H9000V）

4.3.5　共有リソースの状態一覧
HAモニタやサーバに発生した事象と，事象発生時に HAモニタが共有リソースの状態
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をどう制御するかについて説明します。

HAモニタが制御する共有リソースの状態を次の表に示します。なお，通信回線を使用で
きるのは，マシンの機種がH9000Vの場合だけです。マシンの機種が BladeSymphony
または HA8500の場合は，通信回線を使用できません。

表 4-7　HAモニタが制御する共有リソースの状態

事象 共有リソース

共有ディス
ク

ファイルシ
ステム

LAN 通信回線
（回線切替
装置）

サーバでの
事象

実行サーバ起動開始 参照＋更新
接続

マウント 接続 接続

実行サーバ起動完了 － － － －

実行サーバ起動失敗 切り離し アンマウン
ト

切り離し －

実行サーバ再起動限界検
出

切り離し アンマウン
ト

切り離し －

実行サーバ正常終了※ 1 切り離し アンマウン
ト

切り離し －

実行サーバ異常終了※ 2，
※ 3

切り離し アンマウン
ト

切り離し －

待機サーバ起動開始 切り離し アンマウン
ト

切り離し －

待機サーバ起動完了 － － － －

待機サーバ起動失敗 － － － －

待機サーバ正常終了※ 1 － － － －

待機サーバ異常終了 － － － －

HAモニタでの
事象

実行サーバ障害検出※ 3，
※ 4

切り離し アンマウン
ト

切り離し －

実行系障害検出 入出力リ
セット

入出力リ
セット

入出力リ
セット

入出力リ
セット

待機系障害検出 － － － －

待機系に系切り替え完了 参照＋更新
接続

マウント 接続 接続

モニタモードの
サーバ起動コマ
ンド

実行
系

参照＋更新
接続

マウント 接続 接続

（monbeginコマ
ンド）※ 5

待機
系

切り離し アンマウン
ト

切り離し －
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（凡例）
－：変化しません。
×：コマンドの処理対象ではありません。

注※ 1　サーバの計画停止，強制停止を含みます。
注※ 2　サーバ自身が障害を検知した場合です。
注※ 3　実行サーバが再起動待ち状態になる場合は変化しません。
注※ 4　系切り替えをする待機サーバがない場合は変化しません。
注※ 5　サーバ起動完了時や起動失敗時は，サーバでの事象と同じになります。

モニタモードの
サーバ停止コマ
ンド

実行
系

切り離し アンマウン
ト

切り離し －

（monendコマン
ド）

待機
系

－ － － －

待機サーバ停止コマンド
（monsbystpコマンド）

－ － － －

計画系切り替え
コマンド

実行
系

切り離し アンマウン
ト

切り離し －

（monswapコマ
ンド）

待機
系

参照＋更新
接続

マウント 接続 接続

共有リソース追
加コマンド

実行
系

参照＋更新
接続

× × 接続

（mondevice -a
コマンド）

待機
系

切り離し × × －

共有リソース削
除コマンド

実行
系

－ × × －

（mondevice -d
コマンド）

待機
系

－ × × －

事象 共有リソース

共有ディス
ク

ファイルシ
ステム

LAN 通信回線
（回線切替
装置）
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4.4　サーバをグループ化する場合のサーバの管
理

複数のサーバをグループ化することで，サーバグループ内のサーバに障害が発生した場
合に，サーバグループごと系切り替えをする連動系切り替えができます。ここでは，連
動系切り替えをするときのHAモニタの動作について説明します。

4.4.1　連動系切り替え時のサーバの切り替え種別
サーバモードのサーバの場合，サーバグループ内の各サーバに，そのサーバに障害が発
生したときに連動系切り替えをするかどうかを指定できます。この指定をサーバの切り
替え種別と呼びます。ここでは，サーバの切り替え種別の指定と，HAモニタの動作の関
係について説明します。

サーバの切り替え種別として，そのサーバにサーバ障害が発生したときに連動系切り替
えをすると指定した場合，そのサーバにサーバ障害が発生するとHAモニタは連動系切
り替えをします。連動系切り替えをしない指定にした場合，HAモニタはサーバ障害が発
生したサーバを異常終了させ，対応した待機サーバを連動系切り替え待ち状態にします。

また，サーバにサーバ障害が発生しても連動系切り替えをしない設定にする場合は，
サーバのスローダウンが発生したときサーバを異常終了させて連動系切り替え待ち状態
にするか，またはスローダウンが発生してもサーバを異常終了しないでそのままサーバ
の監視を続けるかを指定できます。

サーバの切り替え種別は，サーバ対応の環境設定の groupオペランドに指定します。
サーバに障害が発生したときに連動系切り替えをする場合は exchangeを，連動系切り替
えをしない場合は no_exchangeを指定します。また，連動系切り替えをしない場合で，
サーバのスローダウンを検出したときにサーバを異常終了するには cancelを，検出して
もそのまま監視を続けるには no_cancelを指定します。

サーバの切り替え種別の指定と連動系切り替えの関係を，次の図に示します。この図で
は，サーバグループ Aとサーバグループ Bの二つを例に挙げて説明します。
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図 4-27　サーバの切り替え種別の指定と連動系切り替えの関係

groupAのサーバグループでは，exchangeが指定されている実行サーバ 1に障害が発生
したため，HAモニタは連動系切り替えをします。実行サーバ 1および実行サーバ 2は，
待機系で業務を継続します。

groupBのサーバグループでは，no_exchangeが指定されている実行サーバ 4に障害が発
生したため，HAモニタは系切り替えをしません。実行サーバ 3はそのまま実行系で業
務を継続します。

4.4.2　グループ化したサーバの系切り替え制御
サーバをグループ化している場合，サーバグループ内のサーバに指定されているサーバ
の切り替え種別の組み合わせによって，系切り替え制御が異なります。

なお，モニタモードのサーバには，サーバの切り替え種別を指定できません。サーバグ
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ループ内にモニタモードのサーバがある場合，モニタモードのサーバは，サーバの切り
替え種別に exchangeを指定したサーバに該当します。また，モニタモードのサーバに発
生したサーバ障害やスローダウンを契機に系切り替えをするには，サーバの監視コマン
ドの作成が必要です。

系切り替えの契機となる事象ごとに，サーバの切り替え種別の組み合わせとHAモニタ
の系切り替え制御の関係を次の表に示します。

表 4-8　サーバの切り替え種別の組み合わせと HAモニタの系切り替え制御の関係

（凡例）－：組み合わせとしてあり得ません。
注※ 1　待機サーバが，待機系で起動を完了した状態でサーバグループの連動系切り替えを待つ状態
です。連動系切り替え待ち状態の詳細については「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開
する」を参照してください。
注※ 2　cancelを指定している場合は，サーバを異常終了させます。待機サーバは連動系切り替え
待ち状態になります。no_cancelを指定している場合は，サーバの状態監視を続けます。待機サーバ
は連動系切り替え待ち状態にはなりません。

系切り替えの契機となる事象 サーバの切り替え種別の組み合わせ

事象の分類 事象が発生し
たサーバ

exchange
だけ

exchangeと no_exchange no_exchangeだけ

グループ内で稼働中のサー
バ

グループ内で稼働中の
サーバ

あり なし あり なし

サーバ障害
発生時

exchange指定
のサーバ

連動系切
り替え

連動系切り
替え

単独で系切
り替え※ 3

－ －

no_exchange
指定のサーバ

－ 連動系切り
替え待ち※ 1

単独で系切
り替え※ 3

連動系切
り替え待
ち※ 1，※ 4

単独で系
切り替え※
3

サーバス
ローダウン
発生時

exchange指定
のサーバ

連動系切
り替え

連動系切り
替え

単独で系切
り替え※ 3

－ －

no_exchange
指定のサーバ

－ 以降の指定
に従う※ 2

単独で系切
り替え※ 3

以降の指
定に従う※
2

単独で系
切り替え※
3

系障害発生
時

exchange指定
のサーバ

連動系切
り替え

連動系切り
替え

単独で系切
り替え※ 3

－ －

no_exchange
指定のサーバ

－ 連動系切り
替え

単独で系切
り替え※ 3

連動系切
り替え

単独で系
切り替え※
3

計画系切り
替え時

exchange指定
のサーバ

連動系切
り替え

連動系切り
替え

単独で系切
り替え※ 3

－ －

no_exchange
指定のサーバ

－ 連動系切り
替え

単独で系切
り替え※ 3

連動系切
り替え

単独で系
切り替え※
3
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注※ 3　待機系に，同じサーバグループに属する連動系切り替え待ち状態の待機サーバがあれば，同
時に実行サーバとして起動させます。
注※ 4　すべてのサーバに障害が発生した場合には連動系切り替えします。
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4.5　マルチスタンバイ機能を使用する場合の
サーバと系の管理

マルチスタンバイ機能とは，一つの実行サーバに対して，複数の待機サーバを準備する
ための機能です。複数の待機サーバを準備することで，現用系の障害が復旧するまでの
間も，システムの障害に備えることができます。

マルチスタンバイ機能を使用する場合は，マルチスタンバイ機能を使用しない場合と比
べて，サーバを起動・停止させる条件や系のリセットが異なります。ここでは，マルチ
スタンバイ機能を使用しない場合と比べて異なる点について説明します。

4.5.1　系障害の検出と系のリセット（マルチスタンバイ）
ここでは，系障害の検出および系のリセットについて，マルチスタンバイ機能を使用し
ない場合と比べて異なる点だけについて説明します。

マルチスタンバイ機能を使用する系切り替え構成では，複数の待機系で待機サーバが稼
働するため，監視パスの障害時などには複数の待機系が同時に系切り替えをするおそれ
があります。同時に系切り替えをするのを防ぐために，マルチスタンバイ機能を使用す
る場合，HAモニタは待機系間でも系の監視をします。

待機系の系障害を検出した場合，系障害を検出した系は，自系の待機サーバより高い優
先度を持つ待機サーバが稼働している系をリセットします。マルチスタンバイ機能を使
用する場合の，系の状態監視と系のリセットを次の図に示します。
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図 4-28　系の状態監視と系のリセット（マルチスタンバイ機能使用時）

上記の図では，障害が発生した待機サーバの優先度は 1なので，優先度 2の待機サーバ
を持つ待機系 2が待機系 1をリセットします。

待機系 2からのリセットが失敗した場合や，リセットができなかった場合は，実際にリ
セットを発行する系が異なります。ある待機系からのリセットが失敗した場合の，リ
セット発行の流れについては，「4.2.3　複数の待機系がある場合の系のリセット」を参照
してください。
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4.5.2　系のリセットに失敗した場合の動作（マルチスタンバ
イ）

マルチスタンバイ機能を使用する系切り替え構成で，系リセットが失敗した場合の動作
について説明します。

（1） 実行系のリセットが失敗した場合

実行系で障害が発生し，その実行系のリセットが失敗した場合，HAモニタは，複数の待
機系の中でいちばん優先度が高い待機サーバだけを系切り替え待ち状態にします。

実行系のリセットが失敗した場合の流れを次の図に示します。

図 4-29　実行系のリセットが失敗した場合の流れ（マルチスタンバイ機能使用時）

この場合は，オペレータの対処が必要です。系切り替え待ち状態のサーバを実行サーバ
として起動する方法については，「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する」
を参照してください。
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（2） 待機系のリセットが失敗した場合

待機系のリセットが失敗した場合，複数の待機系がある構成では HAモニタが優先度の
判断ができなくなり，複数の実行サーバが稼働するおそれがあります。複数の実行サー
バ稼働を防ぐため，HAモニタは，障害が発生した待機系で稼働する待機サーバより優先
度の低い待機サーバを停止します。

待機系のリセットが失敗した場合の流れを次の図に示します。

図 4-30　待機系のリセットが失敗した場合の流れ（マルチスタンバイ機能使用時）

この場合は，オペレータの対処が必要です。待機サーバを起動する方法については，
「7.2.1　起動する」を参照してください。

4.5.3　サーバの起動制御・停止制御（マルチスタンバイ）
ここでは，マルチスタンバイ機能を使用する場合，どういうときに HAモニタがサーバ
を起動または停止させるかについて説明します。
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マルチスタンバイ機能を使用しない場合と比べて異なる点だけについて説明します。

（1） HAモニタによるサーバの起動制御

マルチスタンバイ機能を使用した場合は，複数の待機系がある点が異なります。そのた
め，実行サーバと待機サーバの決定方法，およびサーバの再起動時の起動種別の決定方
法が異なります。

（a）実行サーバと待機サーバの決定方法

マルチスタンバイ機能を使用した場合，他系の実行サーバの状態だけでなく，実行サー
バの状態と待機サーバの状態との組み合わせに従って，起動種別を決定します。マルチ
スタンバイ機能を使用した場合の，実行サーバと待機サーバの決定方法を次の表に示し
ます。

表 4-9　実行サーバと待機サーバの決定方法（マルチスタンバイ機能使用時）

他系の状態 サーバ対応の環境設定

実行サーバとして
定義

待機サーバとして定
義

実行サー
バあり

起動処
理中

待機サーバあ
り

起動処理中あり 起動不可※ 1 待機サーバとして起
動

稼働中あり

停止処理中だけ

待機サーバなし 起動不可※ 1 待機サーバとして起
動

稼働中 待機サーバあ
り

起動処理中あり 待機サーバとして
起動

待機サーバとして起
動

稼働中あり

停止処理中だけ

待機サーバなし 待機サーバとして
起動

待機サーバとして起
動

停止処
理中

待機サーバあ
り

起動処理中あり 起動不可※ 1 起動不可※ 1

稼働中あり

停止処理中だけ

待機サーバなし 起動不可※ 1 起動不可※ 1

系切り
替え処
理中

待機サーバあ
り

起動処理中あり 実行サーバの起動
待ち※ 2

実行サーバの起動待
ち※ 2

稼働中あり

停止処理中だけ

待機サーバなし 実行サーバの起動
待ち※ 2

実行サーバの起動待
ち※ 2
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注※ 1　サーバの起動を中止します。
注※ 2　他系の実行サーバの起動が確認できるまで待機サーバの起動を待たせます。実行サーバの起
動開始を確認できたら，待機サーバとして起動させます（実行サーバの起動待ち状態）。
注※ 3　他系や監視パスの障害によって，他系で起動しているサーバの状態を確認できない場合は，
1分間だけリトライします。リトライしてもさらに確認できない場合は，他系の障害でサーバがない
ものと判断し，実行サーバの起動待ち状態にします。

実行サーバの起動待ち状態になった場合のオペレータの操作については，「7.3.1　待ち状
態のサーバを起動して業務を再開する」を参照してください。

（b）サーバの再起動時の起動種別

障害が発生したあとにサーバを再起動した場合，他系ではすでに実行サーバが稼働して
いる可能性があります。そのため，サーバ対応の環境設定で指定した起動種別は，無視
されます。例えば，自系で再起動させたサーバは，実行サーバとして定義しても他系で
実行サーバの状態が確認できるまでは自動的に待機サーバになります。

マルチスタンバイ機能を使用する場合で，実行サーバとして定義したサーバを再起動す
るときの起動種別の決定方法を次の表に示します。

表 4-10　サーバの再起動時の起動種別の決定方法（マルチスタンバイ機能使用時）

実行サーバなし 待機サーバあ
り

起動処理中あり 実行サーバとして
起動

実行サーバの起動待
ち※ 2

稼働中あり

停止処理中だけ 実行サーバとして
起動

待機サーバとして起
動
（実行系起動完了ま
で起動完了しない）

待機サーバなし 実行サーバとして
起動

待機サーバとして起
動
（実行系起動完了ま
で起動完了しない）

サーバなし（または HAモニタ停止中） 実行サーバとして
起動

実行サーバの起動待
ち※ 2

サーバの状態確認不可 リトライ処理※ 3 実行サーバの起動待
ち※ 2

他系の状態 サーバの起動種別

実行サーバあり 起動処理中 待機サーバとして起動

実行処理中 待機サーバとして起動

停止処理中 起動不可※ 1

他系の状態 サーバ対応の環境設定

実行サーバとして
定義

待機サーバとして定
義
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注※ 1　サーバの起動を中止します。
注※ 2　他系の実行サーバの起動が確認できるまで待機サーバの起動を待たせます（実行サーバの起
動待ち状態）。実行サーバの起動開始を確認できたら，待機サーバとして起動させます。

実行サーバの起動待ち状態になった場合のオペレータの操作については，「7.3.1　待ち状
態のサーバを起動して業務を再開する」を参照してください。

（2） HAモニタによるサーバの停止制御

マルチスタンバイ機能を使用した場合は，複数の待機系があるため，実行サーバが停止
すると，HAモニタは対応する待機サーバをすべて停止させます。

オペレータが待機サーバ停止コマンド（monsbystpコマンド）を使用して，待機サーバ
を停止させると，HAモニタはコマンドが実行された系の待機サーバだけを停止させま
す。

待機サーバから実行サーバへ系切り替え処理中 待機サーバとして起動

サーバなし（またはHAモニタ停止中） 実行サーバの起動待ち※ 2

サーバの状態確認不可 実行サーバの起動待ち※ 2

他系の状態 サーバの起動種別



4.　システムの管理

140

4.6　リソースサーバの管理
リソースサーバとは，共有リソースを制御するためのサーバです。リソースサーバを使
用しない場合は，サーバごとに一つの共有リソースを使用しますが，リソースサーバを
使用すると，複数のサーバで一つの共有リソースを使用できます。使用できる共有リ
ソースの数が限られている場合に，リソースサーバを使用すると便利です。

ここでは，HAモニタがリソースサーバをどのように制御しているか，について説明しま
す。リソースサーバを使用した場合の系切り替え，共有リソースとの接続・切り離しの
流れ，およびリソースサーバの状態の決定方法について説明します。

4.6.1　リソースサーバを使用した系切り替え
リソースサーバは，複数のサーバが一つの共有リソースを共用するために使用します。
そのため，リソースサーバは，常にサーバとグループ化して使用します。リソースサー
バを使用した場合，リソースサーバは，サーバグループ内でほかのサーバと連動して，
系切り替えをします。

リソースサーバを使用した場合の系切り替えを次の図に示します。
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図 4-31　リソースサーバを使用した場合の系切り替え

リソースサーバは，サーバグループ内でリソースサーバを使用するほかのサーバの障害
などを契機に，連動して切り替えをします。

4.6.2　リソースサーバを使用した共有リソースとの接続・切
り離しの流れ

リソースサーバを使用する場合，共有リソースとの接続は，リソースサーバの起動と同
時に行います。また，共有リソースとの切り離しは，リソースサーバの停止と同時に行
います。そのため，HAモニタは，サーバが共有リソースを使用できるように，グループ
内に定義されたサーバおよびリソースサーバの起動順序を制御します。

ここでは，リソースサーバを使用する場合の，サーバとリソースサーバの起動順序，共
有リソースとの接続および切り離しの流れ，およびサーバとリソースサーバの停止順序
について説明します。

なお，リソースサーバを起動するときの実行サーバと待機サーバの決定方法は，ほかの



4.　システムの管理

142

サーバを起動するときと同様です。実行サーバと待機サーバの決定方法については，
「4.1.1　HAモニタによるサーバの起動制御」を参照してください。

（1） サーバとリソースサーバの起動順序

HAモニタは，サーバとリソースサーバにグループ内で親子関係を持たせ，親から順番に
起動します。サーバグループの例として，サーバ 1，サーバ 2，およびリソースサーバを
含むサーバグループの，親子関係と起動順序を次の図に示します。

図 4-32　リソースサーバを含むサーバグループの親子関係と起動順序

リソースサーバを使用するには，ユーザが環境設定で，リソースサーバをサーバ 1およ
びサーバ 2の親サーバとして指定します。リソースサーバは必ず最上位の親サーバとし
て指定します。HAモニタは，指定された親子関係に基づいて，最上位の親サーバから順
に起動するように制御します。

（2） 共有リソースとの接続・切り離しの流れ

リソースサーバを使用した場合の，サーバが起動してから障害発生時に系切り替えをす
るまでの共有リソースとの接続・切り離しの流れについて説明します。ここで説明する
サーバグループの親子関係については，「4.6.2(1)　サーバとリソースサーバの起動順序」
を参照してください。HAモニタおよびサーバの処理の詳細については，「4.7　処理の流
れ」を参照してください。
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図 4-33　共有リソースとの接続および切り離しの流れ（リソースサーバ使用時）

図で示した接続の流れについて，詳細を説明します。番号は，図中の番号と対応してい
ます。
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1. オペレータがサーバ 1またはサーバ 2を起動すると，リソースサーバを起動します。
リソースサーバの起動と同時に共有リソースとの接続をします。HAモニタは，リ
ソースサーバの起動が完了するまでは，実行系のサーバ 1，およびサーバ 2を「リ
ソースサーバの起動待ち状態」にして，起動を待たせます。

2. 実行系で共有リソースとの接続が完了したあと，HAモニタは，サーバ 1，および
サーバ 2の起動を完了させます。
また，待機系で，オペレータがサーバ 1，またはサーバ 2を起動すると，HAモニタ
は，リソースサーバを起動します。

3. サーバ障害が発生すると，HAモニタは連動系切り替えをします。サーバ 1にサーバ
障害が発生したため，HAモニタは，リソースサーバの停止前にサーバ 1およびサー
バ 2を停止します。

4. 実行系のサーバ 1およびサーバ 2の停止が完了すると，HAモニタはリソースサーバ
を停止します。リソースサーバの停止と同時に共有リソースの切り離しをします。
実行系で，共有リソースの切り離しが完了すると，待機系のリソースサーバが系切り
替えを開始します。系切り替えの開始と同時に，共有リソースと接続します。このと
き，待機系のサーバ 1およびサーバ 2は，リソースサーバの系切り替え完了を待つた
め，「系切り替え完了待ち状態」になります。
なお，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用すると，サーバ
1およびサーバ 2の状態は「(ONL)」と表示されます。「(ONL)」は実行サーバの起動
中という意味ですが，実際，サーバはリソースサーバの系切り替え完了待ち状態であ
り，コマンドの表示と実際のサーバの状態が異なります。

5. 共有リソースとの接続が完了したあと，HAモニタは，待機系のサーバ 1，および
サーバ 2は実行サーバとして起動させます。このとき，オペレータが実行系のサーバ
1またはサーバ 2を再起動すると，リソースサーバ，サーバ 1およびサーバ 2が待機
サーバとして起動されます。

（3） サーバとリソースサーバの停止順序

リソースサーバは，リソースサーバを親サーバに指定したサーバがすべて停止すると，
自動停止されます。リソースサーバを親サーバに指定していない同一グループ内のサー
バが停止しても，リソースサーバは自動停止されません。また，実行中のリソースサー
バが停止した場合，対応する待機中のリソースサーバも自動停止されます。

4.6.3　リソースサーバの状態の決定方法
ここでは，HAモニタがリソースサーバの状態をどう決定するかについて説明します。

リソースサーバは，共有リソースを制御するためだけのサーバです。リソースサーバは，
常にサーバとグループ化して使用します。そのため，HAモニタは，同じグループ内の
サーバと同様の方法で，リソースサーバの状態を決定します。

リソースサーバの状態には，実行中または待機中があります。同じグループ内に実行
サーバとして稼働しているサーバがある場合は実行中のリソースサーバ，待機サーバと
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して稼働しているサーバがある場合は待機中のリソースサーバになります。

サーバの状態の決定方法については，「4.1.1　HAモニタによるサーバの起動制御」を参
照してください。
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4.7　処理の流れ
「4.3　共有リソースの管理」では，ある特定の共有リソースの接続および切り替えだけ
について説明しました。ここでは，HAモニタがする処理の流れについて，すべての共有
リソースを含めて説明します。

この節で説明する処理の流れでは，HAモニタが出力するメッセージ ID，および発行す
るイベント IDを記載しているため，どのタイミングでメッセージ IDやイベントが発行
されるかを調べるときにお読みください。また，ユーザコマンドを実行するタイミング，
およびユーザコマンドに渡される引数も記載しています。ユーザコマンド作成時の参考
にしてください。

系切り替え構成での運用の流れと，処理の流れで説明する内容との対応を次の図に示し
ます。

図 4-34　系切り替え構成での運用の流れと，処理の流れで説明する内容との対応

4.7.1　サーバの起動処理の流れ
サーバの起動時に，HAモニタがする処理の流れについて説明します。処理の流れの詳細
は，サーバをサーバモードで使用するか，モニタモードで使用するかによって異なりま
す。

（1） サーバの起動処理の流れ（サーバモード）

サーバモードの場合に，サーバ起動時に HAモニタがする処理の流れを次の表に示しま
す。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。
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表 4-11　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 図 4-35　サーバの起動処理の流れ（HAモニタの起動から
サーバの起動処理開始まで）（サーバモード）

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了 図 4-36　サーバの起動処理の流れ（サーバの起動処理完了
からサーバの状態監視開始まで）（サーバモード）

5 サーバの状態監視開始
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図 4-35　サーバの起動処理の流れ（HAモニタの起動からサーバの起動処理開始まで）
（サーバモード）
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図 4-36　サーバの起動処理の流れ（サーバの起動処理完了からサーバの状態監視開始ま
で）（サーバモード）

（2） サーバの起動処理の流れ（モニタモード）

モニタモードの場合に，サーバ起動時にHAモニタがする処理の流れを次の表に示しま
す。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-12　サーバの起動処理の流れ（モニタモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 図 4-37　サーバの起動処理の流れ（HAモニタの起動から
サーバの起動処理開始まで）（モニタモード）

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了 図 4-38　サーバの起動処理の流れ（サーバの起動処理完
了）（モニタモード）
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注※　サーバの監視コマンドを作成した場合，HAモニタはサーバの状態監視開始の処理をします。

図 4-37　サーバの起動処理の流れ（HAモニタの起動からサーバの起動処理開始まで）
（モニタモード）

5 サーバの状態監視開始 省略※

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図
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図 4-38　サーバの起動処理の流れ（サーバの起動処理完了）（モニタモード）

4.7.2　サーバの停止処理の流れ
サーバの停止時に，HAモニタがする処理の流れについて説明します。処理の流れの詳細
は，サーバをサーバモードで使用するか，モニタモードで使用するかによって異なりま
す。

なお，ここでは，共有リソースの切り離し順が接続時と同じ場合の処理の流れを示しま
す。共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合にHAモニタがする処理の詳細
については，「4.7.5　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の処理の流れ」
を参照してください。
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参考
 

ユーザコマンドで共有リソースにアクセスしたい場合は，共有リソースの切り離しを接続時
と逆順にします。指定方法については，「3.3.5　共有リソースの切り離し順序指定」を参照
してください。

（1） サーバの停止処理の流れ（サーバモード）

サーバモードの場合，サーバの停止処理には次の 2種類があります。

• 実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する
• 実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する

サーバモードの場合に，サーバ停止時に HAモニタがする処理の流れを説明します。

（a）実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する場合

実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する場合に HAモニタがする処理の流
れを次の表に示します。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-13　サーバの停止処理の流れ（サーバモード：実行サーバの停止処理終了時に待機
サーバを停止する）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の
図を参照してください。

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 サーバの状態監視終了 図 4-39　サーバの停止処理の流れ（サーバの状態監視終
了から共有リソースの切り離しまで）（サーバモード：実
行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する）

7 共有リソースの切り離し

8 待機サーバの停止 図 4-40　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止か
ら HAモニタの停止まで）（サーバモード：実行サーバの
停止処理終了時に待機サーバを停止する）

9 HAモニタの停止
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図 4-39　サーバの停止処理の流れ（サーバの状態監視終了から共有リソースの切り離し
まで）（サーバモード：実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する）
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図 4-40　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止から HAモニタの停止まで）（サー
バモード：実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する）
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（b）実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する場合

実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する場合にHAモニタがする処理の流
れを次の表に示します。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-14　サーバの停止処理の流れ（サーバモード：実行サーバの停止処理開始時に待機
サーバを停止する）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の図を参
照してください。

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 待機サーバの停止 図 4-41　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止）（サーバ
モード：実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する）

7 サーバの状態監視終了 図 4-42　サーバの停止処理の流れ（サーバの状態監視終了から
HAモニタの停止まで）（サーバモード：実行サーバの停止処理
開始時に待機サーバを停止する）

8 共有リソースの切り離し

9 HAモニタの停止
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図 4-41　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止）（サーバモード：実行サーバの停
止処理開始時に待機サーバを停止する）
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図 4-42　サーバの停止処理の流れ（サーバの状態監視終了から HAモニタの停止まで）
（サーバモード：実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する）
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（2） サーバの停止処理の流れ（モニタモード）

モニタモードの場合に，サーバ停止時に HAモニタがする処理の流れを次の表に示しま
す。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-15　サーバの停止処理の流れ（モニタモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(2)　サーバの起動処理の流れ（モニタモード）」の図を参
照してください。

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始
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注※　サーバの監視コマンドを作成した場合，HAモニタはサーバの状態監視開始および終了の処理
をします。

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始 省略※

6 サーバの状態監視終了

7 共有リソースの切り離し 図 4-43　サーバの停止処理の流れ（共有リソースの切り離し）
（モニタモード）

8 待機サーバの停止 図 4-44　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止から HA
モニタの停止まで）（モニタモード）

9 HAモニタの停止

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図
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図 4-43　サーバの停止処理の流れ（共有リソースの切り離し）（モニタモード）
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図 4-44　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止から HAモニタの停止まで）（モニ
タモード）

4.7.3　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ
サーバの障害が発生した場合に，HAモニタがする処理の流れについて説明します。処理
の流れの詳細は，サーバをサーバモードで使用するか，モニタモードで使用するかに
よって異なります。

なお，ここでは，共有リソースの切り離し順が接続時と同じ場合の処理の流れを示しま
す。共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合にHAモニタがする処理の詳細
については，「4.7.5　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の処理の流れ」
を参照してください。
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参考
 

ユーザコマンドで共有リソースにアクセスしたい場合は，共有リソースの切り離しを接続時
と逆順にします。指定方法については，「3.3.5　共有リソースの切り離し順序指定」を参照
してください。

（1） サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（サーバモード）

サーバモードの場合に，サーバ障害時に HAモニタがする系切り替え処理の流れを次の
表に示します。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-16　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（サーバモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の図
を参照してください。

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 サーバ障害の検出 図 4-45　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（サーバ障
害の検出から系切り替え開始まで）（サーバモード）

7 サーバの強制停止

8 サーバの状態監視終了

9 共有リソースの切り離し

10 系切り替え開始

11 共有リソースの接続 図 4-46　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リ
ソースの接続からサーバの起動まで）（サーバモード）

12 サーバの起動
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図 4-45　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（サーバ障害の検出から系切り替え開始
まで）（サーバモード）
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図 4-46　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リソースの接続からサーバの起動
まで）（サーバモード）

（2） サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（モニタモード）

モニタモードの場合に，サーバ障害時に HAモニタがする系切り替え処理の流れを次の
表に示します。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。



4.　システムの管理

165

表 4-17　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（モニタモード）

注※　サーバの監視コマンドを作成した場合，HAモニタは表中の流れ 5から流れ 8までの処理を
します。

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(2)　サーバの起動処理の流れ（モニタモード）」の図
を参照してください。

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始 省略※

6 サーバ障害の検出

7 サーバの強制停止

8 サーバの状態監視終了

9 共有リソースの切り離し 図 4-47　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リ
ソースの切り離しから系切り替え開始まで）（モニタモー
ド）

10 系切り替え開始

11 共有リソースの接続 図 4-48　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リ
ソースの接続からサーバの起動まで）（モニタモード）

12 サーバの起動
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図 4-47　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リソースの切り離しから系切り替
え開始まで）（モニタモード）
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図 4-48　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リソースの接続からサーバの起動
まで）（モニタモード）
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4.7.4　系障害時の系切り替え処理の流れ
系障害が発生した場合に，HAモニタがする処理の流れについて説明します。処理の流れ
の詳細は，サーバをサーバモードで使用するか，モニタモードで使用するかによって異
なります。

（1） 系障害時の系切り替え処理の流れ（サーバモード）

サーバモードの場合に，系障害時に HAモニタがする系切り替え処理の流れを次の表に
示します。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-18　系障害時の系切り替え処理の流れ（サーバモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の図
を参照してください。

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 系障害の検出 図 4-49　系障害時の系切り替えの流れ（系障害の検出から
サーバの起動まで）（サーバモード）

6 系のリセット

7 系切り替え開始

8 共有リソースの接続

9 サーバの起動

10 系の再起動 図 4-50　系障害時の系切り替えの流れ（系の再起動）
（サーバモード）
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図 4-49　系障害時の系切り替えの流れ（系障害の検出からサーバの起動まで）（サーバ
モード）
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図 4-50　系障害時の系切り替えの流れ（系の再起動）（サーバモード）

（2） 系障害時の系切り替え処理の流れ（モニタモード）

モニタモードの場合に，系障害時にHAモニタがする系切り替え処理の流れを次の表に
示します。処理の詳細については表中に示す図を参照してください。

表 4-19　系障害時の系切り替え処理の流れ（モニタモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 「4.7.1(2)　サーバの起動処理の流れ（モニタモード）」の図
を参照してください。
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図 4-51　系障害時の系切り替えの流れ（系障害の検出からサーバの起動まで）（モニタ
モード）

2 共有リソースの接続

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 系障害の検出 図 4-51　系障害時の系切り替えの流れ（系障害の検出から
サーバの起動まで）（モニタモード）

6 系のリセット

7 系切り替え開始

8 共有リソースの接続

9 サーバの起動

10 系の再起動 図 4-52　系障害時の系切り替えの流れ（系の再起動）（モ
ニタモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図
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図 4-52　系障害時の系切り替えの流れ（系の再起動）（モニタモード）

4.7.5　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の
処理の流れ

実行サーバの停止時には，HAモニタが共有リソースの切り離しをします。共有リソース
の切り離しをする順番を，接続時と逆順にすることもできます。逆順で切り離しをする
ことで，共有ディスクや LANの切り離しをする前に，ユーザコマンドを実行でき，ユー
ザ独自の停止処理の中に共有ディスクや LANに依存した処理を実装できます。
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（1） サーバの停止処理

共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，HAモニタがするサーバの停止処
理の流れについて説明します。処理の流れの詳細は，サーバをサーバモードで使用する
か，モニタモードで使用するかによって異なります。

（a）サーバの停止（サーバモード）

サーバモードの場合，サーバの停止処理には次の 2種類があります。

• 実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する
• 実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する

共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバモードのサーバを停止す
るときに HAモニタがする処理の流れを説明します。

● 実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する場合

共有リソースの切り離しが接続時と逆順で，実行サーバの停止処理終了時に待機サーバ
を停止する場合にHAモニタがする処理の流れを次の表に示します。処理の詳細につい
ては表中に示す図を参照してください。なお，ここでは，「4.7.2　サーバの停止処理の流
れ」と異なる部分についてだけ説明します。

表 4-20　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバの停止処理の流
れ（サーバモード：実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する）

流
れ

HAモニタがする処理 処理の詳細を説明する図

1 HAモニタの起動 変更なし

2 共有リソースの接続 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の図
を参照してください。

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 サーバの状態監視終了 図 4-53　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場
合の，サーバの停止処理の流れ（サーバの状態監視終了か
ら共有リソースの切り離しまで）（サーバモード：実行サー
バの停止処理終了時に待機サーバを停止する）

7 共有リソースの切り離し

8 待機サーバの停止 変更なし
「4.7.2(1)　サーバの停止処理の流れ（サーバモード）」の図
4-40　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止から HA
モニタの停止まで）（サーバモード：実行サーバの停止処理
終了時に待機サーバを停止する）を参照してください。

9 HAモニタの停止
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図 4-53　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバの停止処理の流
れ（サーバの状態監視終了から共有リソースの切り離しまで）（サーバモード：
実行サーバの停止処理終了時に待機サーバを停止する）

● 実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する場合

共有リソースの切り離しが接続時と逆順で，実行サーバの停止処理開始時に待機サーバ
を停止する場合に HAモニタがする処理の流れを次の表に示します。処理の詳細につい
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ては表中に示す図を参照してください。なお，ここでは，「4.7.2　サーバの停止処理の流
れ」と異なる部分についてだけ説明します。

表 4-21　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバの停止処理の流
れ（サーバモード：実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 変更なし

2 共有リソースの接続 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の図を
参照してください。

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 待機サーバの停止 変更なし
「4.7.2(1)　サーバの停止処理の流れ（サーバモード）」の図
4-41　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止）（サーバ
モード：実行サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止す
る）を参照してください。

7 サーバの状態監視終了 図 4-54　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合
の，サーバの停止処理の流れ（サーバの状態監視終了から HA
モニタの停止まで）（サーバモード：実行サーバの停止処理開
始時に待機サーバを停止する）

8 共有リソースの切り離し

9 HAモニタの停止
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図 4-54　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバの停止処理の流
れ（サーバの状態監視終了から HAモニタの停止まで）（サーバモード：実行
サーバの停止処理開始時に待機サーバを停止する）
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（b）サーバの停止（モニタモード）

共有リソースの切り離しが接続時と逆順の場合の，モニタモードのサーバを停止すると
きに HAモニタがする処理の流れを次の表に示します。処理の詳細については表中に示
す図を参照してください。なお，ここでは，「4.7.2　サーバの停止処理の流れ」と異なる
部分についてだけ説明します。

表 4-22　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバの停止処理の流
れ（モニタモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を説明する図

1 HAモニタの起動 変更なし
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注※　サーバの監視コマンドを作成した場合，HAモニタはサーバの状態監視終了の処理をします。

2 共有リソースの接続 「4.7.1(2)　サーバの起動処理の流れ（モニタモード）」の図を参
照してください。

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 サーバの状態監視終了 省略※

7 共有リソースの切り離し 図 4-55　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，
サーバの停止処理の流れ（共有リソースの切り離し）（モニタ
モード）

8 待機サーバの停止 変更なし
「4.7.2(2)　サーバの停止処理の流れ（モニタモード）」の図 4-44
　サーバの停止処理の流れ（待機サーバの停止から HAモニタの
停止まで）（モニタモード）を参照してください。

9 HAモニタの停止

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を説明する図
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図 4-55　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバの停止処理の流
れ（共有リソースの切り離し）（モニタモード）

（2） サーバ障害時の系切り替え処理

共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバ障害時にHAモニタがす
る系切り替え処理の流れについて説明します。処理の流れの詳細は，サーバをサーバ
モードで使用するか，モニタモードで使用するかによって異なります。
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（a）サーバ障害時の系切り替え（サーバモード）

共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバモードのサーバに障害が
発生したときに HAモニタがする系切り替え処理の流れを，次の表に示します。処理の
詳細については表中に示す図を参照してください。なお，ここでは，「4.7.3　サーバ障害
時の系切り替え処理の流れ」と異なる部分についてだけ説明します。

表 4-23　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバ障害時の系切り
替え処理の流れ（サーバモード）

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 変更なし

2 共有リソースの接続 「4.7.1(1)　サーバの起動処理の流れ（サーバモード）」の図
を参照してください。

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 サーバ障害の検出 図 4-56　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場
合の，サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（サーバ障害
の検出から系切り替え開始まで）（サーバモード）

7 サーバの強制停止

8 サーバの状態監視終了

9 共有リソースの切り離し

10 系切り替え開始

11 共有リソースの接続 変更なし

12 サーバの起動 「4.7.3(1)　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（サーバ
モード）」の図 4-46　サーバ障害時の系切り替え処理の流
れ（共有リソースの接続からサーバの起動まで）（サーバ
モード）を参照してください。
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図 4-56　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバ障害時の系切り
替え処理の流れ（サーバ障害の検出から系切り替え開始まで）（サーバモード）

（b）サーバ障害時の系切り替え（モニタモード）

共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，モニタモードのサーバに障害が
発生したときに HAモニタがする系切り替え処理の流れを，次の表に示します。処理の
詳細については表中に示す図を参照してください。なお，ここでは，「4.7.3　サーバ障害
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時の系切り替え処理の流れ」と異なる部分についてだけ説明します。

表 4-24　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバ障害時の系切り
替え処理の流れ（モニタモード）

注※　サーバの監視コマンドを作成した場合，HAモニタは表中の流れ 6から流れ 8までの処理を
します。

流れ HAモニタがする処理 処理の詳細を示す図

1 HAモニタの起動 変更なし

2 共有リソースの接続 「4.7.1(2)　サーバの起動処理の流れ（モニタモード）」の図
を参照してください。

3 サーバの起動処理開始

4 サーバの起動処理完了

5 サーバの状態監視開始

6 サーバ障害の検出 省略※

7 サーバの強制停止

8 サーバの状態監視終了

9 共有リソースの切り離し 図 4-57　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場
合の，サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（共有リソー
スの切り離しから系切り替え開始まで）（モニタモード）

10 系切り替え開始

11 共有リソースの接続 変更なし

12 サーバの起動 「4.7.3(2)　サーバ障害時の系切り替え処理の流れ（モニタ
モード）」の図 4-48　サーバ障害時の系切り替え処理の流
れ（共有リソースの接続からサーバの起動まで）（モニタ
モード）を参照してください。
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図 4-57　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の，サーバ障害時の系切り
替え処理の流れ（共有リソースの切り離しから系切り替え開始まで）（モニタ
モード）
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第 3編　導入・運用

5　 HAモニタの導入とシステム
の設計
この章では，HAモニタを業務システムに導入するに当たり，
検討することについて説明します。
このマニュアルでは，業務システムの設計は終了していること
を前提としています。HAモニタを導入して，系切り替え構成
を設計する場合に必要な検討事項だけを説明します。

5.1　導入と設計の流れ

5.2　系切り替え構成の検討

5.3　サーバ構成の検討

5.4　リソース構成の検討

5.5　ハードウェア構成の検討
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5.1　導入と設計の流れ
HAモニタの導入を検討する前に，業務に応じて決めておくことについて説明します。

あらかじめ，次の内容を決めてください。

• どの業務を系切り替え構成にするか
系切り替え構成にする業務の数によって，系切り替え構成が決まります。

• どの程度の信頼性と性能が必要か
• 業務で使用するプログラムは何か
プログラムの種類によって，HAモニタでの監視方法が異なります。

• プログラムがどんなリソースを使用するか

これらの情報を基に，HAモニタを導入する前に検討する内容，および決定する内容を次
に示します。

1. 系切り替え構成の検討
業務の数，どの程度の信頼性と性能が必要か，という情報を基に，次を決定します。
詳細については，「5.2　系切り替え構成の検討」を参照してください。
• 系切り替え構成
• マシンの数

2. サーバ構成の検討
業務で使用するプログラムを基に，次を決定します。詳細については，「5.3　サーバ
構成の検討」を参照してください。
• 系切り替えをする単位（サーバ）
• サーバの運用方法（サーバモード，モニタモード）
• サーバの配置
• サーバの数

3. リソース構成の検討
プログラムが使用するリソースを基に，次を決定します。詳細については，「5.4　リ
ソース構成の検討」を参照してください。
• 必要なリソース
• リソースの数
• リソースの共用方法

4. ハードウェア構成の検討
サーバとリソースが決定したので，ハードウェアの構成を決定します。詳細について
は，「5.5　ハードウェア構成の検討」を参照してください。
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5.2　系切り替え構成の検討
HAモニタを導入すると，幾つかの系切り替え構成を実現できます。ここでは，系切り替
え構成の違い，および構成設計時に考慮する点について説明します。

系切り替え構成の検討では，次の点を決定します。

• 系切り替え構成
• マシンの数

！！！！ 注意事項
 

HAモニタは，HP-UX Virtual Partitions（vPars）による系切り替え構成をサポートしてい
ません。

5.2.1　系切り替え構成の違い
ここでは，系切り替え構成の違いについて説明します。

各系切り替え構成の特徴を踏まえた上で，コストや系切り替え後の処理性能などを考慮
して，業務システムに適切な系切り替え構成を選択してください。系切り替え構成の種
類と特徴を次の表に示します。

表 5-1　系切り替え構成の種類と特徴

項
番

系切り替え構成の種類 特徴 業務が一つ
の場合

業務が複
数の場合

1 1:1系切り替え構成 専用の予備系を用意する系切り替
え構成です。
コストは高くなりますが，系切り
替え構成後も同等の性能で処理で
きます。

○ －

2 相互系切り替え構成 複数の実行サーバを異なる二つの
系で稼働させ，それぞれの待機
サーバを互いの系に配置して，業
務を実行する系切り替え構成です。
資源を有効に活用できますが，系
切り替え後には，一つの系で両方
の業務を実行するため，負荷が掛
かります。

－ ○
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（凡例）○：使用できる　－：使用できない

各系切り替え構成の構成例については，「2.1　系切り替え構成」を参照してください。

5.2.2　構成設計時の考慮点
ここでは，系切り替え構成を設計するときに考慮する点について説明します。

（1） 監視パスとリセットパスの信頼性を確保する

系障害の検出には，監視パスおよびリセットパスの信頼性が重要です。すべての監視パ
スおよびリセットパスが同時に障害になった場合，HAモニタはヘルスチェックを使用し
たリセットパスの障害検出ができなくなり，実行系と待機系とで同じサーバが複数稼働
するおそれがあります。そのため，次に示すとおりに，監視パスとリセットパスの信頼
性を確保してください。

• 監視パスは必ず複線化し，一つ以上は専用のパスにします。
• 監視パスおよびリセットパスは，必ずヘルスチェックをします。
• 監視パスおよびリセットパスの障害時には，速やかに障害要因を取り除きます。

BladeSymphonyの場合，一つのシャーシに増設できる周辺機器の数に制限があります。

3 2:1系切り替え構成 二つの現用系に，一つの予備系を
用意するため，複数の 1:1系切り
替え構成に比べると，資源を有効
に活用できます。
片方の系だけに障害が発生した場
合は，系切り替え後の処理性能は
劣化しませんが，両方の現用系に
障害が発生した場合，一つの予備
系に業務が集中するため，負荷が
掛かります。

－ ○

4 複数スタンバイ構成 一つの現用系に，複数の予備系を
用意するため，コストは高くなり
ますが，系切り替え後も同等の性
能で処理できます。また，系切り
替え後，さらに予備系に障害が発
生した場合でも，別の予備系へ系
切り替えができるため，業務を継
続できます。

○ ○

5 クラスタ型系切り替え構成 項番 1から項番 4までの系切り替
え構成を組み合わせて，負荷分散
をするための系切り替え構成です。
複数の系が実行系と待機系を兼ね
ることで，一つの業務を異なる系
の複数のサーバで並列実行できる
ため，一つの系に掛かる処理を分
散できます。

○ ○

項
番

系切り替え構成の種類 特徴 業務が一つ
の場合

業務が複
数の場合
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そのため LPARモードによってシャーシ当たりの系の数を増やすと，通常と同じハード
ウェア構成にできないことがあります。

ハードウェアの制約の詳細については，ハードウェアのマニュアルを参照してください。
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5.3　サーバ構成の検討
系切り替え構成を検討したあと，サーバ構成を検討します。サーバ構成によって，必要
なリソース数が決定するため，リソース構成を検討する前に，サーバ構成を決定してお
く必要があります。

サーバとは系切り替えをする単位のことです。一つのプログラムを一つのサーバに対応
させたり，複数のプログラムを一つのサーバに対応させたりできます。

サーバ構成の検討では，次を決定します。

• 系切り替えをする単位（サーバ）
• サーバの運用方法（サーバモードまたはモニタモード）
• サーバの配置
• サーバの数

5.3.1　系切り替えをする単位（サーバ）の決定
HAモニタはサーバという単位で系切り替えをします。ここでは，サーバについて説明し
ます。

サーバとは，業務を実行するプログラムのことです。一つのプログラムを一つのサーバ
として扱うか，または複数のプログラムをまとめて一つのサーバとして扱うかは，系切
り替え構成にする業務によって異なります。

（1） サーバとプログラムの関係

一つのプログラムを一つのサーバに対応させる方法と，複数のプログラムを一つのサー
バに対応させる方法があります。

サーバをサーバモードで運用する場合は，一つのプログラムを一つのサーバに対応させ
てください。

サーバをモニタモードで運用する場合は，上記のどちらかの方法を選択できます。業務
を実行するプログラムが共有リソースを使用する場合，サーバ単位で共有リソースを切
り離したり，接続したりするため，サーバごとに共有リソースを用意する必要がありま
す。また，モニタモードで運用する場合は，サーバごとにサーバの起動コマンドを作成
する必要があります。これらの点を考慮して，決定してください。

（2） サーバの数

HAモニタでは，一つの系に最大 64のサーバを配置できます。デフォルトの設定は 16
です。17以上のサーバを配置する場合，HAモニタの環境設定の servmaxオペランド
で，サーバの最大数を指定する必要があります。
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（3） サーバの運用方法（サーバモードとモニタモード）が異なる場合の
考慮点

系にサーバを配置するときには，そのサーバをサーバモードで運用するか，モニタモー
ドで運用するかを意識する必要はありません。サーバモードのサーバとモニタモードの
サーバを同じ系に配置できます。また，同じグループとしてグループ化することもでき
ます。

5.3.2　複数のサーバを使用するときの考慮点
複数のサーバを系切り替え構成にする場合，次の点を考慮してください。

（1） 複数のサーバで一つの業務を実行しているかどうか

複数のサーバが連携して一つの業務を処理している場合などは，複数のサーバを一まと
まりにして系切り替えをする連動系切り替え機能の使用を検討してください。

サーバをグループ化すると，複数のサーバが一つのグループとして扱われ，グループ内
のどれか一つのサーバに障害発生した場合にグループ単位で系切り替えをします。また，
サーバの重要度によって，系切り替えをするかどうかを指定できるので，不要な系切り
替えが避けられます。

サーバのグループ化の詳細，および必要な環境設定については，「3.1.2　サーバのグルー
プ化による連動系切り替え」を参照してください。

（2） サーバの起動順序を決める必要があるかどうか

複数のサーバ間で，サーバの起動順序を決める必要がある場合，サーバの切り替え順序
制御機能の使用を検討してください。

サーバをグループ化しておき，グループ内で，障害発生時の系切り替え時に起動・停止
する順序をあらかじめ決めることができます。例えば，配置するサーバのうち，前提と
なるサーバがある場合，前提となるサーバを起動したあとに残りのサーバを起動できま
す。

サーバの切り替え順序制御機能では，サーバの起動時には起動順序を制御できません。
制御できるのは系切り替え時だけです。そのため，サーバの起動時には，オペレータが
決められた起動順序でサーバを手動起動する必要があります。サーバの起動時の起動順
序を自動制御するには，サーバをモニタモードで運用して複数のプログラムを一つの
サーバとして扱うことを検討してください。

サーバの切り替え順序制御の詳細，および必要な環境設定については，「3.1.3　サーバの
切り替え順序制御」を参照してください。

（3） 系切り替え後に，特定の系に負荷が掛かり過ぎないか

2:1系切り替え構成の場合など，予備系を共有する構成では，系切り替え後に一つの系に
業務が集中するおそれがあります。HAモニタでは，予備系で実行サーバが起動される
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と，その予備系にある別の待機サーバを停止する排他制御機能があります。使用するマ
シンの性能のため，特定の系に負荷を掛けたくない場合，この排他制御機能を使用しま
す。一つの系で実行するサーバを制限できるので，負荷の集中が避けられます。

この排他制御機能は，予備系に負荷が掛かりやすい n:1系切り替え構成（nは 2以上）
で使用することを推奨します。排他制御機能については，「3.1.5　系切り替え後の負荷集
中を避けるサーバの排他制御」を参照してください。
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5.4　リソース構成の検討
リソース構成の検討には，系切り替え構成，サーバの数，サーバに必要な共有リソース
の種類などが影響します。リソース構成を検討する前に，系切り替え構成やサーバの構
成を検討しておいてください。

リソース構成の検討では，次を決定します。

• 必要なリソース
• リソースの数
• リソースの共用方法

5.4.1　必要なリソースとリソース数
系切り替え構成で必要なリソース，およびリソース数について説明します。必要なリ
ソースには，HAモニタに必要なリソースと，サーバに必要なリソースがあります。必要
なリソースの種類を決めたあとに，系やサーバの数を基に各リソースに必要な数を導き
出します。

（1） HAモニタに必要なリソース

HAモニタには，次のリソースが必要です。

• 監視パス
• リセットパス

（2） サーバに必要なリソース

サーバに必要なリソースは，業務内容に応じて決定してください。HAモニタが自動的に
系切り替えをするリソースは，次のとおりです。

• 共有ディスク
• ファイルシステム
• LAN
• 回線切替装置
使用しているマシンの機種がH9000Vの場合だけ回線切替装置を使用できます。

上記以外の共有リソースをサーバで使用するには，あらかじめ共有リソースの接続・切
り離しの処理を，ユーザコマンドとして作成しておく必要があります。

（3） リソースの最大構成・最小構成

HAモニタのハードウェアとソフトウェアに対する，最大構成と最小構成を次の表に示し
ます。

なお，この表の値は論理的なものです。実際にシステムを構築する際には，プロセサの
性能や使用環境に合わせて構成を決定してください。また，この表の最大構成はHAモ
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ニタの論理値であるため，実際は適用する OSやマシンの構成によって値が制限される
場合があります。実際の値は，製品のマニュアルなどで確認してください。

表 5-2　HAモニタで使用できるリソースの最大構成と最小構成

（凡例）－：制限はありません。
注※ 1　通信回線を使用できるのは，マシンの機種が H9000Vの場合だけです。マシンの機種が
BladeSymphonyまたは HA8500の場合は，通信回線を使用できません。
注※ 2　最大稼働サーバ数を設定した場合の値です。設定しない場合は 16になります。
注※ 3　最大稼働サーバ数を設定した場合の値です。設定しない場合は 8になります。

5.4.2　必要な IPアドレス
系切り替え構成の導入に当たり，IPアドレスを確保する必要があります。ここでは，IP
アドレスを割り当てる対象および IPアドレスの数について説明します。IPアドレスを
割り当てる対象を次の図に示します。

分類 項目 最大構成 最小構成

ハードウェア 一つの系切り替え構成での系の数 32 2

一つの系での監視パスの数 3 2

一つの系でのリセットパスの数 1 1

一つの系での共有ディスク上のボリュームグループ
の数

3,000 0

一つの系での共有ディスク上のファイルシステムの
数

3,000 0

一つの系での LANの数 － 0

一つの系での回線切替装置の数 8※ 1 0

ソフトウェア 一つの系での HAモニタの数 1 1

一つの系でのサーバの数（リソースサーバは含みま
せん）

64※ 2 1

一つの系でのエイリアス IPアドレスの数 － 0

一つの系でのリソースサーバの数 32※ 3 0
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図 5-1　IPアドレスを割り当てる対象

図で示した，IPアドレスを割り当てる対象と指定する IPアドレスの数を次の表に示し
ます。
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表 5-3　IPアドレスを割り当てる対象と指定する IPアドレスの数

図中
の番
号

割り当て
る対象

IPア
ドレ
スの
数

単位 説明 設定個所

1 監視パス 3 1系に
つき

監視パスは複線化する必要があり，
最大 3本指定できます。
各監視パスに異なる IPアドレスと
ポート番号を指定する必要があり
ます。
IPアドレスについては，「(1)　複
線化した監視パスに割り当てる IP
アドレス」を参照してください。
ポート番号には，システムで未使
用の 5001以上の番号を指定しま
す。実行系と待機系とでペアに
なっている監視パスには，同じ
ポート番号を指定してください。

• HAモニタの環境設定
の lanオペランド
（ホスト名）
• HAモニタの環境設定
の lanportオペランド
（サービス名）
• HAモニタの環境設定
の netmaskオペラン
ド（ネットマスク）

• /etc/hostsファイル
（IPアドレス，ホスト
名）

• /etc/servicesファイル
（ポート番号，サービ
ス名）

• HAモニタの接続構成
設定ファイル

2 リセット
パス※ 1

1 1系に
つき

専用の IPアドレスとポート番号が
必要です。
• ポート番号には，各系で同じ番
号，かつ未使用の番号を 5001
から 65535の範囲で指定しま
す。
システム内に互いに監視し合わ
ない系切り替え構成が複数ある
場合で，かつリセットパスを共
用する場合は，設定時に注意が
必要です。詳細は「(2)　系切り
替え構成間でリセットパスを共
用する場合の注意」を参照して
ください。

• リセットパスの設定
（HAモニタの環境設
定コマンド
（monsetupコマンド）
を使用した設定）

3 SVP※ 1 1 1系に
つき

専用の IPアドレスとポート番号が
必要です。
• IPアドレスには，リセットパス
と同じネットワークアドレスを
持つ IPアドレスを指定します。

• ポート番号には，リセットパス
とは異なる番号，かつ未使用の
番号を 5001から 65535の範囲
で指定します。

• リセットパスの設定
（HAモニタの環境設
定コマンド
（monsetupコマンド）
を使用した設定）
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注※ 1　マシンの機種が BladeSymphonyの場合に必要な設定です。
注※ 2　マシンの機種が H9000Vの場合に必要な設定です。
注※ 3　マシンの機種が HA8500の場合に必要な設定です。

（1） 複線化した監視パスに割り当てる IPアドレス

監視パスは複線化する必要があります。そのため，次の点に注意してください。

• LANセグメントは，監視パス間で異なるものを使用する。

3 GSP※ 2 1 1系に
つき

専用の IPアドレスが必要です。
• IPアドレスには，リセットパス
と同じネットワークアドレスを
持つ IPアドレスを指定します。

• /etc/hostsファイル
（IPアドレス，ホスト
名）

• LANポートの設定
（IPアドレス，ネット
マスク）

• HAモニタの環境設定
の nameオペランド
（ホスト名）

3 MP※ 3 1 1系に
つき

専用の IPアドレスが必要です。
• IPアドレスには，リセットパス
と同じネットワークアドレスを
持つ IPアドレスを指定します。

• /etc/hostsファイル
（IPアドレス，ホスト
名）

• LANポートの設定
（IPアドレス，ネット
マスク）

• HAモニタの環境設定
の nameオペランド
（ホスト名）

4 LAN 0以上 1系に
つき

サーバが LANを使用する場合は 1
個以上必要です。上限はありませ
ん。LANを使用しない場合は，不
要です。
LANアダプタを二重化する場合
は，一つの LANアダプタに二つ
のステーショナリ IPアドレスを用
意します。なお，予備 LANアダ
プタには，IPアドレスを指定しな
いでください。

• OSの設定（IPアド
レス）
設定方法については，
OSのマニュアルを参
照してください。

• HAモニタの環境設定
の lan_pairオペラン
ド（アダプタ名）
LANアダプタを二重
化する場合だけ指定
が必要です。

5 サーバ 0以上 1サー
バにつ
き

サーバが LANを使用する場合は 1
個以上必要です。
エイリアス IPアドレスを指定しま
す。実行系と待機系とで同じ値を
指定してください。エイリアス IP
アドレスの詳細については，「(3)
　サーバに割り当てる IPアドレ
ス」を参照してください。

• LANの状態設定ファ
イル

図中
の番
号

割り当て
る対象

IPア
ドレ
スの
数

単位 説明 設定個所
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• ネットワークアドレスは，監視パス間で異なるものを使用する。
ネットワークアドレスは，ネットワーク番号とサブネット番号で構成されます。
1. ネットワーク番号を監視パスごとに分ける場合
指定できる IPアドレスに，制約はありません。IPアドレスの組み合わせの例を次
に示します。

2. 同じネットワーク番号を割り当て，サブネットを監視パスごとに分ける場合
同じネットマスクを指定する必要があります。
すべての監視パスに同じネットワーク番号を割り当て，監視パスごとに異なるサブ
ネットで構成するネットワークでは，異なるネットマスクを設定しないでくださ
い。例えば，次に示す IPアドレスの組み合わせは，ネットワーク番号が同じであ
り，かつネットマスクが異なるため，監視パスを複線化できません。

次に示す IPアドレスの組み合わせは，ネットワーク番号およびネットマスクが同
じであるため，監視パスを複線化できます。

同じネットワーク番号を割り当て，サブネットを監視パスごとに分けて複線化した
ネットワーク構成を次の図に示します。

LAN IPアドレス ネットマスク ネットワーク番
号

サブネット番号 ホスト番号

LAN
1

100.2.1.130 255.255.255.0 100 2.1 130

LAN
2

101.2.1.130 255.0.0.0 101 なし 2.1.130

LAN IPアドレス ネットマスク ネットワーク番
号

サブネット番号 ホスト番号

LAN
1

100.2.1.130 255.255.255.0 100 2.1 130

LAN
2

100.2.2.130 255.255.0.0 100 2 2.130

LAN IPアドレス ネットマスク ネットワーク番
号

サブネット番号 ホスト番号

LAN
1

100.2.1.130 255.255.255.0 100 2.1 130

LAN
2

100.2.2.130 255.255.255.0 100 2.2 130
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図 5-2　監視パスを複線化したネットワーク構成

（2） 系切り替え構成間でリセットパスを共用する場合の注意

マシンの機種が BladeSymphonyの場合，システム内で互いに監視し合わない系切り替
え構成を複数構築すると，ハードウェアの制約上，複数の系切り替え構成間でリセット
パスを共用することがあります。

このようなネットワーク構成で環境設定を誤ると，HAモニタは系同士を正しく識別でき
ません。そのため，系障害時に障害と無関係な系がリセットされたり，HAモニタが異常
終了したりするおそれがあります。ここでは，HAモニタが系同士を正しく識別するため
の設定時の注意事項を説明します。

複数の系切り替え構成間でリセットパスを共用する場合の設定時の注意事項は，系切り
替え構成間で SVPを共用するかどうかで異なります。

（a）SVPを共用する場合

複数の系切り替え構成間でリセットパスを共用したネットワーク構成で，系切り替え構
成間で SVPを共用する場合の例を次に示します。
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図 5-3　系切り替え構成間でリセットパスを共用したネットワーク構成（SVPを共用す
る場合）

このような構成で，系 1・系 3間で一組，系 2・系 4間で一組，合計二組の系切り替え構
成を構築する場合，各シャーシの SVPは，異なる系切り替え構成にある系二つと接続さ
れているため，系切り替え構成間で SVPを共用する構成となります。このような場合
は，次の設定をしてください。

• 自系のホストアドレスは，全系で異なる値を設定してください。別シャーシにある系
でも，ホストアドレスによって系を識別できるよう，異なる値にします。
ホストアドレスは，HAモニタの環境設定の addressオペランドで設定してください。

• リセットパスのポート番号は，全系で同じ値を設定してください。別シャーシにあっ
ても，SVPを共用する系にはすべて同じ値を設定します。また，SVPのポート番号
は，すべて同じ値を設定してください。
リセットパスのポート番号と SVPのポート番号が重複しないように設定してくださ
い。

設定例については，「6.4.2(3)　2シャーシ／ 4系の構成」を参照してください。

（b）SVPを共用しない場合

複数の系切り替え構成間でリセットパスを共用したネットワーク構成で，系切り替え構
成間で SVPを共用しない場合の例を次に示します。
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図 5-4　系切り替え構成間でリセットパスを共用したネットワーク構成（SVPを共用し
ない場合）

このような構成で，系 1・系 3間で一組，系 2・系 4間で一組，合計二組の系切り替え構
成を構築する場合，異なる系切り替え構成間で SVPは共用されません。このような場合
は，次のどちらかの設定をしてください（両方の設定をしても問題ありません）。

• 自系のホストアドレスは，全系で異なる値を設定してください。別シャーシにある系
でも，ホストアドレスによって系を識別できるよう，異なる値にします。
ホストアドレスは，HAモニタの環境設定の addressオペランドで設定してください。

• リセットパスのポート番号は，系切り替え構成ごとに異なる値を設定してください。
一組の系切り替え構成内の系間には同じ値を設定します。また，SVPのポート番号
も，系切り替え構成ごとに異なる値を設定してください。
リセットパスのポート番号と SVPのポート番号が重複しないように設定してくださ
い。

設定例については，「6.4.2(4)　4シャーシ／ 4系の構成」を参照してください。

（3） サーバに割り当てる IPアドレス

サーバが LANを使用する場合，サーバにはエイリアス IPを指定します。エイリアス IP
アドレスを指定することで，一つのサーバに複数のエイリアス IPアドレスを指定できま
す。サーバにエイリアス IPアドレスを指定する場合，次の点に注意してください。

• 系切り替えをするプログラムの送信元アドレスをエイリアス IPアドレスにしておく必
要があります。

• エイリアス IPアドレスを持つホスト名を，hostname(1)コマンドで設定するローカル
ホスト名として使用してはいけません。系切り替えで別ホストに移動した場合，ホス
ト名から IPアドレスを取得するプログラムが元のホスト上で動作できなくなりなりま
す。
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5.4.3　リソースの共用方法の考え方
ここでは，リソースをどのように共用するかを検討するときの考え方について説明しま
す。

各共有リソースは，サーバごとに準備する必要があります。ただし，リソースサーバを

使用すれば，複数のサーバで一つの共有リソースを共用できます※。

共有リソースを複数に分けると，共有リソースの障害による影響範囲を局所化できます。
しかし，リソースの数に比例して系切り替え時間が長くなります。両面を考慮して，リ
ソース構成を検討してください。

注※
LANの場合は，エイリアス IPアドレスを使用して，複数の IPアドレスを LANア
ダプタに設定する方法もあります。

サーバごとに準備する共有リソースの単位を次に示します。

表 5-4　準備する共有リソースの単位

注※　一つの回線切替装置には，8回線を接続できますが，HAモニタは回線単位ではなく，回線切
替装置単位で引き継ぎます。

5.4.4　リソースサーバを使用する場合の構成
リソースサーバを使用して，複数のサーバで共有リソースを共用する場合の構成につい
て説明します。

（1） リソースサーバの数

リソースサーバは，グループに対して一つだけ指定できます。また，リソースサーバは
一つの系に最大 8個配置できます。ただし，HAモニタの環境設定の servmaxオペラン
ドで，一つの系で稼働するサーバの最大数を 64に設定している場合，リソースサーバは
最大 32個配置できます。

（2） リソースサーバの構成の考え方

リソースには，共有ディスク，ファイルシステム，LAN，および通信回線があります。
このうち，一つのリソースを複数のサーバで共用し，ほかのリソースは共用しないで各

共有リソースの種類 サーバごとに必要な単位

共有ディスク ボリュームグループ

ファイルシステム 論理ボリューム

LAN IPアドレス

通信回線 回線切替装置※
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サーバで使用したり，逆に，複数のリソースを一つのリソースサーバを介して共用した
りできます。

（a）実現できる構成

リソースサーバを使用して，次の構成が実現できます。

• 一つのリソースサーバから，複数の共有リソースを共用する
• 複数の共有リソースのうち，一つをリソースサーバで共用し，残りはサーバ単位で分
けて使用する

一つのリソースサーバから，複数の共有リソースを共用する構成を次の図に示します。
この構成では，サーバ Aおよびサーバ Bが，共有ディスクおよびエイリアス IPアドレ
スを共用しています。

図 5-5　一つのリソースサーバから，複数の共有リソースを共用する構成

複数の共有リソースのうち，一つをリソースサーバで共用し，残りはサーバ単位で分け
て使用する構成を次の図に示します。この構成では，サーバ Aおよびサーバ Bが共有
ディスクを共用し，エイリアス IPアドレスはサーバごとに使用しています。
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図 5-6　複数の共有リソースのうち一つを共用し，残りはサーバ単位で使用する構成

（b）実現できない構成

複数のサーバ，またはリソースサーバで一つの共有リソースを共用できません。共有リ
ソースを共用するサーバは，リソースサーバと同じグループに属する必要があります。

例えば次に示す構成では，リソースサーバと，サーバグループに属さないサーバ Cが一
つの共有ディスクを使用する構成になっています。この構成では，リソースサーバを使
用した共有リソースの共用を実現できません。

図 5-7　リソースサーバを使用して共有リソースの共用を実現できない構成
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5.5　ハードウェア構成の検討
HAモニタに必要なハードウェアの構成について説明します。

ここでは，HAモニタを使用した系切り替え構成を設計するときに異なる点について説明
します。このマニュアルで説明していない設定については，ご使用のハードウェアのマ
ニュアルを参照してください。

5.5.1　共有ディスクの構成
共有ディスクは，共有ディスクを使用するすべての系から接続し，LVMを使用してボ
リュームグループ単位で制御します。

各サーバが使用するデータは異なるボリュームグループに配置し，ボリュームグループ
をサーバごとに独立させてください。ただし，リソースサーバを使用すれば，一つの共
有ディスクを複数のサーバで共用できます。

単一点障害の防止
HAモニタは，ディスク障害，およびディスクアダプタなどの I/Oパスの障害を直接
処理するものではありません。次の方法を使用して共有ディスクの単一点障害を防
止する構成にしてください。
• ディスクのミラーリング

MirrorDisk/UXなどのミラーリングソフトウェアを使用して実現します。
• I/Oパスの冗長化

SANRISEなどの RAIDデバイス，HDLMなどのディスクパス切り替えソフト
ウェア，および LVMの PVリンク機能を使用して実現します。

5.5.2　LANの構成
LANは，実行系と待機系を接続したり，クライアントとなるWSや PCと接続したりす
るために使用します。実行系と待機系は，同じ LAN上に LANアダプタで接続します。

単一点障害の防止
HAモニタは，HUBや LANアダプタなどの LAN障害を直接処理しません。これ
らの障害に対しては，次の方法で LANの単一点障害を防止する構成にしてくださ
い。
• HUBの冗長化
• HP Auto Port Aggregationなどを使用した LANアダプタの冗長化
• HAモニタの機能を使用した LANアダプタの二重化

HAモニタでは，予備の LANアダプタを設定して LANアダプタの障害に備えら
れます。詳細については，「3.3.7　LANアダプタの二重化」を参照してください。

IPアドレスの構成
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HAモニタは，サーバに割り当てたエイリアス IPアドレス単位に，LANの切り替
えをします。したがって，複数の異なるサーバで系切り替え構成にする場合，各
サーバが使用するエイリアス IPアドレスは異なる IPアドレスとなるように，ネッ
トワークアドレスを構成してください。ただし，リソースサーバを使用すれば，一
つのエイリアス IPアドレスを複数のサーバで共用できます。
IPアドレスの詳細については，「5.4.2　必要な IPアドレス」を参照してください。

5.5.3　監視パスの構成
監視パスは，実行系と待機系との間で，互いの系を監視したり，系切り替えのための情
報を交換したりするために使用します。

監視パスの接続方法
監視パス専用の TCP/IP LANを用意します。TCP/IP LANは，どの系切り替え構成
でも使用できますが，専用の IPアドレスとポート番号が必要です。
監視パスは，LANアダプタを介して，監視し合う系同士（実行系と待機系）のプロ
セサ間を接続します。実行系と待機系，およびそれらを接続する監視パスは，同じ
ネットワーク上に構成してください。一つの実行系に対して複数の待機系がある場
合，実行系とすべての待機系を監視パスで接続し，同じネットワーク上に構成しま
す。

監視パスの複線化
監視パスが 1本の場合，監視パスに障害が発生すると，HAモニタが監視パスの障
害を系障害と判断して，系切り替えを実行するおそれがあります。このような単一
点障害での系切り替えを避けるために，監視パスを必ず複線化してください。また，
1本以上は監視専用のパスにしてください。監視パスが 1本の場合，系切り替え続
行可否の判定が確実に行えない場合があります。
使用しているマシンの機種が BladeSymphonyの場合は，増設できる LANアダプタ
の数は限られます。そのため，監視パスを複線化するに当たって，監視パスと業務
用 LAN，および監視パスとリセットパスの兼用を考慮する必要がある場合がありま
す。
監視パスは 3本まで複線化できます。監視パスを複線化しておくと，1本の監視パ
スに障害が発生しても，ほかのパスで系の監視を続行できます。また，次のどちら
かの運用を選択できます。
• 監視パス 1本当たりの情報量の負荷を減らせます。
系間の通信のたびに異なる監視パスを使用するため，監視パス 1本当たりの情報
量の負荷を減らせます。優先して使用する監視パスを指定しない場合は，この運
用になります。

• 優先して使用する監視パスを指定できます。
HAモニタの環境設定の lanオペランドで，優先して使用する監視パスを指定して
おくと，系間の通信には設定した監視パスを優先して使用します。その監視パス
に障害が発生すると，ほかの監視パスと交代して通信を続けます。



5.　HAモニタの導入とシステムの設計

209

IPアドレスの構成
監視パスには，専用の IPアドレスとポート番号が必要です。監視パスを複線化する
ため，次のことに注意してください。
• 使用する LANセグメントは，監視パス間で異なるものを使用してください。
• ネットワークアドレスは，監視パス間で異なるものを使用してください。

IPアドレスの詳細については，「5.4.2　必要な IPアドレス」を参照してください。

5.5.4　リセットパスの構成
リセットパスは，実行系と待機系の障害管理プロセサ間を接続して，実行系で障害が発
生した場合に，系の入出力のリセットを指示するために使用します。

リセットパスには，リセット専用の TCP/IP LANを使用します。各系の障害管理プロセ
サをリセット専用 LANに接続します。また，待機系のHAモニタから実行系の障害管理
プロセサへリセットを指示するため，さらに別の LANアダプタでリセット専用 LANに
接続します。

リセットパスの構成は，使用するマシンの機種や系切り替え構成によって異なります。
ここでは，リセットパスの構成について説明します。マシンの機種については「1.5.1(1)
　プロセサ」を，系切り替え構成の種類については「2.1　系切り替え構成」を参照して
ください。

リセットパスの構成について検討する内容を次の表に示します。

表 5-5　リセットパスの構成のポイント

リセットパスの接続構成の例を次に示します。

（1） 1:1系切り替え構成の場合

1:1系切り替え構成での，リセット専用 LANの接続構成の例を，次の図に示します。

ポイント 接続方法

障害管理プロセサとリ
セット専用 LANの接続方
法

障害管理プロセサには，システムの LANポートとは別の LANポートがあ
ります。その LANポートをリセットパスに接続することで，障害管理プ
ロセサをリセットパスに接続します。LANポートの搭載位置は機種に
よって異なります。詳細については，ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

リセットパスの二重化の
検討

リセットパスそのものは二重化できません。HP Auto Port Aggregationな
どを使用して，リセットパスが接続されている LANアダプタを二重化し
てください。
LANアダプタを二重化することで，LANアダプタに障害が発生した場合
にもう一方の LANアダプタを使用して系切り替えができます。
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図 5-8　リセット専用 LANの接続構成（1:1系切り替え構成の場合）

使用しているマシンの機種が BladeSymphonyの場合は，同一シャーシ内で 1:1系切り
替え構成にできます。同一シャーシ内で 1:1系切り替え構成にするときのリセット専用
LANの接続構成例を，次の図に示します。

図 5-9　リセット専用 LANの接続構成（同一シャーシ内での 1:1系切り替え構成の場合）
（BladeSymphony）

（2） 相互に直接接続する場合

使用しているマシンの機種が H9000Vまたは HA8500の場合は，1:1系切り替え構成の
とき，クロスケーブルで相互に直接接続することもできます。この場合，監視パスとし
て使用する TCP/IP LANと共用することはできません。相互に直接接続する場合の，リ
セット専用 LANの接続構成を，次の図に示します。

図 5-10　リセット専用 LANの接続構成（相互に直接接続する場合）

（3） パーティション間で系切り替え構成にする場合

パーティショニングによって，幾つかのパーティション間で系切り替え構成にする場合，
一つのパーティションが一つの系になります。したがって，各パーティションからリ
セット専用 LANに接続する必要があります。パーティション間で系切り替え構成にする
場合のリセット専用 LANの接続構成を，次の図に示します。
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図 5-11　リセット専用 LANの接続構成（パーティション間で系切り替え構成にする場
合）

5.5.5　回線切替装置の構成
マシンの機種が H9000Vの場合，回線切替装置単位に通信回線の切り替えができます。
マシンの機種が BladeSymphonyまたは HA8500の場合は，回線切替装置を使用できま
せん。

（1） 回線切替装置の接続例

プロセサと回線切替装置は，RS-232Cで接続します。回線切替装置を使用した通信回線
との接続例を，次の図に示します。

図 5-12　回線切替装置を使用した通信回線との接続例
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（2） 構成について考慮する点

回線切替装置を構成する場合，次の点を考慮してください。

• 一つの回線切替装置に対し複数の回線を接続する場合，各系からはそれぞれ同一の入
力ポートに接続してください。
「5.5.5(1)　回線切替装置の接続例」で示す例のように，回線切替装置に入力ポート A
と入力ポート Bがあった場合，系 1は常に入力ポート Aに接続し，系 2は常に入力
ポート Bに接続します。

• 複数の異なるサーバで系切り替え構成にする場合，各サーバが使用する回線は異なる
回線切替装置に接続するよう通信回線を構成してください。

（3） 回線切替装置の設定内容

使用する回線切替装置によって，構成が異なります。

（a）回線切替装置が HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの場合

使用する回線切替装置が HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの場合，系から接続する
RS-232Cおよび回線を次のとおりに接続してください。

• RS-232Cの RC0ポートを接続した系からは，回線の入力ポート Aに回線を接続して
ください。

• RS-232Cの RC1ポートを接続した系からは，回線の入力ポート Bに回線を接続して
ください。

（b）回線切替装置が HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの場合

使用する回線切替装置が HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの場合，次のとお
りに設定してください。設定方法については，ハードウェアの添付資料を参照してくだ
さい。

• CHを 0に設定してください。
• ADDを 000から 998までの範囲で指定してください。
回線切替装置を 2台以上連続して接続する場合は，それぞれ異なる値を指定してくだ
さい。ADDに指定した値は，サーバ対応の環境設定の hlsオペランドで指定します。

5.5.6　ハードウェア構成例（BladeSymphony）
マシンの機種が BladeSymphonyの場合の，各系切り替え構成でのハードウェア構成例
について説明します。

BladeSymphonyでは一つのシャーシに複数の系を持てるため，系と同じ数だけシャーシ
を増やす必要はありません。例として 1:1系切り替え構成の場合で，シャーシが一つの
ときと二つのときの構成例を示します。ほかの構成例では，シャーシを二つ使用した場
合のハードウェア構成を示します。
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（1） 1:1系切り替え構成

シャーシが一つで，同じシャーシ内にあるプロセサ同士を 1:1系切り替え構成にしたと
きのハードウェア構成例を，次の図に示します。

図 5-13　同一シャーシ内での 1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例
（BladeSymphony）

シャーシが二つのときの 1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例を，次の図に示し
ます。



5.　HAモニタの導入とシステムの設計

214

図 5-14　二つのシャーシ間での 1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例
（BladeSymphony）

（2） 2:1系切り替え構成

2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-15　2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例（BladeSymphony）

（3） 複数スタンバイ構成

複数スタンバイ構成時のハードウェア構成は，2:1系切り替え構成時と同じ構成になりま
す。2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例については，「5.5.6(2)　2:1系切り替え
構成」を参照してください。

（4） クラスタ型系切り替え構成

クラスタ型系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-16　クラスタ型系切り替え構成時のハードウェア構成例（BladeSymphony）

5.5.7　ハードウェア構成例（H9000V）
マシンの機種が H9000Vの場合の，各系切り替え構成でのハードウェア構成例について
説明します。

（1） 1:1系切り替え構成

1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-17　1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例（H9000V）

（2） 2:1系切り替え構成

2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-18　2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例（H9000V）

（3） 複数スタンバイ構成

複数スタンバイ構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。



5.　HAモニタの導入とシステムの設計

219

図 5-19　複数スタンバイ構成時のハードウェア構成例（H9000V）

（4） クラスタ型系切り替え構成

クラスタ型系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-20　クラスタ型系切り替え構成時のハードウェア構成例（H9000V）

5.5.8　ハードウェア構成例（HA8500）
マシンの機種が HA8500の場合の，各系切り替え構成でのハードウェア構成例について
説明します。

（1） 1:1系切り替え構成

1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-21　1:1系切り替え構成時のハードウェア構成例（HA8500）

（2） 2:1系切り替え構成

2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-22　2:1系切り替え構成時のハードウェア構成例（HA8500）

（3） 複数スタンバイ構成

複数スタンバイ構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-23　複数スタンバイ構成時のハードウェア構成例（HA8500）

（4） クラスタ型系切り替え構成

クラスタ型系切り替え構成時のハードウェア構成例を次の図に示します。
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図 5-24　クラスタ型系切り替え構成時のハードウェア構成例（HA8500）
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6　 システムの構築
HAモニタを組み込んだシステムの構築手順，HAモニタの
ディレクトリ構成，および HAモニタのシステムの構築に必要
な各設定について説明します。システムの構築は，スーパユー
ザの権限で行ってください。
この章では，システム構築の前提となるハードウェアはすでに
接続されているものとして説明します。

6.1　構築の流れ

6.2　ディレクトリ構成

6.3　OSの設定

6.4　リセットパスの設定（BladeSymphony）

6.5　障害管理プロセサの設定（H9000Vまたは HA8500）

6.6　監視パスの設定

6.7　定義ファイルの作成（HAモニタ）

6.8　サーバが使用する共有リソースの設定

6.9　サーバの起動・停止・監視コマンドの作成

6.10　定義ファイルの作成（サーバ）

6.11　ユーザコマンドの作成

6.12　定義チェック

6.13　構築したシステムの動作確認
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6.1　構築の流れ
HAモニタのインストールが完了したあと，システム管理者はスーパユーザの権限でシス
テムを構築します。

HAモニタのインストールから，各設定を終えてシステムの動作確認ができる状態になる
までのシステム構築の流れを，次に示します。

図 6-1　システム構築の流れ

システム構築の目的と，システム構築の流れで必要な手順との対応について説明します。

• 初めて HAモニタを導入してシステムを構築する場合
図中に示すすべての設定をします。

• 系を新規に追加する場合
構築済みの系切り替え構成に系を追加する場合，図中に示すすべての設定をします。
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HAモニタは各系に一つ必要です。
• サーバを追加する場合
構築済みの系切り替え構成にサーバを追加する場合，図中に示す "サーバを追加する
場合の設定 "をします。"系を追加する場合の設定 "は必要ありません。
また，"サーバの起動・停止・監視コマンドの作成 "という項目は，追加するサーバが
モニタモードのときだけに設定する項目です。サーバの起動コマンドの作成は必須で，
サーバの停止・監視コマンドの作成は任意です。
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6.2　ディレクトリ構成
HAモニタをインストールすると，/opt/hitachiの下に HAモニタのディレクトリ
HAmonが作成されます。

HAモニタをインストールしたあとのディレクトリ構成を，次の図に示します。

図 6-2　ディレクトリ構成

HAモニタのディレクトリのうち，ユーザがファイルを作成，編集できるのは環境設定用
ディレクトリだけです。ほかのディレクトリにあるファイルは編集しないでください。
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6.3　OSの設定

HAモニタのインストールが完了したら，システム管理者は OSに対して，HAモニタを
使用するために必要な設定をします。

6.3.1　環境変数の設定
システム管理者の環境変数を設定します。設定する必要があるのは次の環境変数です。

• PATH
HAモニタのコマンドを使用するために，PATH環境変数の設定をします。HAモニ
タのコマンドは，ディレクトリ /opt/hitachi/HAmon/bin/の下にあります。次のパス
を追加してください。
/opt/hitachi/HAmon/bin

6.3.2　システムファイルの設定
システムファイルに，HAモニタがカーネルの起動後に自動起動し，カーネルの停止前に
自動停止するように設定します。

HAモニタでは，HAモニタが自動起動・停止するために必要なシステムファイル /
sbin.init.d/HAmonを提供しています。このファイルを，HAモニタの次のファイルとリ
ンクさせてください。

• /sbin/rcl.d/KxxxHAmon
• /sbin/rc2.d/SyyyHAmon

ファイル名の "xxx"および "yyy"は，任意の 3桁の数値です。ご使用のマシンの，各ディ
レクトリ下にあるほかのファイル番号と異なる値を指定してください。数値の指定方法
については，OSのマニュアルを参照してください。

/sbin.init.d/HAmonのシステムファイルへのリンク例を，次に示します。

• /sbin/rcl.d/K005HAmonへのリンク例

• /sbin/rc2.d/S990HAmonへのリンク例

6.3.3　システムクロックの設定
システムクロックを設定して，すべてのマシンの時刻を合わせます。HAモニタは，シス
テムクロックを基に自系のスローダウン，および系間通信の起動通知パケットの整合性

ln -s /sbin/init.d/HAmon /sbin/rc1.d/K005HAmon

ln -s /sbin/init.d/HAmon /sbin/rc2.d/S990HAmon
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を判定します。

システムクロックは，必ず HAモニタの稼働前に設定してください。HAモニタの稼働
中にシステムクロックを変更すると，HAモニタは，障害が発生したと誤って判定し，不
当に系のスローダウンを検出したり，HAモニタ間の接続ができなくなったりするおそれ
があるためです。

NTPを使用する場合も，できる限りシステムクロックが変更されないように，また，秒
単位でシステム時刻を戻さないようにしてください。HAモニタの稼働前に OSの
ntpdateコマンドでシステムクロックの設定をする，複数の NTPサーバと同期する，な
どの対策を取ってください。

6.3.4　DNSの設定
DNSを使用する場合，ホスト名の優先度の設定が /etc/hostsファイルより DNSの方が
高いと，HAモニタの起動に時間が掛かるおそれがあります。そのため，ホスト名の優先
度の設定は，DNSより /etc/hostsファイルの方を高くすることを推奨します。

6.3.5　システムログファイルの設定
HAモニタを使用する場合，障害調査のため syslogファイルを出力するよう設定してく
ださい。

6.3.6　システムダンプの設定
HAモニタでは，リセット処理時にシステムダンプを取得するリセットコマンドを使用し
ているため，デフォルトではシステムダンプを取得します。障害調査ができなくなるた
め，システムダンプの設定を変更しないでください。

6.3.7　出力言語種別の設定
HAモニタのメッセージの出力言語種別を設定します。

（1） メッセージ出力言語種別の設定

メッセージの出力言語種別（英語または日本語）を設定します。

HAモニタのメッセージの出力言語種別は，カーネルの LANG環境変数に設定してある
値に従います。

英語と日本語を切り替えたい場合，LANG環境変数を次のように設定し直してください。

• 英語出力の場合：LANG=C
• 日本語出力の場合：LANG=ja_JP.SJIS

syslogファイルには LANG環境変数の設定に関係なく，英語メッセージが出力されま



6.　システムの構築

231

す。syslogファイルに日本語メッセージを出力できません。
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6.4　リセットパスの設定（BladeSymphony）

使用するマシンの機種が BladeSymphonyの場合，系障害発生時に HAモニタが系のリ
セットをするためには，リセットパスを設定しておく必要があります。

設定には，HAモニタの環境設定コマンド（monsetupコマンド）を使用します。HAモ
ニタの環境設定コマンド（monsetupコマンド）については，「9.　コマンド」を参照し
てください。

6.4.1　設定に必要な情報（BladeSymphony）
設定対象の系，および SVPについて，次に示す情報が必要です。

図 6-3　リセットパスの設定に必要な情報（BladeSymphony）

図中の各項目について説明します。

表 6-1　リセットパスの設定に必要な情報（BladeSymphony）

図中の
番号

設定に必要な情報 説明 備考

1 パーティション名 HAモニタの管理システム名
を指定します。

パーティションを構成したときに
設定した情報です。
SVPコマンドモードの HAコマン
ドで設定した，プロセサのパー
ティション名と同じ名称を設定し
てください。
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6.4.2　設定値の例（BladeSymphony）
マシンの機種が BladeSymphonyの場合の，リセットパスの設定値の例を説明します。
ここで示す表にある「設定項目」は，表 6-1の「設定に必要な情報」と対応しています。

（1） 2シャーシ／ 2系の構成

次のような構成（系 1・系 2間で系切り替え）の場合に，monsetupコマンドで設定する
値の例を示します。

図 6-4　リセットパスの設定例 1（BladeSymphony）

2 リセットパスの IP
アドレス

設定対象の系に割り当てたリ
セットパスの IPアドレスを
指定します。

IPアドレス，およびポート番号の
割り当て方については，「5.4.2　
必要な IPアドレス」を参照してく
ださい。

3 リセットパスのポー
ト番号

設定対象の系に割り当てたリ
セットパスのポート番号を指
定します。

4 SVPの IPアドレス SVPに割り当てたリセットパ
スの IPアドレスを指定しま
す。

5 SVPのポート番号 SVPに割り当てたリセットパ
スのポート番号を指定しま
す。

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2

パーティション名 MS0001 MS0002

リセットパスの IPアドレス x.x.x.a x.x.x.b

リセットパスのポート番号 ppppp ppppp

図中の
番号

設定に必要な情報 説明 備考
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（2） 1シャーシ／ 2系の構成

次のような構成（系 1・系 2間で系切り替え）の場合に，monsetupコマンドで設定する
値の例を示します。

図 6-5　リセットパスの設定例 2（BladeSymphony）

（3） 2シャーシ／ 4系の構成

ここでは，次の条件で運用するシステムでのリセットパスの設定値の例について説明し
ます。

• システム内に，互いに監視し合わない 1:1系切り替え構成が二組ある。
• 二組の系切り替え構成がリセットパスを共用している。
• 二組の系切り替え構成が SVPを共用している。

SVPの IPアドレス x.x.x.c x.x.x.d

SVPのポート番号 qqqqq qqqqq

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2

パーティション名 MS0001 MS0002

リセットパスの IPアドレス x.x.x.a x.x.x.b

リセットパスのポート番号 ppppp ppppp

SVPの IPアドレス x.x.x.c x.x.x.c

SVPのポート番号 qqqqq qqqqq

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2
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！！！！ 注意事項
 

ここで説明する系切り替え構成の場合，ホストアドレスの設定（HAモニタの環境設定の
addressオペランド）に注意が必要です。詳細は「5.4.2(2)　系切り替え構成間でリセットパ
スを共用する場合の注意」を参照してください。

これらの条件を満たす，次のような構成（系 1・系 3間，系 2・系 4間で系切り替え）の
場合に，monsetupコマンドで設定する値の例を次に示します。

図 6-6　リセットパスの設定例 3（BladeSymphony）

この系切り替え構成の場合に，HAモニタの環境設定の addressオペランドに設定する
値の例を次に示します。

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2 系 3 系 4

パーティション名 MS0001 MS0002 MS0003 MS0004

リセットパスの IPアドレ
ス

x.x.x.a x.x.x.b x.x.x.d x.x.x.e

リセットパスのポート番号 ppppp ppppp ppppp ppppp

SVPの IPアドレス x.x.x.c x.x.x.c x.x.x.f x.x.x.f

SVPのポート番号 qqqqq qqqqq qqqqq qqqqq
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（4） 4シャーシ／ 4系の構成

ここでは，次の条件で運用するシステムでのリセットパスの設定値の例について説明し
ます。

• システム内に，互いに監視し合わない 1:1系切り替え構成が二組ある。
• 二組の系切り替え構成がリセットパスを共用している。
• 二組の系切り替え構成が SVPを共用していない。

！！！！ 注意事項
 

ここで説明する系切り替え構成の場合，ホストアドレスの設定（HAモニタの環境設定の
addressオペランド）に注意が必要です。詳細は「5.4.2(2)　系切り替え構成間でリセットパ
スを共用する場合の注意」を参照してください。

これらの条件を満たす，次のような構成（系 1・系 3間，系 2・系 4間で系切り替え）の
場合に，monsetupコマンドで設定する値の例を次に示します。

図 6-7　リセットパスの設定例 4（BladeSymphony）

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2 系 3 系 4

自系のホストアドレス 1 2 3 4
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この系切り替え構成の場合に，HAモニタの環境設定の addressオペランドに設定する
値の例を次に示します。

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2 系 3 系 4

パーティション名 MS0001 MS0002 MS0003 MS0004

リセットパスの IPアドレ
ス

x.x.x.a x.x.x.c x.x.x.e x.x.x.g

リセットパスのポート番号 ppppp rrrrr ppppp rrrrrr

SVPの IPアドレス x.x.x.b x.x.x.d x.x.x.f x.x.x.h

SVPのポート番号 qqqqq sssss qqqqq sssss

設定項目 系ごとの設定値

系 1 系 2 系 3 系 4

自系のホストアドレス 1 2 3 4
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6.5　障害管理プロセサの設定（H9000Vまたは
HA8500）

使用するマシンの機種が H9000Vまたは HA8500の場合，系障害発生時に HAモニタが
系のリセットをするためには，障害管理プロセサを設定しておく必要があります。

系障害が発生すると，HAモニタは，LANを経由して障害が発生した系の障害管理プロ
セサに接続して，リセットを指示します。ここでは，使用するマシンの機種が H9000V
または HA8500の場合の，HAモニタが障害管理プロセサに接続して系のリセットをす
るために必要な設定について説明します。すべての系の障害管理プロセサに対してこれ
らの設定をしてください。

6.5.1　LANポートの設定（H9000Vまたは HA8500）
系障害が発生すると，HAモニタは，LANを経由して障害が発生した系の障害管理プロ
セサに接続し，リセットを指示します。このとき，HAモニタは，LANポートを使用し
て障害管理プロセサに接続します。そのため，HAモニタが障害管理プロセサ用の LAN
ポートを使用できるように，次の設定をしてください。障害管理プロセサの設定方法の
詳細については，ハードウェアのマニュアルまたはオンラインヘルプを参照してくださ
い。

• 障害管理プロセサ用の LANポートを使用できるように設定する。
デフォルトでは，LANポートは使用できない設定になっているため，使用できる設定
になっていることを事前に確認してください。

• 障害管理プロセサに，LANポートを使用するための情報を設定する。
HAモニタが障害管理プロセサの LANポートを使用できるように，障害管理プロセサ
に次の情報を設定します。

表 6-2　LANポートを使用するための障害管理プロセサの設定情報（H9000Vまたは
HA8500）

項目 設定値 備考

IPアドレス リセット専用 LANと同じネット
ワークアドレスを持つ IPアドレ
ス

この指定値に対応するホスト名を HA
モニタの環境設定の nameオペランド
に設定してください。

サブネットマスク リセット専用 LANのサブネット
マスク

－

ゲートウェイアドレス 指定しない（推奨） リセット専用 LANは，専用 LANにす
ることを推奨します。

ホスト名 任意 －

ログイン名 デフォルト値※（推奨） 変更する場合は，リセット手順ファイ
ルを書き換える必要があります。
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（凡例）－：備考はありません。
注※　デフォルト値は，機種によって異なります。

！！！！ 注意事項
 

HAモニタの稼働中に障害管理プロセサの構成を変更しないでください。HAモニタの稼働
中にローカルコンソール，リモートコンソール，または障害管理プロセサを操作すると，リ
セット処理が遅延または失敗することがあります。ローカルコンソール，リモートコンソー
ル，または障害管理プロセサを不用意に操作しないでください。

6.5.2　障害管理プロセサの IPアドレスの登録（H9000Vまた
は HA8500）

HAモニタの環境設定の nameオペランドに指定したホスト名と，それに対応する障害
管理プロセサの IPアドレスを /etc/hostsファイルに登録する必要があります。/etc/hosts
ファイルには自系のホストだけではなく，システムリセット対象となるホストをすべて
登録してください。

自系を含めた，接続するすべてのHAモニタのホストを登録しておくことを推奨します。

設定例を次に示します。

（1） 1:1系切り替え構成の場合

1:1系切り替え構成の例を次に示します。

この例では，各系の障害管理プロセサの IPアドレスが 192.168.1.1，192.168.1.2，ホス
ト名（HAモニタの環境設定の nameオペランドの値）が host1，host2です。このよう
な条件の場合，/etc/hostsファイルには次のように登録してください。系 1と系 2で同じ

パスワード デフォルト値※（推奨） 変更する場合は，リセット手順ファイ
ルを書き換える必要があります。

項目 設定値 備考
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内容を登録します。

（2） 同一筐体中の幾つかのパーティションを含む系切り替え構成の場合

同一筐体中の幾つかのパーティションを含む系切り替え構成の場合，障害管理プロセサ
の IPアドレスはパーティション間で共通のため，一つの障害管理プロセサの IPアドレ
スに各パーティションに対応するホスト名を定義する必要があります。

同一筐体中の二つのパーティションを系切り替え構成に含む場合の例を次に示します。

この例では，各筐体の障害管理プロセサの IPアドレスが 192.168.1.1，192.168.1.2，系
1～系 4のホスト名（HAモニタの環境設定の nameオペランドの値）が host1～ host4
です。

このような条件の場合，/etc/hostsファイルには次のように登録してください。系 1～系
4で同じ内容を登録します。

6.5.3　HAモニタのリセット手順ファイルの設定（H9000V）
HAモニタでは，系のリセットをするために，リセット手順を記述したリセット手順ファ
イルを作成する必要があります。リセット手順ファイルの内容は，GSPファームウェア
バージョンごとに異なります。

HAモニタは，ホスト名 .rspというリセット手順ファイルがある場合はホスト名 .rspに
示された手順を，ホスト名 .rspがない場合は default.rspに示された手順を使用して，リ
セットを実行します。

# IPアドレス       ホスト名
192.168.1.1        host1
192.168.1.2        host2

# IPアドレス       ホスト名
192.168.1.1        host1 host2
192.168.1.2        host3 host4
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（1） リセット手順ファイルの作成方法

HAモニタのサンプルファイル用ディレクトリの下に，ファームウェアバージョン .rsp
というファイル名で，GSPのファームウェアバージョンに対応したリセット手順ファイ
ルが用意されています。

自系の GSPのファームウェアバージョンに合ったリセット手順ファイルを，HAモニタ
環境設定用ディレクトリの下にコピーして，ファイル名を default.rspに変更してくださ
い。リセット手順ファイルのサンプルファイルをコピーするときは，自系で使用してい
る GSPのファームウェアバージョンを確認の上，正しいサンプルファイルを使用してく
ださい。GSPのファームウェアバージョンは，GSPのヘルプコマンドで参照できます。

他系に，自系と異なる GSPのファームウェアバージョンの系がある場合，default.rsp
のほかにリセット手順ファイルを用意する必要があります。他系の GSPのファームウェ
アバージョンに合ったリセット手順ファイルをHAモニタ環境設定用ディレクトリの下
にコピーして，ファイル名をホスト名 .rspに変更してください。

リセット手順ファイルの作成例を次に示します。この構成例では，三つの系を準備し，
各系が他系をリセットすることを想定しています。また，host1および host2の GSPの
ファームウェアバージョンは同じで，host3の GSPのファームウェアバージョンが異な
ります。
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図 6-8　リセット手順ファイルの作成例（H9000V）

host1および host2では，自系の GSPのファームウェアバージョンに合った 0640.rspを
コピーして，default.rspに変更します。この系切り替え構成では，host1/host2と host3
の GSPのファームウェアバージョンが異なるため，host3の GSPのファームウェア
バージョンに合った A0109.rspをコピーして，host3.rspに変更します。

host3では，自系の GSPのファームウェアバージョンに合った A0109.rspをコピーし
て，default.rspに変更します。この系切り替え構成では，host3と host1/host2の GSP
のファームウェアバージョンが異なるため，host1および host2の GSPのファームウェ
アバージョンに合った 0640.rspをコピーして，それぞれ host1.rspおよび host2.rspに
変更します。

（2） HAモニタのリセット手順ファイルの編集

通常は，HAモニタのリセット手順ファイルを編集する必要はありません。ただし，
GSPのログイン名またはパスワードをデフォルト値から変更する場合，リセット手順
ファイルを編集する必要があります。
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HAモニタでは，GSPに対してシステム管理者権限のアクセスレベルが必要です。リ
セット手順ファイルには，GSPに対してシステム管理者権限を持つユーザのログイン名
とパスワードを設定してください。GSPのアクセスレベルについては，ハードウェアの
マニュアルを参照してください。

ログイン名とパスワードを変更する場合の，HAモニタのリセット手順ファイルの編集方
法を，次に示します。設定するログイン名，およびパスワードの最後に "¥n"を必ず定義
してください。

6.5.4　HAモニタのリセット手順ファイルの設定（HA8500）
HAモニタでは，系のリセットをするために，リセット手順を記述したリセット手順ファ
イルを作成する必要があります。リセット手順ファイルは，リセットする相手の系が使
用しているマシンのモデルごとに異なります。

HAモニタは，ホスト名 .rspというリセット手順ファイルがある場合はホスト名 .rspに
示された手順を，ホスト名 .rspがない場合は default.rspに示された手順を使用して，リ
セットを実行します。

（1） リセット手順ファイルの作成方法

HAモニタのサンプルファイル用ディレクトリの下に，MP1.rsp，MP2.rsp，MP3.rsp，
および BMC.rspというファイル名で，マシンのモデルに対応したリセット手順ファイル
が用意されています。

自系のマシンのモデルに合ったリセット手順ファイルを，HAモニタ環境設定用ディレク
トリの下にコピーして，ファイル名を default.rspに変更してください。リセット手順
ファイルのサンプルファイルをコピーするときは，自系で使用しているマシンのモデル
を確認の上，正しいサンプルファイルを使用してください。

他系に，自系と異なるモデルの系がある場合，default.rspのほかにリセット手順ファイ
ルを用意する必要があります。他系で使用しているモデルに合ったリセット手順ファイ
ルを HAモニタ環境設定用ディレクトリの下にコピーして，ファイル名をホスト名 .rsp
に変更してください。

リセット手順ファイルの作成例を次に示します。この構成例では，三つの系を準備し，
各系が他系をリセットすることを想定しています。また，host1および host2のマシンの
モデルは同じで，host3のマシンのモデルが異なります。

：
# The reception of login prompt
R:login
S:ログイン名¥n
：
# The reception of password prompt
R:password
S:パスワード¥n
：
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図 6-9　リセット手順ファイルの作成例（HA8500）

host1および host2では，自系で使用しているマシンのモデルに合ったMP2.rspをコ
ピーして，default.rspに変更します。この系切り替え構成では，host1/host2と host3
のマシンのモデルが異なるため，host3のマシンのモデルに合った BMC.rspをコピーし
て，host3.rspに変更します。

host3では，自系のマシンのモデルに合った BMC.rspをコピーして，default.rspに変更
します。この系切り替え構成では，host3と host1/host2のマシンのモデルが異なるた
め，host1および host2のマシンのモデルに合ったMP2.rspをコピーして，それぞれ
host1.rspおよび host2.rspに変更します。

（2） HAモニタのリセット手順ファイルの編集

通常はリセット手順ファイルを編集する必要はありません。ただし，MPのログイン名，
パスワード，またはホスト名を変更する場合，リセット手順ファイルを編集する必要が
あります。なお，MPのホスト名は，リセット手順ファイルが BMC.rspの場合だけ変更
できます。
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HAモニタでは，MPに対してシステム管理者権限のアクセスレベルが必要です。リセッ
ト手順ファイルには，MPに対してシステム管理者権限を持つユーザのログイン名とパ
スワードを設定してください。MPのアクセスレベルについては，ハードウェアのマ
ニュアルを参照してください。

次にリセット手順ファイルの編集方法を示します。

ログイン名，パスワードを変更する場合
設定するログイン名，およびパスワードの最後に "¥n"を必ず定義してください。

ホスト名を変更する場合
設定するMPホスト名の最後に ">"を必ず定義してください。

：
# The reception of login prompt
R:login
S:ログイン名¥n
：
# The reception of password prompt
R:password
S:パスワード¥n
：

：
# The definition of the BMC prompt strings
PROMPT:MPホスト名>
：
# The reception of BMC command prompt
R:MPホスト名>
S:VFP¥n
：
# The reception of BMC command prompt
R:MPホスト名>
S0:$QUIT
S1:TC¥n
：
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6.6　監視パスの設定
HAモニタが系間の監視をしたり，系切り替えのための情報を交換したりするために，監
視パスの設定をします。

6.6.1　ホスト名とサービス名の登録
監視パスに使用する TCP/IP LANのホスト名とサービス名を登録します。登録する必要
があるのは，次のファイルです。

• /etc/hostsファイル
• /etc/servicesファイル

登録するホスト名とサービス名は，HAモニタの環境設定でも同じ名称を設定します。こ
こでは，登録する内容，およびファイルの設定例について説明します。/etc/hostsファイ
ルおよび /etc/servicesファイルへの指定の追加方法については，OSのマニュアルを参照
してください。

（1） ホスト名の登録

/etc/hostsファイルに，すべての監視パスに使用する TCP/IP LANのホスト名を指定し
ます。ホスト名は，系ごとに固有にしてください。また，IPアドレスには，エイリアス
IPアドレスを指定しないでください。

また，/etc/hostsファイルには，監視パスで接続されている他系の HAモニタの IPアド
レスおよびホスト名も指定してください。指定しないと，監視パス状態表示コマンド
（monpath -iコマンド）を実行したときに，IPアドレスに対応するホスト名が表示され
ません。

（2） サービス名の登録

/etc/servicesファイルに，すべての監視パスに使用する TCP/IP LANのサービス名を指
定します。現用系と予備系とで同じ名称にしてください。

また，ポート番号の値は 5001以上のシステムで未使用の番号とし，すべての系で同じ
ポート番号を指定してください。プロトコル名には udpを指定してください。

（3） ファイルの設定例

次に示すファイルの設定例について説明します。

• /etc/hostsファイル
• /etc/servicesファイル
• HAモニタの環境設定（sysdef）
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（a）設定例で示す監視パスの構成

この設定例では，監視パスは次の図のように構成されていることを想定しています。

図 6-10　監視パスの構成例

（b） /etc/hostsファイルの設定例

/etc/hostsファイルの設定例を，次に示します。系 1と系 2で同じ内容を設定します。

系 1で使用している監視パスとして path11と path12を指定します。また，系 2で使用
している監視パスとして path21と path21を指定します。

（c） /etc/servicesファイルの設定例

/etc/servicesファイルの設定例を，次に示します。系 1と系 2で同じ内容を設定します。

監視パスを二重化するため，HAmon1およびHAmon2の二つのサービスを指定します。

（d）HAモニタの環境設定例

HAモニタの環境設定（/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）の設定例を次に示します。系 1

# IPアドレス       ホスト名
192.168.0.11        path11
192.168.1.11        path12
192.168.0.12        path21
192.168.1.12        path22

# サービス名     ポート番号/プロトコル名
HAmon1           7777/udp
HAmon2           7778/udp 
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と系 2で設定する内容は異なります。なお，この例では，ホスト名とサービス名の登録
に関係する部分だけを抜き出して記載しています。

系 1の設定例

系 2の設定例

lanオペランドには /etc/hostsファイルに指定した監視パス名を，lanportオペランドに
は /etc/servicesファイルに指定したサービス名を指定します。lanオペランドおよび
lanportオペランドに指定する値は，順番をそろえてください。この構成例では，path11
や path21の監視パスが HAmon1というサービスと対応しているため，両オペランドの
最初に指定します。

lanオペランドや lanportオペランドの詳細については，「8.3.1　HAモニタの環境設定
（sysdef）」を参照してください。

6.6.2　HAモニタの接続構成設定ファイルの作成
HAモニタは系に一つ存在し，系間で連絡を取ります。システム構築時には，HAモニタ
の接続構成を，定義ファイルに定義する必要があります。この定義ファイルを HAモニ
タの接続構成設定ファイルと呼びます。

HAモニタの接続構成設定ファイルは，HAモニタの起動時に参照され，HAモニタの接
続構成設定ファイルの内容に基づいて，HAモニタ同士が接続されます。また，HAモニ
タの起動時，および定義チェックコマンド（moncheckコマンド）実行時に，HAモニタ
の接続構成設定ファイルの内容がチェックされます。

（1） HAモニタの接続構成設定ファイルの作成方法

HAモニタの接続構成設定ファイルを作成するには，自動作成する方法と，手動作成する
方法があります。通常は，自動作成することをお勧めします。ただし，次のどちらかの
場合は，手動作成してください。

• 自系と特定の系とを監視し合うように，監視パスを設定したい場合
ユーザが HAモニタの接続構成設定ファイルに pairオプションを指定する必要がある
ためです。

• HAモニタの接続構成を変更・削除する場合

environment
   lan     path11:path12,
   lanport HAmon1:HAmon2
;

environment
   lan     path21:path22,
   lanport HAmon1:HAmon2
;
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HAモニタを追加する場合は，自動作成できます。

ここでは，HAモニタの接続構成設定ファイルを手動作成する方法についてだけ説明しま
す。自動作成の場合，システムの構築が完了して動作確認をするときに同時にHAモニ
タの接続構成設定ファイルを作成できるため，ここでは説明しません。HAモニタの接続
構成設定ファイルを自動作成する方法については，「6.13.1(3)　HAモニタの停止確認お
よび接続構成設定ファイルの確認（自動作成の場合）」を参照してください。

（2） 手動作成する方法

HAモニタの接続構成設定ファイルは，HAモニタの環境設定用ディレクトリの下に
connectionというファイル名で作成します。connectionファイルを一つの系で作成し，
他系に複写する方法をお勧めします。

HAモニタの接続構成設定ファイルで設定する各パラメタの記述形式を，次に示します。

（凡例）
△ 0：0個以上の空白またはタブを示します。
△ 1：1個以上の空白またはタブを示します。
↓：改行コードを示します。

行の最後には，";"を記述してください。1行で系一つ分の設定項目を記述できます。系
が四つある場合には，4行記述する必要があります。

なお，"#"を記述すると，"#"から改行コードまでがコメント行になります。

！！！！ 注意事項
 

• pairを指定している接続構成設定ファイルの内容に誤りがあると，系間の接続構成を認識
できなくなるため，正しく系切り替えができなくなります。

• pairを指定している接続構成設定ファイルを使用すると，サーバ同士のペア関係を変えら
れなくなるため，サーバを別の系に移動できません。サーバを別の系に移動する場合は，
接続構成設定ファイルを作成し直し，HAモニタを再起動してください。

接続構成設定ファイルで設定する各項目について，次に示します。

ホスト名
自系を含めた，接続されているすべての系のホスト名を指定します。ホスト名の指
定順序は任意です。ホスト名は，HAモニタの環境設定の nameオペランドで指定
したホスト名を指定してください（/etc/hostsファイルに指定したホスト名ではあり

△0ホスト名△1LAN△1IPアドレス△1pair;↓

# HAモニタ接続構成の設定
ホスト名 LAN IPアドレス [pair];
         ：
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ません）。

LAN IPアドレス
"LAN"のあとに，監視パスに使用している TCP/IP LANの IPアドレスを指定しま
す。複線化している監視パスすべての LANの IPアドレスを指定してください。
また，pairを指定する場合は，実際に監視に使用しているすべての監視パスを指定
してください。

pair
HAモニタの接続構成設定ファイルにホスト名を設定した系の中で，実際には自系
と監視し合わない系がある場合があります。この場合，自系および自系と監視し合
う系にだけ pairを指定します。
pairの指定は任意です。ただし，pairを指定する場合は，接続するすべての系で，
すべての監視パスに指定してください。また，pairの指定は自動作成では指定でき
ません。必ず手動作成してください。
pairを指定すると，指定した系間でだけ監視パスのヘルスチェックやHAモニタの
コマンドを実行できます。そのため，pairを指定しない場合と比較して，ヘルス
チェックや HAモニタのコマンドの実行に掛かる時間が短縮されます。
pairを指定した系間だけで実行されるHAモニタのコマンドを，次に示します。
• サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）
• リセットパス状態表示コマンド（monrpコマンド）
使用しているマシンの機種が BladeSymphonyの場合に使用します。

• GSP状態表示コマンド（mongspコマンド）
使用しているマシンの機種が H9000Vの場合に使用します。

• MP状態表示コマンド（monmpコマンド）
使用しているマシンの機種が HA8500の場合に使用します。

• 監視パス状態表示コマンド（monpathコマンド）
• HAモニタ間の手動接続コマンド（monlinkコマンド）

（3） 作成例

HAモニタの接続構成設定ファイルの作成例を次に示します。

（a）すべての系が互いに監視し合う場合

すべての系が互いに監視し合う場合の，HAモニタの接続構成設定ファイルの作成例を，
次の図に示します。
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図 6-11　すべての系が互いに監視し合う場合の HAモニタの接続構成設定ファイルの作
成例

（b）監視し合わない系がある場合

監視パスに監視し合わない系がある場合の，HAモニタの接続構成設定ファイルの作成例
を，次の図に示します。この例では，監視し合う系に pairを指定しています。
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図 6-12　監視し合わない系がある場合の HAモニタの接続構成設定ファイルの作成例

監視し合う系に pairを指定しているため，pairを指定しない場合と比較して，ヘルス
チェックやコマンドの実行に掛かる時間が短縮されます。

監視し合わないのは，系 1・系 3間です。
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6.7　定義ファイルの作成（HAモニタ）

HAモニタの環境を設定する定義ファイルを作成します。

詳細は，「8.3　HAモニタの環境設定」を参照してください。
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6.8　サーバが使用する共有リソースの設定
サーバが共有リソースを使用するために，共有リソースの設定をします。この設定は，
サーバが共有リソースを使用する場合だけ必要です。

6.8.1　共有ディスクの設定
（1） ボリュームグループの作成

HAモニタは，サーバまたは系に障害が発生した場合，実行系から待機系に共有ディスク
の切り替えをします。共有ディスクの切り替えは，ボリュームグループ単位で実行され
るため，システム管理者は OSのコマンドでボリュームグループを作成する必要があり
ます。ボリュームグループを作成するときは，次の事項に従ってください。

• 複数の異なるサーバで系切り替え構成にする場合，各サーバが使用するデータは異な
るボリュームグループに配置するよう，共有ディスクを構成してください。
ただし，同じサーバグループ内でリソースサーバを使用する場合は，各サーバが使用
するデータを同じボリュームグループに配置できます。

• 共有ディスク上に作成するボリュームグループの名称を両方の系で同じにしてくださ
い。

• 共有ディスク上に作成するボリュームグループは，HAモニタが制御します。このた
め，システム起動時，ボリュームグループに自動的に参照＋更新接続をする設定には
しないでください。

（2） ファイルシステムの設定

共有ディスク上のファイルシステムを使用する場合，OSに対してファイルシステムの設
定をする必要があります。

ファイルシステムの切り替え制御では，HAモニタがマウント・アンマウントします。し
たがって，システム起動時に自動的にマウントしないように設定してください。設定方
法は，OSのマニュアルを参照してください。

6.8.2　LANの状態設定ファイルの設定
HAモニタの場合，LANはサーバ単位に接続，切り離しをします。HAモニタでは，
LANの状態設定ファイルを作成して設定する必要があります。

LANの状態設定ファイルの種類を，次に示します。

• サーバ識別名 .upファイル
LANを接続する場合に使用します。サーバが使用する IPアドレスを LANアダプタ
に割り当てるための情報を指定します。

• サーバ識別名 .downファイル
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LANの切り離しをする場合に使用します。サーバが使用する IPアドレスを LANア
ダプタから削除するための情報を指定します。

これらのファイルは，サーバごとにHAモニタの環境設定用ディレクトリの下に作成し
ます。ファイル名のサーバ識別名の部分は，サーバ対応の環境設定の aliasオペランドで
指定した値にしてください。

HAモニタには，HAモニタサンプルファイル用ディレクトリの下に，server.upおよび
server.downというファイル名で，LANの状態設定ファイル用のサンプルファイルが用
意されています。これらのファイルをHAモニタ環境設定用ディレクトリの下にコピー
して書き換えることで，LANの状態設定ファイルを最初から作成する手間が省けます。
また，ファイルには実行権限を与えてください。

HAモニタでの LANの切り替えは，エイリアス IPアドレスを使用します。LANの状態
設定ファイルには，OSの ifconfigコマンドの引数として，LANアダプタに追加・削除
するエイリアス IPアドレスを指定します。OSのコマンドについては，OSのマニュア
ルを参照してください。

なお，LANアダプタを二重化している場合，LANの状態設定ファイルには，現用 LAN
アダプタのインタフェース名を指定します。

ここでは，エイリアス IPアドレスを使用した場合の，LANの状態設定ファイルの設定
方法について説明します。

（1） サーバ識別名 .upファイルの設定

サーバ識別名 .upファイルには，系ごとに割り当てられた LANアダプタのインタフェー
ス名，IPインデックス番号，およびエイリアス IPアドレスを設定します。必要に応じて
ネットマスクおよびブロードキャスト・アドレスを設定してください。

サーバ識別名 .upファイルの内容を，次に示します。

（凡例）
xxx：インタフェース名
y：IPインデックス番号
n.n.n.n：エイリアス IPアドレス
nn.nn.nn.nn：ネットワークマスク
nnn.nnn.nnn.nnn：ブロードキャスト・アドレス

一つのインタフェースで複数のエイリアス IPアドレスを使用する場合は，各エイリアス
IPアドレスに対応して異なる IPインデックス番号を設定します。

（2） サーバ識別名 .downファイルの設定

サーバ識別名 downファイルには，系ごとに割り当てられた LANアダプタのインタ

/usr/sbin/ifconfig  xxx:y inet n.n.n.n netmask nn.nn.nn.nn broadcast nnn.nnn.nnn.nnn
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フェース名，および IPインデックス番号を設定します。

サーバ識別名 .downファイルの内容を，次に示します。

（凡例）
xxx：インタフェース名
y：IPインデックス番号

/usr/sbin/ifconfig   xxx:y inet 0
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6.9　サーバの起動・停止・監視コマンドの作成
サーバがモニタモードの場合，サーバの起動コマンド，停止コマンドおよび監視コマン
ドを作成します。サーバの起動コマンドの作成は必須です。サーバの停止コマンド，お
よび監視コマンドの作成は任意です。

なお，複数のプログラムの処理をサーバの起動コマンド，停止コマンドおよび監視コマ
ンドに記述すると，複数のプログラムを一つのサーバとして使用できます。

各コマンドは，C言語やシェル言語などで，サーバ単位に作成してください。

！！！！ 注意事項
 

作成したコマンド内の処理については，必要に応じてログを出力するなど，障害解析できる
ようにしておくことをお勧めします。

6.9.1　サーバの起動コマンドの作成
サーバの起動コマンドは，プログラムを起動するためのコマンドです。サーバがモニタ
モードの場合，HAモニタがサーバの起動完了を確認できるようにするために，サーバの
起動コマンドを作成する必要があります。

ここでは，サーバの起動コマンドが呼び出されるタイミング，およびサーバの起動コマ
ンドの作成方法について説明します。

（1） サーバの起動コマンドが呼び出されるタイミング

作成したサーバの起動コマンドは，HAモニタがスーパユーザの権限で実行します。

サーバの起動コマンドは，次の場合に，共有リソースを接続したあと呼び出されます。

• モニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行して，実行サーバ
を起動する場合

• サーバ障害時に実行サーバを再起動する設定で，実行サーバを再起動する場合

（2） サーバの起動コマンドの作成方法

サーバの起動コマンドは，プログラムを直接指定することも，プログラムの起動処理を
記述したシェルなどを指定することもできます。必要に応じて，シェルの中でプログラ
ムの起動に必要な動作環境を設定してください。

作成したサーバの起動コマンドは，サーバ対応の環境設定の nameオペランドに指定し
ます。サーバの起動コマンドに引数を指定する場合は，サーバ対応の環境設定の
actcommandオペランドにも指定してください。

サーバの起動コマンドを作成する場合，プログラムのタイプによって，サーバ対応の環
境設定の waitserv_execオペランドに次の設定をしてください。



6.　システムの構築

258

表 6-3　プログラムのタイプによる waitserv_execオペランド設定値

直接サーバプロセスとして動作するプログラムの場合
サーバ対応の環境設定の waitserv_execオペランドに noを指定します。なお，この
設定はデフォルトです。直接サーバプロセスとして動作するプログラムの場合，起
動完了を待たないため，必ず noを指定してください。

直接サーバプロセスとして動作しないプログラムの場合
モニタモードのサーバを監視する場合は，サーバ対応の環境設定の waitserv_exec
オペランドに必ず yesを指定してください。
モニタモードのサーバを監視する場合に yesを指定しないと，プログラムが起動完
了する前に HAモニタでの実行サーバの起動処理が完了し，サーバの監視が開始さ
れる場合があります。プログラムの起動が完了しないままサーバの監視が開始され
ると，プログラムの起動が完了していない状態がサーバ障害として検出され，実行
サーバの再起動や系切り替えがされるおそれがあります。
また，モニタモードのサーバを監視しない場合は，yes，noのどちらでも指定でき
ます。ただし，次の場合は yesを指定してください。
• モニタモードのサーバ間でサーバの切り替え順序を制御する
• サーバの起動コマンドの EXITコードで処理を分ける

サーバ対応の環境設定の waitserv_execオペランドに yesを指定すると，HAモニタは
サーバ対応の環境設定の nameオペランドまたは actcommandオペランドに指定した
サーバの起動コマンドの戻り値を評価します。戻り値ごとの HAモニタの処理を，次に
示します。

• 戻り値が 0
プログラムが起動に成功したとして，実行サーバの起動完了処理をします。

• 戻り値が 0以外
プログラムが起動に失敗したとして，実行サーバの起動を停止します。

なお，サーバ対応の環境設定の waitserv_execオペランドに noを指定すると，HAモニ
タはサーバの起動コマンドの戻り値に関係なく，実行サーバの起動完了処理をします。

6.9.2　サーバの停止コマンドの作成
サーバの停止コマンドは，プログラムを自動停止するためのコマンドです。サーバの停
止コマンドの作成は任意です。連動系切り替えなどでプログラムを自動停止したい場合
に作成してください。

プログラムのタイプ サーバの監視をする場
合の設定値

サーバの監視をし
ない場合の設定値

直接サーバプロセスとして動作するプログラム no no

直接サーバプロセスとして動作しないプログラム yes どちらでも良い
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ここでは，サーバの停止コマンドが呼び出されるタイミング，およびサーバの停止コマ
ンドの作成方法について説明します。

（1） サーバの停止コマンドが呼び出されるタイミング

作成したサーバの停止コマンドは，HAモニタがスーパユーザの権限で実行します。

サーバの停止コマンドは，次の場合に，共有リソースの切り離しをする前に呼び出され
ます。

• 計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行して，実行サーバを計画停止
する場合

• モニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）を実行して，実行サーバを
正常終了する場合

• サーバ障害時にサーバを再起動する設定の場合で，障害検出後，実行サーバを再起動
する前

• サーバ障害時の系切り替えに伴って実行サーバを停止する場合
• 連動系切り替えに伴って実行サーバを計画停止する場合

HAモニタは，サーバの停止コマンドに，呼び出される場合に応じた引数を渡します。引
数には，"-e"，"-w"，および "-c"があります。それぞれの引数に対応する次のような処理
を記述してください。

表 6-4　サーバの停止コマンドの引数と記述する処理

サーバの停止コマンドの起動条件と引数の関係を，次の表に示します。

表 6-5　サーバの停止コマンドの起動条件と渡される引数

注※
サーバ対応の環境設定の termcmd_at_abortオペランドに useを指定した場合，HAモニタが
渡す引数を "-w"から "-c"に変更できます。termcmd_at_abortオペランドについては，「8.3.1
　HAモニタの環境設定（sysdef）」を参照してください。

引数 引数が渡された時に記述する処理

-e サーバの正常停止。

-w サーバを計画切り替えするための計画停止。

-c 異常終了したサーバを再起動できるようにするための処理。

サーバの停止コマンドの起動条件 渡される引数

モニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）を実行 -e

計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行 -w

サーバ障害時の実行サーバ再起動前処理 -c

サーバ障害時の系切り替えに伴う実行サーバの停止処理 -wまたは -c※

連動系切り替えに伴う実行サーバの計画停止処理 -w
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（2） サーバの停止コマンドの作成方法

サーバの停止コマンドは，プログラムの停止処理を記述したシェルなどを作成します。
必要に応じて，シェルの中でプログラムの終了に必要な動作環境を設定してください。
作成したサーバの停止コマンドは，サーバ対応の環境設定の termcommandオペランド
に指定します。

実行サーバの正常終了時，計画停止時に呼び出されるサーバの停止コマンドの戻り値に
よって，HAモニタの動作が変わることはありません。一方，サーバの再起動時に呼び出
されるサーバの停止コマンドでは，処理が正常終了した場合は戻り値として 0を必ず返
すように，処理を記述してください。

また，複数のプログラムの停止処理をサーバの停止コマンドに記述することで，複数の
プログラムを一つのサーバとして使用できます。

6.9.3　サーバの監視コマンドの作成
サーバの監視コマンドは，プログラムの状態を監視するコマンドです。HAモニタでは，
サーバの監視コマンドを作成することによって，サーバ障害時にサーバの再起動や自動
系切り替えができます。

ここでは，サーバの監視コマンドが呼び出されるタイミング，およびサーバの監視コマ
ンドの作成方法について説明します。サーバの監視方法の説明については，「3.1.1　モニ
タモードのサーバの監視」を参照してください。

（1） サーバの監視コマンドが呼び出されるタイミング

作成したサーバの監視コマンドは，HAモニタがスーパユーザの権限で実行します。

サーバの監視コマンドは，実行系で実行サーバが起動完了したあとに起動されます。

（2） サーバの監視コマンドの作成方法

サーバの監視コマンドのサンプルファイルを，HAモニタサンプルファイル用ディレクト
リの下に patrol.sh というファイル名で格納していますので，必要に応じて利用してくだ
さい。作成したサーバの監視コマンドは，サーバ対応の環境設定の patrolcommandオペ
ランドに指定します。

サーバの監視コマンドは，次の点を考慮して作成してください。

• プログラムが異常終了した場合は，サーバの監視コマンドはループを抜け，自身を
exitします。
サーバの監視コマンドの終了を検知しても，待機サーバがない実行サーバは停止しま
せん。そのため，系切り替えや実行サーバの再起動をしたいときは，オペレータが次
の操作をする必要があります。

系切り替えをしたい場合
1. モニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）で実行サーバを停止する
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2. 待機系のサーバを実行サーバとして起動するか，または待機系で待機サーバを起動
したあと計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）で系切り替えをする

実行サーバ再起動をしたい場合
1. モニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）で実行サーバを停止する
2. モニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）で実行サーバを起動し
たあと，待機系で待機サーバを起動する

• HAモニタは，サーバの監視コマンドに対して SIGTERMシグナルを送信することで
監視コマンドを停止させます。
SIGTERMシグナルを受信しない設定にはしないでください。

次に，Bシェルによる監視コマンドの作成例を示します。

前述のコーディング例では，サーバの監視コマンド内でループを持ち，そのループ内で
プログラムのプロセスがあるかどうかを確認します。プロセスの確認には，OSの psコ
マンドの出力などを使用します。プログラムのプロセスがあるならばループを継続し，
プロセス生存の確認を続行します。

#!/bin/sh
# The object program to monitor
PROGRAM=/home/xxxx/yyyy
 
# The definition of command
PS=/bin/ps
GREP=/bin/grep
 
# Main loop
while true
do
    # Is the object program to monitor operating ?
    EXIST=`$PS -efl | $GREP $PROGRAM | $GREP -v grep`
 
    # When the object program to monitor is not operating,
    # the variable EXIST is empty.
    if [ "$EXIST" = "" ]
    then
        # This patrol command terminates, because the object program
        # to monitor is not operating.
        exit
    fi
 
    # The monitoring is continued, because the object program
    # to monitor is operating.
    sleep 5
done
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6.10　定義ファイルの作成（サーバ）
系で稼働させる実行サーバや待機サーバの環境を設定するために，2種類の定義ファイル
を作成します。

詳細は，「8.4　サーバの環境設定」を参照してください。
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6.11　ユーザコマンドの作成
ユーザコマンドとは，ユーザがあらかじめ作成しておいて，HAモニタに自動的に実行さ
せるコマンドのことです。ユーザコマンドを作成しておくと，サーバやHAモニタの状
態変化を契機に，HAモニタにユーザコマンドを自動発行させることができます。このた
め，ユーザ任意の処理を，サーバやHAモニタの状態変化に合わせてHAモニタに自動
で実行させるなどの運用ができます。

ユーザコマンドの作成は任意です。必要に応じて作成してください。

！！！！ 注意事項
 

作成したコマンド内の処理については，必要に応じてログを出力するなど，障害解析できる
ようにしておくことをお勧めします。

6.11.1　ユーザコマンドが発行されるタイミング（サーバの
状態変化時）

HAモニタは，サーバの状態変化や HAモニタの状態変化に合わせてユーザコマンドを
自動発行します。状態変化には複数のタイミングがあります。HAモニタは，状態変化の
各タイミングに対応したパラメタを引数に指定して，ユーザコマンドを発行します。ま
た，状態が変化したサーバがサーバモードの場合は，各処理の開始時点でHAモニタに
ユーザコマンドを発行させるか，終了時点で発行させるかを選べます。モニタモードの
サーバおよびリソースサーバの場合は，各処理の開始時点だけで発行できます。

ここでは，サーバの状態変化を契機としたユーザコマンド発行時にHAモニタから渡さ
れるパラメタと，ユーザコマンドが発行されるタイミングの詳細について説明します。

（1） サーバの状態変化によって渡されるパラメタ

サーバの状態変化によってユーザコマンドに渡されるパラメタの一覧を，次に示します。

表 6-6　サーバの状態変化によってユーザコマンドに渡されるパラメタの一覧

サーバの状態 サーバ
状態パ
ラメタ

実行サーバでの開

始 /終了パラメタ※
待機サーバでの開始 /
終了パラメタ※

サーバ起動 -s start（起動処理
開始）

start（起動処理開
始）

endendendend（起動処理終
了）

endendendend（起動処理終了）

サーバ正常終了 -e start（正常終了
処理開始）

start（正常終了処理
開始）
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－ endendendend（正常終了処理終
了）

サーバ計画終了 -p-p-p-p startstartstartstart（計画終了処
理開始）

startstartstartstart（計画終了処理
開始）

－ endendendend（計画終了処理終
了）

待機サーバ終了 -e － sbyend（コマンド処
理開始）

－ －

実行サーバ障害 系切り替え
ができる場
合

-a-a-a-a startstartstartstart（障害処理開
始）

startstartstartstart（系切り替え処
理開始）

endendendend（障害処理終
了）

endendendend（系切り替え処理
終了）

系切り替え
ができない
場合

-o start（障害処理
開始）

－

end（障害処理終
了）

－

系切り替え
に失敗した
場合

-f － start（系切り替え処
理開始）

－ －

実行サーバ
の再起動を
待つ場合

-r-r-r-r startstartstartstart（再起動待ち
開始）

－

－ －

実行サーバ
の再起動限
界を検出し
た場合

-n-n-n-n startstartstartstart（再起動限界
検出）

startstartstartstart（再起動限界検
出）

－ －

待機サーバ障害 -a － sbyend（障害処理開
始）

－ －

系障害 -h － start（系切り替え処
理開始）

－ endendendend（系切り替え処理
終了）

サーバの状態 サーバ
状態パ
ラメタ

実行サーバでの開
始 /終了パラメタ※

待機サーバでの開始 /
終了パラメタ※
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（凡例）
－：ユーザコマンドは発行されません。
太字太字太字太字：状態変化したサーバがモニタモードのサーバまたはリソースサーバの場合，パラメタは
渡されません。そのため，このタイミングでユーザコマンドは発行されません。

注※
上段は開始パラメタ，下段は終了パラメタを記載しています。

（2） ユーザコマンドの発行タイミング（サーバの状態変化時）

ユーザコマンドの発行タイミングについて説明します。

図 6-13　サーバ起動時に渡されるパラメタと発行タイミング

計画系切り替え -w start（コマンド
処理開始）

start（系切り替え処
理開始）

endendendend（コマンド処
理終了）

endendendend（系切り替え処理
終了）

サーバの状態 サーバ
状態パ
ラメタ

実行サーバでの開
始 /終了パラメタ※

待機サーバでの開始 /
終了パラメタ※
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図 6-14　サーバ正常終了時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-15　サーバ計画終了時に渡されるパラメタと発行タイミング

図 6-16　待機サーバ終了時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-17　実行サーバ障害時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-18　系切り替え不可能時に渡されるパラメタと発行タイミング



6.　システムの構築

270

図 6-19　系切り替え失敗時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-20　実行サーバ再起動待ち時に渡されるパラメタと発行タイミング

図 6-21　実行サーバの再起動待ち限界時間経過時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-22　待機サーバ障害時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-23　系障害時に渡されるパラメタと発行タイミング
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図 6-24　計画系切り替え時に渡されるパラメタと発行タイミング

6.11.2　ユーザコマンドが発行されるタイミング（HAモニタ
の状態変化時）

HAモニタは，サーバの状態変化や HAモニタの状態変化に合わせてユーザコマンドを
自動発行します。状態変化には複数のタイミングがあります。HAモニタは，状態変化の
各タイミングに対応したパラメタを引数に指定して，ユーザコマンドを発行します。

ここでは，HAモニタの状態変化を契機としたユーザコマンド発行時に HAモニタから
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渡されるパラメタと，ユーザコマンドが発行されるタイミングの詳細について説明しま
す。

（1） HAモニタの状態変化によって渡されるパラメタ

HAモニタの状態変化によってユーザコマンドに渡されるパラメタの一覧を，次の表に示
します。

表 6-7　HAモニタの状態変化によってユーザコマンドに渡されるパラメタの一覧

（凡例）－：パラメタは渡されません。

（2） ユーザコマンドの発行タイミング（HAモニタの状態変化時）

ユーザコマンドの発行タイミングについて説明します。

図 6-25　HAモニタ開始・終了時に渡されるパラメタと発行タイミング

HAモニタの状態 HAモニタ状態パラ
メタ

自系での開始 /終了パ
ラメタ

他系についての詳細情
報パラメタ

自系のHAモニタ開始 -m start（開始処理開始） －

自系のHAモニタ終了 end（終了処理終了） －

他系のHAモニタ障害検
出

－ -d ホスト名（ホスト名
で示す他系の HAモニ
タ障害検出）



6.　システムの構築

276

図 6-26　他系の HAモニタ障害検出時に渡されるパラメタと発行タイミング

他系の HAモニタ障害検出時（-m -d ホスト名）には，障害が発生した系とペアで，かつ
系切り替えを実施する系だけでユーザコマンドが発行されます。

6.11.3　ユーザコマンドの発行形式（サーバの状態変化時）
サーバの状態変化時に HAモニタが発行するユーザコマンドの形式について説明します。

（1） HAモニタが発行するユーザコマンドの形式

サーバの状態変化時，HAモニタは，ユーザが作成したユーザコマンドを次の形式で発行
します。

（2） パラメタ

コマンド名
ユーザが作成し HAモニタの環境設定で指定した，ユーザコマンドのコマンド名を
示します。

-n サーバ識別名
状態が変化しユーザコマンドを発行する契機となった，サーバの識別名を示します。

-k サーバ種別
サーバ識別名で示したサーバの種別を示します。次のどちらかが渡されます。
• online：実行サーバの場合
• standby：待機サーバの場合

コマンド名 -n サーバ識別名 -k サーバ種別 サーバ状態パラメタ 開始/終了パラメタ
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サーバ状態パラメタ
サーバ識別名で示したサーバの状態を示します。次のどれかが渡されます。
• -s：サーバ起動状態
• -e：サーバ正常終了状態
• -p：サーバ計画終了状態
• -a：サーバ障害状態（障害処理終了後，系切り替え処理ができる場合）
• -o：サーバ障害状態（障害処理終了後，系切り替え処理ができない場合）
• -f：サーバ障害状態（障害処理終了後，系切り替え処理が途中で失敗した場合）
• -r：サーバ障害状態（障害処理終了後，実行サーバの再起動を待つ場合）
• -n：サーバ障害状態（障害処理終了後，実行サーバの再起動監視時間が経過した
場合）

• -h：系障害状態
• -w：計画系切り替え状態

開始 /終了パラメタ
サーバ識別名で示したサーバの状態変化（HAモニタの処理）の開始時点か終了時
点かを示します。次のどれかが渡されます。
• start：サーバの状態変化（HAモニタの処理）の開始時点
• end：サーバの状態変化（HAモニタの処理）の終了時点
• sbyend：待機サーバだけの状態変化（HAモニタの処理）の開始時点

なお，モニタモードのサーバおよびリソースサーバの場合，次に示すサーバ状態パラメ
タと開始 /終了パラメタの組み合わせだけが渡されます。

• サーバ起動状態：-s start
• サーバ正常終了状態：-e start，-e sbyend
• サーバ障害状態（系切り替え不可能）※：-o start，-o end
• 系障害状態：-h start
• 計画系切り替え状態：-w start

注※　このパラメタは，モニタモードのサーバに対してサーバ対応の環境設定の
waitserv_execオペランドに yesを指定した場合で，サーバ対応の環境設定の nameオペ
ランドに指定したサーバの起動コマンドの実行結果（終了コード）が 0以外のときに渡
されます。

（3） HAモニタが発行するユーザコマンドの形式例
• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を実行サーバ（server）の起動時に発行した場合

• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を実行サーバ（server）のサーバ障害時（実行
サーバの障害処理開始時）に発行した場合

/usr/bin/usrcmd -n server -k online -s start

/usr/bin/usrcmd -n server -k online -a start
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• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を実行サーバ（server）のサーバ障害時（実行
サーバの障害処理終了時）に発行した場合

• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を実行サーバ（server）のサーバ障害時（待機
サーバの系切り替え処理開始時）に発行した場合

• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を実行サーバ（server）のサーバ障害時（待機
サーバの系切り替え処理終了時）に発行した場合

6.11.4　ユーザコマンドの発行形式（HAモニタの状態変化
時）

HAモニタの状態変化時に HAモニタが発行するユーザコマンドの形式について説明し
ます。

（1） HAモニタが発行するユーザコマンドの形式

HAモニタの状態変化時，HAモニタは，ユーザが作成したユーザコマンドを次の形式で
発行します。

（2） パラメタ

コマンド名
ユーザが作成し HAモニタの環境設定で指定した，ユーザコマンドのコマンド名を
示します。

HAモニタ状態パラメタ
HAモニタの状態を示します。次のパラメタが渡されます。
• -m：HAモニタ開始・終了状態，または他系のHAモニタ障害状態

開始 /終了パラメタ
HAモニタの状態変化（HAモニタの処理）の開始時点か終了時点かを示します。次
のどちらかが渡されます。
• start：HAモニタの状態変化（HAモニタの処理）の開始時点
• end：HAモニタの状態変化（HAモニタの処理）の終了時点

詳細情報パラメタ

/usr/bin/usrcmd -n server -k online -a end

/usr/bin/usrcmd -n server -k standby -a start

/usr/bin/usrcmd -n server -k standby -a end

コマンド名 HAモニタ状態パラメタ [開始/終了パラメタ] [詳細情報パラメタ]
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HAモニタ状態パラメタで示された状態が「他系の HAモニタ障害状態」だった場
合に，どの系のHAモニタの状態なのかを示します。次のパラメタが渡されます。
• -d ホスト名：HAモニタが障害状態となったホスト名

他系のHAモニタ障害検出時（-m -d ホスト名）には，障害が発生した系とペアで，
かつ系切り替えを実施する系だけでユーザコマンドが発行されます。

（3） HAモニタが発行するユーザコマンドの形式例
• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を，自系の HAモニタの開始時に発行した場合

• ユーザコマンド（/usr/bin/usrcmd）を，ホスト名 hostにある HAモニタの障害検出
時に発行した場合

6.11.5　ユーザコマンドの作成方法
ここでは，ユーザコマンドの作成方法について説明します。作成したユーザコマンドは，
HAモニタの環境設定の usrcommandオペランドに設定してください。

ユーザコマンドは，系で一つ作成します。ユーザコマンドの作成には，C言語やシェル
言語などを使用できます。

ユーザコマンド発行時には，HAモニタは，状態が変化したサーバや HAモニタの情報
を引数としてユーザコマンドに渡します。そのため一つのファイル内で，HAモニタから
渡される引数を使用してサーバの状態変化やHAモニタの状態変化の条件分けをして，
各状態変化時にユーザが実行したい処理を記述します。

サーバの状態変化を契機にユーザコマンドを発行する場合，次の点を考慮します。

• 実行サーバと待機サーバとで異なる処理を実行するには，サーバ種別を判定する処理
を記述します。

• 一つの系で複数のサーバを実行する場合，サーバによって異なる処理を実行させるに
は，サーバ識別名を判定する処理を記述します。

サーバ種別やサーバ識別名は，ユーザコマンド実行時にHAモニタから引数として渡さ
れます。HAモニタから渡される引数については，「6.11.3　ユーザコマンドの発行形式
（サーバの状態変化時）」を参照してください。

/usr/bin/usrcmd -m start

/usr/bin/usrcmd -m -d host
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！！！！ 注意事項
 

ユーザコマンドは HAモニタの処理中に発行されるため，ユーザコマンド内で無限ループな
どが発生した場合は，HAモニタの処理を保証できません。ユーザコマンドは，無限ループ
などが発生しないように注意して作成してください。ユーザコマンドが無限ループすると，
サーバが起動または停止処理中のままになるおそれがあります。

ユーザコマンド内に記述できるコマンド
• HAモニタのコマンドを，ユーザコマンドから実行できます。
ただし，HAモニタの開始・終了時（-m start，-m end）に発行されるユーザコマ
ンドからは実行できません。

• 実行サーバと待機サーバ間で，情報を引き継ぐためのコマンドがあります。
サーバ引き継ぎ情報設定・表示コマンド（moninfoコマンド）を使用すると，任
意の情報を実行サーバから待機サーバに引き継げます。また，引き継ぐ情報を参
照できます。

これらのコマンドについては，「9.　コマンド」を参照してください。

ユーザコマンドの戻り値判定
HAモニタでは，ユーザコマンドの実行結果をチェックしません。HAモニタは，
ユーザコマンドの実行結果に関係なく動作します。
ただし，ユーザコマンドの実行結果を判定して，サーバの起動や系切り替えを中止
する機能もあります。サーバの起動開始時（-s start）および系切り替え開始時（-w 
start，-a start，-h start）に実行されるユーザコマンドについては，サーバ対応の
環境設定の uoc_neckオペランドを使用することによって，ユーザコマンドの実行結
果（終了コード）が 0以外の場合，サーバの起動または系切り替えを中止できます。

HAモニタの処理とユーザコマンドの処理との同期・非同期
HAモニタの処理とユーザコマンドの処理は同期を取って行われます。ただし，次
の場合は HAモニタの処理終了とユーザコマンドの終了とが非同期になります。
• 実行サーバの起動処理終了時（-k online -s end）
• 実行サーバ障害による系切り替え処理終了時（-k standby -a end）
• 計画系切り替えによる系切り替え処理終了時（-k standby -w end）
• 系障害による系切り替え処理終了時（-h end）
• 実行サーバ障害で実行サーバの再起動を待つ場合（-r）
• 実行サーバ障害で再起動限界を検出した場合（-n）

共有リソースを制御するためのユーザコマンド作成
共有リソースを制御するためのユーザコマンド作成時には，次の点を考慮してくだ
さい。
• 実行サーバが起動する前に，共有リソースに接続する。
実行サーバが共有リソースを使えるようにするため，起動前に共有リソースに接
続します。

• 系間で排他制御が必要なリソースは，実行サーバが停止したあとに切り離す。



6.　システムの構築

281

両方の系から同時に接続しないようにするため，実行サーバが停止したあとに切
り離します。

• 必要に応じて，実行サーバから待機サーバに共有リソースの情報を引き継ぐ。
実行サーバから待機サーバに共有リソースの情報を引き継ぐには，サーバ引き継
ぎ情報設定・表示コマンド（moninfoコマンド）を使用できます。

6.11.6　ユーザコマンドのコーディング例
ユーザコマンドのコーディング例として，サーバの IPアドレスを切り替える処理の例に
ついて説明します。(1)では，コーディング例の一部分を取り上げて，ユーザコマンドの
コーディング方法を説明します。(2)では，コーディング例全体を示します。

なお，サーバの IPアドレスを切り替える処理は，LANの状態設定ファイルを設定する
方法でも実現できます。LANの状態設定ファイルを設定する場合，ユーザコマンドの作
成は不要です。

（1） コーディング例で示すユーザコマンドの説明

サーバが使用する IPアドレスを，次のタイミングで追加・削除する場合について説明し
ます。

• サーバ起動時（サーバ起動処理の開始時点）には実行サーバで IPアドレスを追加し，
待機サーバでは何も実行しない。

• 実行サーバ障害時（障害処理の開始時点）には実行サーバで IPアドレスを削除し，待
機サーバで IPアドレスを追加する。

これらのタイミングを次に示します。図中で示す番号は，コーディング例の一部分と対
応しています。
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図 6-27　ユーザコマンドのコーディング例で示す発行タイミング
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ユーザコマンドのコーディング例と発行タイミングの対応を次に示します。

図 6-28　ユーザコマンドのコーディング例と発行タイミングの対応

（1）では，サーバ起動時（サーバ起動処理の開始時点）に実行サーバで実行したい処理
を記述します。この例では，IPアドレスを追加するコマンドとして ipaddr_addを記述
しています。

（2）では，サーバ起動時（サーバ起動処理の開始時点）に待機サーバで実行したい処理
を記述します。この例では何も実行しないため，何も記述していません。

（3）では，実行サーバ障害時（障害処理の開始時点）に実行サーバで実行したい処理を
記述します。この例では，IPアドレスを削除するコマンドとして ipaddr_deleteを記述
しています。

（4）では，実行サーバ障害時（障害処理の開始時点）に待機サーバで実行したい処理を
記述します。この例では，IPアドレスを追加するコマンドとして ipaddr_addを記述し
ています。

（1）から（4）の発行タイミングごとに，HAモニタから渡される変数と HAモニタが発
行するユーザコマンドの対応を次に示します。
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表 6-8　HAモニタから渡される変数と HAモニタが発行するユーザコマンドの対応

注※　ユーザコマンド名およびサーバ識別名はそれぞれ次を仮定しています。
• ユーザコマンド名：/usr/bin/usrcmd
• サーバ識別名：server

（2） コーディング例

このコーディング例は，サンプルファイルとして HAモニタのサンプルファイル用ディ
レクトリの下に格納されています。

発行タイミ
ングの番号

$4 $5 $6 HAモニタが発行するユーザコマンド※

（1） online -s start /usr/bin/usrcmd -n server -k online -s start

（2） standby -s start /usr/bin/usrcmd -n server -k standby -s start

（3） online -a start /usr/bin/usrcmd -n server -k online -a start

（4） standby -a start /usr/bin/usrcmd -n server -k standby -a start

#!/bin/sh
 
# The definition of the 1st server
SERV1="server1"
IPADDR_SERV1="a.b.c.d"
BROADCAST_SERV1="e.f.g.h"
IFNAME_SERV1="lanX:Y1"
 
# The definition of the 2nd server
SERV2="server2"
IPADDR_SERV2="i.j.k.l"
BROADCAST_SERV2="m.n.o.p"
IFNAME_SERV2="lanX:Y2"
 
# The alias IP address is added to the LAN interface.
ipaddr_add()
{
        /usr/sbin/ifconfig $WIFNAME inet $WIPADDR netmask 255.255.255.0 broadcast 
$WBROADCAST
        return 0
}
 
# The alias IP address is deleted from the LAN interface.
ipaddr_delete()
{
        /usr/sbin/ifconfig $WIFNAME inet 0
        return 0
}
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# Main
 
KIND_ONLINE="online"
KIND_STANDBY="standby"
SERV_START="-s"
SERV_END="-e"
SERV_PLANEND="-p"
SERV_ABORT="-a"
SERV_ABORT_NS="-o"
SERV_FAULT="-f"
SERV_HOSTDOWN="-h"
SERV_PLANSWAP="-w"
STATUS_START="start"
STATUS_END="end"
STATUS_SBYEND="sbyend"
 
# This user command terminates, when the state of HAmonitor has changed.
if [ "$1" = "-m" ]
then
        exit  1
fi
 

# Processing of the server
for serv in $SERV1 $SERV2
do
        if [ "$2" = "$serv" ]
        then
                case "$serv" in
                "$SERV1" )
                        WIPADDR="$IPADDR_SERV1"
                        WBROADCAST="$BROADCAST_SERV1"
                        WIFNAME="$IFNAME_SERV1"
                        ;;
                "$SERV2" )
                        WIPADDR="$IPADDR_SERV2"
                        WBROADCAST="$BROADCAST_SERV2"
                        WIFNAME="$IFNAME_SERV2"
                        ;;
        esac

 
                if [ "$4" = "$KIND_ONLINE" ]
                then
                        case "$5" in
                        "$SERV_START" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_add
                                ;;
                        "$SERV_END" )
                                ipaddr_delete
                                ;;
                        "$SERV_PLANEND" )
                                ipaddr_delete
                                ;;
                        "$SERV_ABORT" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_delete
                                ;;
                        "$SERV_ABORT_NS" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_delete
                                ;;
                        "$SERV_PLANSWAP" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_delete
                                ;;
                        esac
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                else
                        case "$5" in
                        "$SERV_START" )
                                ;;
                        "$SERV_END" )
                                ;;
                        "$SERV_PLANEND" )
                                ;;
                        "$SERV_ABORT" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_add
                                ;;
                        "$SERV_FAULT" )
                                ipaddr_delete
                                ;;
                        "$SERV_HOSTDOWN" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_add
                                ;;
                        "$SERV_PLANSWAP" )
                                [ "$6" = "$STATUS_START" ] && ipaddr_add
                                ;;
                        esac
                fi
        fi
done
 
exit 0
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6.12　定義チェック
HAモニタの環境設定，およびサーバの環境設定での定義内容をチェックし，誤りがない
ことを確認します。定義チェックを実行するためには，定義チェックコマンド
（moncheckコマンド）を実行します。

HAモニタの起動時，およびサーバの起動時には，自動的に定義チェックが実行されま
す。定義が誤ったままHAモニタを起動すると，HAモニタを正しく起動できません。
そのため，HAモニタの起動前に定義チェックをして，定義ファイルに誤りがないことを
確認してください。定義チェックは，構築時だけでなく，定義ファイルを修正したあと
にも実行できます。定義チェックコマンド（moncheckコマンド）の詳細については，
「9.　コマンド」を参照してください。

定義チェックでチェックする項目は，次のとおりです。

1. 基本規則のチェック
• 定義の基本規則で示したとおりの内容か。

2. 記述形式のチェック
• 定義の記述形式で示したとおりの形式か。

3. 定義文のチェック
• 定義文は正しいか。
• 定義文の形式は正しいか。
• 必要な定義文が指定されているか。
• HAモニタの環境設定が複数設定されていないか。

4. オペランドチェック
• オペランドは正しいか。
• オペランドの形式は正しいか。
• 必要なオペランドが指定されているか。

5. 値のチェック
• 必要な値が指定されているか。
• 文字の指定方法は正しいか。
• 値の有効範囲は正しいか。
• 値の複数指定の場合，指定数は正しいか。
• 複数のサーバで，共有リソースのオペランドに同じ値が指定されていないか。

6. 文字のチェック
• 文字の構成要素記号は正しいか。
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6.13　構築したシステムの動作確認
システムの構築が完了して定義チェックに問題がなかったら，構築システムの動作確認
をしてください。動作確認では，実際に HAモニタの起動・停止，サーバの起動・停止，
および系切り替えを実行することで，正常に動作するかどうかを確認します。

次の項目に注意して，システムの動作確認をしてください。

• HAモニタやサーバを正常に起動・停止できるか。
• エラーメッセージは出力されていないか。
• サーバとクライアント間で通信できるか。
• サーバを使用した業務処理ができるか。
• 系切り替えをした場合，共有リソースを系切り替え後の系から使用できるか。

システムの動作確認の流れを，次に示します。
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図 6-29　システムの動作確認の流れ

6.13.1　HAモニタの動作確認
定義チェックが完了したら，HAモニタの動作確認として，起動確認，状態確認，および
停止確認をします。HAモニタの停止確認時に，HAモニタの接続構成設定ファイルを自
動作成できます。次に示すHAモニタの状態確認の手順は，接続構成設定ファイルを自
動作成することを前提に説明しています。
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！！！！ 注意事項
 

使用しているマシンの機種が H9000Vまたは HA8500の場合，障害管理プロセサ用の LAN
ポートを使用できない設定のまま，HAモニタを稼働させないでください。系障害が発生し
て系のリセットが実行された場合に，実行・待機系の両方がオンライン状態になるおそれが
あります。オンライン状態になった両系が共有ディスクに同時にアクセスすると，共有ディ
スクの内容を破損します。
HAモニタを起動するときは，リセットパスが正しく構築されているかどうか，および LAN
ポートが使用できる設定になっているかどうかを，必ず確認してください。

（1） HAモニタの起動確認

現用系と予備系の両方で，接続するすべての HAモニタを起動します。HAモニタの起
動コマンド（monstartコマンド）を実行して，すべての HAモニタを手動で起動してく
ださい。メッセージ KAMN002-Iが出力されれば，HAモニタの起動が完了したことを
示しています。

（2） HAモニタの状態確認

起動した HAモニタすべてが，正しく接続されたかどうかを確認します。ここでは次の
項目について，正常な状態かどうかを確認します。

• 系
サーバ・系の状態表示コマンド（monshow -cコマンド）を実行します。
HAモニタが系を認識できたときの，コマンドの実行結果の例を次に示します。HA
モニタと接続した系がすべて設定したとおりに表示されていれば，正しく認識できた
ことを示しています。

• 監視パス
監視パス状態表示コマンド（monpathコマンド）を実行します。
HAモニタが監視パスを認識できたときの，コマンドの実行結果の例を次に示します。
"status"に表示される監視パスの状態がすべて "OK"になっていれば，正しく認識で
きたことを示しています。

• リセットパス
実行するコマンドは，使用しているマシンの機種によって次のとおり異なります。
• BladeSymphonyの場合，リセットパス状態表示コマンド（monrpコマンド）を実
行します。

KAMN335-I  Connected host information
       Host name     Host address Patrol time
       host1              100          10
       host2              200          10

KAMN390-I Path status Display
device name host name status
path11      host2     OK  *
path12      host2     OK
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• H9000Vの場合，GSP状態表示コマンド（mongspコマンド）を実行します。
• HA8500の場合，MP状態表示コマンド（monmpコマンド）を実行します。

HAモニタがリセットパスを認識できたときの，コマンドの実行結果の例を次に示し
ます。"status"に表示されるリセットパスの状態がすべて "OK"になっていれば，正
しく認識できたことを示しています。

（3） HAモニタの停止確認および接続構成設定ファイルの確認（自動作
成の場合）

起動した HAモニタがすべて正しく接続されていることを確認したら，HAモニタの停
止ができることを確認します。HAモニタを停止すると，HAモニタの接続構成設定ファ
イルが自動で作成されるため，HAモニタの接続構成設定ファイルの内容もあわせて確認
します。次に手順を示します。

1. 接続する HAモニタをすべて停止させる。
接続する HAモニタをすべて，手動で停止します。HAモニタの停止コマンド
（monstopコマンド）を実行することで停止できます。メッセージ KAMN050-Iが出
力されれば，HAモニタの停止が完了したことを示しています。
停止したと同時に，HAモニタの接続構成設定ファイルがすべての系に作成されます。

2. 自動作成された接続構成設定ファイルの内容を確認する。
自動作成された接続構成設定ファイルの内容が正しいかどうかを確認します。自動で
作成された接続構成ファイルは，すべての系で同じ内容です。

接続構成設定ファイルを自動作成した場合，構成を変更したり，削除したりすることは
できません。また，自系および自系と監視し合う系にだけ直接監視パスを設定したい場
合や，構成を変更したり削除したりする場合は，手動で作成してください。

接続する HAモニタの数を増やしたい場合は，HAモニタの起動から停止までの操作手
順を，再び行ってください。新しいHAモニタの接続情報が，接続構成設定ファイルに
自動で追加されます。自動でHAモニタを追加した場合，それ以前に設定していた接続
構成設定ファイルのコメント行以外の項目が自動で変更されます。

6.13.2　サーバの動作確認
サーバの動作確認は，HAモニタを起動してから実施してください。

（1） サーバの起動確認

サーバを起動できることを確認します。メッセージ KAMN252-Iが出力されれば，サー
バの起動が完了し，系切り替えができる状態になったことを示しています。

KAMN395-I Reset Path status Display
host name                         status
host1                             OK
host2                             OK
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サーバの起動方法を，次に示します。

サーバモードのサーバの場合
該当するプログラムの起動方法で起動してください。サーバを実行サーバとして起
動するか，待機サーバとして起動するかは HAモニタが決定します。HAモニタは，
サーバ対応の環境設定および他系の状態を基に決定します。

モニタモードのサーバの場合
ユーザがモニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行して起動
してください。サーバを実行サーバとして起動するか，待機サーバとして起動する
かは HAモニタが決定します。HAモニタは，サーバ対応の環境設定および他系の
状態を基に決定します。

（2） サーバの状態確認

サーバの起動確認が完了したら，HAモニタがサーバの起動を認識したかどうかを調べる
ために，サーバの状態を確認します。サーバの状態を確認するには，サーバ・系の状態
表示コマンド（monshowコマンド）を実行してください。

HAモニタがサーバの起動を認識できたときの，コマンドの実行結果の例を次に示しま
す。実行サーバの状態が "ONL"，待機サーバの状態が "SBY"ならば，正しく認識できた
ことを示しています。

（3） サーバの停止確認

サーバを停止できることを確認します。メッセージ KAMN280-Iまたはメッセージ
KAMN281-Iが出力されれば，サーバの停止が完了したことを示しています。

サーバの停止方法を，次に示します。

サーバモードでサーバを起動している場合
該当するプログラムの停止方法で停止してください。このとき，対応する待機サー
バが起動している場合は，HAモニタが停止させます。

モニタモードでサーバを起動している場合
ユーザがモニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）を実行して，す
べてのサーバを手動で停止してください。

6.13.3　系切り替えのテスト
HAモニタの動作確認およびサーバの動作確認が完了したら，系切り替えのテストをしま
す。系切り替えのテストを正常に完了できれば，構築したシステムの動作確認は終了で

#/opt/hitachi/HAmon/bin/monshow
KAMN213-I Own host name : host1
    Own servers               Pair servers
    Alias     Status          Status     Host name
    server1   ONL             SBY        host2
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す。

系切り替えのテストは，HAモニタおよびサーバを起動してから実施してください。

（1） 計画系切り替えの確認

計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行して，計画系切り替えのテストを
実行してください。計画系切り替えを実行したら，サーバ・系の状態表示コマンド
（monshowコマンド）を実行してください。

系 1から系 2に計画系切り替えのテストを実行した場合でテストに成功したときの，
サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）の実行結果の例を次に示します。
切り替え先のサーバの状態が "ONL"ならば，計画系切り替えに成功したことを示してい
ます。

（2） サーバ障害時の自動系切り替えの確認

ユーザがサーバ障害を発生させ，HAモニタが自動系切り替えを実行するかどうかを確認
してください。障害が回復したら，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマン
ド）を実行してください。

系 1から系 2への自動系切り替えが成功したときの，サーバ・系の状態表示コマンド
（monshowコマンド）の実行結果の例を示します。切り替え先のサーバの状態が "ONL"
ならば，自動系切り替えに成功したことを示しています。

（3） 系障害時の自動系切り替えの確認

ユーザが系障害を発生させ，HAモニタが自動系切り替えを実行するかどうかを確認して
ください。障害が回復したら，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を
実行してください。

対象となる系を強制停止させることで，系障害を発生させることができます。

系 1から系 2への自動系切り替えが成功したときの，サーバ・系の状態表示コマンド
（monshowコマンド）の実行結果の例を示します。切り替え先のサーバの状態が "ONL"
ならば，自動系切り替えに成功したことを示しています。

#/opt/hitachi/HAmon/bin/monshow
KAMN213-I Own host name : host2
    Own servers               Pair servers
    Alias     Status          Status     Host name
    server2   ONL

#/opt/hitachi/HAmon/bin/monshow
KAMN213-I Own host name : host2
    Own servers               Pair servers
    Alias     Status          Status     Host name
    server2   ONL
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#/opt/hitachi/HAmon/bin/monshow
KAMN213-I Own host name : host2
    Own servers               Pair servers
    Alias     Status          Status     Host name
    server2   ONL



295

7　 システムの運用
この章では，構築したシステムの運用について説明します。
起動・停止方法，障害が発生した場合のオペレータの操作，障
害発生を防ぐための運用，および運用を自動化する方法やシス
テムを変更する方法などについて説明します。

7.1　運用の流れ

7.2　起動・停止

7.3　障害発生による系切り替え時の運用

7.4　障害への対処

7.5　高負荷による障害発生を防止するための運用

7.6　運用の自動化

7.7　計画的な系切り替え

7.8　システムの変更
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7.1　運用の流れ
HAモニタを使用した系切り替え構成での運用の流れを次の図に示します。

図 7-1　系切り替え構成での運用の流れ

7.1.1　運用前の準備
運用時には HAモニタのコマンドを実行するため，システムを運用する前に PATH環境
変数の設定をします。オペレータの PATH環境変数に /opt/hitachi/HAmon/binを追加し
てください。

HAモニタのコマンドは，スーパユーザだけが実行できるもの，スーパユーザおよび一般
ユーザが実行できるものに分かれます。詳細については，「9.　コマンド」を参照してく
ださい。
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7.2　起動・停止
ここでは，HAモニタを使用したシステムの起動，および停止について説明します。シス
テムの起動を自動化することもできます。自動化の方法については，「7.6.1　システムの
起動からサーバの起動までを自動化する」を参照してください。

7.2.1　起動する
ここでは，マシンの電源を入れてから，サーバが系切り替えできる状態になるまでの流
れと，起動方法について説明します。

システムを起動するには，実行系と待機系の両方を起動します。システムの起動の流れ
を次の図に示します。
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図 7-2　システムの起動の流れ

各系で電源を入れてサーバの起動が完了すると，HAモニタは，他系の HAモニタと連
絡を取り合い，系切り替えができる状態になったことを確認します。このときに，メッ
セージ KAMN252-Iが出力されます。

図 7-2のうち，HAモニタ，リソースサーバ，およびサーバを起動する方法について説明
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します。

（1） HAモニタの起動

HAモニタを手動起動する場合，HAモニタの起動コマンド（monstartコマンド）を実
行します。HAモニタ起動後には，HAモニタの起動が完了していることを示すメッセー
ジ KAMN002-Iが出力されていることを確認してください。

HAモニタを自動起動する場合，HAモニタは，カーネルの起動後に OSによって自動的
に起動されます。

HAモニタをインストールした時点では，自動起動するように設定されています。HAモ
ニタの起動方法を変更するには，HAモニタの環境設定コマンド（monsetupコマンド）
を実行します。HAモニタの環境設定コマンド（monsetupコマンド）の詳細について
は，「9.　コマンド」を参照してください。

（2） リソースサーバの起動

リソースサーバは，リソースサーバを親サーバに指定したサーバのうちどれかが起動す
ると，自動起動します。親サーバは，サーバ対応の環境設定で指定します。

共有リソースの接続に失敗したなどの理由からリソースサーバを手動で起動する場合，
HAモニタの起動が完了していることを示すメッセージ KAMN002-Iが出力されている
ことを確認したあとに，リソースサーバ起動コマンド（monresbgnコマンド）を実行し
ます。

（3） サーバの起動

実行系と待機系の両方でサーバを起動します。サーバを手動で起動する前に，HAモニタ
の起動が完了していることを示すメッセージ KAMN002-Iが出力されていることを確認
してください。

サーバモードのサーバの場合，サーバを起動するには，プログラムが提供する起動コマ
ンドを実行します。サーバを起動すると，サーバの初期設定時にサーバがHAモニタと
連絡し合い，系切り替えの環境を作ります。待機系で起動したサーバは待機サーバとな
り，実行系の障害に備えます。

モニタモードのサーバの場合，モニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマン
ド）でサーバを起動します。待機系で起動したサーバは待機サーバとなり，実行系の障
害に備えます。

サーバ起動後には，サーバの起動が完了していることを示すメッセージ KAMN252-Iが
出力されていることを確認してください。メッセージ KAMN252-Iは，サーバ単位で出
力されます。同じ系に複数のサーバが稼働している場合，サーバごとに出力されます。

（a）サーバをグループ化している場合に異なる点

グループ化している場合は，グループ内のすべてのサーバを起動する点が異なります。
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オペレータがサーバを起動した順で，サーバが起動されます。サーバ起動後には，グ
ループ内の全サーバに対して，メッセージ KAMN252-Iが出力されたことを確認してく
ださい。

7.2.2　停止する
システムを停止する流れと操作方法について説明します。システムを停止する場合，
サーバを停止したあとに，カーネルをシャットダウンします。HAモニタはカーネルの
シャットダウン時に自動的に停止します。

ここでは，サーバ，リソースサーバ，および HAモニタの停止方法について説明します。

（1） サーバの停止

実行サーバおよび待機サーバの両方を停止するには，次の方法があります。

• サーバモードの場合
実行系でプログラムが提供する停止コマンドを実行します。
対応する待機サーバが待機系で起動している場合は，HAモニタが待機サーバを停止
します。

• モニタモードの場合
実行系でモニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）を実行します。
対応する待機サーバが待機系で起動している場合は，HAモニタが待機サーバを停止
します。

待機サーバだけを停止するには，待機サーバ停止コマンド（monsbystpコマンド）を実
行します。

サーバの停止を確認するには，すべてのサーバに対してメッセージ KAMN280-Iまたは
メッセージ KAMN281-Iが出力されているかを確認してください。モニタモードのサー
バの場合は，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行します。

なお，モニタモードの場合でサーバの停止コマンドを作成しないときは，次の手順で
サーバを停止します。

1. プログラムが提供する停止コマンドで，サーバを停止する。

2. モニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）を実行する。

（2） リソースサーバの停止

リソースサーバは，リソースサーバを使用しているサーバがすべて停止すると，HAモニ
タによって自動的に停止されます。

共有リソースの切り離し失敗などの理由からリソースサーバを手動で停止するには，次
の手順で行います。必要に応じて実行してください。

1. リソースサーバを使用しているサーバがすべて停止したことを確認する。
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実行中のリソースサーバは共有リソースと接続しているため，実行中のリソースサー
バを使用しているサーバが，共有リソースを使用できなくなります。サーバがすべて
停止したことを確認するには，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）
を実行して，リソースサーバを親サーバに指定したサーバが停止していることを確認
してください。

2. リソースサーバを停止する。
リソースサーバの停止方法は，実行中（実行系で稼働している）のリソースサーバお
よび待機中（待機系で稼働している）のリソースサーバを停止するか，待機中のリ
ソースサーバだけを停止するかによって異なります。
• 実行中および待機中のリソースサーバを停止する場合
実行中のリソースサーバ停止コマンド（monresendコマンド）を実行します。

• 待機中のリソースサーバだけを停止する場合
待機中のリソースサーバ停止コマンド（monressbystpコマンド）を実行します。

（3） HAモニタの停止

HAモニタを手動で停止する場合，HAモニタの停止コマンド（monstopコマンド）を実
行します。HAモニタ停止後には，HAモニタが停止したことを示すメッセージ
KAMN050-Iが出力されていることを確認してください。なお，サーバが稼働中の場合，
HAモニタを停止できません。サーバを停止させてから HAモニタを停止してください。
サーバの停止を確認するには，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を
使用してください。

HAモニタを自動停止する設定にしている場合，カーネルのシャットダウン時に自動的に
停止されます。HAモニタの停止方法を変更するには，HAモニタの環境設定コマンド
（monsetupコマンド）を実行します。HAモニタの環境設定コマンド（monsetupコマ
ンド）の詳細については，「9.　コマンド」を参照してください。

7.2.3　共有リソースをメンテナンスするときの注意事項
運用後に共有ディスクのメンテナンスをする場合などに，共有リソースを手動で接続・
切り離しをするときの注意事項について説明します。具体的な操作方法については，OS
のマニュアルを参照してください。

！！！！ 注意事項
 

共有リソースを操作するときは，ここで示す注意事項に必ず従ってください。これらの注意
事項に従わない場合，共有リソースが破壊されたり，系切り替えができなかったりするおそ
れがあります。

（1） 共有リソースを操作する前に

共有リソースの接続や切り離しは，HAモニタが制御します。そのため，次のことに注意
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してください。

• サーバの稼働中は，共有リソースに対してコマンドなどによる外部からの操作をしな
いでください。
ユーザの操作と HAモニタの制御が競合すると，HAモニタによる制御が正しくでき
ません。

• メンテナンスなどでユーザが共有リソースを操作する場合は，サーバを停止させてく
ださい。

HAモニタによる共有リソースの制御については，「4.3.5　共有リソースの状態一覧」を
参照してください。

（2） ボリュームグループの運用

共有ディスク上に作成したボリュームグループを両方の系から同時に参照＋更新接続を
すると動作が保証されません。したがって，次のことに注意してください。

• サーバ起動前は，両方の系とも必ず切り離し状態にしてください。
HAモニタは，サーバ起動時にボリュームグループに参照＋更新接続をします。サー
バ起動時にボリュームグループが接続状態だった場合，ボリュームグループが両方の
系から参照＋更新され，破壊されるおそれがあります。

• サーバ停止後は，HAモニタが切り離し状態にします。ほかの業務でボリュームグ
ループを使用する場合は，vgchangeコマンドを実行して接続してください。
このとき，両方の系から参照＋更新接続をしないよう注意してください。

コマンドの実行形式を次に示します。

• 参照＋更新接続
vgchange -a y ボリュームグループのパス名称

• 切り離し
vgchange -a n ボリュームグループのパス名称

（3） ファイルシステムの運用

ここでは，ファイルシステムの運用に関して注意が必要なことについて説明します。

• サーバ起動前は，両方の系ともファイルシステムをアンマウントの状態にしてくださ
い。

• HAモニタがファイルシステムをマウントする前に，マウントポイント（マウント先
ディレクトリ）にアクセス中のプロセスがあるとマウントに失敗する場合があります。
このような運用は避けてください。

• オペレータがほかの業務でファイルシステムを使用する場合には，両方の系からマウ
ントしないように注意してください。
共有ディスク上に作成したファイルシステムを両方の系から同時にマウント状態にす
るとファイルシステム自体が破壊されます。
HAモニタが，マウントおよびアンマウントをするタイミングについては，「4.3.2　
ファイルシステムの管理」を参照してください。
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（4） OS移行後の共有ディスクの運用

HP-UXの場合，共有ディスクの状態が HI-UX/WE2および AIXの場合の状態と異なり
ます。そのため，HI-UX/WE2や AIXから HP-UXに移行したあとには，共有ディスク
の運用を見直し，注意して共有ディスクを使用してください。

例えば，HI-UX/WE2および AIXの場合は，実行サーバ停止後は共有ディスクにアクセ
スできる状態になっていますが，HP-UXの場合は，実行サーバ停止後は共有ディスクに
アクセスできません。HP-UXの場合，バックアップなどの目的で共有ディスクにアクセ
スするには，共有ディスクをまずアクセスできる状態にしてから，アクセスしてくださ
い。
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7.3　障害発生による系切り替え時の運用
HAモニタが障害を検出したあとのオペレータの対処について説明します。

障害発生から業務回復までの流れを次に示します。運用中は，syslogに出力されるメッ
セージから，システムが正常に動作しているかを確認できます。エラーメッセージが出
力された場合，次の流れに従って，対処してください。

1. エラーメッセージの内容を確認する。
syslogに出力されたエラーメッセージの内容を確認します。

2. 系の状態およびサーバの状態を確認する。
HAモニタによって，系切り替えが完了したかどうかを確認します。サーバ・系の状
態表示コマンド（monshowコマンド）を実行して，次の点を確認します。
• 実行系で実行サーバが再起動しているかを確認する。
サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドに "restart"または "manual"を指
定した場合に，確認してください。

• 待機系の待機サーバが，実行サーバに切り替わったかを確認する。

実行サーバが起動していなくて，待ち状態になっている場合は，業務が停止している
状態です。業務を再開するには，オペレータの対処が必要です。オペレータの対処に
ついては，「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する」を参照してくださ
い。

3. 業務が問題なく継続できていることを確認する。
業務自体に問題がないことを確認します。確認する内容や方法は，業務内容によって
異なります。例えば，次の点を確認します。
• サーバ，クライアント間の通信ができているか。
• 業務を実行するプログラムが正しく動作しているか。

4. 障害が発生した系で，障害を取り除く。
出力されたメッセージと対処を参考にして，障害を取り除きます。共有リソースを操
作する必要がある場合は，「7.2.3　共有リソースをメンテナンスするときの注意事項」
に記載されている注意事項に従って操作してください。また必要に応じて，HAモニ
タの障害情報を収集してください。詳細については，「7.3.2　障害情報を収集する」
を参照してください。
主な障害については，対処方法を説明しています。障害への対処方法については，
「7.4　障害への対処」を参照してください。

5. 障害が発生した系を再起動する。
現用系で障害が発生した場合は，予備系で業務を実行しているため，障害が発生した
系を待機系として再起動しておくと，現在業務を実行している予備系の障害に備える
ことができます。詳細については，「7.3.3　障害が発生した系を再起動する」を参照
してください。

6. サーバや系の状態を確認する。
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障害が発生したサーバまたは系が問題なく再起動できたかを，HAモニタのコマンド
を使用して確認します。詳細については，「7.3.4　障害対処後にサーバや系の状態を
確認する」を参照してください。

7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する
HAモニタは，他系の HAモニタと連絡を取り合っています。実行系と待機系とで，
サーバの状態を監視し，他系のサーバの状態に合わせて，自系のサーバの状態を決定し
ます。そのため，起動したサーバが，起動完了しないで待ち状態になることがあります。
ここでは，待ち状態になったサーバを，起動したり停止したりする方法について説明し
ます。

サーバの待ち状態には複数の種類があり，それぞれ起動方法および停止方法が異なりま
す。サーバが待ち状態になった場合，待ち状態であることを通知するメッセージが一定
間隔で出力されます。サーバの待ち状態の種類と操作方法を次の表に示します。

表 7-1　サーバの待ち状態の種類と操作方法

種類 monshow
コマンド
での表示

説明 メッセージ 起動・停止
方法

再起動待ち状
態

*ONL* 実行サーバに障害が発生したあと，実行
サーバを再起動させることができます。
障害が発生してから再起動が完了するま
での間を，再起動待ち状態と呼びます。

KAMN258-D 起動：プロ
グラムが提
供する起動
コマンド
停止：
mondeact

系切り替え待
ち状態

ONL?? 系切り替えが発生すると，HAモニタは，
待機系の待機サーバを実行サーバに切り
替えます。実行サーバに切り替える際，
HAモニタは，実行系（障害が発生した
系）の実行サーバが停止したかどうかを
確認します。
停止を確認できた場合，待機系の待機
サーバは実際に実行サーバとして起動さ
れます。
停止を確認できなかった場合，待機系の
待機サーバは実行サーバとして実際に起
動する前に，いったん待ち状態になりま
す。この待機系の実行サーバが，実行
サーバとして実際に起動するのを待って
いる状態を，系切り替え待ち状態と呼び
ます。

KAMN368-D 起動：
monact
停止：
mondeact

実行サーバの
起動待ち状態

*SBY* 監視パスの障害などの理由で，実行サー
バの状態が確認できない場合，待機サー
バは，実行サーバが起動するのを待ちま
す。実行サーバの起動を待っている状態
を，実行サーバの起動待ち状態と呼びま
す。

KAMN238-D 起動：
monact
停止：
mondeact
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表中の「起動・停止方法」に記載されているのは，HAモニタのコマンド名です。また，
表中の「monshowコマンドでの表示」は，サーバ・系の状態表示コマンド（monshow
コマンド）を実行したときに表示されるサーバの状態を示しています。HAモニタのコマ
ンドの詳細については，「9.　コマンド」を参照してください。サーバの状態遷移につい
ては，「4.1.3　サーバの状態遷移」を参照してください。

7.3.2　障害情報を収集する
障害が発生した場合に，収集する障害情報と収集方法について説明します。

• HAモニタの障害情報
トラブルシュート情報収集コマンド（montsコマンド）で，収集します。

• OSの障害情報，および統計情報
OSのコマンドで収集します。

ここでは，HAモニタの障害情報，およびトラブルシュート情報収集コマンド（monts
コマンド）について説明します。OSの障害情報，および統計情報については，OSのマ
ニュアルを参照してください。

（1） HAモニタの障害情報

HAモニタには，次の障害情報があります。これらの情報はすべて，トラブルシュート情
報収集コマンド（montsコマンド）で収集できます。

• 定義情報
定義ファイル（/opt/hitachi/HAmon/etc下のすべてのファイル）

• モジュールトレース情報
コアファイル（/opt/hitachi/HAmon/core）

• メッセージログ情報
システムログファイル（/var/adm/syslog下のすべてのファイル）

• メモリ情報
HAモニタが稼働している場合，そのメモリ情報を取得します。

連動系切り替
え待ち状態

SBY?? 複数のサーバをグループ化している場合，
あるサーバに，障害が発生しても連動系
切り替えをしない設定ができます。連動
系切り替えをしない設定にしているサー
バに障害が発生した場合，対応する待機
サーバは連動系切り替え待ち状態になり
ます。
なお，そのホスト以外で実行サーバまた
は待機サーバが起動した場合は，系切り
替え可能状態に戻ります。

なし 起動：
monact
停止：
monsbystp

種類 monshow
コマンド
での表示

説明 メッセージ 起動・停止
方法



7.　システムの運用

307

• トレース情報
トレースファイル（/opt/hitachi/HAmon/spool下のすべてのファイル）
HAモニタの動作履歴や発行したコマンドの実行結果を保存したファイルです。
障害調査には，次のトレースファイルを使用できます。なお，/opt/hitachi/HAmon/
spool下には，HAモニタの稼働に必要なファイルが格納されているため，ファイルの
変更・削除，およびディレクトリへの操作は行わないでください。

表 7-2　HAモニタの障害調査に使用するファイル

• 監視履歴
監視履歴ファイル（/opt/hitachi/HAmon/history/patrol_history）
系およびサーバのスローダウン情報を収集するファイルです。トレース情報の sms
ファイルよりも詳細に，スローダウンしていた期間を取得できます。
監視履歴は，高負荷による障害発生を防止するために定義ファイルやシステム構成を
見直す場合に有効な情報です。監視履歴を使用して障害発生を軽減する運用方法につ
いては，「7.5　高負荷による障害発生を防止するための運用」を参照してください。

（2） HAモニタの montsコマンドを使用した障害情報の収集

障害発生時にトラブルシュート情報収集コマンド（montsコマンド）を実行することで，
取得した障害情報を，アーカイブファイルとして保存したり，可搬媒体に移送したりで
きます。

ファイル名 説明 調査目的

• sms
• oldsms

系およびサーバの障害情報やスローダウン
情報を収集するファイルです。
ファイル内のトレース情報が 100KBに達
すると，「oldsms」という名称のバック
アップファイルにラップアラウンドされま
す。このとき，smsファイルの内容はクリ
アされ，oldsmsファイルに書き換えられま
す。

系障害，サーバ障害の調
査

• サーバ識別名 .fslog
• サーバ識別名称 .fslog_old

HAモニタがファイルシステムの切り替え
時に実行する OSのコマンド（fsck，
mount，fuser，umountコマンド）の実行
結果を収集するファイルです。
トレース取得時にファイルが HAモニタの
環境設定の fs_log_sizeオペランドに指定し
たサイズを超えた場合，「サーバ識別名称
.fslog_old」という名称のバックアップファ
イルが作成されます。

ファイルシステムの切り
替えエラー要因調査

• ボリュームグループ名
.vglog

• ボリュームグループ名称
.vglog_old

HAモニタがボリュームグループの接続時
に実行する OSのコマンド（vgchangeコマ
ンド）の実行結果を収集するファイルです。
トレース取得時にファイルが 65,535バイト
を超えた場合，「ボリュームグループ名称
.vglog_old」という名称のバックアップファ
イルが作成されます。

共有ディスクの接続エ
ラー要因調査
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トラブルシュート情報収集コマンド（montsコマンド）は，スーパユーザの権限で実行
してください。トラブルシュート情報収集コマンド（montsコマンド）を使用した障害
情報の収集を次の図に示します。

図 7-3　トラブルシュート情報収集コマンド（montsコマンド）を使用した障害情報の収
集

アーカイブファイルを保存するか，可搬媒体に移送するかは，トラブルシュート情報収
集コマンド（montsコマンド）実行時に指定します。

7.3.3　障害が発生した系を再起動する
系切り替え後には，障害が発生した系はリセットされ，停止した状態になっています。
オペレータは，障害が発生した原因を取り除き，現在業務を実行している予備系の障害
に備えて，障害が発生した系を起動します。マシンが起動したあとは，通常の開発どお
りに，HAモニタ，サーバの順で起動します。

1. 障害が発生した系の障害原因を取り除く。
出力されたメッセージと対処を参考にして，障害を取り除きます。

2. 系を再起動する。
業務を実行している予備系の障害に備えて，障害が発生した系を起動します。再起動
した系は待機系となり，現在業務を実行している系の障害に備えます。

3. HAモニタを起動する。
HAモニタを手動で起動するように設定している場合，HAモニタの起動コマンド
（monstartコマンド）を実行します。
HAモニタがカーネルの起動と同時に自動起動する設定にしている場合は，この操作
は不要です。

4. HAモニタの起動が完了したことを確認する。
HAモニタの起動が完了すると，メッセージ KAMN002-Iが出力されます。

5. サーバを起動する。
障害が発生した系のサーバを起動します。自動的に待機サーバとして起動されます。

サーバモードのサーバの場合
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プログラムが提供する起動コマンドを実行します。

モニタモードのサーバの場合
モニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行します。
モニタモードのサーバの場合，サーバの起動を自動的にすることもできます。設
定方法の詳細については，「7.8.2　サーバを追加する」を参照してください。

6. 系が正しく起動されたことを確認する。
確認方法の詳細については，「7.3.4　障害対処後にサーバや系の状態を確認する」を
参照してください。

7. サーバの起動が完了し，系切り替えができる状態になったことを確認する。
系切り替えができる状態になると，メッセージ KAMN252-Iが出力されます。

7.3.4　障害対処後にサーバや系の状態を確認する
ここでは，障害対処後にサーバや共有リソースの状態を確認する方法について説明しま
す。ここで説明するコマンドの詳細については，「9.　コマンド」を参照してください。

（1） システムの状態確認

システムの状態確認では，監視パス，リセットパス，LANアダプタ，および系の状態を
調査し，実行系と待機系とが連絡を取り合えることを確認します。

• 監視パスの状態確認
監視パス状態表示コマンド（monpathコマンド）を使用して，監視パスの状態を確認
したり，監視パスの IPアドレスを基に，障害が発生した個所を調査したりできます。
監視パスの障害発生時，または障害回復時に使用します。

• リセットパスの状態確認
実行するコマンドは，使用しているマシンの機種によって次のとおり異なります。こ
れらのコマンドは，障害管理プロセサやリセットパスの障害発生時，または障害回復
時に使用します。
• BladeSymphonyの場合，リセットパス状態表示コマンド（monrpコマンド）を実
行します。

• H9000Vの場合，GSP状態表示コマンド（mongspコマンド）を実行します。
• HA8500の場合，MP状態表示コマンド（monmpコマンド）を実行します。

• LANアダプタの状態確認
サーバ・系の状態表示コマンド（monshow -lコマンド）を使用して，LANアダプタ
の状態を確認できます。

• 系の状態確認
サーバ・系の状態表示コマンド（monshow -cコマンド）を使用して，自ホスト（コマ
ンドを実行した系）の状態，および自ホストが接続している他ホストの状態を確認で
きます。
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（2） サーバの状態確認

サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を使用して，コマンドを実行した
系で稼働しているサーバの状態，およびそのサーバと対になっているサーバの状態を確
認できます。

（3） リソースサーバの状態確認

サーバ・系の状態表示コマンド（monshow -rコマンド）を使用して，リソースサーバの
状態を確認します。同時にリソースサーバを使用するサーバの状態も確認できます。
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7.4　障害への対処
障害が発生したあと，オペレータがメッセージを基に障害に対処する方法について説明
します。ここでは，代表的な例を挙げて説明します。ここで説明していない障害が発生
した場合は，出力されるメッセージ，およびメッセージの対処を基に，対処をしてくだ
さい。メッセージの対処については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニ
タ メッセージ」を参照してください。

7.4.1　系の起動失敗に対処する
系の起動に失敗した場合の対処について説明します。

（1） 現用系の起動に失敗した場合

現用系の起動に失敗した場合，オペレータは予備系を実行系として起動します。予備系
では，サーバが待機サーバとして起動され，実行サーバの起動待ち状態になります。オ
ペレータは，待ち状態のサーバ起動コマンド（monactコマンド）を実行して，予備系の
待機サーバを実行サーバとして起動します。予備系で実行サーバが起動するため，予備
系が実行系になります。

実行系が起動して業務が開始したあとに，オペレータは現用系の起動失敗の要因を調査
して，現用系を待機系として起動します。

（2） 予備系の起動に失敗した場合

予備系の起動に失敗した場合，実行系での業務には影響がありません。ただし，待機系
がないため，実行系に障害が発生した場合には系切り替えができません。予備系の障害
を取り除いて，待機系として起動することを推奨します。

7.4.2　サーバの再起動失敗に対処する
サーバ障害発生時にサーバを自動的に再起動する設定にしている場合で，サーバが自動
的に起動しなかったときの対処について説明します。サーバの運用方法によって，対処
をするタイミングが異なります。

サーバモードのサーバの場合
サーバの再起動をリトライ分繰り返したあとに再起動限界を検出したとき

モニタモードのサーバの場合
サーバの再起動に失敗したとき

（1） サーバモードのサーバの場合

ここでは，次の両方に当てはまる場合の対処方法について説明します。サーバ対応の環
境設定の switchtypeオペランドに "switch"または "restart"を指定している場合は HA
モニタが系切り替えをするため，オペレータの操作は不要です。
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• サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドに "manual"を指定している。
• メッセージ KAMN316-Eが出力された。

上記に当てはまる場合，実行系（障害が発生した系）の実行サーバは停止し，待機系の
待機サーバは実行サーバの起動待ち状態になっています。

対処

待機サーバが実行サーバの起動待ち状態になっているため，業務を再開するために，起
動待ち状態の待機サーバを実行サーバとして起動します。

1. 実行系の状態を確認する。
次のことを確認します。
• 実行サーバが停止していること
• サーバが使用する共有リソースが切り離されていること

2. 待機系の待機サーバを，実行サーバとして起動する。
待ち状態のサーバ起動コマンド（monactコマンド）を実行して，実行サーバの起動
待ち状態になっている待機サーバを，実行サーバとして起動します。

3. 実行サーバが起動したことを確認する。
メッセージ KAMN251-Iが出力されることを確認します。

4. 実行系（障害が発生した系）で，サーバの障害を取り除く。

5. 実行系で，待機サーバを起動する。
プログラムが提供する起動コマンドを実行します。

対処後の確認方法

1. 系切り替えができる状態になったことを確認する。
次のどちらかの方法で確認します。
• メッセージ KAMN252-Iが出力された。
• サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行し，実行サーバの状
態が "ONL"，待機サーバの状態が "SBY"と表示された。

（2） モニタモードのサーバの場合

サーバをモニタモードで運用する場合，サーバの再起動失敗には，次の原因が考えられ
ます。

• HAモニタがサーバの起動コマンドの実行に失敗した。
• HAモニタがサーバの停止コマンドの実行に失敗した。

ここでは，次に当てはまる場合の，対処方法について説明します。異なるメッセージが
出力されている場合は，異なる原因が考えられます。出力されているメッセージを基に
対処してください。

• サーバ障害時にサーバを再起動する設定にしている。
• メッセージ KAMN273-Eが出力されている。
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対処

サーバの起動・停止コマンド，またはサーバ対応の環境設定を修正して，サーバを再起
動させます。

1. 障害の原因を取り除く。
メッセージ KAMN273-Eに表示されるエラーコードに基づいて，原因を取り除きま
す。エラーコードの詳細については，「表 7-3　メッセージ KAMN273-Eに表示され
るエラーコード一覧」を参照してください。

2. 待機系で，実行サーバを起動する。
次のどちらかの方法があります。
• 実行系（障害が発生した系）でモニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマ
ンド）を実行していったん実行サーバを停止したあとに，待機系でモニタモードの
サーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行して，実行サーバを起動します。

• 待機系でモニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行して待
機サーバを起動したあと，実行系で計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）
を実行して待機系に計画系切り替えをします。

3. 実行系で，待機サーバを起動する。
モニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行して待機サーバを
起動します。

対処後の確認方法

1. 系切り替えができる状態になったことを確認する。
次のどちらかの方法で確認します。
• メッセージ KAMN252-Iが出力された。
• サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行し，実行サーバの状
態が "ONL"，待機サーバの状態が "SBY"と表示された。

メッセージ KAMN273-Eに表示されるエラーコードの一覧と対処を次の表に示します。

表 7-3　メッセージ KAMN273-Eに表示されるエラーコード一覧

原因
コー
ド

詳細
コード

コードの説明 対処

1 システ
ムコー
ルの
errno

サーバの起動コマンド実行時にシ
ステムエラーが発生しました。

システムコールのエラー要因を取り除いてく
ださい。

2 コマン
ド戻り
値

サーバの起動コマンドが戻り値と
して 0以外を返しました。

サーバの起動コマンドの内容を確認し，修正
してください。
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7.4.3　系のリセット失敗に対処する
系のリセットに失敗した場合，待機系のサーバが系切り替え待ち状態になり，業務が停
止したままになります。ここでは，次の両方に当てはまる場合の，対処方法を説明しま
す。

• 系障害が発生し，かつ，何らかの原因で系のリセットに失敗した。
• メッセージ KAMN368-Dが出力された。

対処

系切り替え待ち状態になっているサーバを，実行サーバとして起動します。

1. どのサーバが，系切り替え待ち状態になっているかを確認する。
待機系で，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行し，サーバ
の状態が "ONL??"と表示されているサーバのサーバ識別名を調べます。

2. 障害が発生した系で，サーバが稼働していないことを確認する。
障害が発生した系で，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行
し，システム内のほかの系すべてで，実行サーバが稼働していないことを確認してく
ださい。

3. 待ち状態のサーバを，実行サーバとして起動する。

126 nameオペランド，または
actcommandオペランドに指定し
たファイルに実行権限がありませ
ん。

サーバの起動コマンドに実行権限を与えてく
ださい。

127 nameオペランド，または
actcommandオペランドに指定し
たファイルがありません。

サーバ対応の環境設定の nameオペランド，
または actcommandオペランドに指定した
値とサーバの起動コマンドの格納場所が一致
しているかを確認してください。

3 システ
ムコー
ルの
errno

サーバの停止コマンド実行時にシ
ステムエラーが発生しました。

システムコールのエラー要因を取り除いてく
ださい。

4 コマン
ド戻り
値

サーバの停止コマンドが戻り値と
して 0以外を返しました。

サーバの停止コマンドの内容を確認し，修正
してください。

126 termcommandオペランドに指定
したファイルに実行権限がありま
せん。

サーバ対応の環境設定の termcommandオ
ペランドに指定したサーバの停止コマンド
に，実行権限を与えてください。

127 termcommandオペランドに指定
したファイルがありません。

サーバ対応の環境設定の termcommandオ
ペランドに指定した値とサーバの停止コマン
ドの格納場所が一致しているかを確認してく
ださい。

原因
コー
ド

詳細
コード

コードの説明 対処
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待機系で，待ち状態のサーバ起動コマンド（monactコマンド）を実行します。オプ
ションには，系切り替え待ち状態になっているサーバのサーバ識別名を指定します。

対処後の確認方法

1. 実行サーバの起動が完了したことを確認する。
サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行し，該当するサーバの
状態が "ONL"と表示されていることを確認します。

2. サーバの業務が正常に行われていることを確認する。

7.4.4　共有リソースの接続失敗に対処する
共有リソースの接続に失敗した場合の対処について説明します。共有リソースの接続は，
通常 HAモニタが行います。障害が発生した場合は，オペレータが手動で共有リソース
を接続する必要があります。ここでは，手動で共有リソースを接続する方法について説
明します。

共有リソースを操作するときの注意については，「7.2.3　共有リソースをメンテナンスす
るときの注意事項」を参照してください。これらの注意に従わないと，共有リソースが
破壊されたり，系切り替えができなかったりするおそれがあります。

• 共有ディスク
次のコマンドを実行します。その際，両方の系から参照＋更新接続をしないように注
意してください。
vgchange -a y ボリュームグループのパス名称

• ファイルシステム
次の手順で操作します。
1. OSの fsckコマンドで，ファイルシステムをチェックします。
2. OSのmountコマンドで，マウントをします。

• LAN
LANを手動で接続するには，LANの状態設定ファイルを修正し，実行します。
修正するファイルは，/opt/hitachi/HAmon/etc/サーバ識別名 .upです。

• 通信回線
回線切替装置を手動で切り替えるには，回線切替装置を直接操作します。操作方法に
ついては，ご使用のハードウェアのドキュメントを参照してください。

7.4.5　共有リソースの切り離し失敗に対処する
共有リソースの切り離しに失敗した場合の対処について説明します。共有リソースの切
り離しは，通常 HAモニタが行います。障害が発生した場合は，オペレータが手動で共
有リソースの切り離しをする必要があります。どのタイミングで共有リソースの切り離
しが失敗したかによって，対処が異なります。



7.　システムの運用

316

！！！！ 注意事項
 

共有リソースの制御処理中にサーバの異常終了，サーバの強制停止，または共有リソース引
き継ぎのタイムアウトを検出した場合，共有リソースの状態が不定になります。このため，
共有リソースの状態を必ず確認したあとにサーバを再起動してください。このほかの共有リ
ソースを操作するときの注意については，「7.2.3　共有リソースをメンテナンスするときの
注意事項」を参照してください。これらの注意に従わないと，共有リソースが破壊された
り，系切り替えができなかったりするおそれがあります。

（1） 系切り替え時

系切り替え時に，実行系で共有リソースの切り離しに失敗すると，HAモニタが系のリ
セットをして，待機系に系切り替えをします。オペレータの対処は必要ありません。

系切り替え時に，実行系で共有リソースの切り離しに失敗すると，両系で共有リソース
が競合し，共有リソースが破壊されたり，システムが停止したりするおそれがあります。
両系での共有リソースの競合を防止するため，HAモニタは系のリセットをします。

（2） サーバの停止時

サーバの停止時に共有リソースの切り離しに失敗した場合，共有リソースの切り離しが
失敗した旨のメッセージが出力されます。オペレータは，出力されたメッセージの内容
を確認し，各共有リソースに対応した切り離し操作をしてください。

• 共有ディスク
次のコマンドを実行します。
vgchange -a n ボリュームグループのパス名称

• ファイルシステム
次の手順で操作します。
1. OSの fuserコマンドで，ファイルシステムを使用しているすべてのプロセスを強
制停止します。

2. OSの umountコマンドで，アンマウントをします。

• LAN
手動で LANの切り離しをするには，LANの状態設定ファイルを修正し，実行しま
す。
修正するファイルは，/opt/hitachi/HAmon/etc/サーバ識別名 .downです。
OSの ifconfigコマンドを使って切り離しをすることもできます。

7.4.6　LANアダプタの障害に対処する
HAモニタの機能を使用して LANアダプタを二重化している場合の LANアダプタ障害
の対処について説明します。

二重化された LANアダプタが両方とも障害となり，LANアダプタの切り替えができな
い状態になった場合，HAモニタはメッセージ KAMN488-Eを出力します。LANアダプ
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タの切り替えはしません。

この場合，障害が発生した LANアダプタを使用しているサーバが通信を行えなくなるた
め，オペレータが計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行して，LANア
ダプタを使用している実行サーバから待機サーバに，計画系切り替えをしてください。

計画系切り替えをしたあと，サーバ・系の状態表示コマンド（monshow -lコマンド）を
使用して，各 LANアダプタの稼働状態，およびどちらが現用 LANアダプタとして動作
しているかを表示できます。

LANアダプタ二重障害時の系切り替え機能を使用すると，ここで説明したオペレータの
計画系切り替え操作を自動化できます。この機能の詳細については，「3.3.8　LANアダ
プタ二重障害時の系切り替え」を参照してください。
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7.5　高負荷による障害発生を防止するための運
用

高負荷によるサーバや系のスローダウンを防止するために，サーバや系に発生したス
ローダウンの履歴である監視履歴を取得，解析する方法について説明します。

監視履歴を取得する対象となるのは，自系で稼働しているサーバモードのサーバ，およ
び自系・他系です。これらの監視履歴は，監視履歴ファイルに出力されます。監視履歴
ファイルには，サーバ障害監視時間や系障害監視時間を超えたスローダウンだけでなく，
サーバ障害監視時間や系障害監視時間に達しないスローダウン，つまり HAモニタが障
害として検出しないスローダウンも記録されます。障害として検出されなかったスロー
ダウンの履歴を解析することで，次のことができます。

• 定義ファイルに設定したサーバ障害監視時間，および系障害監視時間の見直し
• システムの負荷状況の把握による，システム構成の見直し

7.5.1　サーバの監視履歴を取得する
ここでは，サーバの監視履歴で取得できる内容，およびサーバの監視履歴を取得する方
法について説明します。

サーバの監視履歴を取得する場合，障害が発生したかどうかに関係なく，サーバのス
ローダウンが発生していたことを監視履歴ファイルに記録します。つまり，サーバの稼
働報告がない期間がサーバ障害監視時間を超えない場合でも，ユーザが設定したしきい
値（サーバ監視履歴取得時間）以上であれば，サーバのスローダウンを記録します。

ユーザはあらかじめ，定義ファイルに次のオペランドを設定しておきます。

• HAモニタの環境設定の ph_log_sizeオペランド
監視履歴ファイルのサイズを指定します。監視履歴ファイルのサイズを見積もる方法
や指定方法については，「8.3.1　HAモニタの環境設定（sysdef）」を参照してくださ
い。

• サーバ対応の環境設定の ph_thresholdオペランド
サーバ監視履歴取得時間を指定します。

なお，HAモニタが監視するのはサーバモードのサーバで，かつ実行サーバだけです。モ
ニタモードのサーバや待機サーバの監視履歴は取得できません。

7.5.2　系の監視履歴を取得する
ここでは，系の監視履歴で取得する内容，および監視履歴を取得する方法について説明
します。

系の監視履歴を取得する場合，障害が発生したかどうかに関係なく，系のスローダウン
が発生していたことを監視履歴ファイルに記録します。つまり，自系がスローダウンし
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た期間，または他系からの aliveメッセージが途絶した期間が系障害監視時間を超えない
場合でも，ユーザが設定したしきい値（系監視履歴取得時間）以上であれば，系のス
ローダウンを監視履歴ファイルに記録します。

ユーザはあらかじめ，HAモニタの環境設定に次のオペランドを設定しておきます。

• HAモニタの環境設定の ph_log_sizeオペランド
監視履歴ファイルのサイズを指定します。監視履歴ファイルのサイズを見積もる方法
や指定方法については，「8.3.1　HAモニタの環境設定（sysdef）」を参照してくださ
い。

• HAモニタの環境設定の ph_thresholdオペランド
系監視履歴取得時間を指定します。自系と他系で異なる値は設定できません。

7.5.3　取得した監視履歴を解析する
ユーザは，監視履歴で取得したスローダウンの情報や，OSおよびプログラム（HiRDB
または OpenTP1）の情報を基に，定義ファイルの設定やシステム構成が適切かどうかを
調査します。

取得した監視履歴は，次に示す監視履歴ファイルに出力されます。

　
/opt/hitachi/HAmon/history/patrol_history
　

監視履歴ファイルは，HAモニタ起動時に，HAモニタの環境設定で指定したサイズにな
るよう空白で埋められて作成されます。HAモニタは監視履歴を取得するごとに空白を上
書きしていき，監視履歴ファイル中に監視履歴を取得するための空白がなくなると監視
履歴ファイルの内容はラップアラウンドされ，次のバックアップファイルに書き換えら
れます。

　
/opt/hitachi/HAmon/history/patrol_history_old
　

監視履歴を解析するときは，監視履歴ファイル，およびバックアップファイルを使用し
てください。なお，解析に当たって監視履歴ファイルおよびバックアップファイルは常
時参照できますが，ファイルやファイルが格納されているディレクトリを直接編集しな
いでください。

（1） 監視履歴ファイルの出力形式

監視履歴は，一つの履歴につき 1行ずつ監視履歴ファイルに蓄積されます。監視履歴
ファイルの出力形式を，次に示します。

• 西暦 /月 /日 時刻

西暦/月/日 時刻;ID;種別;サーバの識別名またはホスト名;秒数;メッセージ
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監視履歴を取得した日時です。
• ID
監視履歴として出力されるメッセージごとに一意に割り当てられた IDです。

• 種別
監視履歴を取得した対象の種別を表す記号です。記号と種別の対応を次に示します。
• S：自系で稼働する実行サーバ
• H：他系
• O：自系

• サーバの識別名またはホスト名
監視履歴を取得した対象のサーバの識別名，またはホスト名です。

• 秒数
スローダウンが発生していた秒数です。監視履歴として出力されるメッセージの内容
によっては，出力されません。

• メッセージ
監視履歴として出力されるメッセージ本文です。出力されるメッセージ本文の詳細に
ついては，「付録 B　監視履歴として出力されるメッセージ」を参照してください。

HAモニタは監視履歴ファイルの作成時，ファイルを空白で埋めることでサイズを固定し
ます。このため監視履歴が追加されたあとファイル内に空白行が残っている場合もあり
ますが，解析のときは空白行を無視してかまいません。

（2） バックアップファイルの退避

監視履歴ファイルのサイズが指定値を超えてラップアラウンドされるとき，メッセージ
KAMN740-Iが出力されます。ユーザは，メッセージが出力されたタイミングでバック
アップファイルを退避してください。退避したバックアップファイルは，監視履歴を解
析するときに使用できます。
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7.6　運用の自動化
HAモニタを使用したシステムで運用を自動化するための方法について説明します。この
節で説明する以外の運用を自動化するには，JP1などの運用管理ソフトウェアを使用し
てください。HAモニタは，HAモニタやサーバの起動，系切り替え開始などの主要なタ
イミングでイベントを発生させます。イベントの詳細については，「付録 A　HAモニタ
のイベント ID」を参照してください。

7.6.1　システムの起動からサーバの起動までを自動化する
マシンの電源を入れてから，サーバの起動までを自動化する方法について説明します。
使用するサーバの種類によって，サーバの起動を自動化できるかどうかが異なります。

HAモニタ，リソースサーバ，およびサーバの起動を自動化する方法について説明しま
す。

（1） HAモニタの起動を自動化する

通常 HAモニタは，カーネル起動後に自動起動されます。自動起動しない設定もできま
す。設定を変更するには，HAモニタの環境設定コマンド（monsetupコマンド）を使用
します。

（2） リソースサーバの起動を自動化する

リソースサーバは，HAモニタによって自動的に起動されます。自動化するための設定は
不要です。

（3） サーバの起動を自動化する

サーバモードのサーバの場合，プログラムが提供する方法でサーバの起動を自動化でき
ます。詳細については，プログラムのマニュアルを参照してください。

モニタモードのサーバの場合，サーバの起動を自動化できません。モニタモードのサー
バ起動コマンド（monbeginコマンド）を使用して手動で起動してください。

7.6.2　サーバや HAモニタの状態変化時の運用を自動化する
サーバや HAモニタの状態変化に合わせて，コマンドを自動的に実行できます。

サーバ起動時や計画系切り替え時などにオペレータが実行している操作が定型化してい
る場合，オペレータの操作をユーザコマンドとして作成しておくことで，オペレータの
操作を自動化できます。HAモニタのコマンドをユーザコマンド内で発行することもでき
ます。ただし，HAモニタの開始・終了時には，HAモニタのコマンドを発行できませ
ん。
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HAモニタがユーザコマンドを発行するタイミングについては，「3.3.2　サーバや HAモ
ニタの状態変化時のコマンド発行」を参照してください。

7.6.3　系切り替え後の運用を自動化する
（1） サーバ障害時の系切り替え後の運用を自動化する

サーバモードのサーバの場合，プログラムが提供する機能を使用して，系切り替え後の
運用を自動化できます。詳細については，ご使用のプログラムのマニュアルを参照して
ください。

モニタモードのサーバの場合，自動化できません。

（2） 系障害時の系切り替え後の運用を自動化する

系障害が原因で系切り替えが発生した場合，系障害が発生した系で，オペレータが系お
よびサーバの起動を手動で行う必要があります。この操作を自動化する方法が，サーバ
をサーバモードで運用するかモニタモードで運用するかによって異なります。

サーバモードのサーバの場合は，プログラムの機能を使用して自動化できます。詳細に
ついては，ご使用のプログラムのマニュアルを参照してください。

モニタモードのサーバの場合は，HAモニタの機能を使用して自動化できます。系障害後
に障害が発生した系でサーバを再起動する場合，サーバの起動を自動化するには，HAモ
ニタの環境設定のmonbegin_restartオペランドを指定します。デフォルトでは，自動化
する設定になっています。

なお，サーバモード，モニタモードに関係なく，監視パスが使用できないなどの系障害
の場合は，系切り替え先の系で待機サーバが系切り替え待ち状態になる場合があります。
系切り替え待ち状態になった場合の操作については，自動化できません。この場合の操
作の詳細については，「7.3.1　待ち状態のサーバを起動して業務を再開する」を参照して
ください。
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7.7　計画的な系切り替え
ここでは，系のメンテナンスや負荷分散などの目的で，意図的に系切り替えをする方法
について説明します。

7.7.1　計画的に系切り替えをする
障害の発生に関係なく，任意のタイミングで系切り替えをすることを，計画系切り替え
と呼びます。計画系切り替えの方法は，サーバをサーバモードで運用するかモニタモー
ドで運用するか，またはサーバがグループ化されているかによって異なります。

（1） サーバモードのサーバの場合

計画系切り替えをするには，実行系で計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を
実行します。HAモニタが実行系のサーバを計画的に停止させ，待機系のサーバに業務処
理を引き継ぎます。

（2） モニタモードのサーバの場合

計画系切り替えをするには，実行系で計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を
実行します。

サーバの停止コマンドを作成していない場合は，次の方法で計画系切り替えをします。

1. 実行系で稼働している実行サーバを計画停止する。
プログラムが提供する計画停止コマンドを実行します。

2. 実行系で計画系切り替えをする。
計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行します。

（3） サーバをグループ化している場合

サーバをグループ化している場合，計画系切り替えをするには，実行系で計画系切り替
えコマンド（monswap -gコマンド）を実行します。HAモニタが実行系で稼働している
グループ内のすべてのサーバを計画的に停止させ，待機系のサーバに業務処理を引き継
ぎます。
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7.8　システムの変更
ここでは，システムを変更したときに必要な設定，および注意事項について説明します。

7.8.1　系を追加する
系切り替え構成に，系を追加する手順について説明します。

系を追加する場合，追加する系に HAモニタをインストールします。インストール以降
の構築の流れについては，「6.1　構築の流れ」を参照してください。ここでは，システ
ム全体を新しく構築する場合と比べて，系を追加する場合で異なる点について説明しま
す。

• 監視パスの設定
新しい系を追加する場合，HAモニタの接続構成設定ファイルを変更する必要があり
ます。HAモニタの接続構成設定ファイルには，接続されているすべての系のホスト
名を記載します。
自動作成の場合は，定義チェックをしたあと，すべての系で HAモニタを起動してく
ださい。HAモニタの接続構成設定ファイルが自動的に作成されます。
手動作成の場合は，HAモニタの接続構成設定ファイルを編集したあと，すべての系
で同じ内容にしてください。
HAモニタの接続構成設定ファイルの作成方法については，「6.6.2　HAモニタの接続
構成設定ファイルの作成」を参照してください。

7.8.2　サーバを追加する
すでに構築された系切り替え構成に，サーバを追加する手順について説明します。

サーバを追加する場合，実行系，待機系の両方にサーバをインストールし，環境設定を
します。

（1） 準備

HAモニタを使用して，サーバが使用する共有ディスクや LANを引き継ぐ場合，次の準
備が必要です。実行系と待機系間で，HAモニタを使用して共有ディスクや LANを引き
継がない場合は，これらの準備は必要ありません。

• 共有ディスクにボリュームグループを追加する。
HAモニタを使用した系切り替え構成では，サーバ単位で一つのボリュームグループ
を切り替えるため，必要に応じて追加するサーバ用のボリュームグループを作成して
おきます。

• サーバが使用するエイリアス IPアドレスを確保する。
HAモニタは，エイリアス IPアドレスを引き継ぎます。サーバは，現用系と予備系と
で同じエイリアス IPアドレスを使用するため，一つのサーバにつき最低 1個のエイ
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リアス IPアドレスが必要です。一つのサーバで複数のエイリアス IPアドレスを使用
することもできます。

（2） サーバを追加する場合の設定

ここでは，系にサーバを追加する場合の設定と，システム全体を新規に構築する場合と
を比べて，異なる点について説明します。

一つの系で同時に実行できるサーバの最大数には上限があります。サーバを追加する前
に，サーバの数が上限値を超えないことを確認してください。一つの系で稼働するサー
バの最大数は，デフォルトでは 16です。HAモニタの環境設定の servmaxオペランドの
値を変更することで，上限値を 64に変更することもできます。

（a）上限の範囲内でサーバを追加する場合

上限の範囲内でサーバを追加する場合，「6.1　構築の流れ」で示すサーバを追加する場
合の設定の流れに従って設定してください。HAモニタを停止する必要はありません。

（b）上限値を変更する場合

上限値を 64に変更する場合は，「6.1　構築の流れ」で示すサーバを追加する場合の設定
の流れに加えて，HAモニタの環境設定が必要です。次の流れで設定してください。

1. 実行系および待機系で稼働しているすべてのサーバを停止する。
サーバが停止されたことを確認するには，すべてのサーバに対してメッセージ
KAMN280-Iまたはメッセージ KAMN281-Iが表示されているかを syslogで調べま
す。モニタモードのサーバの場合は，サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコ
マンド）を実行して，その系ですべてのサーバが停止していることを確認します。

2. 実行系および待機系の HAモニタを停止する。
HAモニタが停止されたことを確認するには，両系の HAモニタに対してメッセージ
KAMN050-Iが出力されていることを syslogで調べます。

3. サーバを追加する場合の設定をする。
「6.1　構築の流れ」で示す，サーバを追加する場合の設定に従って，設定してくださ
い。

4. HAモニタの環境設定をする。
HAモニタの動作環境を設定する定義ファイルで，servmaxオペランドを修正しま
す。詳細については，「8.3　HAモニタの環境設定」を参照してください。

5. 定義チェックをする。

6. システムの動作確認をする。

7.8.3　共有リソースを変更する
共有リソースを変更する場合の手順について説明します。系やサーバを稼働させたまま
動的に変更できる共有リソースもあります。共有リソースの動的変更の詳細については，
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「7.8.4　系やサーバを稼働させたまま共有リソースの構成を変更する」を参照してくださ
い。

共有リソースを変更する手順を次に示します。この手順を，実行系および待機系でして
ください。

1. サーバを停止する。
共有リソースを使用しているサーバだけを停止します。HAモニタは起動させたまま
で問題ありません。

2. 共有リソースの設定をする。
使用する共有リソースの設定をします。詳細については，「6.8　サーバが使用する共
有リソースの設定」を参照してください。

3. 環境設定の定義ファイルを変更する。
共有リソースの種類に応じて，サーバ対応の環境設定，またはその他の定義を変更し
ます。
共有リソースの種類と，変更する設定内容を次の表に示します。サーバ対応の環境設
定については，「8.4.1　サーバ対応の環境設定（servers）」を参照してください。

表 7-4　共有リソースの種類と変更する設定内容

(凡例 )－：該当なし

4. 定義チェックをする。
定義チェックコマンド（moncheckコマンド）を実行します。

5. サーバを起動する。
サーバモードのサーバの場合は，プログラムが提供する起動コマンドを実行します。

リソースの種類 変更するオペランド
（サーバ対応の環境設

定）

変更する環境設定
（サーバ対応の環境設定

以外）

変更する環境設定の参照
先

共有ディスク • disk
• vg_neck
• vg_on_opt

－ －

ファイルシステム • fs_name
• fs_mount_dir
• fs_mount_opt
• fs_umount_retry
• fs_neck

• HAモニタの環境設
定（fs_log_sizeオペ
ランド）

「8.3.1　HAモニタの環
境設定（sysdef）」

LAN • lan_updown
• ip_neck

• サーバ識別名 .up
• サーバ識別名 .down

「6.8.2　LANの状態設定
ファイルの設定」

回線切替装置 • portまたは hls － －

そのほかのリソース • uoc_neck • ユーザコマンド 「6.11　ユーザコマンド
の作成」

すべてのリソース • dev_timelimit － －
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モニタモードのサーバの場合は，モニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコ
マンド）を実行します。

6. サーバの状態を確認する。
サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行します。

7.8.4　系やサーバを稼働させたまま共有リソースの構成を変
更する

系やサーバを稼働させたまま，共有リソースの追加・削除をすることを共有リソースの
動的変更と呼びます。ここでは，共有リソースの動的変更をする方法について説明しま
す。

共有リソースの種類によって，動的変更をする方法が異なります。共有ディスク，およ
び回線切替装置を動的に追加・削除するには，サーバの共有リソース動的変更コマンド
（mondeviceコマンド）を使用します。LANを追加・削除するには，LANの状態設定
ファイルを編集してください。

サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を使用する場合，次の
手順で共有リソースの追加・削除をします。サーバの共有リソース動的変更コマンド
（mondeviceコマンド）は，実行系，待機系のどちらでも実行できます。

1. 実行サーバおよび待機サーバが起動完了していることを確認する。
サーバ・系の状態表示コマンド（monshowコマンド）を実行して，実行サーバには
"ONL"，待機サーバには "SBY"と表示されていることを確認します。

2. 共有リソースの接続または切り離しをする。
サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を実行して，共有リ
ソースの接続または切り離しをします。共有リソースの変更結果に合わせて，リソー
スを共用している実行サーバおよび待機サーバのサーバ対応の環境設定が書き替えら
れます。

3. 変更内容を確認する。
共有リソースが指定どおり変更されたかどうかを，サーバ・系の状態表示コマンド
（monshow -dコマンド）で確認します。

サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を実行すると，共有リ
ソースの変更結果に合わせて，そのリソースを共有している実行サーバと待機サーバの
サーバ対応の環境設定が自動で書き換えられます。共有リソースの動的変更後は，サー
バ対応の環境設定が正しく書き換えられたかどうかも確認してください。

HAモニタは，実行サーバの共有リソースが変更できない場合は，待機サーバの共有リ
ソースも変更しません。また，待機サーバの共有リソースが変更できない場合は，実行
サーバの共有リソースだけを変更します。この場合，実行サーバと待機サーバとで，共
用するリソースの設定が異なる状態になっています。共用するリソースの設定を一致さ
せるには，待機サーバを一度停止させ，サーバ対応の環境設定の内容を実行サーバと合
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わせてから，待機サーバを再起動してください。

サーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）で共有リソースが変更
できない場合，HAモニタの障害やコマンドの指定に矛盾がある原因のほかに，次の原因
が考えられます。

実行サーバに対してサーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を
実行した場合

• 実行サーバが起動完了していません。
• 実行サーバにサーバ障害が発生しています。
• 待機サーバへの変更連絡の際に通信障害が発生しました（待機サーバの共有リ
ソースは変更できません）。

待機サーバに対してサーバの共有リソース動的変更コマンド（mondeviceコマンド）を
実行した場合

• 実行サーバまたは待機サーバが起動完了していません。
• 実行サーバまたは待機サーバにサーバ障害が発生しています。
• 実行サーバへの共有リソース変更連絡，または実行サーバからの共有リソース変
更完了連絡の際に通信障害が発生しました（実行サーバの共有リソースは変更で
きません）。

7.8.5　HAモニタやサーバの環境設定を変更する
HAモニタの環境設定やサーバの環境設定の内容を変更する手順について説明します。

HAモニタの環境設定を変更する場合，HAモニタを停止してください。このとき，HA
モニタが正常終了していることを確認してください。系切り替え時にリセットされた系
で，HAモニタの環境設定を変更して再起動すると，正常に動作しないおそれがありま
す。定義ファイルの編集が終わったら，HAモニタおよびサーバを起動します。

サーバの環境設定を変更する場合，サーバを停止してください。HAモニタは起動したま
まで問題ありません。定義ファイルの編集が終わったら，サーバを起動します。

7.8.6　ハードウェアの設定を変更する
ハードウェアの設定を変更する場合，あわせて HAモニタの設定変更が必要となる場合
があります。ここでは，ハードウェアの設定を変更した場合に必要な，HAモニタの設定
について説明します。

（1） 障害管理プロセサのログイン名およびパスワード（H9000Vまたは
HA8500）

使用しているマシンの機種が H9000Vまたは HA8500の場合，障害管理プロセサのログ
イン名およびパスワードを変更するときには，HAモニタのリセット手順ファイルを編集
する必要があります。リセット手順ファイルが BMC.rspの場合は，障害管理プロセサの
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ホスト名を変更するときも，HAモニタのリセット手順ファイルを編集する必要がありま
す。

リセット手順ファイルの編集方法については，「6.5.3　HAモニタのリセット手順ファイ
ルの設定（H9000V）」または「6.5.4　HAモニタのリセット手順ファイルの設定
（HA8500）」を参照してください。
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第 4編　リファレンス

8　 環境設定で定義するファイ
ル
HAモニタを使用するに当たって，ユーザは HAモニタおよび
サーバの環境設定を定義ファイルにする必要があります。
この章では，定義の記述規則，定義ファイルに指定するオペラ
ンド，および環境設定例について説明します。

8.1　定義ファイルの概要

8.2　定義の規則

8.3　HAモニタの環境設定

8.4　サーバの環境設定

8.5　環境設定例
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8.1　定義ファイルの概要
ここでは，ユーザが環境設定で定義するファイルについて説明します。定義する必要が
ある環境設定のファイルを，次に示します。

● sysdefファイル
HAモニタが動作するための環境設定をします。詳細は「8.3.1　HAモニタの環境設
定（sysdef）」を参照してください。

● serversファイル
サーバが動作するための環境設定をします。リソースサーバを使用する場合も，
serversファイルで環境設定をします。詳細は「8.4.1　サーバ対応の環境設定
（servers）」を参照してください。

● servers_optファイル
排他サーバが動作するための環境設定をします。設定は任意ですが，一つの系で複数
の実行サーバを起動させたくない場合は設定することをお勧めします。排他サーバを
使用する場合，serversファイルと servers_optファイルの両方で環境設定をする必要
があります。詳細は「8.4.2　排他サーバの環境設定（servers_opt）」を参照してくだ
さい。

系に定義ファイルを設定するに当たっての注意事項を，次に示します。

• 定義ファイルは，HAモニタがあるすべての系で設定してください。
• 定義ファイルの作成に当たって，定義ファイルのオペランドを現用・予備系で同じ値
にする必要がある個所と，異なる値にする必要がある個所があります。

• 定義ファイルの作成が完了したら，必ずすべての系に配布した上で，定義チェックコ
マンド（moncheckコマンド）を実行してください。
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8.2　定義の規則
定義を記述するに当たって，次の基本的な規則があります。

• 定義文は，";"（セミコロン）で区切ります。
• オペランドは，","（コンマ）で区切ります。
• 値は，":"（コロン）で区切ります。
• コメントは，"/*…*/"で囲みます。"/*…*/"の中に，"/*"，または "*/"が入っている場
合には，最初に正しい規則で囲まれている部分をコメントとみなし，それ以外は定義
文の一部とみなします。

ここでは，基本的な規則を踏まえた上で，環境設定で記述する定義の記述形式，および
定義で使用する記号について説明します。

8.2.1　定義の記述形式
定義の記述形式を，次に示します。

（凡例）
△ 0：0個以上の空白，タブ，または改行コード
△ 1：1個以上の空白，タブ，または改行コード

注
△ 0，△ 1で示す場所以外では，空白，タブ，または改行コードで文字列を区切らな

いでください。

8.2.2　定義で使用する記号
定義の説明に使用する，各種の記号を説明します。

ここで述べる文法記述記号，属性表示記号および構文要素記号は，実際の定義には記述
しません。

（1） 文法記述記号

定義文およびオペランドの文法を説明する記号です。各記号の意味を，次の表に示しま
す。

△0定義文△1オペランド△1値△0：△0…△0;△0
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表 8-1　定義文の文法記述記号一覧

（2） 属性表示記号

ユーザ指定値の範囲などを説明する記号です。

各記号の意味を，次の表に示します。

表 8-2　属性表示記号一覧

文法記述記号 意　味

〔　　〕 この記号で囲まれている項目は，サーバの種類に関係なく，省略してもよいことを
示します。

（例）〔:TCP/IP LANのホスト名〕
TCP/IP LANのホスト名を指定してもしなくてもよいことを示します。

… この記号で示す直前の項目を，繰り返して指定できることを示します。

（例）:TCP/IP LANのホスト名…
TCP/IP LANのホスト名を，複数個指定できることを示します。

｜ 複数の項目間の区切りを示します。

（例）online｜ standby
項目として，onlineまたは standbyがあることを示します。

｛　　｝ この記号で囲まれている項目の中から，一つを選択して指定することを示します。
項目が "｜ "で区切られている場合は，そのうちの一つを選択して指定します。

（例）｛online｜ standby｝
onlineと standbyのどちらかを選択して指定することを示します。

下　線 この記号で示す項目は，該当オペランドを省略した場合の，仮定値を示します。

（例）〔｛online｜ standby｝〕
オペランドを省略した場合，onlineを仮定値とすることを示します。

太字 この記号で示す項目は，現用系と予備系とで，同じ指定にする値を示します。

（例）:TCP/IP LANのサービス名
TCP/IP LANのサービス名を，現用系と予備系とで同じ値にすることを示します。

属性表示記号 意　味

～ この記号のあとに，ユーザ指定値の属性（仮定値，記述内容，指定範囲）を示しま
す。

（例）name～ <1～ 32文字の英数字 >
nameオペランドのユーザ指定値の属性が <1～ 32文字の英数字 >であることを示
します。

〈　〉 ユーザ指定値の記述内容を示します。

（例）～ <1～ 32文字の英数字 >
ユーザ指定値が 1～ 32文字の英数字であることを示します。
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（3） 構文要素記号

属性表示記号のうち，ユーザ指定値の記述内容を説明する記号です。HAモニタでは不正
文字（制御コードなど）は使用できません。

各記号の意味を，次の表に示します。

表 8-3　構文要素記号一覧

注※　先頭の文字はアルファベットを指定してください。

((　)) ユーザ指定値の指定範囲を示します。

（例）～ ((16または 64))
ユーザ指定値の指定範囲が 16または 64であることを示します。

《　》 ユーザが指定を省略したときの仮定値を示します。

（例）～《16》
指定を省略したときの仮定値は 16であることを示します。

構成要素記号 意　味

〈英数字〉 アルファベット（A～ Z，a～ z）および数字（0～ 9）※

〈符号なし整数〉 数字（0～ 9）

〈パス名〉 アルファベット（A～ Z，a～ z），数字（0～ 9），"/"（スラント），"-"（ハイ
フン），"_"（アンダーライン），および "."（ピリオド）

〈サーバパス名〉 ":"（コロン），";"（セミコロン）","（コンマ），空白，タブ，および改行コード
以外の，任意の文字

属性表示記号 意　味
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8.3　HAモニタの環境設定

HAモニタの環境設定では，HAモニタが動作するための定義をします。

8.3.1　HAモニタの環境設定（sysdef）
HAモニタの環境を設定する定義ファイルは，HAモニタの環境設定用ディレクトリの下
に sysdefというファイル名で作成します。

また，HAモニタのサンプルファイル用ディレクトリの下に，sysdefファイルのサンプ
ルが用意されています。このファイルを HAモニタの環境設定用ディレクトリにコピー
し，書き換えて使用すると，定義ファイルを最初から作成する手間が省けます。

なお，この定義ファイルは系ごとに作成します。太字部分は，系間で同じ値を指定して
ください。太字以外の部分は，系間で矛盾がないように設定してください。

HAモニタの環境設定をする定義ファイルを，次に示します。
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（1） environment定義文

HAモニタの動作環境を定義します。environment定義文のオペランドを，次に示しま

/*    HAモニタの環境設定    */
  environment  name   自系のホスト名
              ,address
                     自系のホストアドレス
              ,patrol
                     系障害監視時間
              ,lan   TCP/IPのホスト名〔:TCP/IPのホスト名…〕
              ,lanport
                     TCP/IPのサービス名〔:TCP/IPのサービス名…〕
            〔,fs_log_size
                   ｛ファイルシステム切り替えログファイルのサイズ
                   ｜65536｝〕
            〔,servmax
                   ｛16｜64｝〕;
〔function  〔 cpudown
                   ｛online｜standby｝｛,｜;｝〕
            〔 standbyreset
                   ｛use｜nouse｝｛,｜;｝〕
            〔 pathpatrol
                     監視パスのヘルスチェック間隔｛,｜;｝〕
            〔 pathpatrol_retry
                   ｛再チェック間隔｜30｝:｛再チェック回数｜5｝｛,｜;｝〕
            〔 message_retry
                   ｛リトライ間隔｜3｝｛,｜;｝〕
            〔 connect_retry
                   ｛接続間隔｜5｝:｛接続回数｜200｝｛,｜;｝〕
            〔 monbegin_restart
                   ｛use｜nouse｝｛,｜;｝〕
            〔 netmask
                   ｛byte｜bit｝｛,｜;｝〕
            〔 usrcommand
                     ユーザコマンドのフルパス名｛,｜;｝〕
            〔 lanpatrol
                   ｛LANアダプタの監視間隔｜15｝｛,｜;｝〕
            〔 lan_pair
                     現用LANアダプタ名-予備LANアダプタ名称〔:現用LANアダプタ名-予備LAN
アダプタ名…〕｛,｜;｝〕
            〔 lanfailswitch
                     ｛use｜nouse｝｛,｜;｝〕
            〔 resetpatrol
                   ｛リセットパスのヘルスチェック間隔｜2｝｛,｜;｝〕
            〔 multistandby
                   ｛use｜nouse｝｛,｜;｝〕
            〔 deviceoff_order
                   ｛order｜reverse｝｛,｜;｝〕
            〔 reset_type
                   ｛server｜host｝｛,｜;｝〕
            〔 jp1_event
                   ｛use｜use_ses｜nouse｝｛,｜;｝〕
            〔 ph_log_size
                   監視履歴ファイルのサイズ｛,｜;｝〕
            〔 ph_threshold
                   系監視履歴取得時間;〕〕
            〔 termcmd_at_abort
                    {use｜nouse}｛,｜;｝〕
〔options   〔 keep_gsp_mode
                   ｛use｜nouse｝〕;〕
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す。

name～ <1～ 32文字の英数字 >
HAモニタで複数の系を識別するために使用する名称です。使用するマシンの機種
によって，指定する名称が異なります。nameオペランドに指定した名称は，HAモ
ニタのコマンド実行時にホスト名（host name）として表示されます。
• 使用するマシンの機種が BladeSymphonyの場合，系ごとに固有となる任意の名
称を指定します。

• 使用するマシンの機種が H9000Vまたは HA8500の場合，自系の障害管理プロセ
サに指定した IPアドレスに対応するホスト名を指定します。

address～ <1～ 8桁の符号なし整数 >((0～ 99999999))
CPUのリセット時に系を特定するために，自系のホストアドレスを任意の値で指定
します。ハードウェアへの設定は HAモニタがします。
監視パスまたはリセットパスでつながるすべての系で，それぞれ固有のアドレスを
指定してください。なお，システム内に互いに監視し合わない系切り替え構成が複
数あり，かつ，それらがリセットパスを共用する場合，すべての系でそれぞれ固有
となるように指定してください。
複数の系で同じアドレスを設定すると，HAモニタが誤動作するおそれがあります。
使用するマシンの機種が BladeSymphonyの場合は，ハードウェアの制約上，0～
9999の範囲で指定してください。

patrol～ <符号なし整数 >((5～ 600))（単位：秒）
系障害の判断基準となる，他系からの aliveメッセージを監視する時間（系障害監視
時間）を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。patrolオペ
ランドに指定した時間を過ぎても他系から aliveメッセージが送信されない場合，
HAモニタは系障害と判断します。

lan～ <1～ 32文字の英数字 >
監視パスに使用する TCP/IP LANのホスト名を指定します。系ごとに固有の名称に
してください。
lanオペランドに指定するホスト名は，/etc/hostsファイルに設定したホスト名と同
じにしてください。/etc/hostsファイルについては，「6.6.1　ホスト名とサービス名
の登録」を参照してください。
TCP/IP LANのホスト名は，":"で区切って指定します。3個まで指定できます。複
線化した監視パスの中で優先して使用したいパスがある場合は，そのパスのホスト
名の前に，"#"を付けて指定します。優先して使用したいパスは，一つだけ指定でき
ます。次に指定の例を示します。

例で示す指定では，監視パスが "path11"と "path12"の 2本に複線化され，
"path11"の監視パスが優先して使用されます。

lan  #path11:path12,



8.　環境設定で定義するファイル

339

lanport～ <1～ 32文字の英数字 >
監視パスに使用する TCP/IP LANのサービス名を指定します。現用系と予備系とで
同じ値を指定してください。
lanportオペランドに指定するサービス名は，/etc/servicesファイルに設定したサー
ビス名と同じにしてください。/etc/servicesファイルについては，「6.6.1　ホスト名
とサービス名の登録」を参照してください。
lanportオペランドでは，lanオペランドで指定したホスト名に対応するサービス名
を，同じ位置の引数に指定します。サービス名の指定数は lanオペランドのホスト
名の指定数と同じにしてください。次に指定の例を示します。

例の場合，lanオペランドの "path11"は lanportオペランドの "HAmon1"に，lan
オペランドの "path12"は lanportオペランドの "HAmon2"に対応します。

fs_log_size～ <符号なし整数 >((0～ 2147483647))《65536》（単位：バイト）
ファイルシステム切り替え時のログファイルの最大サイズをバイト数で指定します。
現用系と予備系とで同じ値を指定してください。ファイルサイズが最大を超えた場
合，次のログ取得時点でファイルが自動的にバックアップされ，クリアされます。

servmax～ ((16または 64))《16》
一つの系で同時に稼働できるサーバの最大数を指定します。現用系と予備系とで同
じ値を指定してください。16または 64以外の数値は指定できません。
• 16：同時に稼働できるサーバの最大数を 16に設定します。
• 64：同時に稼働できるサーバの最大数を 64に設定します。

（2） function定義文

HAモニタの動作オプションを定義します。定義は任意です。定義していない場合は，仮
定値が設定されます。function定義文のオペランドを，次に示します。

cpudown～《online》
実行系と待機系のどちらをリセット優先系にするかを指定します。現用系と予備系
とで同じ値を指定してください。リセット優先系に指定すると，実行系と待機系と
で同時に系障害を検出した場合に，リセット優先系に指定した系が優先的に相手の
系をリセットします。
• online：実行系をリセット優先系にします。
• standby：待機系をリセット優先系にします。

standbyreset～《nouse》
待機系の系障害を実行系が検出した場合に，待機系をリセットするかどうかを指定
します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。multistandbyオペランド
に useを指定した場合は，このオペランドの指定は無視されます。

　　　lan　　　　path11 :path12,
　　　　　　　　　↓　　　↓
　　　lanport　HAmon1 :HAmon2,
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• use：待機系をリセットします。1:1系切り替え構成以外では，useを指定しない
でください。

• nouse：待機系をリセットしません。

pathpatrol～ <符号なし整数 >((1～ 240))（単位：分）
監視パスのヘルスチェック間隔を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定し
てください。
pathpatrolオペランドの指定を省略した場合は，監視パスのヘルスチェックはしま
せん。必ず設定してください。

pathpatrol_retry
監視パスの障害検出時に，監視パスの状態を再チェックする間隔と回数を，":"で区
切って指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。pathpatrolオ
ペランドの指定を省略した場合は，監視パスの再チェックはしません。
• 再チェック間隔～ <符号なし整数 >((3～ 600))《30》（単位：秒）
監視パスの再チェックの間隔を指定します。

• 再チェック回数～ <符号なし整数 >((0～ 20))《5》（単位：回）
監視パスの再チェックの回数を指定します。0を指定すると，監視パスの再チェッ
クはしません。

再チェック間隔と再チェック回数には，それぞれの積が pathpatrolオペランドで指
定した監視パスのヘルスチェック間隔を超えない値を指定してください。指定する
値は，次に示す計算式で確認してください。

message_retry～ <符号なし整数 >((3～ 600))《3》（単位：秒）
監視パスを使用する問い合わせ応答メッセージの送信失敗時に，メッセージ送信を
リトライする間隔を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
message_retryオペランドの指定を省略した場合は，HAモニタが 3秒間隔でメッ
セージ送信をリトライします。
リトライは，送信が成功するまで続けます。系間の監視中（aliveメッセージの監視
中）でない場合，HAモニタは，60秒を超えても問い合わせ応答メッセージの送信
が成功しなければ系障害が発生したと判断します。なお，message_retryオペラン
ドに 60秒以上を指定した場合は，指定した時間までメッセージの受信を待ってから
系障害と判断します。

connect_retry
HAモニタ間で接続処理をする間隔と回数を，":"で区切って指定します。現用系と
予備系とで同じ値を指定してください。
接続されている HAモニタが多い場合は，HAモニタ間が接続しなくなることがあ
るため，必ず指定してください。このオペランドは HAモニタの接続構成設定ファ
イルが作成されている場合に有効となります。
• 接続間隔～ <符号なし整数 >((5～ 60))《5》（単位：秒）

監視パスのヘルスチェック間隔×60 ≧ 再チェック間隔×（再チェック回数＋1）
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HAモニタ間での接続処理の間隔を指定します。間隔が短いとHAモニタの性能
に影響し，長いと HAモニタ間の接続が遅れる場合があります。目安として，接
続されている HAモニタの数が 10以上の場合は，10秒以上を指定してください。

• 接続回数～ <符号なし整数 >((1～ 9999))《200》（単位：回）
HAモニタ間での接続処理のリトライ回数を指定します。9999を指定すると，す
べての HAモニタと接続するまで接続処理を繰り返します。
回数が少ないと HAモニタ間の接続ができない場合があり，多いと HAモニタの
性能に影響します。したがって，通常はデフォルト値を指定しておき，HAモニタ
間の接続ができないことがある場合だけ，回数を増やして指定してください。
なお，この回数を超えても接続できなかった場合は，メッセージ KAMN176-Eを
出力します。

monbegin_restart～《use》
系障害で実行系がリセットされた際に，実行系のHAモニタの再起動後，自動でモ
ニタモードのサーバ起動コマンド（monbeginコマンド）を実行して，モニタモード
のサーバを起動するかどうかを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定して
ください。
• use：モニタモードのサーバを自動で起動します。JP1などの運用管理ソフトウェ
アを使用して自動でサーバを起動しない場合は，useを指定することをお勧めしま
す。

• nouse：モニタモードのサーバを自動で起動しません。JP1などの運用管理を使用
して自動でサーバを起動する場合は，nouseを指定してください。

netmask～《byte》
監視パスとして使用する LANインタフェースに設定したネットマスクを指定しま
す。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。また，LANが同一ネットワー
ク番号で複数のサブネットとして構成されているネットワークでは，同じネットマ
スクを設定してください。ネットマスクの設定については，「5.4.2　必要な IPアド
レス」を参照してください。
netmaskオペランドの設定およびネットマスクの設定を誤ると，他系のHAモニタ
と通信ができないなど，HAモニタが誤動作します。
• byte：ネットマスクが 10進表現で 255，0の値の場合にだけ指定します。次に例
を示します。

• bit：ネットマスクが 10進表現で 255，0以外の値がある場合に指定します。次に
例を示します。

netmaskオペランドに bitを指定する場合，ネットマスクの設定では，次の制限
があります。

255.255.0.0

255.255.255.192
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IPアドレスとネットマスクの組み合わせによって認識されるネットワークアドレ
スの部分（ネットワーク番号の部分とサブネット番号の部分）は，各クラスで決
められているネットワーク番号の部分をすべて含んでいる必要があります。例え
ば，クラス Bのネットワークに対して "255.254.0.0"というネットマスクは設定で
きません。

ネットマスクの値は，OSの ifconfigコマンドで確認できます。ネットマスクおよび
ifconfigコマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

usrcommand～ <1～ 1000文字のパス名 >
HAモニタに自動発行させるユーザコマンドのフルパス名を指定します。現用系と
予備系とで同じ値を指定してください。
ユーザコマンドの作成方法やコーディング例については，「6.11　ユーザコマンドの
作成」を参照してください。

lanpatrol～ <符号なし整数 >((2～ 60))《15》（単位：秒）
LANアダプタを二重化している場合，HAモニタが LANアダプタの状態を調査す
る間隔を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。

lan_pair～ <1～ 32文字の英数字 >
LANアダプタの二重化のために，ペアとなる二つの LANアダプタ名の組を指定し
ます。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
現用 LANアダプタとして使用する LANアダプタ名を一つ目に，予備 LANアダプ
タとして使用する LANアダプタ名を二つ目に指定します。二つの LANアダプタ名
は，"-"で結んで指定してください。":"で区切ることによって，複数のペアを指定で
きます。複数のペアを指定する場合，あるペアに指定した LANアダプタを，重複し
て別のペアに指定できません。次に指定の例を示します。

例で示す指定では，"lan0"の予備 LANアダプタとして "lan1"が使用され，"lan2"
の予備 LANアダプタとして "lan3"が使用されます。
このオペランドを省略した場合は，LANアダプタの二重化をしません。

lanfailswitch～《nouse》
二重化された LANアダプタの両方が障害になった場合，指定した実行サーバを自動
的に計画系切り替えをするかどうかを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指
定してください。
lan_pairオペランドが指定されていない場合は，このオペランドは無視されます。
• use：LANアダプタ二重障害時に自動計画系切り替えをします。
• nouse：LANアダプタ二重障害時に自動計画系切り替えをしません。

lanfailswitchオペランドに useを指定する場合は，系切り替えをするサーバに LAN
アダプタ名を指定する必要があります。サーバ対応の環境設定の switchbyfailオペ

lan_pair  lan0-lan1:lan2-lan3,
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ランドに指定します。

resetpatrol～ <符号なし整数 >((1～ 60))《2》（単位：分）
リセットパスのヘルスチェック間隔を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指
定してください。

multistandby～《nouse》
一つの実行サーバに対して複数の待機サーバを定義できる，マルチスタンバイ機能
を使用するかどうかを指定します。現用系と予備系で同じ値を指定してください。
マルチスタンバイ機能の詳細については，「4.5　マルチスタンバイ機能を使用する
場合のサーバと系の管理」を参照してください。
• use：マルチスタンバイ機能を使用します。
• nouse：マルチスタンバイ機能を使用しません。

deviceoff_order～《order》
共有リソースの切り離しをする順序を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指
定してください。このオペランドの指定は，HAモニタに定義されているサーバす
べてに適用されます。
また，サーバごとに共有リソースの切り離しをする順序を指定することもできます。
サーバごとに指定する方法については，「8.4.1　サーバ対応の環境設定（servers）」
を参照してください。また，共有リソースの切り離しをする順序の詳細については，
「4.7.5　共有リソースの切り離しを接続時と逆順にする場合の処理の流れ」を参照し
てください。
• order：接続時と同じ順番で共有リソースの切り離しをします。
• reverse：接続時と逆の順番で共有リソースの切り離しをします。

reset_type～《server》
リセット発行系の決定方法を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してく
ださい。HAモニタの環境設定のmultistandbyオペランドに useを指定した場合
は，このオペランドの設定に関係なく，hostが仮定されます。
• server：リセット発行系とリセット優先系の決定手順に従い，リセット発行系を
決定します。

• host：リセット発行系決定時のリセット優先系を，リセット優先度に基づいて決
定します。リセット優先度は，HAモニタの環境設定の addressオペランドに指
定したホストアドレスが小さい系ほど，高くなります。

jp1_event
JP1のイベント通知機能を使用するかどうかを指定します。現用系と予備系とで同
じ値を指定してください。JP1のイベント通知機能を使用するには，システムに物
理ホスト環境の JP1/Baseが必要です。
OSが HP-UX（PA-RISC）の場合，イベント形式を選択できます。jp1_eventオペ
ランドの指定を省略した場合，HAモニタは JP1/SES形式のイベントを発行しま
す。
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OSがHP-UX（IPF）の場合，イベント形式は JP1/IM形式を使用します。JP1/
SES形式は使用できません。jp1_eventオペランドの指定を省略した場合，HAモニ
タでは JP1のイベントを発行しません。
• use：JP1/IM形式のイベントを発行します。
• use_ses：JP1/SES形式のイベントを発行します。OSが HP-UX（PA-RISC）の
場合だけ指定できます。

• nouse：JP1のイベント通知機能を使用しません。

ph_log_size～ <符号なし整数 >((1024～ 10485760))（単位：バイト）
サーバや系に発生したスローダウンの情報を監視履歴として記録する監視履歴ファ
イルのサイズを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
このオペランドを指定しておくと，HAモニタ起動時に指定したサイズで監視履歴
ファイルが作成され，サーバや系の監視履歴を取得できます。監視履歴ファイル内
の空白がなくなると監視履歴ファイルの内容はラップアラウンドされ，バックアッ
プファイルに書き換えられます。監視履歴ファイルのサイズを見積もるための計算
式を，次に示します。

ph_threshold～ <符号なし整数 >((5～ 559))（単位：秒）
自系・他系に発生したスローダウンの情報を監視履歴として取得する場合に，alive
メッセージが途絶してから監視履歴を取得するまでの時間（系監視履歴取得時間）
を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。系監視履歴取得時
間は，HAモニタの環境設定の patrolオペランドで指定した系障害監視時間よりも
小さい値になるように指定する必要があります。
このオペランドを省略した場合，系の監視履歴は取得しません。また，このオペラ
ンドを指定して系の監視履歴を取得する場合，必ず ph_log_sizeオペランドも指定し
てください。

termcmd_at_abort～《nouse》
サーバ障害時に系切り替えまたは連動系切り替えをする場合，障害が発生したモニ
タモードのサーバの停止コマンドに HAモニタが渡す引数の種類を指定します。現
用系と予備系とで同じ値を指定してください。
• use：サーバの停止コマンドを引数 "-c"で実行します。
• nonuse：サーバの停止コマンドを引数 "-w"で実行します。

HAモニタが渡す引数については，「6.9.2　サーバの停止コマンドの作成」を参照し
てください。

（3） options定義文

HAモニタの付加機能を定義します。定義は任意です。定義していない場合は，仮定値が
設定されます。options定義文のオペランドを，次に示します。

監視履歴を取得するサーバや系の起動回数×180＋監視履歴ファイルに記録させたいスローダウンの回数
×90
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keep_gsp_mode～《nouse》
使用しているマシンの機種がH9000Vの場合に有効な定義です。
OSコンソールと GSPコマンドモードを一つのコンソール画面で共用する機能の場
合，リセットパスのヘルスチェック実行後，コンソール画面で使用するモードを指
定します。
• use：リセットパスのヘルスチェック実行後，コンソール画面で GSPコマンド
モードを使用します。

• nouse：リセットパスのヘルスチェック実行後，コンソール画面で OSコンソール
モードを使用します。
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8.4　サーバの環境設定
サーバの環境設定では，系で稼働させる実行サーバや待機サーバの環境を定義します。

また，排他サーバの環境設定もできます。排他サーバを定義すると，待機サーバが実行
サーバとして稼働したときに，同じ系にあるほかの待機サーバを停止できます。この停
止させるサーバを排他サーバといいます。この結果，同じ系で複数の実行サーバが稼働
することを防げます。

8.4.1　サーバ対応の環境設定（servers）
サーバ対応の環境を設定する定義ファイルは，HAモニタの環境設定用ディレクトリの下
に serversというファイル名で作成します。

また，HAモニタサンプルファイル用ディレクトリの下に，serversファイルのサンプル
が用意されています。このファイルを HAモニタの環境設定用ディレクトリにコピーし，
書き換えて使用すると，定義ファイルを最初から作成する手間が省けます。

なお，この定義ファイルは系ごとに作成します。太字部分は，系間で同じ値を指定して
ください。太字以外の部分は，系間で矛盾がないように設定してください。

サーバ対応の環境設定をする定義ファイルを，次に示します。

/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name  
             プログラム名
       ,alias
             サーバの識別名
       ,acttype
            ｛server｜monitor｝
       ,patrol
             サーバ障害監視時間
     〔,termcommand
             サーバの停止コマンドのパス名〕
     〔,initial
            ｛online｜standby｝〕
     〔,pairdown
           ｛use〔:serv_slow〕｜nouse｝〕
     〔,group
             グループ名〔:｛exchange｜no_exchange〔: ｛cancel｜no_cancel｝〕｝〕〕
     〔,switchtype
           ｛switch｜restart〔:再起動監視時間〕｜manual｝〕
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     〔,disk
             ボリュームグループの絶対パス名〔:ボリュームグループの絶対パス名…〕〕
     〔,port
             スペシャルファイル名〔:スペシャルファイル名…〕〕
     〔,lan_updown
           ｛use｜nouse｝〕
     〔,fs_name
             論理ボリュームの絶対パス名〔:論理ボリュームの絶対パス名…〕〕
     〔,fs_mount_dir
             ディレクトリ名〔:ディレクトリ名…〕〕
     〔,fs_mount_opt
             オプション〔:オプション…〕〕
     〔,fs_umount_retry
           ｛リトライ回数｜10｝〕
     〔,patrolcommand
             サーバの監視コマンドのパス名〕
     〔,servexec_retry
           ｛サーバ起動処理の再試行回数｜2｝〕
     〔,waitserv_exec
           ｛yes｜no｝〕
     〔,retry_stable
           ｛起動完了監視時間｜60｝〕
     〔,hls
             スペシャルファイル名#装置ID入力ポート
               〔:スペシャルファイル名#装置ID入力ポート…〕〕
     〔,parent
             親サーバの識別名称〕
     〔,switchbyfail
             LANアダプタ名〕
     〔,dev_timelimit
             共有リソース切り替えタイムアウト値〕
     〔,vg_on_opt
             ボリュームグループの接続オプション〔:オプション…〕〕
     〔,lan_neck
             LANアダプタ名〔:LANアダプタ名…〕〕
     〔,ip_neck
            {use | nouse}〕
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（1） サーバの種類と定義するオペランド一覧

サーバ対応の環境設定では，次の場合でそれぞれ定義するオペランドが異なります。

     〔,uoc_neck
            {use | nouse}〕
     〔,vg_neck
            {use | nouse}〔: {use | nouse}…〕〕
     〔,fs_neck
            {use | nouse}〔: {use | nouse}…〕〕
     〔,actcommand
            サーバの起動コマンドのパス名〕
     〔,standbypri
            {各待機サーバの優先度 | 1}〕
     〔,deviceoff_order
            {order｜reverse}〕
     〔,ph_threshold
                   サーバ監視履歴取得時間〕;
/*  リソースサーバ対応の環境設定  */
〔resource    alias
                 リソースサーバの識別名
             ,group
                 グループ名
           〔,initial
               ｛online｜standby｝〕
           〔,disk
                 ボリュームグループの絶対パス名〔:ボリュームグループの絶対パス名…〕〕
           〔,port
                 スペシャルファイル名〔:スペシャルファイル名…〕〕
    　     〔,lan_updown
               ｛use｜nouse｝〕
   　      〔,fs_name
                 論理ボリュームの絶対パス名〔:論理ボリュームの絶対パス名…〕〕
    　     〔,fs_mount_dir
                 ディレクトリ名〔:ディレクトリ名…〕〕
   　      〔,fs_mount_opt
                 オプション〔:オプション…〕〕
    　     〔,fs_umount_retry
               ｛リトライ回数｜10｝〕
    　     〔,hls
                 スペシャルファイル名#装置ID入力ポート
                   〔:スペシャルファイル名#装置ID入力ポート…〕〕
    　     〔,dev_timelimit
                 共有リソース切り替えタイムアウト値〕

   　      〔,vg_on_opt
                 ボリュームグループの接続オプション〔:オプション…〕〕
    　     〔,lan_neck
                 LANアダプタ名〔:LANアダプタ名…〕〕
    　     〔,ip_neck
                {use | nouse}〕
    　     〔,uoc_neck
                {use | nouse}〕
  　       〔,vg_neck
                {use | nouse}〔: {use | nouse}…〕〕
    　     〔,fs_neck
                {use | nouse}〔: {use | nouse}…〕〕
           〔,standbypri
                 {各待機サーバの優先度 | 1}〕
           〔,deviceoff_order
                 {order｜reverse}〕;〕
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• サーバがサーバモードの場合
• サーバがモニタモードの場合
• リソースサーバの場合

サーバの種類によるオペランドの組み合わせを次の表に示します。

表 8-4　サーバの種類によるオペランドの組み合わせ

オペランド サーバモードの場合 モニタモードの場合 リソースサーバの場合

name ◎ ◎ －

alias ◎ ◎ ◎

acttype ○ ◎ －

patrol ◎ － －

termcommand － △ －

initial ○ ○ ○

pairdown ○ － －

group △ △ ◎

switchtype ○ － －

disk △ △ △

port △ △ △

lan_updown ○ ○ ○

fs_name △ △ △

fs_mount_dir △ △ △

fs_mount_opt △ △ △

fs_umount_retry ○ ○ ○

patrolcommand － △ －

servexec_retry － ○ －

waitserv_exec － ○ －

retry_stable － ○ －

hls △ △ △

parent △ △ －

switchbyfail △ △ －

dev_timelimit △ △ △

vg_on_opt ○ ○ ○

lan_neck △ △ △

ip_neck ○ ○ ○

uoc_neck ○ ○ ○

vg_neck ○ ○ ○

fs_neck ○ ○ ○
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（凡例）
◎：定義します（省略できません）。
○：定義します（省略した場合，仮定値が設定されます）。
△：定義します（省略した場合，設定されません）。
－：定義しません（定義しても無視されます）。

（2） server定義文

サーバの動作環境を定義します。server定義文のオペランドを，次に示します。

name～ <1～ 1000文字のサーバパス名 >
プログラムを特定するための名称を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定
してください。

サーバモードのサーバの場合
• OpenTP1を使用するとき

OpenTP1ディレクトリの絶対パス名称を指定してください。OpenTP1ディ
レクトリについては，マニュアル「分散トランザクション処理機能 OpenTP1 
運用と操作」を参照してください。

• HiRDBを使用するとき
使用する HiRDBの系切り替え機能によって指定する内容が異なります。指
定する値の詳細については，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ 
HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

モニタモードのサーバの場合
サーバの起動コマンドの完全パス名を指定します。

alias～ <1～ 8文字の英数字 >
HAモニタで使用するコマンドや，出力するメッセージのための，サーバの識別名
（サーバの別名）を指定します。すべての系の中で一意となる名称を指定してくださ
い。また，現用系と予備系とで同じ値を指定してください。

acttype～《server》
サーバの起動方法を指定します。サーバモードのサーバの場合は serverを，モニタ
モードのサーバの場合はmonitorを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定
してください。
• server：サーバの起動コマンドでサーバを起動します。
• monitor：HAモニタのコマンドでサーバを起動します。

actcommand － △ －

standbypri ○ ○ ○

deviceoff_order ○ ○ ○

ph_threshold △ － －

オペランド サーバモードの場合 モニタモードの場合 リソースサーバの場合
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patrol～ <符号なし整数 >((5～ 600))（単位：秒）
サーバモードのサーバの場合に，サーバ障害の判断基準となる，サーバからの稼働
報告を確認する時間（サーバ障害監視時間）を指定します。現用系と予備系とで同
じ値を指定してください。patrolオペランドに指定した時間を超えてもサーバから
の稼働報告がなかった場合，HAモニタはサーバ障害と判断します。
モニタモードのサーバの場合は，指定しても無視されるので，指定を省略できます。

termcommand～ <1～ 1000文字のパス名 >
シェルなどで作成したサーバの停止コマンドを完全パス名で指定します。現用系と
予備系とで同じ値を指定してください。
モニタモードのサーバの場合にこのオペランドを指定しておくと，計画系切り替え
をしたいときに計画系切り替えコマンド（monswapコマンド）を実行するだけで，
自動的に実行サーバを計画停止できます。また，実行サーバを正常終了させたいと
きにモニタモードのサーバ停止コマンド（monendコマンド）を実行するだけで，
自動的に実行サーバを正常終了できます。
サーバモードのサーバの場合は，指定しても無視されるので，指定を省略できます。
なお，"（引用符）で囲んで指定することで，空白を使用できます。空白を使用する
ことで，コマンドに引数を指定できます。空白を含む指定をした場合，一つ以上の
空白で区切られた最初の文字列が，サーバの停止コマンドのパス名称として認識さ
れます。最初の空白より後ろの文字列は引数として認識されます。HAモニタが渡
す引数（"-e"，"-w"，"-c"）は，サーバの停止コマンドの，最後の引数として追加し
て実行されます。HAモニタが渡す引数については，「6.9.2　サーバの停止コマンド
の作成」を参照してください。

initial～《online》
サーバの起動種別として，サーバ起動時の状態を指定します。現用系では online
を，予備系では standbyを指定してください。
• online：サーバを実行サーバとして起動します。
• standby：サーバを待機サーバとして起動します。

pairdown～《nouse》
サーバ障害を検出したときにHAモニタも障害として停止する，ペアダウン機能を
使用するかどうかを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
モニタモードのサーバの場合は，指定しても無視されるので，指定を省略できます。
• use：ペアダウン機能を使用します。実行サーバの障害時（サーバ自身が検出した
障害およびサーバのスローダウン）にペアダウンをします。useを指定した場合
は，":"で区切ったあとに次の値を指定できます。
serv_slow
実行サーバの障害のうち，サーバのスローダウン検出時だけペアダウンをします。
サーバ自身が検出した障害の場合はペアダウンをしないで，switchtypeオペラン
ドの定義に従って動作します。

• nouse：ペアダウン機能を使用しません。
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group～ <1～ 8文字の英数字 >
連動系切り替え時に一括して切り替えるサーバグループの名称と，各サーバの切り
替え種別を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。groupオ
ペランドを指定する場合，グループ化されたサーバの initialオペランド値は，系内
で同じ値にしてください。
サーバグループの名称には，"exchange"，"no_exchange"，"cancel"，"no_cancel"
以外の名称を指定してください。
サーバの切り替え種別には，そのサーバにサーバ障害が発生した場合に連動系切り
替えをするかどうかを指定します。サーバの切り替え種別は，サーバモードのサー
バの場合だけ指定できます。モニタモードの場合は指定できません。モニタモード
のサーバにサーバ障害が発生した場合，サーバの監視コマンドを作成しているとき
は連動系切り替えをします。サーバの監視コマンドを作成していないときは連動系
切り替えをしません。
サーバの切り替え種別の指定は任意です。指定する場合は，グループ名もあわせて
指定してください。グループ名の指定を省略すると，各サーバの切り替え種別の指
定は無視されます。サーバの切り替え種別として指定できる値を次に示します。
• exchange：この値を指定したサーバにサーバ障害（サーバのスローダウンを含み
ます）が発生すると，サーバグループ内のすべてのサーバを一括して，連動系切
り替えをします。この値と，"cancel"または "no_cancel"は，同時に指定できませ
ん。

• no_exchange：この値を指定したサーバにサーバ障害が発生しても，連動系切り
替えはしません。対応する待機サーバは連動系切り替え待ち状態になります。た
だし，サーバグループ内のすべてのサーバに no_exchangeを指定していても，す
べてのサーバでサーバ障害が発生すると，連動系切り替えをします。
なお，サーバの切り替え順序制御を使用している場合，親サーバには，
no_exchangeを指定できません。
no_exchangeを指定した場合は，":"で区切ったあとに次の値を指定できます。
cancel
この値を指定したサーバのスローダウンを検出すると，HAモニタはこのサーバを
異常終了させます。対応する待機サーバは連動系切り替え待ち状態になります。
no_cancel
この値を指定したサーバのスローダウンを検出しても，HAモニタはこのサーバの
状態監視を続けます。対応する待機サーバは連動系切り替え待ち状態にはなりま
せん。
サーバグループ内のすべてのサーバで "no_exchange:no_cancel"を指定すると，
すべてのサーバのスローダウンを検出しても，系切り替えをしないでサーバの状
態監視を続けます。

switchtype～《switch》
サーバモードのサーバのサーバ障害を検出した場合の動作を指定します。現用系と
予備系とで同じ値を指定してください。モニタモードのサーバの場合は指定しても
無視されるので，指定を省略できます。
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• switch：実行サーバを停止させ，系切り替えをします。
• restart：実行サーバを実行サーバの再起動待ち状態にし，実行サーバが自動で再
起動するのを待ちます。系切り替えはしません。実行サーバの再起動が失敗した
場合は，サーバ自身のリトライ回数だけ再起動をリトライします。リトライ回数
が限界に達すると，系切り替えを開始します。
restartを指定した場合は，":"で区切って実行サーバの再起動監視時間を指定でき
ます。再起動監視時間を超えて実行サーバが再起動しない場合は，系切り替えを
開始します。再起動監視時間は 60秒から 3,600秒の範囲で指定できます。再起動
監視時間の指定を省略した場合は，実行サーバの再起動は監視しません。

• manual：実行サーバを実行サーバの再起動待ち状態にし，実行サーバが自動で再
起動するのを待ちます。系切り替えはしません。実行サーバの再起動が失敗した
場合は，サーバ自身のリトライ回数だけ再起動をリトライします。リトライ回数
が限界に達すると，実行サーバを停止させ，対応する待機サーバをいったん停止
させたあとに再起動して実行サーバの起動待ち状態にします。
なお，manualを指定したサーバのスローダウンを検出した場合，HAモニタは何
もしないでサーバの監視を続けます。

disk～ <1～ 256文字のパス名 >
共有ディスクを使用する場合に，切り替える共有ディスク上に定義したボリューム
グループの絶対パス名を指定します。3,000個まで指定できます。現用系と予備系と
で同じ値を指定してください。
このオペランドを省略した場合は，HAモニタは共有ディスクの切り替えをしませ
ん。

port～ <1～ 256文字のパス名 >
使用するマシンの機種がH9000Vで，かつ使用する回線切替装置が HN-7601-8Vま
たはHN-7601-8Xの場合に，切り替える回線切替装置の RCポートとして使用する
RS-232Cのスペシャルファイル名を指定します。8個まで指定できます。スペシャ
ルファイル名には，現用系と予備系とで同じ値を指定してください。

lan_updown
LANの状態設定ファイルを使用するかどうかを指定します。現用系と予備系とで同
じ値を指定してください。
• use：LANの状態設定ファイル（サーバ識別名 .upファイルおよびサーバ識別名

.downファイル）を使用します。
• nouse：LANの状態設定ファイルを使用しません。

lan_updownオペランドの指定を省略した場合は，HAモニタの環境設定用ディレク
トリの下にサーバ識別名 .upファイルおよびサーバ識別名 .downファイルがあれば，
そのファイルを LANの状態設定ファイルとして使用します。

fs_name～ <1～ 256文字のパス名 >
共有ディスク上のファイルシステムを使用する場合に，切り替えるファイルシステ
ムに対応する論理ボリュームの絶対パス名を指定します。3,000個まで指定できま
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す。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
このオペランドを省略した場合は，HAモニタは共有ディスク上のファイルシステ
ムの切り替えをしません。
fs_nameオペランドを指定した場合には，必ず fs_mount_dirオペランドを指定して
ください。

fs_mount_dir～ <1～ 256文字のパス名 >
共有ディスク上のファイルシステムを使用する場合に，切り替えるファイルシステ
ムのマウント先ディレクトリの絶対パス名を指定します。現用系と予備系とで同じ
値を指定してください。
このオペランドは，fs_nameオペランドを指定した場合は省略できません。
fs_mount_dirオペランドでは，fs_nameオペランドで指定した論理ボリュームに対
応するマウント先ディレクトリを，同じ位置の引数に指定します。また，マウント
先ディレクトリの指定数は fs_nameオペランドと同じにしてください。fs_nameお
よび fs_mount_dirオペランドの指定方法の例を，次の例に示します。

例の場合，fs_nameオペランドの "/dev/vg01/lvol1"は fs_mount_dirオペランドの "/
home1"に，fs_nameオペランドの "/dev/vg02/lvol1"は fs_mount_dirオペランドの
"/home2"に対応します。
なお，このオペランドに指定するファイルシステムについてはシステム起動時に自
動的にマウントする設定をしないでください。

fs_mount_opt～ <1～ 256文字の文字列 >
共有ディスク上のファイルシステムを使用する場合に，切り替えるファイルシステ
ムに対するmountコマンド実行時のオプションを指定します。現用系と予備系とで
同じ値を指定してください。オプション中に空白，コンマ，コロン，セミコロン，
スラント，またはアスタリスクが含まれる場合は，それぞれを "（引用符）で囲んで
指定します。
fs_mount_optオペランドでは，fs_nameオペランドおよび fs_mount_dirオペラン
ドで指定したファイルシステムに対応するオプションを，同じ位置の引数に指定し
ます。オプションの指定数は fs_nameオペランドおよび fs_mount_dirオペランド
と同じにしてください。途中のオプションを省略する場合は値を指定しないでコロ
ンで区切って指定します。fs_name，fs_mount_dir，および fs_mount_optオペラン
ドの指定方法の例を，次の例に示します。

例の場合，fs_nameオペランドの "/dev/vg01/lvol1"と fs_mount_dirオペランドの "/

　　　fs_name　　/dev/vg01/lvol1:/dev/vg02/lvol1,
　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　↓
　　　fs_mount_dir　/home1　　　:/home2,

　　　fs_name　　　/dev/vg01/lvol1:/dev/vg02/lvol1,
　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　↓
　　　fs_mount_dir　/home1　　　　:/home2,
　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　↓
　　　fs_mount_opt　"-o rw"　　　　:,
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home1"は fs_mount_optオペランドの "-o rw"に対応し，fs_nameオペランドの "/
dev/vg02/lvol1"と fs_mount_dirオペランドの "/home2"は fs_mount_optオペラン
ドを省略しています。
fs_mount_optオペランドの指定を省略した場合，すべてのファイルシステムに対す
るmountコマンド実行時オプションを省略します。

fs_umount_retry～ <符号なし整数 >((0～ 9999))《10》（単位：回）
ファイルシステムの切り離し時，アンマウントに失敗した場合のリトライ回数を指
定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
0を指定した場合はリトライしません。9999を指定した場合はアンマウントが成功
するまで無制限にリトライします。なお，リトライの間隔は 1秒です。

patrolcommand～ <1～ 1000文字のパス名 >
モニタモードのサーバを監視するためのサーバの監視コマンドを完全パス名で指定
します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
このオペランドを省略した場合は，実行サーバの監視はしません。なお，サーバ
モードのサーバでは，このオペランドを指定しても無視されます。
なお，termcommandオペランドと同様に，オペランドの指定値を "（引用符）で囲
むことで，引数を指定できます。

servexec_retry～ <符号なし整数 >((0～ 9999))《2》（単位：回）
モニタモードの実行サーバのサーバ障害を検出した場合にサーバの起動処理を再実
行させる回数を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
HAモニタが実行サーバのサーバ障害を検出した場合，指定した回数分だけ name
オペランドに指定したサーバの起動コマンドの再実行を試みます。指定回数内で
サーバの起動処理が完了した場合は，そのまま正常動作として処理が続行されます。
指定回数内にサーバの起動処理が完了しない場合は，HAモニタはサーバ障害と判
断し，自動計画系切り替えを実行します。
このオペランドを省略した場合は，値として 2を仮定します。このオペランドに 0
を指定した場合は，サーバの再起動はしないで，サーバの監視コマンドの終了を検
出すると即時に自動計画系切り替えを実行します。
このオペランドに 9999を指定した場合は，サーバの起動処理が完了するまで，また
は実行サーバを停止させるまで無限にサーバを再起動します。この場合，サーバ対
応の環境設定の nameオペランドに指定したパスが見つからない，実行権限が付け
られていないなどの理由から，再起動してもサーバの起動に成功しないことがあり
ます。そのため，環境設定の定義およびサーバの起動コマンドが正しいかを確認し
てください。
なお，サーバモードのサーバの場合，または patrolcommandオペランドが指定され
ていない場合，このオペランドを指定しても無視されます。

waitserv_exec～《no》
モニタモードのサーバを実行サーバとして起動する場合，HAモニタが実行サーバ
の起動完了処理をする前に nameオペランドに指定したサーバの起動コマンドの実
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行完了を待つかどうかを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してくださ
い。
• yes：サーバの起動コマンドの実行完了を待って，実行サーバの起動完了処理をし
ます。

• no：サーバの起動コマンドの実行完了を待たないで，実行サーバの起動完了処理
をします。

モニタモードのサーバを監視する場合は，「6.9.1(2)　サーバの起動コマンドの作成
方法」の説明に従ってこのオペランドの値を決定してください。
このオペランドを省略した場合は noを仮定します。なお，サーバモードのサーバの
場合，または patrolcommandオペランドが指定されていない場合，このオペランド
を指定しても無視されます。

retry_stable～ <符号なし整数 >((60～ 3600))《60》（単位：秒）
モニタモードでのサーバの再起動に成功した場合，そのサーバが安定的に動作した
と判断するための監視時間を秒数で指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定
してください。
サーバが再起動したあと，このオペランドに指定した時間内に障害が検出されな
かった場合，HAモニタはサーバが安定的に稼働したと判断し，再起動回数を 0に
リセットします。再起動成功後，再び 0秒から安定稼働のために経過が監視されま
す。
サーバが再起動したあと，このオペランドに指定した時間が経過する前に再度障害
となると，再起動回数が更新され，サーバが再起動されます。更新された再起動回
数がサーバ対応の環境設定の servexec_retryオペランドに指定した値を超えた場合
は，サーバの再起動はされないで，系切り替え動作をします。

hls～ <1～ 256文字の文字列 >
使用するマシンの機種が H9000Vで，かつ使用する回線切替装置が
HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの場合に，切り替える回線切替装置の
名称を指定します。
"スペシャルファイル名 #装置 ID入力ポート "の形式で指定します。8個まで指定
できます。
• スペシャルファイル名

RCポートとして使用する RS-232Cのスペシャルファイル名を指定します。1～
251文字の英字，数字，"/", "-", "_", ". "で指定します。現用系と予備系とで同じ値
を指定してください。

• 装置 ID
回線切替装置の ADDに設定した値を 000から 998の範囲で指定します。現用系
と予備系とで同じ値を指定してください。

• 入力ポート
自系の回線を接続した入力ポートを "A"または "B"で指定します。現用系と予備
系とで異なる値を指定してください。次に指定の例を示します。
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例の場合，現用系で実行サーバを起動したときは，入力ポート Aに回線が接続さ
れます。予備系で実行サーバを起動したときは，入力ポート Bに回線が接続され
ます。

parent～ <1～ 8文字の英数字 >
サーバの切り替え順序制御をする場合，自サーバ起動のために必要な，親サーバを
指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。指定する値は親サー
バのサーバ識別名（alias）に指定した名称を記述します。このオペランドを指定し
た場合，系切り替え時に，親サーバの起動が完了するまで，自サーバを起動しない
ように順序制御をします。このオペランドは groupオペランドが指定されている場
合だけ指定できます。
なお，正しく順序制御ができなくなるため，サーバグループ内のサーバが稼働中に，
このオペランドを変更しないでください。

switchbyfail～ <1～ 32文字の英数字 >
二重化した LANアダプタの両方が障害となった場合に，自動的に実行サーバの計画
系切り替えをさせるための LANアダプタ名を指定します。HAモニタの環境設定の
lan_pairオペランドにペアとして指定した，現用 LANアダプタ名を指定します。
現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
このオペランドを省略した場合，二重化した LANアダプタの両方に障害が発生して
も，実行サーバの自動計画系切り替えをしません。
なお，このオペランドを指定した場合は，HAモニタの環境設定の lanfailswitchオ
ペランドに useを指定してください。

dev_timelimit～ <符号なし整数 >((60～ 3600))（単位：秒）
系切り替え時のサーバの共有リソース接続・切り離し処理に対するタイムアウト値
を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
タイムアウトした場合は，共有リソースに関する処理を処理失敗として中断し，
サーバの起動・停止処理を続行します。省略時はタイマ監視をしないで，接続・切
り離しが完了するまで，サーバの起動・停止を待ちます。

vg_on_opt～ <1～ 256文字の文字列 >
切り替えるボリュームグループに対する接続時の vgchangeコマンド実行時のオプ
ションを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してください。
省略時は，"-a△ y"オプションを仮定します。
オプション中に△（空白）が含まれる場合は "（引用符）で囲んで指定してくださ
い。
vg_on_optオペランドは，diskオペランドで指定したボリュームグループに対応す
るオプションを同じ位置の引数に指定します。よって，オプションの指定数は disk
オペランドと同じにしてください。途中のオプションを省略する場合は値を指定し

　　　現用系のhlsオペランド：hls　/dev/tty0p2#001A
　　　予備系のhlsオペランド：hls　/dev/tty0p2#001B
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ないでコロンで区切って指定します。
vgchangeコマンド実行時のオプションを指定する例を，次に示します。

例の場合，diskオペランドの "/dev/vg01"については，vgchangeコマンドのオプ
ションに "-a △ y△ -q△ n"を使用して実行され， "/dev/vg02"については，
vgchangeコマンドのオプションにデフォルト値である "-a△ y"を使用して実行され
ます。
vg_on_optオペランドの指定を省略した場合，すべてのボリュームグループに対す
るオプションにデフォルト値が仮定されます。

lan_neck～ <1～ 32文字の英数字 >
サーバの起動のために必須な LANアダプタ名として，二重化された LANアダプタ
のうち，どちらか一方の LANアダプタ名を指定します。LANアダプタ名は，":"
（コロン）で区切って最大 32個指定できます。現用系と予備系とで同じ値を指定し
てください。
実行サーバ起動時，および系切り替え時に，このオペランドに指定した LANアダプ
タがペアとして構成されていて，かつ現用 LANアダプタと予備 LANアダプタの両
方とも障害状態だった場合に，サーバの起動を中止します。
二重化されていない LANアダプタが指定された場合は，この指定は無視されます。

ip_neck～《nouse》
サーバの起動，および系切り替え時に実行するサーバ識別名 .upファイルについて，
その終了コードを確認するかどうかを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指
定してください。
• use：サーバ識別名 .upファイルの終了コードが 0以外の場合に，サーバの起動を
中止します。

• nouse：サーバ識別名 .upファイルの終了コードを確認しないで，サーバの起動処
理を続行します。

uoc_neck～《nouse》
サーバの起動開始，および系切り替え開始時に実行するユーザコマンドについて，
その終了コードを確認するかどうかを指定します。現用系と予備系とで同じ値を指
定してください。
• use：ユーザコマンドの終了コードが 0以外の場合に，サーバの起動を中止しま
す。

• nouse：ユーザコマンドの終了コードを確認しないで，サーバの起動処理を続行し
ます。

なお，サーバの起動開始，および系切り替え開始時以外に実行されるユーザコマン
ドについては，終了コードを確認しません。

    disk               /dev/vg01      :/dev/vg02  ,
                       ↓             ↓
    vg_on_opt          "-a△y△-q△n" :  ,
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vg_neck～《nouse》
サーバの起動，および系切り替え時のボリュームグループの接続に失敗した場合に，
サーバ起動を中止するかどうかを，ボリュームグループごとに指定します。現用系
と予備系とで同じ値を指定してください。
• use：接続に失敗した場合に，サーバの起動を中止します。
• nouse：接続に失敗しても，サーバの起動処理を続行します。

vg_neckオペランドは，vg_on_optオペランドのように，diskオペランドで指定し
たボリュームグループに対応するオプションを同じ位置の引数に指定してください。
よって，オプションの指定数は diskオペランドと同じにしてください。途中のオプ
ションを省略する場合は，値を指定しないで ":"（コロン）で区切り "vg_neck 
use::nouse,"のように定義してください。このオペランドを省略した場合，すべての
ボリュームグループに対して nouseを仮定します。

fs_neck～《nouse》
サーバの起動，および系切り替え時のファイルシステムの接続に失敗した場合に，
サーバ起動を中止するかどうかを，ファイルシステムごとに指定します。現用系と
予備系とで同じ値を指定してください。
• use：接続に失敗した場合に，サーバの起動を中止します。
• nouse：接続に失敗しても，サーバの起動処理を続行します。

fs_neckオペランドは，fs_mount_optオペランドと同様に，fs_nameオペランドで
指定したファイルシステムに対応するオプションを同じ位置の引数に指定してくだ
さい。よって，オプションの指定数は fs_nameオペランドと同じにしてください。
途中のオプションを省略する場合は値を指定しないで ":"（コロン）で区切り
"fs_neck use::nouse,"のように定義してください。fs_neckオペランドを省略した場
合，すべてのファイルシステムに対して nouseを仮定します。

actcommand～ <1～ 1000文字のパス名 >
サーバの起動コマンドの完全パス名を指定します。termcommandオペランドと同
様に，オペランドの指定値を "（引用符）で囲むことで，引数を指定できます。現用
系と予備系とで同じ値を指定してください。
モニタモードのサーバで，サーバの起動コマンドに引数を指定したい場合に，この
オペランドを指定します。この場合も，nameオペランドには，パス名称だけを指
定してください。
サーバの起動コマンド実行時に引数が不要の場合は，このオペランドを指定しない
で，nameオペランドだけを指定してください。
サーバモードのサーバの場合は，指定しても無視されます。

standbypri～ <符号なし整数 >((1～ 9999))《1》
マルチスタンバイ機能を使用する場合に，各待機サーバの優先度を指定します。数
値が小さいほど，その系の優先度が高いことを示します。各系で異なる値を指定し
てください。このオペランドは，HAモニタの環境設定のmultistandbyオペランド
に useを指定し，サーバ対応の環境設定の initialオペランドに standbyを指定した
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場合にだけ有効です。initialオペランドに onlineを指定した場合は，優先度がいち
ばん高くなります。マルチスタンバイ機能の詳細については，「4.5　マルチスタン
バイ機能を使用する場合のサーバと系の管理」を参照してください。

deviceoff_order～《order》
共有リソースの切り離しをする順序を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指
定してください。このオペランドは HAモニタの環境設定の deviceoff_orderオペラ
ンドとは異なり，指定されたサーバにだけ適用されます。
HAモニタの環境設定の deviceoff_orderオペランドを指定した場合は，このオペラ
ンドの指定は無視され，HAモニタの環境設定の定義に従います。サーバごとに共
有リソースの切り離しをする順序を変更したい場合は，HAモニタの環境設定には
deviceoff_orderオペランドを定義しないで，このオペランドで指定してください。
共有リソースの切り離しをする順序の詳細については，「4.7.5　共有リソースの切り
離しを接続時と逆順にする場合の処理の流れ」を参照してください。
• order：接続時と同じ順番で共有リソースの切り離しをします。
• reverse：接続時と逆の順番で共有リソースの切り離しをします。

ph_threshold～ <符号なし整数 >((5～ 559))（単位：秒）
自系で稼働する実行サーバに発生したスローダウンの情報を監視履歴として取得す
る場合に，実行サーバの稼働報告がなくなってから監視履歴を取得するまでの時間
（サーバ監視履歴取得時間）を指定します。現用系と予備系とで同じ値を指定してく
ださい。
サーバ監視履歴取得時間は，サーバ対応の環境設定の patrolオペランドで指定した
サーバ障害監視時間よりも小さい値になるように指定する必要があります。
このオペランドを省略した場合，サーバの監視履歴は取得しません。また，モニタ
モードのサーバの場合は，指定しても無視されます。
このオペランドを指定してサーバの監視履歴を取得する場合，必ず HAモニタの環
境設定の ph_log_sizeオペランドも指定してください。

（3） resource定義文

リソースサーバを定義します。resource定義文のオペランドを，次に示します。リソー
スサーバについては，「4.6　リソースサーバの管理」を参照してください。

各オペランドはサーバ対応の環境設定である server定義文と同様であるため，それらの
説明については，server定義文の同一オペランドの説明を参照してください。ここでは，
server定義文と違いのあるオペランドについて説明します。

alias～ <1～ 8文字の英数字 >
HAモニタで使用するコマンドや，出力するメッセージのための，リソースサーバ
の識別名（サーバの別名）を指定します。server定義文の aliasオペランドと同様
です。

group～ <1～ 8文字の英数字 >
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連動系切り替え時に一括して切り替えるサーバグループの名称を指定します。現用
系と予備系とで同じ値を指定してください。
リソースサーバの場合，このオペランドは必須です。exchange，no_exchange，
cancel，no_cancelを指定しても内容は無視されます。その他の事項については，
server定義文の groupオペランドと同様です。
なお，一つのグループに複数のリソースサーバは定義できません。

8.4.2　排他サーバの環境設定（servers_opt）
ここでは，排他サーバの環境設定ファイルの記述形式，および定義方法について説明し
ます。

（1） 定義の記述形式

定義の記述形式を，次に示します。

（凡例）
△ 0：0個以上の空白またはタブを示します。
↓：改行コードを示します。

！！！！ 注意事項
 

• 行の先頭に "#"を記述すると，"#"以降，改行コードまでがコメント行になります。
• 各オペランドを 1行に記述します。1行の文字数は 1,024文字までです。
• 定義のチェックは，HAモニタ起動時，サーバ起動時，および定義チェックコマンド
（moncheckコマンド）実行時にします。定義不正があった場合は，起動を終了します。
• 一つの exclusive_serversオペランドで指定した複数のサーバが同一グループとなるよう
に定義しても定義不正とはしません。

• この定義ファイルがない，またはファイルがあってもファイルの内容がコメントだけで有
効な情報がない場合でも定義不正とはしません。

（2） 定義方法

排他サーバの環境を設定する定義ファイルは，HAモニタの環境設定用ディレクトリの下
に servers_optというファイル名で作成します。

排他サーバの環境設定ファイルは，待機サーバだけがある系に作成することをお勧めし
ます。

排他サーバの環境設定をする定義ファイルを，次に示します。

△0exclusive_servers△0：△0サーバ識別名△0：△0サーバ識別名△0↓

# 排他サーバの環境設定 : server alias : server alias
  exclusive_servers    :サーバ識別名  :サーバ識別名〔:サーバ識別名…〕
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排他サーバを定義するオペランドを，次に示します。

exclusive_servers
排他をしたいすべてのサーバを，サーバ対応の環境設定の aliasオペランドに指定し
たサーバ識別名で指定します。指定したサーバ識別名の一つのサーバが実行サーバ
になると，指定されているサーバのうち，次の条件を満たしているサーバが停止し
ます。
• サーバの状態が，待機サーバとして起動中，待機中，実行サーバの再起動待ち中，
実行サーバ起動待ち中，系切り替え待ち中，または連動系切り替え待ち中です。

• サーバ対応の環境設定の groupオペランドに，実行サーバになるサーバと同一グ
ループ名で定義されていないサーバです。

サーバ識別名の数は，リソースサーバを含めて 2から 24まで指定できます。一つの
系で同時に稼働できるサーバの最大数を 64に指定した場合は，リソースサーバを含
めて 2から 96まで指定できます。exclusive_serversオペランドは複数指定できま
す。
また，指定したサーバ識別名の一つのサーバが，すでに実行サーバである場合は，
指定されているそれ以外のサーバが起動できなくなります。そのサーバを起動させ
たい場合は，次のどちらかの対策をして起動してください。
• 実行サーバを停止したあと，サーバを起動します。
• 実行サーバを他系に計画系切り替えをしたあと，サーバを起動します。
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8.5　環境設定例
ここでは，次の場合の環境設定例を示します。

• 1:1系切り替え構成
• 複数系切り替え構成
• 排他サーバを指定した系切り替え構成

8.5.1　1:1系切り替え構成時の環境設定例
1:1系切り替え構成では，使用するリソースや機能によって定義ファイルの設定内容が異
なります。ここでは，1:1系切り替えの代表的なシステム構成を示し，各システム構成で
の定義ファイルの設定例を示します。

（1） HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの回線切替装置使用時の環境設定
例（H9000V）

HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの回線切替装置を使用する場合の，環境設定例で示す
システム構成を，次の図に示します。回線切替装置を使用できるのは，使用しているマ
シンの機種が H9000Vの場合です。
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図 8-1　HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの回線切替装置使用時のシステム構成
（H9000V）

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を，次に示します。

現用系の環境設定（HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの回線切替装置を使用する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）



8.　環境設定で定義するファイル

365

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

予備系の環境設定（HN-7601-8Vまたは HN-7601-8Xの回線切替装置を使用する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

（2） HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの回線切替装置使用時の
環境設定例（H9000V）

HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの回線切替装置を使用する場合の，環境設
定例で示すシステム構成を，次の図に示します。回線切替装置を使用できるのは，使用
しているマシンの機種がH9000Vの場合です。

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              #path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
cpudown      pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  online,
        disk     /dev/vg01,
        port     /dev/tty0p2;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
cpudown      pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  standby,
        disk     /dev/vg01,
        port     /dev/tty0p2;
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図 8-2　HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの回線切替装置使用時のシステム構成
（H9000V）

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を，次に示します。

現用系の環境設定（HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの回線切替装置を使用
する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）
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サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

予備系の環境設定（HT-4990-KIRIKVまたは HT-4990-KIRIKXの回線切替装置を使用
する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

（3） サーバをグループ化する場合の環境設定例

サーバをグループ化する場合の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  online,
        disk     /dev/vg01,
        hls      /dev/tty0p2#001A;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  standby,
        disk     /dev/vg01,
        hls      /dev/tty0p2#001B;
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図 8-3　サーバをグループ化する場合のシステム構成

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を次に示します。

現用系の環境設定（サーバをグループ化する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）
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サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

予備系の環境設定（サーバをグループ化する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ1)  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  online,
        group    groupA:exchange,
        disk     /dev/vg01;
 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ2)  */
server  name     /users/server2,
        alias    server2,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  online,
        group    groupA:no_exchange:cancel,
        disk     /dev/vg02;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
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（4） 相互系切り替え構成時の環境設定例

相互系切り替え構成時の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。

 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ1)  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  standby,
        group    groupA:exchange,
        disk     /dev/vg01;
 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ2)  */
server  name     /users/server2,
        alias    server2,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  standby,
        group    groupA:no_exchange:cancel,
        disk     /dev/vg02;
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図 8-4　相互系切り替え構成時のシステム構成

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を次に示します。

現用系の環境設定（相互系切り替え構成時）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             resetpatrol      2;
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サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

予備系の環境設定（相互系切り替え構成時）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

（5） LANアダプタの二重化時の環境設定例

LANアダプタの二重化時の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。

 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ1)  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  online,
        disk     /dev/vg01;
 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ2)  */
server  name     /users/server2,
        alias    server2,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  standby,
        disk     /dev/vg02;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             resetpatrol      2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ1)  */
server  name     /users/server1,
        alias    server1,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  standby,
        disk     /dev/vg01;
 
/*  サーバ対応の環境設定(サーバ2)  */
server  name     /users/server2,
        alias    server2,
        acttype  server,
        patrol   60,
        initial  online,
        disk     /dev/vg02;
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図 8-5　LANアダプタ二重化時のシステム構成

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を，次に示します。

現用系の環境設定（LANアダプタ二重化時）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             lan_pair         lan1-lan2;
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LANの状態設定ファイル
LANの状態設定ファイルに指定するインタフェース名には，現用 LANアダプ
タ名を指定してください。
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

予備系の環境設定（LANアダプタ二重化時）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name        /users/server1,
        alias       server1,
        acttype     server,
        patrol      60,
        initial     online,
        lan_updown  use;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 1.2.3.5 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 0
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             lan_pair lan1-lan2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name        /users/server1,
        alias       server1,
        acttype     server,
        patrol      60,
        initial     standby,
        lan_updown  use;
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LANの状態設定ファイル
LANの状態設定ファイルに指定するインタフェース名には，現用 LANアダプ
タ名を指定してください。
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

（6） ファイルシステム使用時の環境設定例

ファイルシステム使用時の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 1.2.3.5 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 0
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図 8-6　ファイルシステム使用時のシステム構成

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を，次に示します。

現用系の環境設定（ファイルシステム使用時）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 



8.　環境設定で定義するファイル

377

予備系の環境設定（ファイルシステム使用時）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

（7） サーバの切り替え順序を制御する場合の環境設定例

サーバの切り替え順序を制御する場合の，環境設定例で示すシステム構成例を，次の図
に示します。

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      monitor,
        initial      online,
        disk         /dev/vg01,
        fs_name      /dev/vg01/lvol1:/dev/vg01/lvol2,
        fs_mount_dir /home1:/home2;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      monitor,
        initial      standby,
        disk         /dev/vg01,
        fs_name      /dev/vg01/lvol1:/dev/vg01/lvol2,
        fs_mount_dir /home1:/home2;
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図 8-7　サーバの切り替え順序を制御する場合のシステム構成

この例では，次の構成を前提としています。

• server1および server2をグループ化します。
• 系切り替え時のサーバの起動順序について，server1は server2の親サーバとします。

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を，次に示します。

現用系の環境設定（サーバの切り替え順序を制御する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）
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サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

LANの状態設定ファイル
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server2.up）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        group        groupA:exchange,
        disk         /dev/vg01,
        lan_updown   use;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      monitor,
        initial      online,
        group        groupA,
        disk         /dev/vg02,
        lan_updown   use,
        parent       server1;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 1.2.3.5 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 



8.　環境設定で定義するファイル

380

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server2.down）

予備系の環境設定（サーバの切り替え順序を制御する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

LANの状態設定ファイル
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 0
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        group        groupA:exchange,
        disk         /dev/vg01,
        lan_updown   use;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      monitor,
        initial      standby,
        group        groupA,
        disk         /dev/vg02,
        lan_updown   use,
        parent       server1;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
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サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server2.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server2.down）

（8） 複数サーバで共有リソースを共用する場合の環境設定例

複数サーバで共有リソースを共用する場合の，環境設定例で示すシステム構成例を，次
の図に示します。

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 1.2.3.5 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:2 inet 0
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図 8-8　複数サーバで共有リソースを共用する場合のシステム構成

この例では，次の構成を前提としています。

• リソースサーバ，server1，および server2をグループ化します。
• server1，および server2は，共有ディスクの /dev/vg01およびエイリアス IPアドレ
スの 1.2.3.4を共通で使用します。

このシステム構成での現用系と予備系の環境設定例を，次に示します。
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現用系の環境設定（複数サーバで共有リソースを共用する場合）

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

LANの状態設定ファイル
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/rc0.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/rc0.down）

予備系の環境設定（複数サーバで共有リソースを共用する場合）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        group        groupA:exchange,
        parent       rc0;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      monitor,
        initial      online,
        group        groupA,
        parent       rc0;
 
/*  リソースサーバ対応の環境設定  */
resource  alias      rc0,
        initial      online,
        group        groupA,
        disk         /dev/vg01,
        lan_updown   use;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
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HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

LANの状態設定ファイル
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/ rc0.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/ rc0.down）

8.5.2　複数系切り替え構成時の環境設定例
複数系切り替え構成では，2:1系切り替えやクラスタ型系切り替えなどの構成ごとに定義

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        group        groupA:exchange,
        parent       rc0;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      monitor,
        initial      standby,
        group        groupA,
        parent       rc0;
 
/*  リソースサーバ対応の環境設定  */
resource  alias        rc0,
          initial      standby,
          group        groupA,
          disk         /dev/vg01,
          lan_updown   use;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
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ファイルの設定内容が異なります。ここでは，複数系切り替えの代表的なシステム構成
を示し，各システム構成での定義ファイルの設定例を示します。

2:1系切り替え構成やクラスタ型系切り替え構成など，複数の系がある構成では，HAモ
ニタの環境設定は系ごとに，サーバ対応の環境設定はサーバごとに設定します。

HAモニタの環境設定は，すべての系で整合性を取る必要があります。

また，サーバ対応の環境設定も，ペアになるサーバ（実行サーバと待機サーバ）の間で，
整合性を取る必要があります。

ペアになる実行・待機サーバ間で使用する共有ディスクは，サーバ間で同じスペシャル
ファイル名のボリュームグループに接続します。そのため，ペアになる実行・待機サー
バ間では，起動種別（initialオペランド）以外の指定値を同じにしてください。

なお，ペアにならない実行・待機サーバ間で同じスペシャルファイル名を指定すると，
系切り替えが正しく実行されないことがあります。共有リソースについての指定では，
ペアになる実行・待機サーバ間以外で同じ値を指定しないでください。

（1） 2:1系切り替え構成時の環境設定例

2:1系切り替え構成時の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。なお，
回線切替装置を使用できるのは，使用しているマシンの機種がH9000Vの場合です。
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図 8-9　2:1系切り替え構成時のシステム構成

また，このシステム構成例での前提条件を次に示します。

表 8-5　環境設定例の前提条件（2:1系切り替え構成時－ HAモニタ）

前提条件 現用系 1 予備系 現用系 2

ホスト名 host1 host2 host3

ホストアドレス 1 2 3

系障害監視時間 60秒 60秒 60秒

サーバ障害監視時間 60秒 60秒 60秒

リセット優先系 online online online
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表 8-6　環境設定例の前提条件（2:1系切り替え構成時－サーバ）

このシステム構成での環境設定例を，次に示します。なお，太字太字太字太字は，すべての系の HA
モニタやペアになるサーバ間で，同じ値を指定することを表します。

現用系 1の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

予備系の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

監視パスのヘルス
チェック間隔

120分 120分 120分

リセットパスのヘルス
チェック間隔

2分 2分 2分

前提条件 サーバ 1 サーバ 2

現用系 1 予備系 予備系 現用系 2

プログラム名 /users/server1 /users/server1 /users/server2 /users/server2

サーバ識別名 server1 server1 server2 server2

サーバの起動方法 server server server server

起動種別 online standby standby online

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        disk        /dev/vg01,
        port        /dev/tty0p2;
 

前提条件 現用系 1 予備系 現用系 2
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サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

現用系 2の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        disk        /dev/vg01,
        port        /dev/tty0p2;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        disk        /dev/vg02,
        port        /dev/tty2a1;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host3,
             address          3,
             patrol           60,
             lan              path31:path32,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        disk        /dev/vg02,
        port        /dev/tty2a1;
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（2） 複数スタンバイ構成時の環境設定例

複数スタンバイ構成時の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。

図 8-10　複数スタンバイ構成時のシステム構成

また，このシステム構成例での前提条件を次に示します。

表 8-7　環境設定例の前提条件（複数スタンバイ構成時－ HAモニタ）

前提条件 現用系 予備系 1 予備系 2

ホスト名 host1 host2 host3
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表 8-8　環境設定例の前提条件（複数スタンバイ構成時－サーバ）

このシステム構成での環境設定例を，次に示します。なお，太字太字太字太字は，すべての系の HA
モニタやペアになるサーバ間で，同じ値を指定することを表します。

現用系の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

ホストアドレス 1 2 3

系障害監視時間 60秒 60秒 60秒

サーバ障害監視時間 60秒 60秒 60秒

リセット優先系 online online online

監視パスのヘルス
チェック間隔

1分 1分 1分

監視パスの再チェック
間隔

3秒 3秒 3秒

監視パスの再チェック
回数

3回 3回 3回

マルチスタンバイ機能
使用の有無

有 有 有

前提条件 現用系 予備系 1 予備系 2

プログラム名 /users/server1 /users/server1 /users/server1

サーバ識別名 server1 server1 server1

サーバの起動方法 server server server

起動種別 online standby standby

LANの状態設定ファイ
ル使用の有無

有 有 有

待機サーバ優先度 指定なし 1 2

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             multistandby     use;
 

前提条件 現用系 予備系 1 予備系 2
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LANの状態設定ファイル
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

予備系 1の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

LANの状態設定ファイル

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name            /users/server1,
        alias           server1,
        acttype         server,
        patrol          60,
        initial         online,
        disk            /dev/vg01,
        lan_updown      use;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             multistandby     use;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name            /users/server1,
        alias           server1,
        acttype         server,
        patrol          60,
        initial         standby,
        disk            /dev/vg01,
        lan_updown      use,
        standbypri      1;
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サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

予備系 2の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

LANの状態設定ファイル
サーバ識別名 .up（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.up）

サーバ識別名 .down（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/server1.down）

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host3,
             address          3,
             patrol           60,
             lan              path31:path32,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     pathpatrol       1,
             pathpatrol_retry 3:3,
             multistandby     use;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定  */
server  name            /users/server1,
        alias           server1,
        acttype         server,
        patrol          60,
        initial         standby,
        disk            /dev/vg01,
        lan_updown      use,
        standbypri      2;
 

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 1.2.3.4 netmask 255.255.255.0 broadcast 
1.2.3.255
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（3） クラスタ型系切り替え構成時の環境設定例

クラスタ型系切り替え構成時の，環境設定例で示すシステム構成を，次の図に示します。
なお，回線切替装置を使用できるのは，使用しているマシンの機種がH9000Vの場合で
す。

 
#!/bin/sh
set -x
/usr/sbin/ifconfig lan1:1 inet 0
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図 8-11　クラスタ型系切り替え構成時のシステム構成

また，このシステム構成例での前提条件を次に示します。

表 8-9　環境設定例の前提条件（クラスタ型系切り替え構成時－ HAモニタ）

前提条件 現用系 1 予備系 1 現用系 2
（予備系 3）

現用系 3
（予備系 2）

ホスト名 host1 host2 host3 host4

系障害監視時間 60秒 60秒 60秒 60秒
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表 8-10　環境設定例の前提条件（クラスタ型系切り替え構成時－サーバ）

このシステム構成での環境設定例を，次に示します。なお，太字太字太字太字は，すべての系の HA
モニタやペアになるサーバ間で，同じ値を指定することを表します。

現用系 1の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

サーバ障害監視
時間

60秒 60秒 60秒 60秒

リセット優先系 online online online online

監視パスのヘル
スチェック間隔

120分 120分 120分 120分

リセットパスの
ヘルスチェック
間隔

2分 2分 2分 2分

前提条件 サーバ 1 サーバ 2 サーバ 3

現用系 1 予備系 1 現用系 2
（予備系 3）

現用系 3
（予備系 2）

現用系 2
（予備系 3）

現用系 3
（予備系 2）

プログラム名 /users/
server1

/users/
server1

/users/
server2

/users/
server2

/users/
server3

/users/
server3

サーバ識別名 server1 server1 server2 server2 server3 server3

サーバの起動
方法

server server server server server server

起動種別 online standby online standby standby online

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host1,
             address          1,
             patrol           60,
             lan              path11:path12,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
 

前提条件 現用系 1 予備系 1 現用系 2
（予備系 3）

現用系 3
（予備系 2）
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予備系 1の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

現用系 2（予備系 3）の環境設定

HAモニタの環境設定

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        disk        /dev/vg01,
        port        /dev/tty0p2;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host2,
             address          2,
             patrol           60,
             lan              path21:path22,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ1）  */
server  name         /users/server1,
        alias        server1,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        disk        /dev/vg01,
        port        /dev/tty0p2;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host3,
             address          3,
             patrol           60,
             lan              path31:path32,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
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現用系 3（予備系 2）の環境設定

HAモニタの環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/sysdef）

サーバ対応の環境設定（定義ファイル：/opt/hitachi/HAmon/etc/servers）

8.5.3　排他サーバ指定時の環境設定例
ここでは，排他サーバを指定する場合の定義ファイルの設定例を，排他サーバ内の排他
関係ごとに示します。

（1） サーバ単位に排他関係にある場合の定義例

サーバ単位に排他関係にある場合の環境設定の定義例を，次の図に示します。

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        disk        /dev/vg02;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ3）  */
server  name         /users/server3,
        alias        server3,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        disk        /dev/vg03;
 

 
/*  HAモニタの環境設定  */
environment  name             host4,
             address          4,
             patrol           60,
             lan              path41:path42,
             lanport          HAmon1:HAmon2;
function     cpudown          online,
             pathpatrol       120,
             resetpatrol      2;
 

 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ2）  */
server  name         /users/server2,
        alias        server2,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      standby,
        disk        /dev/vg02;
 
/*  サーバ対応の環境設定（サーバ3）  */
server  name         /users/server3,
        alias        server3,
        acttype      server,
        patrol       60,
        initial      online,
        disk        /dev/vg03;
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図 8-12　サーバ単位に排他関係にある場合の環境設定の定義例

（2） グループ単位に排他関係にある場合の定義例

サーバグループ同士が排他関係にある場合の環境設定の定義例を，次の図に示します。
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図 8-13　グループ単位に排他関係にある場合の環境設定の定義例

（3） グループ内の一部のサーバで排他関係にある場合の定義例

サーバグループ内の一部のサーバで排他関係にある場合の環境設定の定義例を，次の図
に示します。
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図 8-14　グループ内の一部のサーバで排他関係にある場合の環境設定の定義例

（4） サーバ単位に排他関係（複数）にある場合の定義例

サーバ単位に排他関係（複数）にある場合の環境設定の定義例を，次の図に示します。
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図 8-15　サーバ単位に排他関係（複数）にある場合の環境設定の定義例

（5） グループ単位に排他関係（複数）にある場合の定義例

サーバグループ同士が排他関係（複数）にある場合の環境設定の定義例を，次の図に示
します。
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図 8-16　グループ単位に排他関係（複数）にある場合の環境設定の定義例
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（6） グループとサーバ単体で排他関係にある場合の定義例

サーバグループとサーバ単体で排他関係にある場合の環境設定の定義例を，次の図に示
します。

図 8-17　グループとサーバ単体で排他関係にある場合の環境設定の定義例
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9　 コマンド
この章では，HAモニタで使用するコマンドについて説明しま
す。

コマンド一覧

コマンドの説明で使用する見出し

文法記述記号

monact（待ち状態のサーバを実行サーバとして起動）

monbegin（モニタモードのサーバの起動）

moncheck（定義チェック）

mondeact（待ち状態のサーバの停止）

mondevice（実行サーバ稼働中の共有リソースの変更）

monend（モニタモードのサーバの停止）

mongsp（GSPの状態表示）

moninfo（実行系でのサーバ引き継ぎ情報の設定／待機系でのサーバ引き継
ぎ情報の参照・表示）

monlink（HAモニタ間の手動接続）

monmp（MPの状態表示）

monodrshw（サーバ順序制御の状態表示）

monpath（監視パスの状態表示）

monresbgn（リソースサーバの起動）

monresend（実行中のリソースサーバの停止）
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monressbystp（待機中のリソースサーバの停止）

monrp（リセットパスの状態表示）

monsbystp（待機サーバの停止）

monsetup（HAモニタの環境設定）

monshow（サーバと系の状態表示）

monstart（HAモニタの起動）

monstop（HAモニタの停止）

monswap（計画系切り替え）

monts（HAモニタのトラブルシュート情報の収集）
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コマンド一覧

HAモニタで使用するコマンドの一覧を次の表に示します。

表 9-1　HAモニタのコマンド一覧

コマンド名 機能 実行できるユーザ

スーパ
ユーザ

一般ユー
ザ

構築・環境設
定で使用する
コマンド

monsetup HAモニタの環境設定をします。 ○ ×

moncheck 定義チェックを実施します。 ○ ○

HAモニタに
対する運用コ
マンド

monstart HAモニタを起動します。 ○ ○

monstop HAモニタを停止します。 ○ ○

monlink HAモニタ間を手動接続します。 ○ ○

サーバに対す
る運用コマン
ド

monbegin モニタモードのサーバを起動します。 ○ ○

monend モニタモードの実行サーバを停止しま
す。

○ ○

monsbystp 待機サーバを停止します。 ○ ×

monresbgn リソースサーバを起動します。 ○ ○

monresend 実行中のリソースサーバを停止します。 ○ ○

monressbystp 待機中のリソースサーバを停止します。 ○ ×

monact 待ち状態のサーバを実行サーバとして
起動します。

○ ×

mondeact 待ち状態のサーバを停止します。 ○ ×

状態を確認す
るためのコマ
ンド

monshow サーバと系の状態を表示します。 ○ ○

monrp リセットパスの状態を表示します。 ○ ×

mongsp GSPの状態を表示します。 ○ ×

monmp MPの状態を表示します。 ○ ×

monpath 監視パスの状態を表示します。 ○ ×

monodrshw サーバの切り替え順序制御の状態を表
示します。

○ ○

系切り替えを
するためのコ
マンド

monswap 計画系切り替えをします。 ○ ×
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（凡例）
○：実行できます。
×：実行できません。

mondevice 実行サーバ稼働中に共有リソースを変
更します。

○ ×

ユーザコマン
ド内で発行す
るコマンド

moninfo サーバ引き継ぎ情報を，実行系で設定
または待機系で参照・表示します。

○ ○

トラブル発生
時の情報収集
コマンド

monts HAモニタのトラブルシュート情報を
収集します。

○ ×

コマンド名 機能 実行できるユーザ

スーパ
ユーザ

一般ユー
ザ
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コマンドの説明で使用する見出し

コマンドの説明で使用する，各見出しについて説明します。

形式

文法記述記号を使用して，コマンドの記述形式について説明しています。文法記述記号
については，「9.　コマンド」の「文法記述記号」を参照してください。

実行できるユーザ

コマンドを実行する権限を持つユーザを示します。

機能

コマンドの機能について説明します。

オプション

オプションの指定内容や，オプションを指定するときの注意事項などを説明します。

注意事項

コマンドを実行するときの注意事項を説明します。

使用例

コマンドの実行例を示します。

コマンドを実行したあとに表示される結果には，メッセージ IDが付けられています。表
示される結果の見方については，メッセージ IDを基に，マニュアル「高信頼化システム
監視機能 HAモニタ メッセージ」を参照してください。
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文法記述記号

コマンドの説明で使用する文法記述記号を説明します。各文法記述記号の意味を，次の
表に示します。

表 9-2　コマンドの文法記述記号一覧

文法記述記号 意味

[　] この記号で囲まれている項目は，省略してもよいことを示します。
（例）
monshow [サーバ識別名 ]
monshowコマンドでは，サーバ識別名を指定するか，または何も指定しない
ことを示します。

{　} この記号で囲まれている項目の中から，一つを選択して指定することを示しま
す。複数の項目が記述されている場合に，そのうちの一つを選択して指定しま
す。
（例）
monodrshw { -s サーバ識別名 | -g グループ名 }
monodrshwコマンドでは，-s サーバ識別名または -g グループ名のどちらかを
選択して指定することを示します。

| {　}で囲まれている複数の項目間の区切りを示します。
（例）
moninfo サーバ識別名 { -p サーバ引き継ぎ情報 | -g }
moninfoコマンドでは，サーバ識別名に続き，-p サーバ引き継ぎ情報または -g
のどちらかを選択して指定することを示します。
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monact（待ち状態のサーバを実行サーバとして
起動）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

次のサーバを実行サーバとして起動させます。

●実行サーバの起動待ち状態になった待機サーバ
サーバ対応の環境設定で待機サーバとして定義したサーバは，起動時に通信障害など
で実行系の状態が確認できないと，実行系の実行サーバの起動待ち状態になります。
この待ち状態になった待機サーバを，強制的に実行サーバとして起動させます。

●連動系切り替え待ち状態になった待機サーバ
サーバ対応の環境設定の groupオペランドで no_exchangeを指定したサーバに障害が
発生した場合，待機系の待機サーバは連動系切り替え待ち状態になります。この待ち
状態になった待機サーバを，強制的に実行サーバとして起動させます。

●系切り替え待ち状態になった実行サーバ
系のリセット失敗時，待機系の待機サーバは実行サーバに切り替わったあと，系切り
替え待ち状態になります。この待ち状態になった実行サーバを，強制的に実行サーバ
として起動させます。

マルチスタンバイ機能を使用する場合，他系のサーバを再起動させることで，すべての
系間で状態を一致させます。

オプション

サーバ識別名

実行サーバとして起動させるサーバの識別名を指定します。

注意事項

●monactコマンドを実行する前に，他系で実行サーバが稼働していないことを確認し
てください。確認しないでmonactコマンドを実行すると，二つの実行サーバが稼働
するおそれがあります。

●monactコマンドは，次の状態のサーバにだけ使用できます。
• 実行サーバの起動待ち状態になった待機サーバ
• 連動系切り替え待ち状態になった待機サーバ

monact サーバ識別名
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• 系切り替え待ち状態になった実行サーバ

●リソースサーバの起動待ち状態になったサーバに対しては，monactコマンドを実行
できません。
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monbegin（モニタモードのサーバの起動）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

モニタモードのサーバを起動します。

オプション

サーバ識別名

起動するサーバの識別名を指定します。

注意事項

●monbeginコマンドは，モニタモードのサーバにだけ使用できます。

monbegin サーバ識別名
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moncheck（定義チェック）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

定義ファイルの定義内容をチェックします。定義内容が定義の規則に合っていない場合，
該当する内容が表示されます。

また，環境設定で次のオペランドが定義されていれば，指定したリソースがあるかどう
かをチェックします。

• HAモニタの環境設定
lanオペランド
usrcommandオペランド
lan_pairオペランド

• サーバ対応の環境設定
diskオペランド
portオペランド
fs_nameオペランド
fs_mount_dirオペランド
patrolcommandオペランド
hlsオペランド

• LANの状態設定ファイル

オプション

なし。

moncheck
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mondeact（待ち状態のサーバの停止）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

次のサーバを停止させます。

●実行サーバの起動待ち状態になった待機サーバ
サーバ対応の環境設定で待機サーバとして定義したサーバは，起動時に通信障害など
で実行系の状態が確認できないと，実行系の実行サーバの起動待ち状態になります。
この状態の待機サーバを，強制的に停止させます。

●再起動待ち状態になった実行サーバ
サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドで restartまたはmanualを指定した
実行サーバは，サーバ障害時に系切り替えをしないで，再起動待ち状態になります。
この待ち状態の実行サーバを，強制的に停止させます。再起動待ち状態になった実行
サーバをmondeactコマンドで停止させた場合は，対応する待機サーバも自動で停止
させます。

●系切り替え待ち状態になった実行サーバ
系のリセット失敗時，待機系の待機サーバは実行サーバに切り替わったあと，系切り
替え待ち状態になります。この待ち状態の実行サーバを，強制的に停止させます。
マルチスタンバイ機能を使用する場合で，系切り替え待ち状態になった実行サーバを
mondeactコマンドで停止させたときは，対応するすべての系の待機サーバも自動で
停止させます。

オプション

サーバ識別名

停止させるサーバの識別名を指定します。

注意事項

●mondeactコマンドは，次の状態のサーバにだけ使用できます。
• 実行サーバの起動待ち状態になった待機サーバ
• 再起動待ち状態になった実行サーバ
• 系切り替え待ち状態になった実行サーバ

●リソースサーバの起動待ち状態になったサーバに対しては，mondeactコマンドを実
行できません。

mondeact サーバ識別名
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mondevice（実行サーバ稼働中の共有リソース
の変更）

形式

●コマンドを対話形式で実行

●共有リソースの追加

●共有リソースの削除

●共有リソースの変更

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

実行サーバ稼働中に，共有リソースを追加・削除します。また，共有リソースの属性も
変更します。サーバ対応の環境設定も自動で変更します。

オプション

-Q

mondeviceコマンドを，対話形式で実行します。

サーバ識別名

共有リソースを変更するサーバの識別名を指定します。

-a

共有リソースを追加する場合に指定します。

-d

共有リソースを削除する場合に指定します。

mondevice -Q

mondevice サーバ識別名 -a デバイス種別 リソース名

mondevice サーバ識別名 -d デバイス種別 リソース名

mondevice サーバ識別名 -c デバイス種別 リソース名 変更種別 属性
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-c

共有リソースの属性を変更する場合に指定します。

デバイス種別

変更の対象となる共有リソースの種別を指定します。

• disk：共有ディスクを変更の対象とします。
• port：HN-7601-8VおよびHN-7601-8Xの回線切替装置を変更の対象とします。
• hls：HT-4990-KIRIKVおよび HT-4990-KIRIKXの回線切替装置を変更の対象としま
す。

mondeviceコマンドでは，LANの設定はしません。そのため，次の方法で LANの追
加・削除をしてください。

• LANの追加
該当する実行系の LANをネットワークに接続し，両方の系の LANの状態設定ファイ
ルに接続した LANの情報を追加してください。

• LANの削除
該当する実行系の LANをネットワークから切り離し，両方の系の LANの状態設定
ファイルから切り離しをした LANの情報を削除してください。

リソース名

変更の対象となる自系の共有リソースの名称を指定します。

変更種別

変更の対象となる自系の共有リソースに対する変更種別を次から選んで指定します。こ
のオプションは -cオプションを使用している場合だけ指定します。また，このオプショ
ンを指定した場合は，続けて，属性オプションを指定してください。

• vg_neck
ボリュームグループのオンラインに失敗した場合にサーバの起動を中止するかどうか
を変更します。サーバ対応の環境設定の vg_neckオペランドに相当しています。

• vg_on_opt
ボリュームグループのオンライン化コマンド実行時のオプションを変更します。サー
バ対応の環境設定の vg_on_optオペランドに相当しています。

属性

変更の対象となる自系の共有リソースの属性を次のように指定します。このオプション
は -cオプションを使用している場合だけ指定します。

変更種別オプションが vg_neckの場合
• use：ディスクリソースのオンライン失敗時にサーバの起動を中止させます。
• nouse：ディスクリソースのオンライン失敗時にサーバの起動を中止させないで，
処理を続行します。
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変更種別オプションが vg_on_optの場合
ディスクリソースのオンライン化コマンド実行時のオプションを指定します。オプ
ションをなしに変更するには属性に「""」（二つの引用符）を指定します。デフォル
トのオプションに変更する場合には「,」（コンマ）を指定します。複数のオプション
を指定する場合は，属性全体を "（引用符）で囲んで指定します。

注意事項

●mondeviceコマンドは，実行サーバと待機サーバの両方が起動完了してから，または
実行サーバだけが起動完了してから実行できます。実行サーバだけが起動完了した時
点（待機サーバが起動完了していない時点）で実行した場合，待機サーバ側のサーバ
対応の環境設定は自動で変更されません。待機サーバを一度停止させ，実行サーバと
環境設定の内容を合わせてから，待機サーバを再起動してください。

●変更前のサーバ対応の環境設定の内容は，servers.bacファイルに退避されます。

●コマンド実行時にサーバ対応の環境設定の内容が正しくないと，定義ファイルは更新
されません。その場合は，テキストエディタなどでファイルの内容を更新してくださ
い。

●マルチスタンバイ機能を使用する場合は，実行系からmondeviceコマンドを実行して
ください。

●共有リソースとして HT-4990-KIRIKVおよび HT-4990-KIRIKXの回線切替装置を変
更する場合は，実行サーバと待機サーバの両方が起動完了しているときでも，必ず実
行サーバ側からコマンドを実行してください。

使用例

共有リソースを追加する場合
共有リソースを追加する場合，サーバ対応の環境設定には「xxx_add」というオペ
ランドで追加されます。xxxには，追加したリソースのデバイス種別が入ります。
mondevice server1 -a disk /dev/vg01を実行した場合の，サーバ対応の環境設定の内
容を，次の例に示します。

共有リソースを削除する場合
共有リソースを削除する場合，サーバ対応の環境設定には「xxx_del」というオペラ
ンドで追加されます。xxxには，削除したリソースのデバイス種別が入ります。
mondevice server1 -d disk /dev/vg01を実行した場合の，サーバ対応の環境設定の内
容を，次の例に示します。

/*  サーバ対応の環境設定  */
 server    name       /users/server1,
           alias      server1,
             :
             :
             :
             :
           disk_add   /dev/vg01;
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共有リソースを追加・削除する場合
xxx_addオペランドで追加，xxx_delオペランドで削除した共有リソースは，次の
サーバの起動時にも自動的に追加・削除されますが，ユーザは必要な時期にサーバ
対応の環境設定の内容を修正してください。
diskを追加・削除した場合の，サーバ対応の環境設定の内容を次の例に示します。

修正前

修正後

共有リソースを変更する場合
共有リソースの属性を変更する場合，サーバ対応の環境設定には「xxx_chg」という
オペランドで追加されます。xxxには，変更した属性を持つリソースのデバイス種
別が入ります。
mondevice server1 -c disk /dev/vg01 vg_neck use を実行した場合の，サーバ対応の
環境設定の内容を，次の例に示します。

共有リソースを追加，変更，削除する場合
xxx_addオペランドで追加，xxx_delオペランドで削除，または xxx_chgオペラン
ドで属性値を変更した共有リソースは，次のサーバの起動時にも自動的に追加，変
更，削除されますが，ユーザは必要な時期にサーバ対応の環境設定の内容を修正し
てください。
diskオペランドに /dev/vg04を追加し，/dev/vg03に対応する vg_neckオペランド
の値を useに指定してから /dev/vg01を削除した場合の，サーバ対応の環境設定の
内容を，次の例に示します。

修正前

/*  サーバ対応の環境設定  */
 server    name       /users/server1,
           alias      server1,
             :
             :
             :
             :
           disk_del   /dev/vg01;

        disk         /dev/vg:/dev/vg2,
        disk_add     /dev/vg3,
        disk_del     /dev/vg2;

        disk         /dev/vg:/dev/vg3;

/*  サーバ対応の環境設定  */
 server    name       /users/server1,
           alias      server1,
             :
             :
             :
             :
           disk       /dev/vg01,
           disk_chg   /dev/vg01:vg_neck:use;
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修正後

diskオペランドの指定値を変更する場合には，変更種別に指定されたオペランドの
値も同時に変更してください。

対話形式で実行する場合
-Qオプションを指定することで，対話形式でコマンドを実行できます。実行中に指
定を誤ったなどの理由でコマンドの実行を取りやめたい場合は，コントロールキー
を押しながら Dキー（CTRL＋ D）を押してください。使用例の詳細を次に示しま
す。ここでは，サーバ識別名が server1のサーバの diskを追加する場合を例に示し
ます。

● OSがHP-UX（PA-RISC）の場合

● OSがHP-UX（IPF）の場合

        disk       /dev/vg01:/dev/vg02:/dev/vg03,
        vg_neck    use:nouse:nouse,
        disk_add   /dev/vg04,
        disk_chg   /dev/vg03:vg_neck:use,
        disk_del   /dev/vg01;

        disk       /dev/vg02:/dev/vg03:/dev/vg04,
        vg_neck    nouse:use:nouse;

> mondevice -Q
このコマンドでは，共有リソースを変更します。
処理を中断する場合は，[CTRL]+[D]キーを押してください。
Q．処理の対象となるサーバ識別名を指定してください。
［サーバ識別名］：
> server1
Q．実行する処理を次の番号から選択してください。
(1)デバイスの追加
(2)デバイスの削除
(3)デバイスの属性変更
［追加(1)／削除(2)／変更(3)］：
> 1
Q．処理の対象となるデバイスの種別を次の番号から選択してください。
(1)disk　　（共有ディスク装置）
(2)port　　（回線切替装置）
(3)hls　　　　（回線切替装置）
［デバイス種別］：
> 1
Q．追加／削除／変更するデバイスの名称を指定してください。
［デバイス名称］：
> /dev/vg01
コマンドを作成しました。：mondevice server1 -a disk /dev/vg01
Q．コマンドを実行しますか？
実行する場合は，［送信］キーを押してください。
>
コマンドを実行します。
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（凡例）>：ユーザの操作を示します。

> mondevice -Q
このコマンドでは，共有リソースを変更します。
処理を中断する場合は，[CTRL]+[D]キーを押してください。
Q．処理の対象となるサーバ識別名を指定してください。
［サーバ識別名］：
> server1
Q．実行する処理を次の番号から選択してください。
(1)デバイスの追加
(2)デバイスの削除
(3)デバイスの属性変更
［追加(1)／削除(2)／変更(3)］：
> 1
Q．処理の対象となるデバイスの種別を次の番号から選択してください。
(1)disk　　（共有ディスク装置）
［デバイス種別］：
>　1
Q．追加／削除／変更するデバイスの名称を指定してください。
［デバイス名称］：
> /dev/vg01
コマンドを作成しました。：mondevice server1 -a disk /dev/vg01
Q．コマンドを実行しますか？
実行する場合は，［送信］キーを押してください。
>
コマンドを実行します。
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monend（モニタモードのサーバの停止）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

モニタモードの実行サーバが停止した場合，その旨を HAモニタに連絡して系の監視を
終了させ，対応する待機サーバを停止します。

オプション

サーバ識別名

停止する実行サーバの識別名を指定します。

注意事項

●monendコマンドはモニタモードのサーバにだけ有効です。

●monendコマンドは実行系だけから実行できます。

monend サーバ識別名
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mongsp（GSPの状態表示）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

GSPの状態をチェックし，結果を表示します。GSPやリセットパスの障害発生時および
障害回復時に使用します。表示される内容は次のとおりです。

ホスト名と状態

ホスト名と GSPの状態の組み合わせが表示されます。ここに表示されるホスト名は，
HAモニタの環境設定の nameオペランドに指定した値です。表示される内容とその意
味を次に示します。

• ホスト名　OK：正常
• ホスト名　NG：異常（GSPの異常や GSP間を接続するパスの異常）
• **nothing**：他系と未接続

オプション

他系ホスト名

GSPをチェックする，自ホストに接続された他ホストの名称を指定します。指定を省略
した場合は，自ホストに接続しているすべてのホストをチェックします。

注意事項

● GSPのチェックには，最大で（ホスト数× 35）秒掛かります。また，mongspコマン
ドの実行中は，HAモニタでの系のリセットが待たされるため，障害発生時の系切り
替えが遅れます。コマンドは必要なときにだけ実行してください。

●mongspコマンドは，コマンドを実行するマシンの機種が H9000Vの場合に実行でき
ます。

使用例

●他系と接続している場合

mongsp [他系ホスト名]

> mongsp
KAMN395-I GSP Status Display
host name                         status
host1                             OK
host2                             NG
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●他系と接続していない場合

> mongsp
KAMN395-I GSP Status Display
host name                         status
**nothing**
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moninfo（実行系でのサーバ引き継ぎ情報の設
定／待機系でのサーバ引き継ぎ情報の参照・表
示）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

実行サーバと待機サーバとの間にペアが成立した際，ペアとなる待機サーバに引き継が
れるサーバ引き継ぎ情報を設定します。また，設定されているサーバ引き継ぎ情報を参
照・表示します。

moninfoコマンドは，ユーザコマンド内でだけ発行できます。

オプション

サーバ識別名

ペアとなる待機サーバに引き継がせたいサーバ引き継ぎ情報を設定する，実行サーバの
識別名を指定します。または，設定されているサーバ引き継ぎ情報を参照・表示したい，
サーバの識別名を指定します。

-p サーバ引き継ぎ情報

ペアとなる待機サーバに引き継がせたいサーバ引き継ぎ情報を指定します。サーバ引き
継ぎ情報は，半角のパス名で 80文字まで指定できます。パス名の指定値については，
「8.2.2(3)　構文要素記号」を参照してください。

-pオプションを指定した場合，サーバ引き継ぎ情報は省略できません。

-g

設定されているサーバ引き継ぎ情報を，参照または標準出力に表示します。

注意事項

●設定したサーバ引き継ぎ情報は，実行サーバと待機サーバとの間にペアが成立した時
点で引き継がれます。

●サーバ引き継ぎ情報を半角で 81文字以上指定した場合は，設定・引き継ぎは実行し
ません。

moninfo サーバ識別名 {-p サーバ引き継ぎ情報|-g}
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●サーバ識別名で指定したサーバが待機サーバの場合は，設定・引き継ぎは実行しませ
ん。

●サーバ引き継ぎ情報はサーバ単位で設定します。一つのサーバに設定できるサーバ引
き継ぎ情報は，一つだけです。

●サーバ引き継ぎ情報の設定は，実行サーバの起動処理開始時（online -s start）に実行
してください。

使用例

ユーザコマンド内でのmoninfoコマンドの使用例を示します。

例 1
moninfo -pコマンドで，共有リソースとして使用したいエイリアス IPアドレスを設
定します。
• 対象となるサーバの識別名：server1
• エイリアス IPアドレス：1.2.3.4
• サーバ引き継ぎ情報を設定するタイミング：実行サーバの起動処理開始時（online 

-s start）

ユーザコマンドの一部分を次に示します。この例では，実行サーバと待機サーバと
の間にペアが成立した際，設定された IPアドレスが待機サーバに引き継がれます。

（凡例）　太字太字太字太字：サーバ引き継ぎ情報の設定部分

例 2
moninfo -gコマンドで，サーバ引き継ぎ情報を参照し，エイリアス IPアドレスを設
定するコマンドに引き渡します。
• 対象となるサーバの識別名：server1
• エイリアス IPアドレスを設定するコマンド名：/usr/sbin/ifconfig
• サーバ引き継ぎ情報を引き渡すタイミング：待機サーバの系切り替え処理開始時
（standby -a start）

ユーザコマンドの一部分を次に示します。

case "$2" in
"server1")
    case "$4" in
    "online")
        case "$5" in
        "-s")
        if [ "$6" = "start" ]
        then
#server1 online start!!
              moninfo server1 -p 1.2.3.4
        fi
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（凡例）　太字太字太字太字：サーバ引き継ぎ情報の参照部分

case "$2" in
"server1")
    case "$4" in
    "standby")
        case "$5" in
        "-a")
        if [ "$6" = "start" ]
        then
#server1 system exchange start!!
               /usr/sbin/ifconfig lan0:1 inet 'moninfo server1 -g' netmask 
255.255.255.0 broadcast 1.2.3.255
        fi
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monlink（HAモニタ間の手動接続）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

通常，HAモニタは起動時に自動で他系の HAモニタと接続します。

monlinkコマンドは，HAモニタが自動で他系の HAモニタと接続できなかった場合に，
手動で HAモニタ間を接続します。

オプション

なし。

注意事項

●monlinkコマンド実行後は，monshow -cコマンドまたはmonpathコマンドで，他系
と接続できたかどうかを確認してください。

monlink
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monmp（MPの状態表示）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

MPの状態をチェックし，結果を表示します。MPやリセットパスの障害発生時および障
害回復時に使用します。表示される内容は次のとおりです。

ホスト名と状態

ホスト名とMPの状態の組み合わせが表示されます。ここに表示されるホスト名は，HA
モニタの環境設定の nameオペランドに指定した値です。表示される内容とその意味を
次に示します。

• ホスト名　OK：正常
• ホスト名　NG：異常（MPの異常やMP間を接続するパスの異常）
• **nothing**：他系と未接続

オプション

他系ホスト名

MPをチェックする，自ホストに接続された他ホストの名称を指定します。指定を省略
した場合は，自ホストに接続しているすべてのホストをチェックします。

注意事項

●MPのチェックには，最大で（ホスト数× 35）秒掛かります。また，monmpコマン
ドの実行中は，HAモニタでの系のリセットが待たされるため，障害発生時の系切り
替えが遅れます。コマンドは必要なときにだけ実行してください。

●monmpコマンドは，コマンドを実行するマシンの機種がHA8500の場合に実行でき
ます。

使用例

●他系と接続している場合

monmp [他系ホスト名]

> monmp
KAMN395-I MP Status Display
host name                         status
host1                             OK
host2                             NG
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●他系と接続していない場合

> monmp
KAMN395-I MP Status Display
host name                         status
**nothing**
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monodrshw（サーバ順序制御の状態表示）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

親サーバを表示します。親サーバが定義されていないサーバには，"none"を表示します。

オプション

● -s サーバ識別名
指定したサーバが稼働中の場合に，そのサーバの親サーバを表示します。指定した
サーバが未稼働の場合は，メッセージ KAMN322-Eを付加して表示します。また，指
定したサーバがグループ化されていない場合は，メッセージ KAMN944-Eを付加して
表示します。

● -g グループ名
指定したグループ内で稼働しているすべてのサーバについて，親サーバを表示します。
指定したグループで，稼働中のサーバがない場合は，メッセージ KAMN428-Eを付加
して表示します。

使用例

●サーバ識別名を指定した場合で，サーバが稼働中のとき

●グループ名を指定した場合

monodrshw { -s サーバ識別名 | -g グループ名 }

> monodrshw -s server2
KAMN950-I Order Information
group name:groupA
alias:server2             parent:server1

> monodrshw -g groupA
KAMN950-I Order Information
group name:groupA
alias:server1             parent:none
alias:server2             parent:server1
alias:server3             parent:server2
alias:server4             parent:server2
alias:server5             parent:none
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monpath（監視パスの状態表示）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

監視パスの状態をチェックし，その結果を表示します。monpathコマンドは，監視パス
の障害発生時および障害回復時に使用します。

表示される内容は次のとおりです。

監視パスの TCP/IPのホスト名

HAモニタの環境設定の lanオペランドで指定した監視パスの名称が表示されます。

他系のホスト名と他系との通信状態，または監視パスの異常状態

他系のホスト名と他系との通信状態の組み合わせ，または監視パスの異常状態が表示さ
れます。現在使用している監視パスには，他系との通信状態のあとに「*」が表示されま
す。

ここに表示されるホスト名は，HAモニタの環境設定の nameオペランドに指定した値
です。表示される内容とその意味を次に示します。

• ホスト名　OK：正常
• ホスト名　NO RESPONSE：系のスローダウン，他系の HAモニタなし，または監視
パスの障害や切断などの理由による応答なし

• **not connect**：正常（他系の HAモニタと未接続）
• **open err**：オープンエラー
• **LAN err**：送信エラー

オプション

-i

-iオプションを指定しない場合の情報に加えて，他系の TCP/IP LANの情報を表示しま
す。

●他系の監視パスの TCP/IPのホスト名
/etc/hostsファイルに指定した，他系の監視パスの TCP/IPのホスト名が表示されま
す。TCP/IPのホスト名を指定していない場合は，"----"が表示されます。

monpath [-i] [チェック時間]
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●他系の監視パスの IPアドレス
/etc/hostsファイルに指定した他系の監視パスの TCP/IPのホスト名に対応する IPア
ドレスが表示されます。

チェック時間

監視パスをチェックする時間を指定します。指定の単位は「秒」で，3～ 30秒の範囲で
指定できます。指定を省略した場合は，3秒を仮定します。

チェック時に監視パスに 1本でも障害があった場合は，指定したチェック時間の間隔で
監視パスを再チェックします。再チェックの回数は，HAモニタの環境設定の
pathpatrol_retryオペランドに指定した回数になります。

通常のチェック時間は 3秒で十分ですが，（ホスト数×監視パス数）が多い場合や複数の
サーバの開始処理中はチェック時間を大きくしてください。

注意事項

●チェックの対象となる監視パスの範囲は，自系の TCP/IPの LANアダプタから他系
の TCP/IPの LANアダプタまでです。

使用例

次に示す系切り替え構成で，系 1（host1）でmonpathコマンドを実行した例を示しま
す。

図 9-1　監視パスと IPアドレス

● -iオプションを指定しない場合で，系 3（ホスト名が host3）の監視パス（path32）
に障害が発生しているとき
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● -iオプションを指定した場合で，系 3（ホスト名が host3）の監視パス（path32）が /
etc/hostsファイルに指定されていないとき

> monpath
KAMN390-I Path status Display
device name  host name  status
path11       host2      OK  *
             host3      OK  *
path12       host2      OK
             host3      NO RESPONSE

> monpath -i
KAMN390-I Path status Display
device name  host name  host   (IP_address)  status
path11       host2      path21 (100.2.1.132) OK  *
             host3      path31 (100.2.1.133) OK  *
path12       host2      path22 (100.2.2.132) OK
             host3      ----   (100.2.2.133) OK
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monresbgn（リソースサーバの起動）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

リソースサーバを起動します。

オプション

リソースサーバ識別名

起動するリソースサーバの識別名を指定します。

注意事項

●monresbgnコマンドは，リソースサーバにだけ使用できます。

●通常，リソースサーバは，リソースサーバを親指定しているサーバの起動時に自動起
動されます。monresbgnコマンドは，必要に応じて実行してください。

monresbgn リソースサーバ識別名
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monresend（実行中のリソースサーバの停止）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

実行中のリソースサーバを停止します。実行中のリソースサーバが停止した場合，対応
する待機中のリソースサーバがあれば自動的に停止します。

オプション

リソースサーバ識別名

停止する実行中のリソースサーバの識別名を指定します。

注意事項

●monresendコマンドは，実行中のリソースサーバにだけ使用できます。また，
monresendコマンドは，実行系だけから実行できます。

●通常，リソースサーバは，リソースサーバを親指定しているすべてのサーバが停止し
た際に自動停止されるため，monresendコマンドを使用する必要はありません。

●monresendコマンドによってリソースサーバが停止すると，リソースが切り離されま
す。このため，リソースを使用するサーバが起動していないことを十分確認の上，コ
マンドを実行してください。なお，リソースサーバを親指定しているサーバが稼働し
ている場合，monresendコマンドは失敗します。

monresend リソースサーバ識別名
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monressbystp（待機中のリソースサーバの停
止）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

待機中のリソースサーバ，または連動系切り替え待ち状態になった待機中のリソース
サーバを停止します。

オプション

リソースサーバ識別名

停止する待機中のリソースサーバの識別名を指定します。

注意事項

●monressbystpコマンドは，待機中のリソースサーバにだけ使用できます。また，
monressbystpコマンドは，待機系だけから実行できます。

●通常，待機中のリソースサーバは，待機中のリソースサーバを親指定しているすべて
の待機サーバが停止した際に自動停止されるため，monressbystpコマンドを使用す
る必要はありません。

●リソースサーバでだけ系切り替えができる状態になっている場合で，待機中のリソー
スサーバだけを停止したいときなどに使用します。なお，待機中のリソースサーバを
親指定している待機サーバが稼働している場合，monressbystpコマンドは失敗しま
す。

monressbystp リソースサーバ識別名
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monrp（リセットパスの状態表示）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

SVPと通信することでリセットパスの状態をチェックし，結果を表示します。SVPやリ
セットパスの障害発生時および障害回復時に使用します。表示する状態は次のとおりで
す。

ホスト名と状態

ホスト名と SVPの状態の組み合わせが表示されます。ここに表示されるホスト名は，
HAモニタの環境設定の nameオペランドに指定した値です。表示される内容とその意
味を次に示します。

• ホスト名　OK：正常
• ホスト名　NG：異常（SVPの異常や SVP間を接続するパスの異常）
• **nothing**：他系と未接続

オプション

他系ホスト名

リセットパスをチェックする，自ホストに接続された他ホストの名称を指定します。指
定を省略した場合は，自ホストに接続しているすべてのホストをチェックします。

注意事項

●リセットパスのチェックには，最大で（ホスト数× 15）秒掛かります。また，monrp
コマンドの実行中は，HAモニタでの系のリセットが待たされるため，障害発生時の
系切り替えが遅れます。コマンドは必要なときにだけ実行してください。

●monrpコマンドは，コマンドを実行するマシンの機種が BladeSymphonyの場合に実
行できます。

使用例

●他系と接続している場合

monrp [他系ホスト名]
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●他系と接続していない場合

> monrp
KAMN395-I Reset Path status Display
host name                         status
host1                             OK          
host2                             NG          

> monrp
KAMN395-I Reset Path status Display
host name                         status
**nothing**
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monsbystp（待機サーバの停止）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

待機中の待機サーバ，または連動系切り替え待ち状態になった待機サーバを停止します。
再起動待ち状態の実行サーバに対応している待機サーバをmonsbystpコマンドで停止さ
せた場合は，再起動待ち状態の実行サーバも自動で停止させます。

マルチスタンバイ機能を使用する場合は，コマンドを実行した系の待機サーバだけを停
止させます。また，待機サーバの状態によって，次のとおり動作が異なります。

• 連動系切り替え待ち状態の待機サーバをmonsbystpコマンドで停止させたときは，対
応しているすべての系の待機サーバも自動で停止させます。

• 再起動待ち状態の実行サーバに対応している待機サーバをmonsbystpコマンドで停止
させたときは，ほかに待機中の待機サーバがなければ，再起動待ち状態の実行サーバ
も自動で停止させます。

オプション

サーバ識別名

停止するサーバの識別名を指定します。

注意事項

●monsbystpコマンドは待機系だけから実行できます。

monsbystp サーバ識別名
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monsetup（HAモニタの環境設定）

形式

● HAモニタの起動・停止方法の設定変更

●リセットパスの設定

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

● HAモニタの起動・停止方法の設定変更
通常，HAモニタはシステム起動時に自動起動され，システム停止時に自動停止され
るよう設定されています。
monsetupコマンドは，monstartコマンドやmonstopコマンドで起動・停止できる
よう，HAモニタの起動・停止方法の設定を変更します。

●リセットパスの設定
リセットパスで使用する IPアドレスなどを対話形式で設定します。リセットパスの設
定は，マシンの機種が BladeSymphonyの場合に実行できます。

オプション

HAモニタの起動・停止方法の設定変更

起動方法の設定と停止方法の設定の，どちらを変更するかを指定します。指定を省略し
た場合は，起動・停止方法の設定情報を表示します。

● -start
起動方法の設定を変更します。設定が「auto（自動起動）」の場合は「manual
（monstartコマンドによる起動）」に，「manual」の場合は「auto」に変更します。

● -stop
停止方法の設定を変更します。設定が「auto（自動停止）」の場合は「manual
（monstopコマンドによる停止）」に，「manual」の場合は「auto」に変更します。

リセットパスの設定

● -resetpath
対話形式で，リセットパスを使用するのに必要な設定をします。設定時に表示される
「スイッチ &マネジメントモジュール」とは，SVPおよび SVPを管理するハード

monsetup [{-start|-stop}]

monsetup -resetpath
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ウェアのことです。詳細はハードウェアのマニュアルを参照してください。設定する
内容を次に示します。

システムのパーティション名
スイッチ＆マネジメントモジュールの SVPコマンドモードのHAコマンドで設
定した，システム内の CPUモジュールのパーティション名と同じ名称を設定し
てください。

リセットパスの IPアドレスおよびポート番号
リセットパスのネットワークに属する任意の IPアドレスを設定してください。
ポート番号は各系で同じ値とし，未使用の番号を 5001から 65535の範囲で設定
します。ただし，スイッチ＆マネジメントモジュールの IPアドレスおよびポー
ト番号とは異なる値にしてください。

スイッチ＆マネジメントモジュールの IPアドレス
スイッチ＆マネジメントモジュールの SVPコマンドモードの LCコマンドで設定
した，"SVP IP address"と同じ値を設定してください。

スイッチ &マネジメントモジュールのポート番号
ポート番号には，未使用の番号を 5001から 65535の範囲で設定します。スイッ
チ＆マネジメントモジュールの SVPコマンドモードのHAコマンドで設定した，
"Port no"と同じ値を設定してください。

注意事項

● HAモニタが稼働中の場合，リセットパスの設定はできません。HAモニタが稼働し
ている場合は，停止してから再度monsetupコマンドを実行してください。

使用例

●起動・停止方法の設定情報の表示

（凡例）
Start mode：起動方法の設定
Stop mode：停止方法の設定

●起動方法の設定変更情報の表示

●停止方法の設定変更情報の表示

●リセットパスの設定 (BladeSymphonyの場合 )

>monsetup
Start mode : auto   Stop mode : manual

>monsetup -start
Start mode : manual

>monsetup -stop
Stop  mode : auto
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（凡例）>：ユーザの操作を示します。

> monsetup -resetpath
  システムリセットのためのリセットパスの設定を行います。
設定を中断したい場合は，[CTRL] + [D]キーを押してください。
 
実行する処理を番号で選択してください。
1. 設定を行う
2. 現在の設定を表示する
3. 終了
---> 1
システムリセットにスイッチ＆マネジメントモジュールを使用する構成ですか？
1. はい
2. いいえ
--->1
HAモニタが稼動するシステムのパーティション名を入力してください。
現在の設定：未設定
--->MS0001
HAモニタがリセットパスに使用するIPアドレスを入力してください。
現在の設定：未設定
--->192.168.0.1
HAモニタがリセットパスに使用するポート番号を入力してください。
現在の設定：未設定
--->10000
スイッチ＆マネジメントモジュールのIPアドレスを入力してください。
現在の設定：未設定
--->192.168.0.2
スイッチ＆マネジメントモジュールのポート番号を入力してください。
現在の設定：未設定
--->15000
リセットパスの設定が完了しました。
 
実行する処理を番号で選択してください。
1. 設定を行う
2. 現在の設定を表示する
3. 終了
--->3

コマンドを終了します。
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monshow（サーバと系の状態表示）

形式

●サーバの状態表示

●系の状態表示

●サーバグループの状態表示

●共有リソース情報の表示

● LANアダプタの状態表示

●リソースサーバの状態表示

●マルチスタンバイ機能使用時のサーバの優先度表示

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

サーバの状態表示

コマンドを実行した系（自系）で稼働中のサーバと，そのサーバと対になっている系
（他系）のサーバの状態が表示されます。停止しているサーバは，表示されません。マル
チスタンバイ機能を使用している場合は，他系で稼働中のサーバがすべて表示されます。
表示される内容は次のとおりです。

• 自系のホスト名
• 自系のサーバの識別名
• 自系のサーバの状態

monshow [サーバ識別名]

monshow -c

monshow -g [グループ名]

monshow -d [サーバ識別名]

monshow -l

monshow -r

monshow -p [サーバ識別名]
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表示される自系のサーバの状態を，次の表に示します。

表 9-3　 自系のサーバの状態

• 他系のサーバの状態
表示される他系のサーバの状態を，次の表に示します。

表 9-4　 他系のサーバの状態

• 他系のホスト名
• 詳細情報メッセージ

KAMN242-D，KAMN243-D，KAMN244-D，KAMN364-D，KAMN423-E，
KAMN931-I，KAMN932-I，および KAMN936-I

系の状態表示

自系（自ホスト）と，接続中の他系（他ホスト）の状態が表示されます。表示される内
容は次のとおりです。

• ホスト名
• ホストアドレス
• 系障害監視時間

状態 意味

ONL 実行処理中

SBY 待機処理中

(ONL) 実行サーバとして起動処理中

(SBY) 待機サーバとして起動処理中

*ONL* 再起動待ち状態

*SBY* 実行サーバの起動待ち状態，またはリソースサーバの起動待ち状態

ONL?? 系切り替え待ち状態

SBY?? 連動系切り替え待ち状態

ONL>> 実行サーバの停止処理中

SBY>> 待機サーバの停止処理中

状態 意味

ONL 実行処理中

SBY 待機処理中

(ONL) 実行サーバとして起動処理中

(SBY) 待機サーバとして起動処理中

*ONL* 再起動待ち状態
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サーバグループの状態表示

コマンドを実行した系（自系）で稼働中のグループ化したサーバ（サーバグループ）の
状態が表示されます。表示される内容は次のとおりです。

• 自系のホスト名
• サーバグループのグループ名

また，サーバグループ内のサーバごとに，次が表示されます。グループ内にリソース
サーバがある場合は，リソースサーバについても表示されます。

• サーバ識別名
• サーバが連動系切り替えができる状態かどうか

possible：できる
impossible：できない

• 切り替え種別
実行サーバだけを表示する場合には切り替え種別が表示されますが，待機サーバを表
示する場合には切り替え種別は表示されません。

共有リソース情報の表示

コマンドを実行した系（自系）で稼働中のサーバが使用している，共有リソースの情報
が表示されます。表示される情報は次のとおりです。

• 自系のホスト名
• 自系のサーバ識別名
• 回線切替装置が HT-4990-KIRIKVおよび HT-4990-KIRIKXの場合はスペシャルファ
イル名，回線切替装置の IDおよび入力ポート

• 回線切替装置が HN-7601-8VおよびHN-7601-8Xの場合はスペシャルファイル名
• ボリュームグループのスペシャルファイル名，共有リソースの接続失敗時にサーバの
起動を中止する機能の使用有無，およびボリュームグループのオンライン化時のオプ
ション

• ファイルシステムの名称，マウント先ディレクトリおよびマウントオプション

LANアダプタの状態表示

コマンドを実行した系（自系）で二重化されている LANアダプタの状態が表示されま
す。表示される内容は次のとおりです。

• lan_pairオペランドに指定した LANアダプタのペア
• 現用（予備）LANインタフェース名称
• 現用（予備）LANアダプタの状態

OK：正常
NG：異常

なお，LANインタフェース名称と状態の表示のあとに「*」が表示されている LANアダ
プタは，現在使用されている LANアダプタになります。
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LANアダプタの二重化定義をしていない環境でmonshowコマンドを実行しても何も情
報が表示されないだけで，エラーとはなりません。

リソースサーバの状態表示

「サーバの状態表示」に加えて，リソースサーバの状態が表示されます。

マルチスタンバイ機能使用時のサーバの優先度表示

マルチスタンバイ機能を使用している場合，すべてのサーバ，または指定したサーバで
のすべての系の優先度が表示されます。

オプション

オプションに何も指定しない場合は，サーバの状態が表示されます。

サーバの状態表示

●サーバ識別名
状態が表示されるサーバの識別名を指定します。省略時は，コマンドを実行した系で
稼働中の，すべてのサーバの状態が表示されます。

系の状態表示

● -c
系の状態が表示されます。

サーバグループの状態表示

● -g
サーバグループの状態が表示されます。
グループ内にリソースサーバがある場合は，リソースサーバについても表示されます。

●グループ名
状態を表示するサーバグループのグループ名を指定します。省略時は，コマンドを実
行した系で稼働中の，すべてのサーバグループの状態が表示されます。

共有リソース情報の表示

● -d
共有リソースの情報が表示されます。

●サーバ識別名
共有リソースの情報を表示するサーバの識別名を指定します。省略時は，コマンドを
実行した系で稼働中の，すべてのサーバの共有リソース情報が表示されます。

LANアダプタの状態表示

● -l
二重化されている LANアダプタの状態が表示されます。
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リソースサーバの状態表示

● -r
「サーバの状態表示」に加えて，リソースサーバの状態が表示されます。

マルチスタンバイ機能使用時のサーバの優先度表示

● -p
マルチスタンバイ機能を使用している場合，すべてのサーバ，または指定したサーバ
のすべての系の優先度が表示されます。

●サーバ識別名
状態および優先度を表示するサーバの識別名を指定します。省略時は，コマンドを実
行した系で稼働中の，すべてのサーバの状態および優先度が表示されます。

使用例

サーバの状態表示

サーバの状態表示（マルチスタンバイ機能使用時）

系の状態表示

> monshow
KAMN213-I  Own host name:host1
       Own servers      Pair servers
       Alias   Status   Status  Host name
       server1  ONL      SBY    host2
       server2  SBY     (ONL)   host2
       server3  *SBY*
       server4  ONL??
       server5  *ONL*    SBY    host2
KAMN360-I ---------------- Detailed Information ----------------
KAMN243-D　自ホスト：host1でシステムリセットができないか，又は異常終了したサーバがありま
す。実行サーバ：server3は他ホストで起動している可能性があります。起動種別を待機サーバに変更
し起動待ち状態にしました。
KAMN364-D　サーバ：server4はシステムリセットができないため系切り替え待ち状態にします。

> monshow
KAMN213-I Own host name : host1
       Own servers           Pair servers
       Alias     Status      Status    Host name
       server1    ONL         SBY      host3
                              SBY      host2
                              SBY      host4
       server2    ONL         SBY      host2
       server3   *SBY*
       server4    SBY        (SBY)     host4
                             (ONL)     host2
                              SBY      host3

> monshow -c
KAMN335-I  Connected host information
       Host name     Host address Patrol time
       host1              100          10
       host2              200          10
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サーバグループの状態表示

共有リソース情報の表示

LANアダプタの状態表示

リソースサーバの状態表示（"ressrv0"がリソースサーバ識別名称の場合）

> monshow -g
KAMN213-I Own host name : host1
          Group name : groupA
 
             Alias : server1  Status : possible exchange
             Alias : server2  Status : impossible no_exchange cancel

> monshow -d
KAMN213-I　Own　host　name　: 　host1
　Server　:　server1
　　***　　DISK　information　　***
　　-NAME----------------------------
　　　/dev/vg01
　　　　neck
　　　　on_opt="-a y -q n"
　　***　　PORT　information　　***
　　-NAME----------------------------
　　　/dev/tty0p1
　　***　　Line　Switch　information　　***
　　-NAME---------------id----port---
　　　/dev/tty0p2　　　　001　　A
　　***　　File　system　information　　***
　　-NAME----------------------------
　　　/dev/vg01/lv_vxfs1
　　　　mount　dir=/vxfs1
　　　　mount　opt=-o　log

> monshow -l
KAMN256-I LAN adaptor status
     Pair               Interface               Status
     lan0-lan5          lan0                    OK *
                        lan5                    OK
     lan3-lan4          lan3                    NG
                        lan4                    OK *

> monshow -r
KAMN213-I Own host name : host1
     Own servers           Pair servers
     Alias     Status      Status    Host name
     ressrv0    ONL
     server1    ONL
     server2    ONL
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マルチスタンバイ機能使用時のサーバの優先度表示

他系のサーバの情報が表示される順番は，系やサーバの起動順で決定されます。常に同
じ順番では表示されません。

> monshow -p
KAMN213-I Own host name : host1 
      Own servers             Pair servers
      Alias           Status  pri     Status  pri     Host name
      server1          ONL     0       SBY     2       host3
                                       SBY     1       host2
                                       SBY     3       host4
      server2          ONL     0       SBY     1       host2
      server3          SBY     1       ONL     0       host3
      server4          SBY     1       SBY     3       host4
                                       ONL     0       host2
                                       SBY     2       host3
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monstart（HAモニタの起動）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

HAモニタを起動します。

オプション

なし。

monstart
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monstop（HAモニタの停止）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ，および一般ユーザ

機能

HAモニタを停止します。

オプション

なし。

注意事項

●monstopコマンドは，サーバが稼働している場合は受け付けられません。

monstop
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monswap（計画系切り替え）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

計画系切り替えを実行します。

monswap -gコマンドを実行すると，連動系切り替えでグループ化したサーバグループ全
体の計画系切り替えをします。待機系のサーバグループ内に連動系切り替え待ち状態の
待機サーバがある場合は，monswap -gコマンドを実行してサーバグループ全体の系切り
替えをすることで，実行サーバとして起動できます。

マルチスタンバイ機能を使用している場合，monswapコマンドを実行したときに最も優
先度が高い待機サーバに計画系切り替えをします。なお，現用系で待機サーバが稼働し
ている場合（サーバ対応の環境設定の initialオペランドに onlineが指定されているサー
バが，待機サーバとして稼働している場合），この待機サーバを最も優先度が高い待機
サーバと判断されます。

オプション

サーバ識別名

計画系切り替えをするサーバの識別名を指定します。ただし，グループ化されていない
サーバに対して有効です。

-g グループ名

計画系切り替えをするサーバグループのグループ名を指定します。

monswap {サーバ識別名|-gグループ名}
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monts（HAモニタのトラブルシュート情報の収
集）

形式

実行できるユーザ

スーパユーザ

機能

HAモニタのトラブルシュートに必要な情報を DAT，テープなどの可搬媒体または通常
のファイルに収集します。

オプション

なし。

使用例

● OSがHP-UX（PA-RISC）の場合

● OSがHP-UX（IPF）の場合

monts

>monts
   ＊＊＊ HAモニタ障害情報採取ツール DATE:2006/11/01 16:13:51＊＊＊
 
   HAモニタの障害情報をDATまたは通常のファイルに出力します。
   DAT装置のデバイス名または通常のファイル名を入力してください。
   絶対パス指定ではなくファイル名のみを指定した場合，/tmp の下に出力します。
   （リターンキーで /dev/rmt/0m を仮定します）
   =>
>/dev/rmt/0m
   DAT装置にテープを装着して，リターンキーを押してください。
   通常のファイルの場合は，そのままリターンキーを押してください。
   =>
>
   障害情報をDATまたは通常のファイルに出力しています。しばらくお待ちください。
   障害情報の採取が終了しました。
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（凡例）>：ユーザの操作を示します。

>monts
 
   ＊＊＊ HAモニタ障害情報採取ツール DATE: 2006/11/06 18:37:52＊＊＊
 
   HAモニタの障害情報をファイルに出力します。
   ファイル名を入力してください。
   絶対パス指定ではなくファイル名のみを指定した場合，/tmp の下に出力します。
   （リターンキーで /tmp/monts.tar を仮定します）
   =>
>/tmp/monts.tar
   リターンキーを押してください。
   =>
>
   障害情報をファイルに出力しています。しばらくお待ちください。
   障害情報の採取が終了しました。
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付録

付録 A　HAモニタのイベント ID

付録 B　監視履歴として出力されるメッセージ

付録 C　用語解説
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付録 A　HAモニタのイベント ID
JP1と連携して，システムの自動化を実現できます。HAモニタは，HAモニタの起動時
やサーバの異常終了時などにイベントを発行し，JP1に通知します。

HAモニタが発行するイベントは，JP1/Baseが管理します。イベント管理については，
マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

HAモニタが発行するイベント IDの形式を次に示します。

• JP1/IM形式
• JP1/SES形式

OSが HP-UX（PA-RISC）の場合は，JP1/IM形式または JP1/SES形式を選択できま
す。OSが HP-UX（IPF）の場合は，形式を選択できません。JP1/IM形式で発行されま
す。

付録 A.1　JP1/IM形式
HAモニタが発行する JP1イベントの項目について説明します。ユーザは次に示す項目
について，JP1統合管理画面などから確認できます。

図 A-1　HAモニタが発行する JP1イベントの項目一覧（JP1/IM形式）

イベント ID
HAモニタに割り当てられた JP1のイベント IDが表示されます。

対応する HAモニタメッセージ
イベントに対応する，HAモニタのメッセージ IDおよびメッセージテキストが表示
されます。

重大度
該当するイベントの JP1での重大度が表示されます。次のどれかが表示されます。
• Error：エラーを意味します。
• Warning：警告を意味します。
• Information：情報を意味します。

ユーザ名
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スーパユーザ名が表示されます。

プロダクト名
/HITACHI/HAmonが表示されます。

オブジェクトタイプ
JP1のイベントを発行する原因となった，HAモニタのオブジェクトの種類が表示
されます。次のどれかが表示されます。
• HAHOST

HAモニタ本体に関するイベントです。
• HASERV
サーバに関するイベントです。

• HARESET
リセットパスに関するイベントです。

• HAPATH
監視パスに関するイベントです。

• HASERVPATH
サーバパスのエラーに関するイベントです。

オブジェクト名
オブジェクトタイプに対応したオブジェクト名が表示されます。次のどれかが表示
されます。
• HAモニタのホスト名

HAHOSTに対応します。
• サーバ識別名，またはサーバパス名

HASERVに対応します。
• リセット先の HAモニタのホスト名

HARESETに対応します。
• 監視パスのホスト名

HAPATHに対応します。
• サーバパス名

HASERVPATHに対応します。

登録名タイプ
HAmonが表示されます。

登録名
イベント発行元のHAモニタのホスト名が表示されます。

事象種別
オブジェクトタイプで設定したオブジェクトがどのような状態の場合にイベントを
発行するかが表示されます。次のどれかが表示されます。
• START
開始しました。
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• END
終了しました。

• NOTSTART
開始できませんでした。

• RESTART
再実行を開始しました。

• SWITCH
系切り替えが発生しました。

• NOTICE
ユーザに通知します。

• EXCEPTION
そのほかのエラーが発生しました。

開始時刻
イベントの発生時刻が表示されます。

HAモニタが発行するイベントの項目のうち，イベントごとに内容が異なる項目を次に示
します。

表 A-1　HAモニタが発行するイベントの内容（JP1/IM形式）

イベント発行契
機

イベント
ID

対応す
る HA
モニタ
メッ
セージ

重大度 オブジェクト
タイプ

オブジェク
ト名

事象種別

HAモニタ開始 00010200 KAMN
002-I

Information HAHOST HAモニタの
ホスト名

START

HAモニタ正常
終了

00010201 KAMN
050-I

Information END

KAMN
056-I

HAモニタ異常
終了

00010202 KAMN
003-E
※ 1

Error NOTSTA
RT

KAMN
205-E

KAMN
207-E

KAMN
208-E

KAMN
617-E

EXCEPT
ION

サーバ起動 00010203 KAMN
241-I

Information HASERV サーバ識別
名

START
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KAMN
251-I

KAMN
254-I

RESTAR
T

KAMN
274-I

KAMN
310-I

SWITCH

KAMN
311-I

サーバ正常終了 00010204 KAMN
280-I

Information END

KAMN
281-I

KAMN
290-I

サーバ異常，ま
たは異常終了

00010205 KAMN
253-E

Error EXCEPT
ION

KAMN
272-E

KAMN
273-E
※ 2

KAMN
275-E

KAMN
276-E

KAMN
300-E

KAMN
301-E

KAMN
305-E

NOTSTA
RT

KAMN
306-E

KAMN
307-E

KAMN
312-E

イベント発行契
機

イベント
ID

対応す
る HA
モニタ
メッ
セージ

重大度 オブジェクト
タイプ

オブジェク
ト名

事象種別
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注※ 1　HAモニタ起動時，メッセージ KAMN001-Iの出力前，または HAモニタの定義ファイル
解析失敗によって HAモニタが起動失敗した場合，イベントは発行されません。
注※ 2　メッセージ KAMN273-Eがメッセージ KAMN300-E，KAMN305-E，KAMN312-E，
KAMN315-Eのどれかと一緒に出力された場合は，メッセージ KAMN273-Eはイベントとして発行

KAMN
315-E

KAMN
316-E

KAMN
384-E

KAMN
423-E

KAMN
237-E

HASERVPAT
H

サーバパス
名

他系の障害を検
出

00010206 KAMN
340-E

Error HAHOST 障害となっ
た系の HA
モニタのホ
スト名

EXCEPT
ION

リセットパス障
害，およびリ
セット失敗

00010207 KAMN
347-E

Error HARESET リセット先
の HAモニ
タのホスト
名

KAMN
399-E

監視パス障害 00010208 KAMN
177-E

Error HAPATH 監視パスの
ホスト名

KAMN
607-E

KAMN
640-E

KAMN
174-W

Warning

KAMN
641-W

オペレータ介入
待ち※ 3

00010209 KAMN
238-D

Warning HASERV サーバ識別
名

WAIT

KAMN
258-D

KAMN
368-D

イベント発行契
機

イベント
ID

対応す
る HA
モニタ
メッ
セージ

重大度 オブジェクト
タイプ

オブジェク
ト名

事象種別
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されません。一緒に出力されたメッセージだけがイベントとして発行されます。
注※ 3　オペレータ介入待ちイベントは，複数回発生する可能性があります。複数回発生した場合
は，最初に発生したイベントだけが発行されます。

付録 A.2　JP1/SES形式
HAモニタが発行する JP1イベントの項目について説明します。ユーザは次に示す項目
について，JP1統合管理画面などから確認できます。

図 A-2　HAモニタが発行する JP1イベントの項目一覧（JP1/SES形式）

イベント ID
HAモニタに割り当てられた JP1のイベント IDが表示されます。

対応する HAモニタメッセージ
イベントに対応するHAモニタのメッセージ IDが表示されます。

詳細情報
イベントに対応するHAモニタの詳細情報が表示されます。

HAモニタが発行するイベントの項目のうち，イベントごとに内容が異なる項目を次に示
します。

表 A-2　HAモニタが発行するイベントの内容（JP1/SES形式）

イベント発行
契機

イベント ID 対応する HA
モニタメッ
セージ

詳細情報

HAモニタ開
始

00010200 KAMN002-I －

HAモニタ正
常終了

00010201 KAMN050-I －

HAモニタ異
常終了

00010202 KAMN617-E アボート ID：HAモニタの異常終了情報

サーバ起動 00010203 KAMN241-I サーバ識別名：待機サーバとして起動完了した
サーバの識別名

KAMN251-I サーバ識別名：実行サーバとして起動完了した
サーバの識別名

KAMN254-I サーバ識別名：実行サーバとして再起動が完了し
たサーバの識別名

KAMN274-I サーバ識別名：待機サーバとして再起動が完了し
たサーバの識別名
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（凡例）　－：表示されません。

付録 A.3　イベントが発行されるタイミング
イベントが発行されるタイミングについて説明します。JP1イベントの形式によって，
イベントが発行されるかどうかが異なりますが，各イベントの発行タイミングは同じで
す。

（1） HAモニタ開始時のイベント発行タイミング

HAモニタ開始時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。

KAMN310-I サーバ識別名：待機サーバから実行サーバへの系
切り替えを開始したサーバの識別名

KAMN311-I サーバ識別名：待機サーバから実行サーバへの系
切り替えが完了したサーバの識別名

サーバ正常終
了

00010204 KAMN280-I サーバ識別名：実行サーバが正常終了したサーバ
の識別名

KAMN281-I サーバ識別名：待機サーバが正常終了したサーバ
の識別名

KAMN290-I サーバ識別名：実行サーバが計画停止したサーバ
の識別名

サーバ異常終
了

00010205 KAMN300-E サーバ識別名：実行サーバが異常終了したサーバ
の識別名

KAMN301-E サーバ識別名：スローダウンしていると判断され
たサーバの識別名

KAMN305-E サーバ識別名：実行サーバが起動失敗したサーバ
の識別名

KAMN306-E サーバ識別名：待機サーバが起動失敗したサーバ
の識別名

KAMN307-E サーバ識別名：待機サーバが異常終了したサーバ
の識別名

KAMN312-E サーバ識別名：待機サーバから実行サーバへの系
切り替えに失敗したサーバの識別名

KAMN315-E サーバ識別名：実行サーバが再起動限界に達した
サーバの識別名

KAMN316-E サーバ識別名：実行サーバが再起動限界に達した
サーバの識別名

他系の障害を
検出

00010206 KAMN340-E ホスト名：スローダウンしていると判断された系
のホスト名

イベント発行
契機

イベント ID 対応する HA
モニタメッ
セージ

詳細情報
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図 A-3　HAモニタ開始時のイベント発行タイミング

（2） HAモニタ正常終了時のイベント発行タイミング

HAモニタ正常終了時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。

図 A-4　HAモニタ正常終了時のイベント発行タイミング

HAモニタのシャットダウンによる，自動停止時のイベント発行タイミングを，次の図に
示します。
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図 A-5　HAモニタのシャットダウンによる自動停止時のイベント発行タイミング

（3） HAモニタ異常終了時のイベント発行タイミング

HAモニタ異常終了時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。

図 A-6　HAモニタ異常終了時のイベント発行タイミング

HAモニタ起動失敗時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-7　HAモニタ起動失敗時のイベント発行タイミング

複数の HAモニタ起動失敗時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。

図 A-8　複数の HAモニタ起動失敗時のイベント発行タイミング

（4） サーバ起動時のイベント発行タイミング

サーバ起動時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-9　サーバ起動時のイベント発行タイミング

（5） サーバ正常終了時のイベント発行タイミング

サーバ正常終了時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-10　サーバ正常終了時のイベント発行タイミング

サーバ計画停止時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-11　サーバ計画停止時のイベント発行タイミング

（6） サーバ起動失敗時のイベント発行タイミング

サーバ起動失敗時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-12　サーバ起動失敗時のイベント発行タイミング

（7） サーバ障害時のイベント発行タイミング

サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドに switchを指定している場合の，サー
バ障害時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-13　サーバ障害時（switchtype＝ switch）のイベント発行タイミング

サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドに restartを指定している場合の，サー
バ障害時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-14　サーバ障害時（switchtype＝ restart）のイベント発行タイミング

サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドにmanualを指定している場合の，サー
バ障害時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-15　サーバ障害時（switchtype＝ manual）のイベント発行タイミング

サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドに restartを指定している場合の，サー
バ再起動限界時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-16　サーバ再起動限界時（switchtype＝ restart）のイベント発行タイミング

サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドにmanualを指定している場合の，サー
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バ再起動限界時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。

図 A-17　サーバ再起動限界時（switchtype＝ manual）のイベント発行タイミング

待機サーバ異常終了時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-18　待機サーバ異常終了時のイベント発行タイミング

サーバの監視コマンドでサーバプロセスを監視している場合で，モニタモードのサーバ
の障害を検出したときのイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-19　モニタモードのサーバでの障害検出時のイベント発行タイミング

実行サーバを重複して起動した場合のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-20　実行サーバ重複起動時のイベント発行タイミング

モニタモードのサーバが待機サーバの自動起動要求に失敗した場合のイベント発行タイ
ミングを，次の図に示します。



付録 A　HAモニタのイベント ID

480

図 A-21　モニタモードのサーバでの待機サーバ自動起動要求失敗時のイベント発行タイ
ミング

サーバ対応の環境設定の groupオペランドに no_exchangeを指定している場合で，サー
バグループの連動系切り替え待ち状態になったときのイベント発行タイミングを，次の
図に示します。
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図 A-22　サーバ障害時（group＝ no_exchange）のイベント発行タイミング

（8） 他系の障害検出時のイベント発行タイミング

系障害時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-23　系障害時のイベント発行タイミング

（9） リセットパス障害時のイベント発行タイミング

リセットパス障害時のイベント発行タイミングを，次の図に示します。
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図 A-24　リセットパス障害時のイベント発行タイミング

（10） 系のリセット失敗時のイベント発行タイミング

系に障害が発生して，系のリセットに失敗した場合のイベント発行タイミングを，次の
図に示します。
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図 A-25　系のリセット失敗時のイベント発行タイミング

（11） 監視パス障害時のイベント発行タイミング

HAモニタ開始時に監視パス障害が発生した場合のイベント発行タイミングを，次の図に
示します。
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図 A-26　監視パス障害発生時のイベント発行タイミング（HAモニタ開始時）

HAモニタ稼働中に監視パス障害が発生した場合のイベント発行タイミングを，次の図に
示します。
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図 A-27　監視パス障害発生時のイベント発行タイミング（HAモニタ稼働中）

（12） オペレータ介入待ち時のイベント発行タイミング

実行サーバ未起動によるオペレータ介入待ち時のイベント発行タイミングを，次の図に
示します。

図 A-28　実行サーバ未起動によるオペレータ介入待ち時のイベント発行タイミング
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付録 B　監視履歴として出力されるメッセージ
サーバや系に発生したスローダウンの情報を監視履歴として取得する場合，監視履歴
ファイルに監視履歴が出力されます。ここでは，監視履歴として出力されるメッセージ
の内容，および監視履歴が出力されるタイミングについて説明します。監視履歴ファイ
ルの出力形式については，「7.5.3(1)　監視履歴ファイルの出力形式」を参照してくださ
い。

監視履歴として出力されるメッセージの一覧を次に示します。

表 B-1　監視履歴として出力されるメッセージ一覧

（凡例）
H：他系
S：自系で稼働する実行サーバ
O：自系

（1） サーバの監視履歴が出力されるタイミング

HAモニタが自系の実行サーバの監視履歴を出力するタイミングを次に示します。

• 自系で実行サーバが起動したとき
サーバの監視履歴の取得を開始したというメッセージが出力されます。

• サーバ監視履歴取得時間を超えた間隔で，実行サーバの稼働報告を受けたとき
スローダウンが発生したというメッセージが出力されます。

ID 種
別

メッセージ本文 メッセージの説明

0101 H Acquisition of the patrol history has 
started.

ホスト名で示す他系の監視履歴の取得を開
始しました。

0102 H Acquisition of the patrol history has 
ended.

ホスト名で示す他系の監視履歴の取得を終
了しました。

0103 H The alive message was not received 
from the other system.

ホスト名で示す他系から，秒数で示す期間
aliveメッセージを受信できませんでした。

0201 S Acquisition of the patrol history has 
started.

サーバ識別名で示す実行サーバの監視履歴
の取得を開始しました。

0202 S Acquisition of the patrol history has 
ended.

サーバ識別名で示す実行サーバの監視履歴
の取得を終了しました。

0203 S Slowdown of Online server was 
detected.

サーバ識別名で示す実行サーバから，秒数
で示す期間稼働報告がありませんでした。

0301 O Acquisition of the patrol history has 
started.

自系の監視履歴の取得を開始しました。

0302 O Acquisition of the patrol history has 
ended.

自系の監視履歴の取得を終了しました。

0303 O Slowdown of HAmonitor in the own 
host was detected.

自系が秒数で示す期間スローダウンしてい
ました。
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• 実行サーバに障害が発生したとき
スローダウンが発生したというメッセージ，および監視履歴の取得を終了したという
メッセージが出力されます。

• 自系で実行サーバ，または HAモニタが停止したとき
監視履歴の取得を終了したというメッセージが出力されます。

サーバの監視履歴が出力されるタイミングの例を，次に示します。

図 B-1　サーバの監視履歴が出力されるタイミング

次に，図中の番号で示す時点でのサーバの状態を説明します。

1. 自系で実行サーバが起動しました。
HAモニタは実行サーバの監視を開始し，監視履歴（ID：0201）を取得します。

2. サーバ監視履歴取得時間を超えたスローダウンが発生しました。
3. サーバ障害監視時間に到達する前にスローダウン状態を脱しました。

HAモニタはサーバの稼働報告を受けたタイミングで監視履歴（ID：0203）を取得し
ます。

4. 実行サーバが停止しました。
HAモニタは実行サーバの監視を終了し，監視履歴（ID：0202）を取得します。
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（2） 他系の監視履歴が出力されるタイミング

HAモニタが他系の監視履歴を出力するタイミングを次に示します。

• 自系のHAモニタが系間の監視を開始したとき
監視履歴の取得を開始したというメッセージが出力されます。

• 系監視履歴取得時間を超えた間隔で，他系から aliveメッセージを受信したとき
スローダウンが発生したというメッセージが出力されます。

• 他系に障害が発生し，異常終了したとき
監視履歴の取得を終了したというメッセージが出力されます。障害の原因がスローダ
ウンの場合，スローダウンが発生したというメッセージも出力されます。

• 自系または他系のサーバが終了して，系切り替えができるサーバがなくなったとき
監視履歴の取得を終了したというメッセージが出力されます。

• 自系または他系のHAモニタが終了したとき
監視履歴の取得を終了したというメッセージが出力されます。

他系の監視履歴が出力されるタイミングの例を，次に示します。

図 B-2　他系の監視履歴が出力されるタイミング
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次に，図中の番号で示す時点での他系の状態を説明します。

1. 待機サーバが起動しました。
系切り替えができる状態になったため，自系の HAモニタは系間の監視を開始し，監
視履歴（ID：0101）を取得します。

2. 系監視履歴取得時間を超えたスローダウンが発生しました。
3. 系障害監視時間に到達する前にスローダウン状態を脱しました。
自系の HAモニタは aliveメッセージを受信したタイミングで監視履歴（ID：0103）
を取得します。

4. 実行サーバが停止しました。
系切り替えができる状態でなくなったため，自系の HAモニタは系間の監視を終了
し，監視履歴（ID：0102）を取得します。

（3） 自系の監視履歴が出力されるタイミング

HAモニタが自系の監視履歴を出力するタイミングを次に示します。

• 自系の HAモニタが起動したとき
監視履歴の取得を開始したというメッセージが出力されます。

• 自系が系監視履歴取得時間を超えたスローダウンから回復したとき
スローダウンが発生したというメッセージが出力されます。

• 自系にスローダウンが発生して系切り替えをしたあと，再起動したとき
スローダウンが発生したというメッセージが出力されます。

• 自系の HAモニタが終了したとき
監視履歴の取得が終了したというメッセージが出力されます。

自系の監視履歴が出力されるタイミングの例を，次に示します。
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図 B-3　自系の監視履歴が出力されるタイミング

次に，図中の番号で示す時点での自系の状態を説明します。

1. 自系の HAモニタが起動しました。
自系の HAモニタは自系の監視を開始し，監視履歴（ID：0301）を取得します。

2. 系監視履歴取得時間を超えたスローダウンが発生しました。
3. 系障害監視時間に到達する前にスローダウン状態を脱しました。
自系の HAモニタは自系がスローダウンから脱したタイミングで監視履歴（ID：
0303）を取得します。

4. 自系の HAモニタが停止しました。
自系の HAモニタは自系の監視を終了し，監視履歴（ID：0302）を取得します。
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付録 C　用語解説

（英字）

aliveメッセージ
系と系との間で相手が正常であるかどうかを知るために，一定の周期で発行するメッセージです。

HAモニタとのインタフェースを持たないプログラム
HAモニタと専用のインタフェースを持たないプログラムのことです。待機系のプログラムを事前に
起動させておいたり，サーバ障害を監視したりするなどの HAモニタの機能を一部使用できません。
HAモニタでは，HAモニタとのインタフェースを持つプログラムをモニタモードで運用する場合
と，HAモニタとのインタフェースを持たないプログラムを使用する場合とで，制限される機能に差
はありません。

HAモニタとのインタフェースを持つプログラム
HAモニタと専用のインタフェースを持つプログラムのことです。HAモニタとのインタフェースを
持つプログラムをサーバモードで運用すると，HAモニタのすべての機能を使用できます。HAモニ
タとのインタフェースを持つプログラムには，HiRDBおよび OpenTP1があります。
HAモニタは，HAモニタとのインタフェースを持つプログラムを監視して，プログラム自身が検知
できない障害が発生した場合，系切り替えをします。

IPアドレス
IPプロトコルで使われるアドレスを，IPアドレスといいます。IPプロトコルとは，OSI基本参照
モデルでいうネットワーク層に当たるプロトコルです。ネットワーク層では，データを転送するた
めの経路を確立したり，経路を決めたりするアドレスを管理しています。

LANアダプタ
コンピュータと LANを接続するためのデータ変換用のハードウェアです。

LVM
カーネルの機能の一つで，Logical Volume Managerの略です。LVMを使用すると，幾つかのボ
リュームグループを一つの論理ボリュームに割り当てられます。LVMの PVリンク機能を使用する
と，共有ディスクを冗長化できます。

TCP/IP
UNIXを使用したコンピュータ間の接続などに用いられる，標準的な通信プロトコルです。「TCP」
と「IP」の，二つのプロトコルに対応しています。

UDP
UNIXを使用したコンピュータ間の接続などに用いられる，標準的な通信プロトコルです。このよ
うなプロトコルとしては TCPも利用されますが，UDPは TCPに比べ転送速度が速く信頼性が低い
という特徴があります。
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（ア行）

アボートコード
UNIXシステムの異常停止の要因コードです。

イベント ID
UNIXシステム内で発生した特定の事象（イベント）を管理するために，イベントに付ける番号で
す。

エイリアス IPアドレス機能
一つの LANアダプタに複数の IPアドレスを割り当てることで，異なる IPアドレスで一つの LAN
アダプタを共用できる機能です。

親サーバ
あるサーバを起動，または系切り替えを開始するために，あらかじめ起動完了している必要のある
サーバです。サーバグループの親子関係では親に該当します。サーバ対応の環境設定で指定します。

（カ行）

カーネル
OSの中核部分のプログラムです。タスク管理，メモリ管理，入出力管理などをします。

稼働報告
サーバが一定時間ごとに HAモニタに送信する情報です。HAモニタはこの情報を基にサーバを監
視します。

可搬媒体
プログラムやデータを記憶させて持ち運べる，DATなどの記憶媒体です。

筐体
コンピュータ本体や周辺機器を収納するケースです。使用しているマシンの機種が BladeSymphony
の場合，筐体を「シャーシ」と呼びます。一つのシャーシには複数の系を構成できます。

共有リソース
共有ディスクや LANなど，実行系および待機系の系間で共有するリソースのことです。HAモニタ
が制御する共有リソースには，共有ディスク，ファイルシステム，LAN，および通信回線がありま
す。共有リソースは，サーバ単位で制御します。
また，リソースサーバを使用し，サーバグループ間で共有リソースを共用することもできます。

クライアント
プログラムが提供する各種のサービスを利用するマシン（ノード）です。

クラスタ型構成
1台のサーバシステムの限界を超えるシステムを構築するための構成です。複数のサーバシステムを
高速 LANで接続し，個々のサーバシステムに処理を分散させます。クライアントからは，一つの
サーバシステムとして処理できます。
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系
CPU単位でサーバが稼働するシステムの単位を示します。システムを構成するハードウェア，およ
びシステム上で稼働するプログラムを総称して「系」といいます。

系切り替え
業務を実行しているシステム（系）やサーバに障害が発生した場合に，待機しているシステム（系）
やサーバに業務を引き継ぐ機能のことです。

系切り替え待ち状態
実行系の障害時に待機系が実行系のリセットに失敗し，何らかの原因で実行系のサーバの状態が確
認できない場合，待機系で実行サーバを起動すると実行サーバの二重起動が発生することがありま
す。これを防ぐために，待機系での実行サーバの起動をいったん待たせます。この状態の実行サー
バを系切り替え待ち状態であるといいます。系切り替え待ち状態のサーバは，ユーザが操作するま
では実行サーバとして起動されません。

系のスローダウン
系全体の実行処理時間が通常以上に長くなることです。限度を超えたプログラム数の実行や，プロ
グラム間の通信不良などが原因で起こります。

現用系
起動してから最初に業務処理を実行するシステム（系）です。

コアファイル
プログラムが異常終了時に，そのプロセスのメモリ情報（モジュールトレース情報）が格納される
OS特定のファイルです。なお，コアファイルは，場合によっては作成されません。コアファイルが
あると，ユーザ作成のプログラムに異常が起きた場合などに，OSのコマンドを使ってプログラムの
デバッグができます。

子サーバ
親サーバの起動完了後に，起動開始するサーバです。サーバグループの親子関係では子に該当しま
す。

（サ行）

サーバ
要求に応じて業務を処理するサービスです。このマニュアルでは，系切り替えの単位としてのプロ
グラムを「サーバ」といいます。
サーバには大きく分けて，サーバモードのサーバと，モニタモードのサーバがあります。サーバ
モードでは，HAモニタのすべての機能を使用できますが，モニタモードでは，監視などの一部の機
能が使用できません。

サーバシステムの二重化
サーバが稼働するシステムのマシン，プログラム，およびリソースなどを二つ用意する（または二
重化できるものを共有させる）ことによって，システム全体の信頼性や稼働率を高めることです。

サーバのスローダウン
サーバの実行処理時間が通常以上に長くなることです。プログラムの無限ループ，リソースの競合
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などが原因で起こります。

サーバ引き継ぎ情報
実行サーバと待機サーバの間にペアが成立した際，実行サーバから待機サーバに引き継がれる情報
です。ユーザコマンド内でサーバ間のやり取りが必要な場合に，HAモニタのサーバ引き継ぎ情報設
定・表示コマンド（moninfo -pコマンド）で設定しておき，サーバ引き継ぎ情報設定・表示コマン
ド（moninfo -gコマンド）で参照・表示します。

サーバモード
サーバの運用方法の一つで，プログラムがHAモニタとのインタフェースを持つ場合（HiRDBまた
は OpenTP1）だけ選択できます。サーバをサーバモードで運用すると，HAモニタのすべての機能
を使用できます。
HAモニタは，サーバモードのサーバを監視していて，サーバ自身が検知できない障害が発生した場
合，系切り替えをします。

再起動待ち状態
サーバ対応の環境設定の switchtypeオペランドで，restartまたは manualオペランドを指定した
実行サーバにサーバ障害が発生した場合，実行サーバを停止させないで，実行サーバが再起動する
のを待たせます。この状態の実行サーバを再起動待ち状態であるといいます。

システムダンプ
特定のプログラムに限定できない障害情報を，可搬媒体に格納する OSの機能です。システムダン
プでは，メモリ情報，スワップ領域（仮想メモリ）の情報，および処理装置固有の情報を取得でき
ます。一般に，システムのどこに原因があるのかわからない障害時にシステムダンプを使います。

実行系
実行サーバを稼働させて，業務処理を実行しているシステム（系）です。

実行サーバ
現在，業務処理を実行しているサーバです。

実行サーバの起動待ち状態
待機サーバの起動時，何らかの原因で他系の実行サーバの起動が確認できない場合があります。こ
のとき，実行サーバの状態が確認できるまで待機サーバの起動を待たせます。このような待機サー
バを，実行サーバの起動待ち状態であるといいます。起動待ち状態の待機サーバはユーザの操作待
ちになり，実行サーバの起動開始が確認できるようになったら，待機サーバとして起動させます。

（タ行）

待機系
待機サーバを稼働させて，障害に備えて待機しているシステム（系）です。

待機サーバ
現在，実行サーバの障害に備えて待機しているサーバです。
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（ハ行）

パーティション
サーバマシンを複数の区画に分割し，それぞれを一つの仮想的なサーバマシンとして動作させる機
能を，パーティショニングといいます。また，この区画をパーティションといいます。
このマニュアルでは，「パーティション」は「HP-UX nPartitions」のことを指します。HAモニタ
は，HP-UX Virtual Partitions（vPars）による系切り替え構成をサポートしていません。

排他サーバ
待機系に別のサービスを提供する待機サーバが複数ある場合，系切り替えによって複数の実行サー
バが同時に稼働するのを避けることができます。
ある待機サーバが実行サーバとして稼働すると，同じ系で稼働しているほかの待機サーバを HAモ
ニタが停止します。この停止される待機サーバのことを排他サーバと呼びます。

排他制御
システムのリソースに対して複数の要求が競合した場合，同時更新やデッドロックを防ぐための制
御のことです。HAモニタでは，共有ディスクが，実行サーバと待機サーバの両方から同時に更新さ
れるのを防ぐ機能を，「排他制御機能」といいます。

プログラム
業務を実際に実行するプログラム（アプリケーション）のことです。HAモニタは，プログラムを系
切り替え構成にすることで冗長化し，システムの信頼性を向上します。
プログラムは，HAモニタとのインタフェースを持つプログラムと持たないプログラムに分けられま
す。

（マ行）

マルチスタンバイ機能
一つの実行サーバに対して，複数の待機サーバを準備するための機能のことです。
一つの実行サーバに対して一つの待機サーバを準備する場合に比べると，現用系の障害が復旧する
までの間も，システムの障害に備えることができるという特長があります。

メッセージログ
出力されるメッセージを特定のファイル（メッセージログファイル）に格納する OSの機能です。

モジュールトレース情報
HAモニタ内のモジュール処理の流れを，モジュールトレースバッファ（コアファイル）に取得した
ものです。モジュールトレース情報は，可搬媒体に移送して解析します。

モニタモード
サーバの運用方法の一つです。サーバをモニタモードで運用する場合，待機系のサーバを事前に起
動させておいたり，サーバ障害を監視したりするなどの，HAモニタの機能の一部を使用できませ
ん。



付録 C　用語解説

497

（ヤ行）

ユーザコマンド
ユーザが作成するコマンドです。HAモニタでは，事前にユーザコマンドを登録しておくことで，
サーバの状態変化に対する HAモニタの処理を契機に，ユーザコマンドを自動発行できます。ユー
ザコマンドを使用すると，HAモニタが制御しないリソースを共有リソースとして使用できます。

予備系
起動時に最初に稼働状態で待機するシステム（系）です。

（ラ行）

リソースサーバ
複数サーバで共有リソースを共用するためだけに使用するサーバです。そのため，サーバとしての
機能は持ちません。
リソースサーバを使用しない場合，サーバ単位で共有リソースを制御するのに対し，リソースサー
バを使用する場合はサーバグループ単位で共有リソースを制御します。

連動系切り替え
サーバをあらかじめグループ化しておくことで，そのグループ（サーバグループ）内の実行サーバ
のどれかに障害が発生した場合に，グループ単位で待機サーバに切り替える機能です。HAモニタで
は，サーバグループ内でも，サーバ単位に系切り替え時の動作を指定できます。

連動系切り替え待ち状態
サーバ対応の環境設定の groupオペランドで，no_exchangeを指定した実行サーバにサーバ障害が
発生した場合，待機系の待機サーバの系切り替えをいったん待たせます。この状態の待機サーバを
連動系切り替え待ち状態であるといいます。連動系切り替え待ち状態の待機サーバは，ユーザの操
作待ちになりますが，グループ内の exchange指定の実行サーバにサーバ障害が発生すると，一緒に
連動系切り替えをします。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

ソフトウェアマニュアルについて，３種類のサービスをご案内します。ご活用ください。 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しております。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名

称，資料番号のいずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル情報 複数マニュアルを格納したCD-ROMマニュアルを提供しています。ど

の製品に対応したCD-ROMマニュアルがあるか，を参照できます。 

■マニュアルのご購入 日立インターメディックス(株)の｢日立コンピュータ製品マニュア

ルサイト｣からお申し込みできます。 

(詳細は「３．マニュアルのご注文」を参照してください。) 

■Web提供マニュアル一覧 インターネットで参照できるマニュアルの一覧を提供しています。 

(詳細は「２．インターネットからのマニュアル参照」を参照して

ください。) 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットからのマニュアル参照(ソフトウェアサポートサービス) 
ソフトウェアサポートサービスの契約をしていただくと，インターネットでマニュアルを参照できます。 

本サービスの対象となる契約の種別，及び参照できるマニュアルは，マニュアル情報ホームページでご確認

ください。なお，ソフトウェアサポートサービスは，マニュアル参照だけでなく，対象製品に対するご質問

への回答，問題解決支援，バージョン更新版の提供など，お客様のシステムの安定的な稼働のためのサービ

スをご提供しています。まだご契約いただいていない場合は，ぜひご契約いただくことをお勧めします。 

３．マニュアルのご注文 
日立インターメディックス(株)の｢日立コンピュータ製品マニュアルサイト｣からご注文ください。 

①  下記 URL にアクセスして必要事項を入力してください。 

URL  http://www2.himdx.net/manual/privacy.asp?purchase_flag=1 

②  ご注文いただいたマニュアルについて，請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。なお，送料は弊社で負担します。 

④  入金確認後，7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB


